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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「神様を返してもらいに来たサ」

　灰色の存在から放たれた言葉けむりは漆しつ黒こくの闇やみに沈しずむことなく、ゆっくりと広がっていき、やがてこの虚空せかいの主あるじたる女の元へと届いた。

　天井そらの在あり処かなどわからない、ひたすら漆黒の世界において、ただの煙けむりならば現れた瞬しゆん間かんに闇に飲み込まれてしまう。ただの言葉でもそれは同じこと。

　けれど、影かげと同じく中性的はいいろな声は、闇に飲まれることも融とけることもなく、確かに女の耳に届いた。

　その煙も、声の主も、ただならぬ存在であったから。

　女は灰色の影にしばし眼まな差ざしを注いだが、重く、帳とばりのように広がっていこうとする煙に目を向けはしなかった。

「神を返す……ええ、構いませぬよ。あの方はもう客寄せの役目は十分に果たされましたからのう」

　そうして、ゆっくりと口くち許もとに笑えみを浮うかべると、軽い口調でそう告げ、そこで初めて煙を払はらうように、そっと着物の袖そでを揺ゆらした。

　灰色の影はそんな仕し種ぐさに気を悪くした風もなく、煙草たばこを口から離はなすと、同じようにゆったりと口許だけに笑みを浮かべて。

「いまのは噓うそサ」

「ほほ、先日と同じですのう」

「うん。でもそっちもこの間と同じ答えだったサ」

　悪びれずに灰色の影が言えば、女も笑いながら頷うなずき、両者は顔を合わせて更さらに笑みを深める。

　そう、この灰色の存在と女が密会あうのは今が二度目。

　にもかかわらず、気が合うように見えるのは共通点があるからだ。

「……けど、せっかくだから、もう少し再現くりかえしごっこに付き合って欲しいのサ」

「構いませぬよ。あなた様も妾わらわの遊びに付き合おうてくださりましたからのう」

　その共通点に則のつとって、灰色の影が持ち掛かければ女はあっさりと承しよう諾だくし、影は再び煙草を口にくわえた。

「じゃあ、さっきの続きからサ……いまのは噓サ」

　灰色の声を合図に、二人は遊ゆう戯ぎのように再びいつかと同じ言葉の遣やり取りを始める。

「おや、そうでありましたか」

「うん。別に返して貰もらっても貰わなくても構わないサ。自分が興味を持ってるのは、あの方がいま、何を選ぶのか……ただそれだけサ」

「なるほど……つまり、あなた様が興味を抱いだかれるのは、あくまで〝ハジマリノダレカ〟である、と？」

「それはちょっと違ちがうサ。自分は〝ハジマリノダレカ〟とはあまり関係ないのサ。あえて近いところを言うなら……キララとマイカ、サ」

　互たがいに一言一句間違えず再現し、その一方で相手に間違いがあればすぐに指し摘てきしようと、知らず両者の面おも持もちは真しん剣けんなものとなっていく。

「キララ殿どのとマイカ殿……なるほどのう」

「そうなのサ。だから、まあ、自分のことは灰色天使とでも呼んでおくれサ」

「では……灰色天使殿。我らが手を結ぶことは出来ますかの？」

　よって、それを問う女の声も本気のような響ひびきを伴ともなう。或あるいは、もう一度それを申し出ているのかもしれなかった。

「おもしろいことは好きサ。だから、今回はおもしろいことをしてくれて感謝してるサ。だから……その分だけなら手を貸してもいいサ。ギブ＆テイクってやつでサ」

　だが、影──灰色天使はあくまで同じ答えを再現し、その申し出は拒きよ否ひされる形となった。

　けれど、それで女が気分を害すことはない。己おのれの邪じや魔まさえされなければいいのだ。相手が中立を貫つらぬくと言うのならそれで構わない。改めてそれを確かめると、女は小さく微笑ほほえんで。

「では、ひとつだけお願いしましょうかのう」

「なんでもござれサ」

「……コレを隠かくしていただけますかのう」

　言いながら、腕うでを差し出した。けれど、既すでに相手に渡わたされたモノは存在せず、手の中は空。

「……ふぅん。了りよう解かいサ」

　でも、灰色天使はそこにそれがあるように恭うやうやしく受け取る振ふりをしてみせ──こうして、取引の再現は終わった。

「……見事に隠していただき、助かりましたのう」

「いやいや、大したことはしていないサ。でも、全部お望み通りになったはずサ」

　慇いん懃ぎんになりすぎない口調で女が頭こうべを垂れれば、灰色天使は口許から笑みを消し、すべてを見み透すかしているような眼差しを向ける。

　女はそれに怯ひるむことなく、ただ微笑みを返す。

　美しい笑みと共に、ある意味曇くもりの無い、金色の双そう眸ぼうを向けられて、灰色天使は軽く肩かたを竦すくめ、あっさりと視線を外した。

　相手に自分の内側はらは決して見せない──それが自分との共通点ならば、問うだけ無む駄だだと判断したから。

「まぁ、とにかくやることはやったからサ。あとはあの方に集中させてもらうサ」

「ええ、あとはお好きにどうぞ」

「ははっ、おもしろくなるといいサ」

「ほほ。妾もそうなることを期待しておりますよ」

　再び灰色天使が笑いだせば、女も声を立てて笑い──人が、そして神が惑まどうことをおもしろいと言える共通点を持つ者達は笑いながら互いに背を向けて、暗くら闇やみの中にそれぞれ姿を消したのだった。

　煙けむりのように。
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ぼくは、選ばれなければならない

生まれた時からそう決まっていた

生まれた時からそう期待されていた

だから、ぼくには夢なんて必要ない

だれもそれをぼくに期待していないから

夢なんて役に立たないものだから

夢なんてわからないものは怖こわいから

無くても大人になれるなら、ぼくはそれで構わない




オレは、選ばれなければならないらしい

生まれた時からそう決まっていたという

生まれた時からそう期待されていたらしい

でも、オレはそれが自分の願いかわからない

でも、オレはそれが自分の夢かわからない

わからなくてもいいのかもしれない

だれもそれをオレに期待していないから

だけどオレは、それを知らなければ大人になれない気がする






　　　　１




「……なあ、本当にこれに乗らないといけないのか？」

「怖くはないけど、この年でこれに乗る気持ちは……わからない、よ」

　フードゾーンを抜ぬけるとすぐに姿を現した第三アトラクションに、俺と鈴りよう真まは正直、後しり込ごみしていた。

　第三アトラクションはこれだと事前に理解していたのだが、いざ実物を前にすると、和かのう邸てい本館の周囲を巡めぐるジェットコースターよりもこちらの方が俺達の足取りを重くした。

「……ロココ調だな、見事なまでに」

　華はなやか装そう飾しよくを施ほどこされた回転木馬は間近で見ると、遠目で見るより更さらに煌きらめいていた。

　主役の馬の姿もリアリティより、いかに優美に、幻げん想そう的に見えるかという部分に重点が置かれているようで、まつげが妙みように長く、脚あしも細い。そして、馬がこうなら馬車もまた実用性よりもとにかく装飾重視。

　フードゾーンを軽く上回る、おとぎの国仕様のメリーゴーラウンドを見つめる俺の目が、多少虚うつろになっていたとしてもそれは許されて然しかるべきだと思う。

「……乗ってるのは、子どもばっかりだけど」

　過度に華か美びなメリーゴーラウンドを至し近きん距きよ離りで、しかも乗っているのは殆ほとんど女児という現実を確かく認にんした鈴真は声を震ふるわせると、怯ひるむように目を伏ふせた。

「それでも……乗らずに先に進めないのであれば、ぐずぐずしている暇ひまはありません」

　移動遊園地のアトラクションをすべてクリアすること、即すなわち、和家の通過儀ぎ礼れいを通して〝王おう冠かん〟を手に入れ、ひいては〝お茶会〟でより良い席に着く──という目的を最重要視している朝あさ都とだけは前向きな言葉を口にしたものの、その頰ほおは引きつっていた。

「ああっ！　多た加か良らちゃんだっ！　それに朝都ちゃんと鈴真ちゃんもいるっ！　おーい！」

　が、白いユニコーンに満面の笑えみで乗り、ツインテールを揺ゆらしている少女の姿を認めると、

「こんにちは、彩いろ波はちゃん。今日も元気そうですね」

　即そく座ざにそつのない笑みを浮うかべ、手を振ふった。

　その視線の先には、確かに叶野かのう学園理事長子女・和彩波がいた。

　現在中学三年生だが、小こ柄がらな上に顔立ちも幼い彩波は、メリーゴーラウンドを楽しむ他ほかの子ども達の中でもまったく浮いていない。

　そして、あまりにも馴な染じみすぎていた為ために、俺はそのまま彩波を見送ってしまいそうになり、

「多加良ちゃーん、鈴真ちゃーん」

　もう一度名前を呼ばれ、慌あわてて手を振り返した。大いに他人の視線を感じたが、メリーゴーラウンドにおける作法と思い、そこは堪こらえる。

「確かにイロハ、今日も元気だよ」

「ああ。しかも間ま違ちがいなく一番楽しんでるな」

「そうですね。でも、この回転が止まったら……次はぼく達の番です」

　ただ、朝都の言葉に俺は、彩波好みのこのメリーゴーラウンドの回転がずっと止まらないでいてくれないかと、一いつ瞬しゆん本気で考えたのだった。







　しかし、メリーゴーラウンドは無情にも一分も経たたない内に止まり、控ひかえていたワカナ──所属は竹隊だが、彩波が和邸に居る時は常に共にある、殆ど彩波専属のメイド──にユニコーンから降ろしてもらうと、彩波は俺達が向かうよりも早くこちらに駆かけてきた。

「多加良ちゃん！　彩波だよっ！　いいネタ食べたい彩波だよっ！」

　そして、俺にぶつかる一歩手前で彩波は軽くジャンプして、いつも通り飛びついてくる。

「えへへっ、なんだか久し振りじゃないのに久し振りな気がするけど、多加良ちゃんは元気だった？」

「ああ、元気だ」

　笑顔と共に揺れるツインテールは頰に当たると少々痛かったが、俺もなんとなく彩波とは久し振りに会うような気がして、多少の痛みは我が慢まんしておく。

「昨日も会ったけど、鈴真ちゃんと朝都ちゃんも元気？」

「脈とかは測ってないけど、元気だと思う」

「おかげさまで元気です」

「みんな、もうここまで来たなんてすごいねっ！　彩波の時はこの時間でまだ一個目も終わってなくて、おなかぺこぺこだったんだよ！」

　と、彩波の口から去年の通過儀礼ことが語られて、俺はそこでようやく彩波は既すでに儀式を終えていることに思い至った。

　それはつまり、彩波は和家の中では大人と見なされているということなのだが、正直、朝都達と並んでも彩波の方がまだ年下に見える。

　更にいつも通り、傍かたわらに控えているワカナの姿を見つければ、俺は当分彩波のことを大人扱あつかいできないと確信した。

「昨年はフード類が充じゆう実じつしていませんでしたから。今年はその反省を踏ふまえて色々と用意いたしました」

「なるほど。じゃあ、今年のフードゾーンの充実は彩波のおかげってことだな、ありがとう」

　ワカナの補足説明に頷うなずき、彩波に礼を言いながら俺は後にしてきたフードゾーンを振り返り、そこで棘とげのある視線が自分に向けられていることに気付いた。

　いつもなら、桑くわ田たが彩波に向けるそれに近い眼まな差ざしをいま俺に向けているのは朝都。

「えへへっ。どういたしまして」

　しかし、俺の言葉にどこかくすぐったそうに笑う彩波はそれに気付かず、鈴真もまた気付いていなかった。

「でも、回転寿ず司しはないんだよ」

「梅雨つゆ時どきに屋外でなまものは危険ですから」

　彩波がそう言って肩かたを落とし、ワカナがそれをなだめ始めても、朝都の視線は俺から外れないまま。

　だが、ふいにその目が俺と彩波の間を行き来すれば、さすがに俺もその意味を理解する。

　同時に、いつも桑田が彩波に向ける視線とは別物だと思い直し、俺はゆっくりと彩波を下へ降ろした。

　彩波はそれに不服そうな顔をしたものの、予想通り朝都の目め許もとは和やわらいで、俺はほっと息を吐つく。

「ところで、イロハ、回転寿司って何？」

「えーっとね、彩波も行ったことはないんだけど……回りながらお寿司を食べるんだよ！」

「回りながら？　それで食べられるの？」

「流しそうめんと同じで、難しいという点を楽しむのなら、問題ないと思います」

　首を傾かしげる鈴真に、朝都は中折れ帽ぼうの庇ひさしを撫なでながらしたり顔で言ったが、この三人の会話には問題があり過ぎた。

　ああ、確かに回転寿司は庶しよ民みんの味覚だ。でも、いくら金持ちでもそれを知らないのはどうだろう？　ならば、庶民派次期生徒会長として、ここは俺が親切に教えてやるべきだろう。

「彩波、鈴真、朝都。回転寿司で回るのは人間じゃない。回転寿司で回るのは寿司の方。ベルトコンベアーみたいなので回ってるんだ」

「え？　ベルトコンベアーがあるのは工場なんじゃ？」

「いいや、寿司屋でも使われている。そして回転寿司では客は食べたい寿司を自分で取る。ただし、ここで一つ注意が必要だ。寿司の載のっている皿は基本三色あってな、銀色の皿には１００円以上、金色の皿には２００円以上の寿司が載っているから十分考えてから取るように！」

　途と中ちゆう、鈴真を一いつ蹴しゆうし、回転寿司の説明を終えると、俺は三人の年若いセレブの顔を、その理解度を確かめるように順に見み渡わたした。

「うん、わかったよ多加良ちゃん！」

　そして、彩波が代表して声を上げれば、朝都と鈴真もしっかりと頷いて、俺は庶民の勝利を確信した。

「そうか、お寿司の方が回っているんだ」

「そのようですね、彩波ちゃん」

「おもしろそうだから今度みんなで回転寿司しようねっ！　多加良ちゃんも一いつ緒しよに！　彩波、それまでに回転寿司セットを用意しておくから」

「お皿は普ふ通つうのと、銀色のと、金色だっていうけど、どうするの？」

「いや、待て。そんなセットを用意する必要はない」

　回転寿司を理解した上で、盛り上がる彩波達に、疲ひ労ろう感を覚えながらも無む駄だ遣づかいを防ぐべく、俺は何とか会話に割って入る。

「マイセンと銀食器と金きん蒔まき絵えのお皿ならご用意できます」

　が、ワカナの提案の前に、俺は目め眩まいと共に自分を含ふくむ庶民の敗北を認めるしかなかった。

　明らかに、寿司よりも皿の方が高い回転寿司なんて俺には耐たえられない以前に考えられない。

「……とにかく、一度みんなで回転寿司に行こう。いい社会勉強になるから」

　それでも俺は、格差社会への抵てい抗こうとして、力を振ふり絞しぼってそう提案した。ああ、俺が世界の覇は者しやとなった時には格差問題などとっとと解決するつもりだけどな。
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「お店に行くのも楽しそうだよっ！　楽しみにしてるね。よーし、じゃあ今日から特訓開始だよ、ワカナちゃん！　回転寿司セットよろしくね！」

　だが、いま目の前にいる彩波は本当に手て強ごわかった。

「……それで、このメリーゴーラウンドに、ただ乗ればいいのか？」

　俺は説得を諦あきらめ、彩波にアトラクションの説明を求めた。

「あ……そうだ。これに乗らなきゃいけないんだった」

　俺の言葉に改めてその事実を思い出した鈴真は頭を抱かかえ、朝都もわずかだが表情を曇くもらせる。

「うん、そうだよっ！　みんな楽しく乗ればいいんだよっ！　ね、ワカナちゃん」

　だが、彩波はあくまで屈くつ託たくの無い笑え顔がおで、ワカナの顔を見上げて同意を求めた。

「はい。僭せん越えつながら、彩波様に代わり、この先のアトラクションについて少々説明いたします」

　ワカナは一つ頷うなずくと、説明を始めた。

「まず、ここから先、メリーゴーラウンド、ゴーカート、ビッグワールドの三つのアトラクションはラウンドゾーンとして一つに括くくられます。よって、与あたえられる〝王おう冠かん〟も三つのアトラクションで一つとなります」

　そこまで話すと、ワカナは質問の有う無むを問うように俺達を順に見て、朝都の前で顔を止めた。

　気になって俺もその横顔を窺うかがって見れば、朝都の顔にはわずかに焦あせりが浮うかんでいた。

　恐おそらく、朝都がまだ〝王冠〟を一つも得ていないから──アトラクションがひとまとめにされることで、〝王冠〟を獲かく得とくできるチャンスが減るという現実を突つきつけられたからだろう。

　でも、朝都がこのルールに異を唱えなければ、ワカナは、説明を再開する。

「いま述べました三つのアトラクションで、皆みな様さまにはタイムを競っていただきます。そして、三つの平均タイムでトップだった方には、12ポイントが与えられ、同時に〝王冠〟が授じゆ与よされます」

「でも、スタートはいままでと同じように、仲良く三人一緒にしてねっ！」

　更さらにそう説明をしてワカナが一息吐つくと、彩波が指を三本立てながら補足してくれた。

　だが、それでも俺には一つ疑問が残っていた。

　ラウンドゾーンとは、恐らくコースを回るようなアトラクションだからそう呼ぶのだろう。

　メリーゴーラウンドは、そのままずばり当てはまるが、

「メリーゴーラウンドで、いったいどうやってタイムを競うんだ？」

　俺は率そつ直ちよくに疑問をぶつけた。

「確かに、それは気になりますね」

「うん……わからないんだって」

「うーんと、それは彩波もよく知らないんだけど、ワカナちゃんは知ってる？」

　ワカナは口許のホクロに指先を当てながら黙だまり込み、俺達の顔を一いち瞥べつした後、縋すがるような彩波の顔を見て、口を開こうとした。

「メリーゴーラウンドは……」

「乗れば自動的にタイムは算出されますから心配はいりませんの」

　が、その背後から突とつ如じよ現れた人ひと影かげがきっぱりと告げれば、ワカナは口を噤つぐんだ。

「あ、梅うめ香かちゃん！　そうだった、ラウンドゾーンの審しん判ぱんは梅香ちゃんだったんだよ！　梅香ちゃんがそう言うなら、みんな大だい丈じよう夫ぶだよっ！」

　彩波はその人影の名を呼ぶと、そう太たい鼓こ判ばんを押し、朝都と鈴真は安あん堵どの表情を浮かべたのだった。

　俺もまた、現れたのが見知った顔だったことに安堵したのだが、ワカナだけはその人──梅隊隊長梅香の登場に渋じゆう面めんとなっていた。

　胸まで届く二本の三つ編みおさげ、実直そうな眼鏡めがねに膝ひざ丈たけのワンピース、白いエプロン、編み上げブーツとその身をまさにメイドという仕し度たくで整え、楚そ々そとした美び貌ぼうに柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべている梅香を見れば、殆ほとんどの人間は安らぎを覚えるはずなのだが。

　でも、思い当たる節が無いでもなく、俺がそれに思考を巡めぐらせた次の瞬しゆん間かん、

「ただし……安全面を考こう慮りよして、秋あき庭ば様にはこちらの衣い裳しようをお勧すすめしますの」

　梅香は、そんな言葉と共に服を一式、俺の前に差し出した。

「わぁ、梅香ちゃん、新作だねっ！　王子様だ！　とっても素す敵てきだねっ！」

　目を輝かがやかせる彩波に対し、俺をはじめとする男子は皆逆の感想を抱いだき、目を伏ふせた。

　なぜなら彩波が素敵と言ってのけた〝王子様〟の一式とは、いまどき幼よう稚ち園えんの劇でも着せないような、ちょうちん袖そでとカボチャパンツ、更に袖口にはレースを多用したもので──この独特のセンスの服を他人に着せようとする着せ替かえ癖へきこそが、梅香の欠点だろう。

「彩波さま、ありがとうございます。さあ、秋庭様、遠えん慮りよなさらず着て下さいな」

「……これを着たら、肉体的にも精神的にも危険な気がするので、お断りします」

　口調だけは丁てい寧ねいに俺は断った。

「あらあら……本当に秋庭さんは奥ゆかしい方ですの。でも、この服が必要になったらいつでもおっしゃってね。そうそう、ワカナさんも梅隊に移ってきたらいくらでもドレスを作ってあげますの。わたしはいつまでも待っていますの」

　ワカナもまた硬かたい表情で首を振ふる。先さき程ほどの渋面の理由は、やはり梅香の悪癖の為ためだったようだ。

「それでは……代わりにこのカピバラヘルメットなどどうです？　これがあればトップ通過間ま違ちがいなしですの」

　次に梅香は件くだんのカピバラの耳がついた真っ赤なヘルメットを取り出してきて。

「カピバラヘルメットがあればトップ通過出来るって……彩波ちゃん、噓うそですよね？」

　動どう揺ようを抑おさえるようにあえて淡たん々たんと彩波に問い質ただしたのは朝都だった。

「うん、噓だよ！　でも、ちゃんとアトラクションを回りました！　っていう証しよう拠こに写真は撮とらなきゃいけないけどね！」

「……この、メリーゴーラウンドに乗っているところを写真に？　オレ、いま喜んで良いのか悲しんだらいいのか……よくわからないよ」

　彩波の否定の言葉に喜んだのも束つかの間、この回転木馬に乗っているところを写真に撮られるという事実に、鈴真は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。絶句しているところを見ると、朝都も同意見だろう。

「梅隊が総出で、せっかく作ったカピバラヘルメットでしたのに、残念ですの。でも、今度、あの方に着けて頂くことにしますの。きっと王子様の衣裳も秋庭様より似合う筈はずですもの」

〝あの方〟というのが、恐らく俺の知る能天気な顔のあいつだろうと思い至った俺は、ため息を吐いた。ああ、鈴すず木きにはカボチャパンツがさぞ似合うことだろう。

「あれ？　何だかみんな元気がないね？」

　彩波は俺達の憂ゆう鬱うつな表情に気付いて首を傾かしげたが、このメリーゴーラウンドを満まん喫きつし、梅香の新作に高評価を与あたえた彩波に俺達の気持ちを理解するのは難しいだろう。

「彩波様、そろそろ準備に参りませんと」

　と、彩波はワカナに声をかけられ、ツインテールを揺ゆらしながら振り返った。

「うんっ！　わかったよ！」

　そうして、彩波はひとまず俺達の気持ちを理解することを諦あきらめて、ワカナに元気よく返事をしたのだった。

「準備って、何だ？」

「ええと……」

　俺は単純に疑問に感じて尋たずねたのだが、彩波は困ったように視線を彷徨さまよわせた。

「乙女おとめには色々と準備がありますの。殿との方がたには理解しにくいでしょうけれど。でも、今年のドレスもわたしの自信作であることは言っておきますの」

　柔らかな微笑みを浮うかべながら割って入ったのは梅香だった。

　はぐらかされた気はしたが、その助け船に彩波がほっと息を吐つけば、俺もそれ以上の質問は止やめておく。微笑みながらも梅香からは有う無むを言わせぬ圧力が漂ただよって来ていて、楚々とした見た目に反するだろうその実力を、いま、この場で試ためしてみる気にはとてもなれなかったし。

　ただ、梅香のセンスに一いち抹まつの不安を抱き、俺は一言だけ忠告混じりの推測を口にしてみる。

「今の季節なら、夏の色じゃなくてもいいし……彩波なら暖色系のドレスじゃないか？」

「うん！　正解だよっ！　やっぱり多加良ちゃんは……いい眼鏡をかけてるよねっ！」

　彩波は嬉うれしそうに顔かおを綻ほころばせ、一いつ瞬しゆんの間の後、なぜか俺の眼鏡を褒ほめてくれた。まあ、眼鏡は俺の身体からだの一部だから、それを褒められるということは俺が褒められたということだろう。

「ありがとう」

　だから俺が礼を言えば、彩波は更さらに笑えみを深めた。

「あ、れ……もしかして……」

　その笑顔を見て鈴真は小さく呟いた。

「うん？　どうした」

　俺が目を向ければ、鈴真は自分の手で口を覆おおい、続きを口にすることはなく、俺もそれ以上尋ねはしなかったけれど。

「じゃあ、みんな、彩波は一足先に行くけど……梅香ちゃん、もし多加良ちゃんが王子様の服を着てくれたら、ちゃんと写真に撮ってね！」

「はい、彩波様。必ずご期待に応こたえてみせますの。わたしのテクニックがあれば、どんな被ひ写しや体たいも逃にげられませんの」

「……悪いが全力で断る」

　ギンガムチェックのワンピースの裾すそを揺らしながら、少々危険な言葉を残していった彩波を──梅香の言葉は冗じよう談だんだろうが──俺はほんの少しだけ恨うらめしく思いながら見送った。

「あっ、朝都ちゃん、鈴真ちゃん、頑がん張ばってね！　彩波はどっちが隣となりの椅い子すに座っても嬉しいからねっ！」

「はい、頑張ります」

「……うん、頑張るって」

　彩波の最後の言葉に、朝都はしっかりと、鈴真は何か迷っているように浅く頷うなずいた。

　そうして、彩波とワカナの背中が見えなくなるまで見送ったところで、朝都はゆっくりと俺の顔を見上げてきた。

「いま、彩波ちゃんは秋庭さんの名前を呼びませんでした。それは、この通過儀ぎ礼れいに参加していてもあなたが〝お茶会〟で、彩波ちゃんの隣に座る可能性は無いということですから」

　その顔は今までになく真しん剣けんで、その一方で目には微かすかな苛いら立だちが見てとれたが、あくまで淡々と抑よく揚ようを抑えた声でそう言うと、俺に背を向けメリーゴーラウンドへ行ってしまった。

「……朝都は結局、何を言いたかったんだ？」

　額面通りに受け取ってもいまひとつ理解できない台詞せりふを前に、俺は誰だれともなしに呟き、首を捻ひねった。

「少なくとも……イロハは、わかってるってことだと思う」

　思いがけず鈴真から答えが返って来て、そちらを見れば、やはり鈴真も真剣な面おも持もちでいた。ただ、こちらは憂うれいの色が濃こかったが。

「彩波がわかってる？」

　けれど、鈴真の言葉を朝都の言葉と合わせて考えてみても、俺の疑問は解消されず、むしろ大きくなる。

　だが、今度は鈴真からも声が返ってくることはなく、それ以上の問いを拒こばむようにゆっくりと首を振ふられれば、俺も口を噤つぐむしかなく。

　鈴真の胸の綿毛が再び元気を無くしていることに気付いたが、鈴真に対しては答えを急いではいけないと自分自身に言い聞かせ、俺もまたメリーゴーラウンドへ足を向けたのだった。







　彩波はそれを、ただのメリーゴーラウンドだと言った。実際、彩波が乗っていた時には極きわめて普ふ通つうの速度で回っていた。

　しかし、俺達がそれぞれ馬にまたがり、ベルの音の代わりに、「草競馬」が流れ始めた瞬間、それはロデオマシーンへと変へん貌ぼうした。

　俺は、黒馬の背中が大きく揺れた最初の２秒で、並んで待っていた他の客が後へ回された理由を悟さとり、上下に揺れ始めた次の５秒で梅香がカピバラヘルメットを薦すすめた理由を理解し、王子の衣い裳しようと共に固辞したことをほんの少しだけ後こう悔かいした。

　更に15秒ほど経過し、縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ出した馬から鈴真が落下したところで、ここでのタイム算出法──つまり、どれだけ長く馬上に留とどまれるか、そのタイムを競う──に気付いた。

　朝都もおそらくその辺りで乗馬時間が問題だと気付いたのだろう、帽ぼう子しが落ちても青い馬にしがみつき続けたが、30秒を越こえる前に振り落とされてしまった。

　その姿を視界の端はしに捉とらえたものの俺は更に粘ねばって馬の首にきつく腕うでを回し耐たえたのだが、そこで馬が高速回転を始めれば、40秒を越えられず落下した。

　そうして俺は最後に、妙みように床ゆかがふかふかしていた理由を知った。

　ロデオマシーンから解放された俺達三人の顔は少なからず青ざめていた。

　少々ふらついている俺を見て、梅香は慈じ愛あいに溢あふれた表情で近付いてくる。

「この衣裳で、カピバラヘルメットを被かぶっていれば落下の衝しよう撃げきは軽減されましたのに」

　しかし、その腕にまだ王子の衣裳を持っているのを見て、俺は梅香の人ひと柄がらを見誤っているかもしれないと少しだけ思った。

「……いまの……タイムを教えて、ください」

「鈴真様16秒、朝都様27秒、秋庭様38秒ですの。皆みなさん少々情けないタイムですの」

　あくまで清らかな笑えみと共に返ってきた容よう赦しや無い答えに、朝都は、一いつ瞬しゆん混乱したように眼まな差ざしを揺ゆらした。

「……そうです、ね。でも、次で挽ばん回かいします」

　朝都はすぐに平静を取り戻もどしたかに見えたが、握にぎり締しめた拳こぶしが微かに震ふるえていることに気付いて、ひとまず俺は梅香の注意を自分に向けた。

「じゃあ、写真を貰もらおうか」

「写真……ええ、素す敵てきに撮とれていますの」

　梅香は頷くと、いそいそとエプロンのポケットからポラロイド写真を取り出した。

　メルヘンチックな馬の背に必死にしがみつく自分──というのは正視に耐えず、俺は受け取ると同時に鞄かばんの奥へ仕し舞まい込んだ。せめてもの救いはこれがポラロイドであり、フィルムにもデータにも残らないことだ。

　写真の出来は悪人顔の俺が一番ひどいはずだが、朝都と鈴真もまた慌あわててポケットやバッグに仕舞うところを見ると、恥はずかしさは平等らしい。

「皆様、仕舞っておかれるのは結構ですけど、次のアトラクションでは係の者にお見せ下さいね。そうしないとアトラクションには挑ちよう戦せんできませんの」

　故ゆえに、思いやりに満ちた──でもどこか楽しげに見える──笑顔で梅香にそう告げられた時、俺達は一様に凍こおりついた。

「それでは、皆様、次のアトラクションにはご自分で向かってくださいませ。大変申し訳無いのですけど、わたしは今日は忙いそがしくて、貴重な時間を皆様の為ためにこれ以上費ついやすことは出来ませんの。でも、タイムデータは代理の者に送ってありますから心配はありませんの」

　だが、そんな俺達に構わず、梅香は腕時計を見ると辞去を告げ、まだ衝撃から醒さめない俺達を置いてさっさと踵きびすを返して行こうとする。

「……本当に、次のアトラクションで写真を見せないといけないのか？」

　俺はその背中に一いち縷るの望みを賭かけて問い、朝都と鈴真も縋すがるような瞳ひとみを向けたが、

「はい！　次のゴーカートまでは猿さるでも迷わない一本道ですから大だい丈じよう夫ぶですの。それではごきげんよう」

　梅香は聖母のような微笑ほほえみでもって俺達の希望を切り捨てると、足取りも軽かろやかに行ってしまったのだった。

「とにかく……お互たがいの写真を見ても俺達は笑わないことにしよう」

　残された俺達は、そう約束すると、初めて固く握あく手しゆを交かわしたのだった。




　　　　２




「……酔よい止めって、いまから飲んでも間に合う？」

「それ以前に、酔い止め薬を持っているのですか？　ぼくは持っていませんよ」

　簡単と思いきやそうではなかったメリーゴーラウンドを経て、ゴーカート乗り場へ向かいながら鈴真と朝都はそんな会話をしていた。

　どうやら鈴真はラウンドコースが三半規管にかなりの負ふ荷かをかけるものと判断したらしい。

　さっきの写真の件をきっかけに朝都の鈴真に対する態度は少し和やわらいだようだ。肩かたを並べる二人の少し後ろを歩きながら、そんな風に観察していると、鈴真は酔い止めを探してか自分のポケットを探さぐり、無いとわかると俺を見たが、俺も想定外のアイテムは持っていない。

「薬草でも探してみるか？」

「薬草なんて、そう簡単に生えているはずがありません。仮に生えていたとしても、ご自身で薬草を試ためしたことがありますか？」

「……無い、な。俺は丈夫だから、薬にも医者にも滅めつ多たに頼たよらないし」

「だったら、そんなわからないものを人に勧すすめようとするのは止やめてください」

　朝都は目め許もとをきつくしながらそう言い放つと、また一人で先へ行ってしまう。

　鈴真への態度が和らいだ反面、俺への苛いら立だちは大きくなっていた。声のトーンを落とすことで朝都はそれを隠かくしているつもりのようだが、正直失敗している。

　苛立ちの主な理由は、俺が朝都をリードしているからだろうが、全力でやると宣言した以上、俺も手を抜ぬくわけにはいかない。

　俺は朝都と鈴真の願いを叶かなえ、胸の植物はなを摘つみ、そして、自分の目的も必ず果たさなければならないのだから。

「……あんなに焦あせってて大丈夫かな」

　鈴真はその背中に気き遣づかう言葉を向けたけれど、それが朝都の耳に届くことは無かった。

　朝都が焦る一方で、鈴真は真しん剣けんに朝都の心配をしていた。

　鈴真が朝都をライバルと思っていない──むしろ自分の方を下に置いている──のはもうわかっている。だが、なぜこうも通過儀ぎ礼れいとお茶会に対して二人に温度差があるのか、俺は今いま更さらながら気になった。

　それがわかれば、二人の綿毛のことも何かわかるだろうか──そんなことを考えながら黙もく々もくと足を進めていた、その時だった。

「あっ、多加良っ！　やっと見つけたっ！」

　一度はすれ違ちがい、通り過ぎていった人ひと影かげが駆かけ戻ってきて、俺の名前を呼んだ。

「あれ……尾お田だ!?」

　それは、幼よう稚ち園えんからの幼なじみで、現在は生徒会の会計も務める尾田一かず哉やだった。

　走っていた為か頰ほおは紅潮していたが、その柔にゆう和わな顔立ちを俺が見間違えることはないのだが──俺は尾田の顔を見ると同時に首を捻ひねった。

　桑田や羽は黒ぐろ、灰はい谷たに達にも会った後だから、尾田も何らかの形で今日の遊園地の開放を知ったのだろう。でも知っていても、尾田が遊園地を訪おとずれることはないだろうと俺は思っていた。

「……ホラー映画で絶ぜつ叫きようするのはいいけど、絶叫マシーンでは叫さけばないんだよな？」

「うん、まあね。でも、開口一番がその台詞せりふ？」

　俺が記き憶おくのまま口にしたそのポリシーに、尾田は怒おこりはしなかったが、少々呆あきれた様子でそう言うと、肩を竦すくめた。

「あ……悪い」

「別にいいよ」

　確かに尾田の言う通りだと、俺が軽く頭を下げれば、尾田は苦く笑しようで許してくれる。

「それで、やっぱり遊園地に遊びに来たのか？」

「ううん。ここは思ったより絶叫系が少ないからいい遊園地だと思うけど、遊びに来た訳じゃないし、長居する気もないよ」

「じゃあ、何をしに？」

「僕、最初に見つけたって言ったよね」

「……俺を探しに来た、ってことか？」

　矢や継つぎ早ばやに問いを重ねていけば、尾田はそこでようやく首を縦に振ふった。

　尾田の目的が遊園地ではなく、俺への用事だということはそれでわかったが、朝都と鈴真が先に行ってしまっていたから、俺は歩き出しながら話を続ける。

「連れん絡らくをくれればよかったのに」

「携けい帯たいには何度もかけたよ。でも、全然繫つながらなかったんだけど？」

　尾田はそう言うと、不満顔で首を傾かしげた。

「……何度もかけた？　でも一度も鳴ってな……ああっ！」

　俺もまた尾田と同じ方向に首を捻り、そこでようやく思い出す。

「悪い……いや、俺は悪くないんだが、色々あって、いま携帯は俺の手て許もとに無いんだ」

　と、同時に俺は赤い齧げつ歯し類のことも思い出してしまい、きつく拳こぶしを握にぎりしめながら、連絡がつかなかった理由を説明した。

　ついでに、ここに至るまでの事情もかいつまんで説明しておく。もちろん〝取引〟のことは伏ふせて。

「……休みなのに、またかのう様の厄やつ介かい事ごとに巻き込まれてるんだ。一度羽黒さんにお祓はらいでもしてもらったら？」

　話を聞き終えた尾田は、同情的な眼まな差ざしで俺を見つめると、半分本気の目でそう薦すすめてきた。

　俺も半分くらい真剣に検討してみたが、純真な羽黒では、あまりに腹黒なかのうには敵かないそうも無いという結論に至り、首を振る。

「止めておく。噓うその吐つけない羽黒がかのうに対たい抗こうできると思うか？」

「……言われてみれば、そうだね。うん、羽黒さんには今のままでいて欲しいし。……じゃあ……僕も何か手伝おうか？」

　尾田の申し出は正直嬉うれしかったが、俺は再び首を振り、辞退する。尾田がいると〝取引〟だけでなく、もう一つの目的がばれてしまう。こちらも尾田には予算折せつ衝しよう会議当日まで秘密なのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。今回は他ほかに二人いるし、ゴールも〝お茶会〟だからな。それより尾田の用事は？　急ぎなんだろ？」

　よって、俺はいつもに比べて暢のん気きなものだと強調し、少々強ごう引いんに話を戻もどす。

　すると尾田は逆に不ふ審しんを抱いだいたように軽く目を細めたが、結局は頷うなずいてくれた。

「……来週の予算折衝会議の準備をしてたんだけど、資料が足りないんだ。多分、多加良のところに紛まぎれ込んでるんだと思う。学校で貰もらっても良かったんだけど、なるべく早く目を通しておきたい資料なんだよね」

「予算折衝会議の資料……」

　俺がそのまま繰くり返すと、尾田は一つ頷いて手を差し出した。だが、俺は尾田の言う資料をぱっと思い出せない。

　予算折衝会議とは、二学期以降の予算を生徒総会で議決する前に各部活動や委員会と金額面等ですり合わせることだ。今回は生徒会と各部とのスケジュールがなかなか合わず、結局生徒会側は尾田一人で臨むことになってしまった。

　もちろん俺達も準備に参加しているが、元々が会計の重要な仕事であることに加え、当日は一人と決まったので、尾田が中心となって進めている。

　それもあって、差し出された手に何も渡わたせないでいると、尾田は再び口を開く。

「一昨年おととしの剣けん道どう部の資料だよ」

　具体名を聞けば、確かに思い当たるものはある。

　ただ、それが今現在自分の鞄かばんの中に入っているかとなると、話は違う。

「うん、その資料を見た覚えはある……けど、いま鞄の中にあるかどうか」

　はっきりとしない俺の言葉に、尾田は表情を曇くもらせると同時に手を後ろに引いた。

「いや、でも一応鞄の中を見てみるから……」

　尾田がここまでに費ついやした労力を思うと、それが徒労というのもあんまりな気がして、俺はとにかく鞄を開けることにしたのだが、

「秋庭さん！　早く来てください！」

　そこで前から大声が飛んできて、俺は手を止めた。

　尾田と共に目線を向ければ、らしくない大声で俺を呼んだのは朝都だとわかる。

「ああ、ごめんね。僕が多加良を引き止めてたんだ」

　俺と共に小走りに駆かけ寄りながら尾田が詫わびれば、朝都はそこでようやくその存在に気付いて居ずまいを正した。

「いえ、ぼくの方こそ大声を出してすみません。あの……どちら様ですか？」

「はじめまして、多加良の友達の尾田一哉です」

「矢や井い田だ朝都です」

「えと……鳴なる門と鈴真、です」

　三人の自己紹しよう介かいは実にシンプルだった。

「尾田は今は生徒会の会計をやってる。そして、未来では俺の参さん謀ぼうだ」

「参謀！　すごいね！」

　あまりにシンプルだったので、俺がそう言い足すと、尾田は少し照れくさそうに肩かたを竦すくめ、鈴真は素す直なおに感心してみせた。
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「えっ、あなたも生徒会役員なのですか？」

　が、朝都は驚おどろいたように目を瞠みはり、そう尋たずねてから、しまった、というように口を押さえた。

　逆にその仕し種ぐさで朝都は「そうは見えない」と言ったも同然となり、言外にそれを受け取った尾田は苦く笑しようする。

「うん、頼たより無いんだけど、一応はね」

「尾田は頼りになる」

　例によって謙けん遜そんする尾田に対して、俺が太たい鼓こ判ばんを押せば、

「失礼しました」

　朝都はそこできちんと頭を下げたので、俺はその発言を改めて咎とがめることはしない。

「でも、どうして多加良君を探してたの？」

　代わって、尾田に尋ねたのは鈴真だった。

　尾田はそこで初めて鈴真のドレッドヘアを正面から見て、一いつ瞬しゆん目を奪うばわれたものの、意志の力で視線を鈴真の双そう眸ぼうに戻した。

「ちょっと、生徒会のことで、急ぎの用事があったんだ」

「あの……もし、すごく緊きん急きゆうの用事でなければ、それは後に回していただけませんか？　せめて、この〝ラウンドゾーン〟が終わるまで待っていただきたいのですが」

　そして、尾田を穏おん和わな人物と見てか──実際、そうなのだが──朝都はそう願い出た。

「大だい丈じよう夫ぶだ、すぐに済ませる」

　俺は割って入り、言葉通り鞄を開けて尾田の用事を済ませようとした。

「いや、資料があっても無くても、他ほかにも確かく認にんしておきたいことがあるんだよね」

　だが、尾田は少しだけ申し訳なさそうにそう言うと、俺の手を押さえて止める。

「そういうわけだから、僕は後でいいよ」

　そして、穏おだやかな微笑ほほえみと共に朝都に頷いてみせたのだった。

「ありがとうございます！　さあ、鈴真、秋庭さん、早くゴーカートに乗りましょう！」

　朝都は素直に喜び、俺達を急せかすと、ゴーカート乗り場へ一目散に行ってしまう。

「あ、ありがとう！　ちょ、朝都、待ってって！」

　鈴真もまた、尾田に一言礼を告げると、朝都の後を追った。

「尾田、悪いな。話は後でしっかり聞くから」

　他にも用件があるというのは本当だろうが、尾田に譲じよう歩ほして貰もらう形になったのは事実だから、俺は謝っておく。

「気にしなくていいよ。それより……せっかくだから僕もゴーカートに乗ろうかな」

　そうすれば、尾田からは予想通りの台詞せりふが返ってきたが、その後の思いつきは予想外だった。

「……普ふ通つうのゴーカートと思ってると、多分、痛い目を見るぞ」

「僕も予算折せつ衝しように備えて鍛きたえておかないとね」

　さっきのメリーゴーラウンドを思い出して、俺は思いとどまるように言ったが、尾田は珍めずらしく退ひかず、そこに予算折衝のことを持ち出されれば、それ以上止めることは出来ない。

「ほら、二人とも待ってるんだから早く行こう」

　にわかに張り切りだした尾田に促うながされ、俺は大人しく走り出した。

「……ん？」

「多加良、早く！」

　途と中ちゆう、サーキットの簡易フェンスのところに、黒い影かげが見えた気がしたのだが、もう一度見てもそこに何も見当たらなければ、気のせいと判断して俺はサーキットへ急いだのだった。







　尾田に絶対に目を開けるなと言ってから、俺達三人はメイドのカズネ──このアトラクションでは梅香に代わって彼女が俺達のタイムを計ることになっていた──にさっきの写真を見せ、その目が笑っていたのには気付かないふりをして、サーキットへ向かった。

　間近で見ると、ゴーカート用のサーキットは、学校の校庭よりも一回り小さい位の広さだったが、カーブの他にも途中でコースが二ふた股またに分かれていたり、立体交差していたりと、その全長は二キロ近い。

　ゴーカートの方はレーシングカー風の物とスポーツカー風の物と二つのタイプがあり、大きさと車高以外は本物の高級車くるまのように作ってあるところがいかにも和家風。

　そのリアルさの為ためか、サーキットは結構混んでいて、順番こそ優先されたがコースが俺達の為だけに空けられることはなく、

「一いつ般ぱんの方が一いつ緒しよにコースに出ているのなら、さっきのように破は天てん荒こうなことは起こらないでしょう」

　朝都の言う通りと判断して、逆に俺達は安心してゴーカートに臨むことにした。

　朝都はいかにも速そうな印象で決めたのか白のレーシングカーを、鈴真は本物のブランドマークが何の動物か気になって青いスポーツカーを、尾田は同じく赤のスポーツカー、そして俺は黒のレーシングカーを選んだ。

　アクセルとブレーキ、ハンドルとギア──基本は車と同じなのに、それでも免めん許きよが不要な乗り物は、そこが遊具ということなのか、座席が窮きゆう屈くつだ。足を完全に伸のばすことは出来なかったが、運転には差し支えない。

　隣となりをちらりと見れば、尾田も座席で少々窮屈そうにしていた。

「尾田もちょっと背、伸びたか？」

　毎日会っているとなかなか気付かないが、そんな気がして、俺は尾田に抜ぬかれることの無いよう、明日からカルシウムとビタミンの摂せつ取しゆ量を増やすことを決めた。

　身長においては年とし頃ごろの男子はみんながライバルなのだから、相手が尾田でも負けたくない。

　そして、今度は反対側に目を向ければ、身長ではなく、このタイムアタックで俺をライバル視している朝都と視線がぶつかった。

　途と端たん、朝都はそ知らぬ顔をして目を逸そらしたが、中途半はん端ぱに気持ちを見せられるよりも、一気に全部ぶつけてくれた方が、正直俺はやりやすい。

　いっそのこと俺の方から朝都を挑ちよう発はつしてみるかと、クラクションらしきボタンを押してみたのだが、何の音もしなかった。

　何度押しても音は鳴らず、そうこうしている内にスタートラインに並ぶようにと、旗を持ったカズネに誘ゆう導どうされ、俺はひとまず諦あきらめる。

　俺達の乗った四台の他に、ピンク色の──俺が正直、選ぶ人間の気が知れないと思った──スポーツカーが一台、計五台が横一列に並んだのを確認すると、カズネはコース脇わきに設置された櫓やぐらへ登った。

『オン・ユア・マーク……レディー……ゴー！』

　機械音声が告げたのと同じタイミングでカズネは旗を振ふり下ろし、ベルの代わりに今度こそクラクションの音が鳴り響ひびき。

　その余よ韻いんがまだ耳に残る中、俺はアクセルを思い切り踏ふみ込んだ。

　車体が低いため、地面から伝わってくる振しん動どうは大きく、見た目に反してお世辞にも乗り心地ごこちがいいとは言えない。

　スピードを落とせば、多少は振動も和やわらぐだろうかと、俺は試ためしにアクセルを緩ゆるめてみた。

　すると、予想通り振動は小さくなったのだが、そこをめいっぱい加速を付けた白い車体に一気に追い抜かれた。

　二位以下に大差を付けて一位になれば、平均タイムで一気に優位に立てるのだから、懸けん命めいになるのはわかる。だが、このコースを一周するには微び妙みような走りだと俺は思う。

　そんなスピード勝負の走りをしているのは当然、朝都だった。

　もちろん、このまま朝都を独走させる気は無く、俺はもう一度アクセルを踏み込み、途端に全身に伝わってくる振動を奥歯で嚙かみ殺す。

　前だけでなく、ちらりと後ろにも目を向ければ、赤と青のスポーツカーは殆ほとんど並んで走っていた。

　鈴真は、まずは慣らし運転といったところなのだろう。そして尾田は普ふ通つうにゴーカートを楽しむつもりだ。

　二人の様子を確かめると、俺は改めて前方へ意識を集中した。

　と、そこでちょうど一つ目のカーブが見えてきた。めいっぱい加速している朝都は、結局そこでスピードを緩めることになるはずだ。

　予想通り朝都はブレーキを踏み、俺はその外側をノーブレーキで抜かせてもらう。

「ふははは。今日から俺をサーキットの黒い風と呼んでくれ！」

　誰だれにも聞こえないのを良いことに、俺は笑いながらそう言った。

「……ええと、それは車が黒いから？」

「多加良、ごめん、ちょっと呼べない……っていうか、無線がオンになってる」

　車内のどこからか鈴真と尾田の声が返ってきて、俺は危あやうくハンドルを切り損そこね、事故りそうになった。

「む、無線？　どこに？」

「……ハンドルの真ん中にある黒いボタンだと思う」

　鈴真から返ってきた答えに、俺は自分がさっきクラクションと思って押していたボタンが、無線のそれだったと知る。

「……多加良って、たまにこういう失敗するんだよ、ね」

「へぇ、そうなんだ」

　笑いが滲にじんでいる尾田の声に、鈴真があくまでも素す直なおな相づちを打てば、俺は居たたまれなくなる。

　そういえば、ゴーカートを選んだ後、最後の調整だと言って、作業着の人がハンドルの辺りをいじっていた。あれはつまり、俺達の無線の周波数を合わせていたのだろう。

「……どうして、ゴーカートに無線をつける？」

「遊園地って家族連れとか友達同士とか大人数で来るけど、こういう乗り物ってばらけちゃうから……その対策？」

　尾田が披ひ露ろうした推理に、俺はそういうことは事前に教えるべきだと主張したかった。

「く、黒い風……」

　そして、尾田が思い出し笑いの発ほつ作さに襲おそわれれば、俺もまた羞しゆう恥ちに襲われる。

「……暢のん気きでいいですね。でも、ぼくは、頑がん張ばって一位にならないといけないんですっ！　絶対に負けませんっ！」

　そこに飛び込んで来たのは、あくまでも真しん剣けんで、でも、余よ裕ゆうのない声。

　それが朝都の声だと俺が認にん識しきした直後、俺の隣を白い車体かげが再び抜き去っていく。

　車内では誰にも表情を見られないからか、それを表に出し、ついでに声にも感情を表してしまったような──そんな朝都の声を聞いて、俺は一いつ瞬しゆん驚おどろいた。

「……朝都？」

　鈴真もまたどこか驚きを滲ませてその名前を呼んだけれど、朝都から答えが返ってくることは無かった。

「上等だ」

　だが、感情を露あらわにしたその声は、俺に羞恥を忘れさせ、闘とう争そう心に火を点つける。

　俺は再びアクセルを強く踏むと、二ふた股またに分かれたコースを左に、つまり朝都とは違ちがう道にハンドルを切った──否いな、切ろうとした。

　けれど、バックミラーに新たな車体いろが見えて。

　その接近に、進路を譲ゆずるべきかと俺がアクセルを緩めた次の瞬間。

　深緑色のゴーカートは鈴真と尾田の間の、決して広くはない隙すき間まをスピードを落とさずにすり抜ぬけた。

「うわっ」

「っとと」

「危ないだろうがっ！」

　鈴真と尾田のゴーカートはふらつき、危険な運転に俺は無線を通して怒ど鳴なったが、周波数が違うのか、無視なのか、相手から応答はない。

「尾田、鈴真、大だい丈じよう夫ぶか？」

　苛いら立だちながらも、俺は尾田と鈴真に呼びかけたが、二人から返事を受け取る前に、深緑のスポーツカータイプのゴーカートは俺の隣となりに並び、強ごう引いんな幅はば寄よせをしてきた。

　何とか抵てい抗こうしてやろうと、ハンドルを強く握にぎりながら、俺は横目で相手の顔を見たが、サングラスを差し引いて記き憶おくを辿たどっても、その顔に見覚えはない。

「あっ、多加良！　もう一台来たっ！」

　深緑色の車を押し返そうと、ギアを入れ替かえた、次の瞬間。

　尾田の慌あわてた声が届いた時には、俺の横にはもう一台のゴーカートが現れていた。

「何のつもりだ？」

　深緑と紺こん色いろのゴーカートに挟はさまれて、俺は声を低くして問うたが、やはり答えはない。

「もしかして……これは、妨ぼう害がい？」

　と、そんな言葉を発したのは、それまで黙だまり込んでいた朝都だった。

「妨害って、遊園地で何の？」

「……〝お茶会〟に用意されているもののことを考えたら、あり得るんだって」

　尾田は疑問の声を上げたが、鈴真はどこか苦い声で朝都の推測を肯こう定ていした。

「じゃあ、二人の言う通りなんだろうな」

「……多加良、やっぱり結構な厄やつ介かい事ごとに巻き込まれてるじゃないか」

「ああ。でも、俺には妨害を受ける心当たりが無い……朝都、鈴真、後で詳くわしく説明して貰もらうぞ」

　返事は無いが、妨害工作を仕し掛かけてくる以上、相手も聞き耳を立てているだろう無線に、極きわめて静かな声を聞かせて──俺はブレーキを強く踏ふみ込んだ。

　キキィーッ、という耳みみ障ざわりな摩ま擦さつ音と共に、俺は二台のゴーカートの間から抜け出した。

「三人共先に行けっ！　俺は最さい後こう尾びにつく！」

　今のところ狙ねらわれているのは俺のようだが、確かな標的がわからない以上、他の三人は先に逃にがすに限る。俺は冷静にそう判断したのだが、

「……あれ、どっか行っちゃうって」

　直後、鈴真の言葉通り、一瞬ふらついていた二台は、制せい御ぎよを取り戻もどすと同時に前方へ走り去ってしまったのだった。

「何がしたかったんだろ？」

「……まずはご挨あい拶さつ、ってとこかもな」

　出来れば、この挨拶のみで済ませて欲しいと願いつつ、尾田にそう言うと、俺は視線を進行方向に戻した。

「とにかく、早くゴールしてしまいましょう」

「ああ」

　そして、朝都の声に頷うなずくと、俺は再びアクセルを強く踏み込んだのだった。







　その後、妨害は無く、俺は順調にドライブを続け、ようやく最後の直線に入った。

　ずっと並走していた朝都との勝負はここで付くと思っていたのだが、ここに来て、そのスピードは伸のびず、結局、俺が一着になったのだった。

　俺達がゴーカートから降りても朝都は、なかなか降りてこなかった。

　そんな朝都を気にしつつも、妨害行こう為いの報告を、ゴール地点にいたメイド達にし終えたところで、ようやく朝都はゴーカートから降りてきた。

「朝都、大丈夫？」

「エンジントラブルか？」

「……まあ、そんなところです」

　声をかければ、朝都は返事を寄よ越こしたが、何となくその表情が沈しずんで見えて、俺は内心首を傾かしげた。

「トラブルを防げず申し訳ありません」

　そして、このアトラクションの責任者カズネは深々と頭を下げた。

「また後ほど改めてお詫わびさせていただきますが、皆みな様さまはこのまま次のアトラクションへお進み下さい。ここでのタイムについては梅香隊長と相談の上、次の担当者へ申し送りしておきますので」

「わかった、そうする。とりあえず誰だれも怪け我がはしてないから……大丈夫だ」

　唇くちびるを嚙かみしめて、微かすかに肩かたを震ふるわせているカズネに気にするなとは言えず、大丈夫とだけ伝えれば、他の三人も頷いて。

「次は、〝ビッグワールド〟だ、行こう」

「皆様、写真をお忘れなく」

　カズネから写真を受け取ると、俺達は走り出した。

「……やっぱり、間ま違ちがいない、のか？」

　途と中ちゆう、朝都の掠かすれたような呟つぶやきが聞こえたが、その意味の追つい及きゆうは後回しにして。
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　朝から進んだ分と合わせ、和邸ていの森のような庭を三分の二程ほど進んだ場所に、次のアトラクション、〝ビッグワールド〟はあった。

　その外側は密林の奥にでもありそうな丸太小屋──あくまで印象の話で、大きさは小屋というレベルではない──に蔦つたを這はわせたような建物で、なぜかその上部をジェットコースターのレールが貫つらぬくように通っていた。

　そして、中はというと、

「オレ……この辺りは昔、入っちゃいけないって言われた記き憶おくがあるんだけど」

「ぼくもです。……確か、ここには以前、屋外プールがあったという話です。でも縹はなだ館が出来たので使われなくなってしまったとか」

　という二人の会話から推察していた通り、丸太小屋の中は元屋外プールを活用したもの──アマゾン川とその流域のジャングルのようなウォーターアトラクションだった。

　当然水は濁にごっていて、周囲の空気もむっとするような湿しつ気けと熱を帯びている。

　そんな中を、俺達はいま、ゴムボートに乗って進んでいた。

　ビッグワールドの入口をくぐると同時に、メイドのキリコが現れて、俺達に色々と事情を説明してくれた。

　一つ、さっきのゴーカートのタイムは、何者かによる妨ぼう害がい活動により、平等な条件下で出たものとは言えない。よって、全員のタイムを一番にゴールした俺と同じ、４分51秒とする。

　一つ、ビッグワールドでは一人一艘そうのボートでタイムを競うこととなっていたが、妨害活動への対策として、全員で一つのボートに乗ることとする。これにより、このアトラクションで得られたポイントを、今までの合計タイムから引く、というルールに変へん更こうする。

　その説明の後、俺達は丸いゴムボートに乗り込み、現在に至る。

「これは、つまり……本家が小さい人の世界だから、大きい人の世界なんだろうね」

「多分、な」

　どうやら、アトラクションのネーミングだけでなく、中身も某ぼうネズミの夢の国を意識しているようで、俺と尾田は揃そろってため息を吐ついた。

　一方、表面上は平静を保っているものの、朝都の顔色は先程から少々優すぐれない。今のところまだ、川の流れは緩ゆるやかなのだが。

「……朝都って、船ふな酔よいするんだっけ？」

　俺に続き、鈴真もその異変に気付いて問いかけたが、朝都はゆっくりと首を振ふった。

「乗り物に酔うようなら、最初のロデオで潰つぶれています」

　次いではっきりした声が返ってくれば、鈴真は一つ頷き、安心したように口くち許もとを緩めた。

「ぼくの心配をするなんて……随ずい分ぶんな余よ裕ゆうですね」

「余裕なんかないって」

　が、そこで朝都が口にした皮肉めいた台詞せりふに、鈴真も語気を強めて応じると、二人に挟はさまれている尾田は困ったように俺を見た。

　車座になっているので、二人に挟まれているという点では俺も変わらない。

　でもまあ、タイミング的にはちょうど良かったから、俺は二人の間を取りなすついでに、一つ、はっきりさせることにした。

「さっき、妨害してきた連中に、心当たりはあるか？」

　俺は、オールで舵かじをとり、手前に見えた人工岩を避よけてから、二人に尋たずねた。

　だが、俺の問いに、鈴真も朝都も俺から目を逸そらし、ボートには沈ちん黙もくが落ちる。

「多加良には無いの？」

　その沈黙を破ったのは、尾田。

「特別参加者の俺がこの通過儀ぎ礼れいを一位で通過しても、逆に最下位でも大勢に影えい響きようは無い。だから、俺が理由ってことはないと思う」

　裏を返せば、何の旨うま味みも無くなるから、俺が一位でゴールするような事態を避さけたいと考える人間はいるかもしれない。それを言うと、話が先に進まない気がしたので、そこを抜ぬかして俺は尾田に答えた。

「ということは……朝都くんか鈴真くんの事情だと、多加良は考えているわけだ」

「あるいは両者のな」

　その言葉に鈴真は居い心地ごこち悪そうに身を[image: ]よじり、朝都は帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直す。

　けれど、二人が黙だまっていようと、はっきりしていることが一つある。

「ゴールの〝お茶会〟にあるのは、王様の椅い子すだけじゃない……それに座ることができれば、色々なものが得られるんだな」

　俺は確信をもって、二人にそう言った。

　俺の言葉に鈴真は弾はじかれたように顔を上げ、俺と目が合うと観念したように頷うなずいて。

「……〝王様の椅子〟はいつもは、なんていうか、お誕生日席みたいなものなんだけど」

「でも、今回はいつもと違ちがうんだな？」

「うん。今回の〝王様の椅子〟は……文字通り〝王様になれる椅子〟なんだって」

　鈴真はそう言うと、どこか憂ゆう鬱うつなため息を吐いた。

　が、俺と尾田は〝王様になれる椅子〟という言葉の意味がいまひとつ理解できない。

「……王様というのは言い換かえれば女王の夫です。つまり、今回〝お茶会〟で〝王様の席〟に座った者が未来の女王クイーンの夫……彩波ちゃんの婚こん約やく者しやとして正式に認められるのです」

　鈴真の言葉を引き取って、すべてを語ったのは朝都だった。

　だが、俺も尾田もすぐには言葉を発することが出来なかった。

　もちろん、朝都が告げた内容ことばは理解できたし、ある程度の驚おどろきも覚かく悟ごしていた。

　けれど、いまのはその予想の範はん囲いに入っていなかった。高額商品が与あたえられるとか、その程度が、俺のような庶しよ民みんの想像の限界だった。

「婚約っていうのは結婚の約束だよな」

　故ゆえに、ようやく口を開いた俺に紡つむげたのはまるで辞書のような台詞だけ。

「婚約者って……彩波さんは、まだ十五歳にもなってないし……ええと、二人はいくつ？」

　結婚と違い婚約に年ねん齢れい制限はないのだが、まだ驚きから完全に醒さめていない尾田は、朝都と鈴真の顔をまじまじと見つめながらそんなことを問う。

「十四歳です。法律的にはまだ子どもですけど、和家では大人と見なされる年ですし、身内に発表するには通過儀礼終しゆう了りよう後ごの〝お茶会〟は良い機会です」

　尾田の問いに、朝都は淡たん々たんと声を返し、鈴真もボートに軽く背を預けたまま、静かにその言葉を聞いていて。

　妙みように落ち着いた二人を見ている内に、俺の頭もまた妙に冷えてきて、この婚約のメリットも見えてくる。

　和家現当主の娘むすめである彩波には兄弟がいない。ということは、朝都も言った通り、次の当主──女王は彩波にほぼ決定している。

　その彩波の婚約者になるということは、将来、和家で絶大な権力を掌しよう握あくするということだ。

　そして、そうと決まった時点である程度の権限を得るのだろう。また、得られる利益は本人ばかりに留とどまらないはずだ。

　それが今回の通過儀礼で朝都と鈴真のどちらかに決まるとなれば、利益を求めて動く人間も出てくるわけで──それがさっきのような妨ぼう害がい活動に繫つながる。

「この通過儀礼で〝王おう冠かん〟の数が重要視されているのは、朝都と鈴真のどちらが上か、はっきりさせる為ためなのか？」

　通過儀礼の背景を理解して、砂を嚙かんでいるような、不ふ愉ゆ快かいな気分になりながら、俺は鈴真と朝都にそう尋ねた。

「……目に見える形で競って、そこに数字も加われば文句も出ないってことだよ」

「ぼく達のどちらかが彩波ちゃんの婚約者になることは、ぼく達が生まれた時から決まっていたことです。だから昔から何かと比べられてきました。それに決着がつくのは良いことです」

　俺の問いに、鈴真は諦あきらめの表情で笑って、朝都はしたり顔で頷いた。

　当然、俺はどちらの顔も気にくわない。

　二人とも当事者なのに、どこか他人ひと事ごとのように声も態度も乾かわいていたから。

「……彩波はそれで良いと思ってるのか？」

「そうだよ、二人はそれで良くても彩波さんはどうなの？　だって彩波さんは……」

　苛いら立だちを堪こらえながら、更さらに俺が問えば、尾田もまた真しん剣けんな目で二人に問いかける。

「もちろん、納なつ得とくしています」

「イロハは、どっちでもいいって言ってたよ」

　何か間違っている気がするのに、当事者全員がそれを疑問に思わず受け入れているという事実が、俺の口を塞ふさぐ。

「……多加良。きっと、和家の事情があるんだと思うけど、でも、もし思うところがあるなら、彩波さんに直接言ってあげなよ。それから全部考えた方がいいと僕は思う」

　拳こぶしを握にぎり締しめたまま、押し黙った俺に、そう声をかけてくれたのは尾田だった。

　視線を上げて見れば、尾田の目には俺と同じ憤いきどおりの色が浮うかんでいて、一連の話に不条理を感じているのが自分だけではないとわかって、ほんの少しだけ、胸の重石おもしは軽くなって。

「結局、妨害してきたのは朝都を勝たせたい人間か、鈴真を勝たせたい人間……どちらかはっきりしないが、可能性はどちらにもあるってことか」

　彩波のことは頭の隅すみに置きつつ、俺は話を最初の流れに戻もどした。

「……オレは、歳としがイロハに近いだけで、昔から期待されてないけど」

　すると鈴真は自らそう言って肩かたを竦すくめた。そこに卑ひ屈くつさは感じられなかったけれど、笑え顔がおもまた無かった。

　つまり、周囲に期待されていないという事実が鈴真に興味を失わせたのではなくて、それ以前に、鈴真自身が婚約者になるということにさほど興味が無いのだろう。

　一方、彩波に対する感情はいまひとつ曖あい昧まいだが、朝都には少なくとも婚約者になるという意志がある。

　それが俺が感じていた二人の温度差の原因だった。

「確かに、ぼくの方が期待されているようです……でも、期待しているなら妨害なんて考えないと思います。それとも、鈴真はぼくの側の誰だれかがそれをやったと言いたいのですか？」

　そう言葉を投げた時、朝都の目はわずかに翳かげりを帯びた気がしたのだが、

「ち、違ちがうって！　オレは他人のことはよくわからないけど、朝都がそういうずるいことが嫌きらいなのはわかってるから！」

　鈴真はそれには気付かず、朝都の牽けん制せい球きゆうを正面から受け止めて、慌あわてて首を振ふり、その誤解を解こうと必死に言葉を重ねた。

　朝都にとってそれは思いがけない反応だったのだろう。鈴真の真剣さに怯ひるむようにわずかに身を引いた。

　朝都の驚おどろきに、胸の綿毛は連れん鎖さ反応を起こしたように揺ゆれて、膨ふくらみを増して。

　次の瞬しゆん間かん、俺はまた両眼に違い和わ感を覚えていた。

　唐とう突とつに訪おとずれたそれは、やはり単なる痛みではなく、痛つう痒よう感と呼ぶべきもので、最前──鈴真の綿毛が変化を見せたその時──のものと比べると今度はわずかに痒かゆみが勝っている。

　けれど、絵筆でくすぐられるような感覚は無視できるものではなく、たまらず目を擦こする。

　俺が眼鏡めがねと顔の間に手を入れると、尾田は反射的にこちらを見たが、尾田がそれを異変と感じる前に痛痒感は引いてしまった。残ざん滓しすら残さずに。

「誤解をして、すみません。でも、ぼくは鈴真に自分をわかって欲しいと思ったことも、わかりあいたいと思ったこともありません」

　その間に朝都は落ち着きを取り戻し、鈴真に言葉を返す表情こそ穏おだやかだったけれど、その声はひどく無機質に聞こえた。

　鈴真は、朝都の冷たい言葉に息を吞のむと、何も言い返せずに唇くちびるを嚙みしめる。なぜならそれは、鈴真自身がさっき俺に言ったのと殆ほとんど同じ台詞せりふだったから。

　でも、いま鈴真の顔に浮かんでいるのは、諦めの表情ではなく、すぐに必要な言葉を返せないもどかしさだった。

　鈴真の中で朝都に対する認にん識しきは変わりつつあり、その変化に鈴真は正面から立ち向かおうとして、また、もがいているように見える。

「……そんな言い方は無いだろう」

「いいえ、これでいいのです。これがぼくと鈴真の正しい関係です。みんな、ぼくが彩波ちゃんの婚こん約やく者しやになることを期待していて、ぼくもそうなりたいと思ってきました。だったら、ライバルの……ぼくの夢を邪じや魔まする鈴真とわかりあう必要はありません。それは、誰も期待していないことです」

　朝都は俺の声にも眼まな差ざしにも怯まず、淡たん々たんと言葉を連ねたが、俺はその言葉を素す直なおに受け入れられない。

「夢？　彩波の婚約者になることが？　そんなの夢じゃないだろう」

　そう告げた瞬間、胸の綿毛と共に朝都の瞳ひとみも微かすかに揺らいだのを俺は見み逃のがさなかった。

「……どうして、今日初めて会った秋庭さんにぼくの夢が否定できるのですか？　ぼくのことなんて名前と歳くらいしかわからないのに。そんな人にどうこう言われる筋合いはありません」

　朝都はその一瞬の揺れを悟さとられまいとするように、更に言葉を並べ立てたけれど。

　朝都がそうやって言葉を並べれば並べるほど、朝都のその〝夢〟を支えているのは言葉だけのような気がして。

「確かに、朝都のことをわかるとは言えない。でも、やっぱりいま聞いたのが朝都の夢だとは思えない」

　俺の言葉を認めないのはわかっていたが、それだけは断言しておく。いま、ここにいない彩波の為ためにも。

「そうですか。では、この件に関してはこれで終わりにしましょう」

　案の定、朝都は俺の目さえ見ずにそう言うと、これ以上の会話を拒こばむとばかりに顔を背そむけ、更には帽ぼう子しも目ま深ぶかに被かぶり直した。

「……意外と強ごう情じよう」

　朝都の態度に仕方なく俺も黙だまると、尾田は小さな声でそんな感想を漏もらした。

　朝都の考え方はともかく、自分の意思を強く持つこと自体は俺も悪いとは思わない。

「ああ、けっこうな石頭だな」

　けれど、自分の意見と相あい容いれないものを早々に拒む頑かたくなな姿勢に俺は小さくため息を吐ついた。

　いつもだって決して楽ではないが、朝都の植物を咲さかせるのはかなり難しそうだ。

「……あのさ、朝都」

　と、そこで躊躇ためらいがちに朝都に声をかけたのは鈴真だった。

「朝都は〝夢〟も〝願い〟もわかってるんだよね？」

　俺は続く台詞に期待したが、そこで鈴真が発したのはそんな問いかけだった。

「ええ……もちろんです」

「そう、か。なら……やっぱり、オレもわからなくっちゃいけないんだ」

　朝都は一瞬訝いぶかしげな顔をしたものの、鈴真の問いに力強く頷うなずき、反対に鈴真は小さく呟つぶやいた。

　俺が否定したにもかかわらず、鈴真の目には朝都の言葉を信じる色と共に、憧どう憬けいが浮うかんでいて。

　それは隣となりの芝生しばふは青く見えるような憧あこがれだと思ったが、俺は鈴真の気持ちを否定しなかった。

　本人は認めないだろうが、朝都もまた鈴真と同じで〝夢〟がわかっていない。自分のそれも、人のそれも。

　でも、それは鈴真自身が気付くことだと思ったから。そして、いま懸けん命めいに自分の〝夢〟と〝願い〟をわかろうとしている鈴真なら、きっと気付くと信じて。

「まあ、とにかく妨ぼう害がい者しやが……仮にどちらかの為に動いていたとしても、朝都と鈴真が知らない以上、全員無関係なものとみなす。……だから、次に妨害を仕し掛かけてきたら、状じよう況きようによっては応戦する」

　俺は全員の顔を見回すと、この件についてひとまずそう結論を出した。

「……もし、相手が手を出してくるようなら、仕方ありませんね」

「うん。オレもそれは仕方ないと思う」

　俺の言葉に、朝都も鈴真もしっかりと俺の目を見て、覚かく悟ごを決めた顔で頷いた。

「じゃあ、妨害者の話題はここまでだ」

　この話題の終わりの合図として、俺が手を打った音は、入口よりも暗さを増してきたジャングルの中に妙みように響ひびいて、鈴真はわずかに肩かたを震ふるわせた。

「話は一段落したが……のんびり船旅ってわけにはいかなそうだな」

　どうやらひと息つく暇ひまも無さそうな不ふ穏おんな気配に俺は改めてオールを固く握にぎり、周囲を見回して、そこで尾田の異変に気がついた。

「尾田、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……いままで船ふな酔よいなんてしたことなかったんだけど」

　俺が声をかけると尾田はだるそうに、それでも顔を上げた。青ざめた顔をよくよく見れば、目の下にはうっすらと隈くまが出来ていて、俺は船酔いの一因は睡すい眠みん不足と理解する。

「……予算折せつ衝しようの準備、頑がん張ばっているみたいだな。大丈夫か？」

「うん。なるべく不公平が無いようにしたいと思って」

　睡眠不足の理由を尾田は素直に認めたけれど、その苦労を訴うつたえることをしなかった。だから、俺は尾田の心意気を買い、それ以上気き遣づかう台詞せりふを向けるのは止やめておく。

「そうか。じゃあ、これから、スピーディーかつ快適な船旅をさせてやる」

「それは無理だと思います」

「どうして無理……」

「あれを避よけるには、ボートもかなり揺ゆれると思うって」

　少々むきになった俺に、前方を指さしながら言ったのは鈴真だった。

　反射的にその指先を追って見れば、そこでは水が渦うずを巻いていて、更さらには妙に長い手足の巨きよ人じんロボットが川の中に手足を交こう互ごに入れていた。

「水遊びしてるみたいだ！」

　こんな状況にもかかわらず、鈴真は微かすかに目を輝かがやかせて四つん這ばいの巨人の動きをそう評したが、上がる水しぶきだけ見てもそれは水遊びなどという可愛かわいいものではない。

「尾田、悪いが前言撤てつ回かいだ。なるべく揺れないよう努力する」

「……うん、よろしく」

　尾田の声からは確実に元気がなくなったが、俺はオールを握り直すと、波立つ水みな面もに突つき立てて、ボートを前へと進めた。

「ポイントを取るとしたら、やっぱり巨人からですよね」

「そういえば……合計タイムからポイント分だけ時間が引いてもらえるんだったな」

「でも、巨人からポイントって……何をすればいいんだろう？」

　鈴真は、その目を巨人ロボットに向けて首を傾かしげた。

「ただ単にあの手足を避けて進むんじゃないの？」

　ボートの縁へりに摑つかまりながら、尾田は半ば祈いのるような顔で尋たずねてきたが、ここまでのアトラクションを乗り越こえてきた俺達が首を縦に振ふることはない。

「多分、この袋ふくろの中に、巨人を倒たおすような何かがあると思います」

　舵かじ取とりを俺に任せると、朝都はボートの中に置かれていた袋を手にとって開いた。

「林檎りんごに、斧おのに……おにぎり？」

　しかし、中から現れたのはプラスチック製のおもちゃのような品々で、期待が外れた朝都は袋を開けたまま、しばし呆ぼう然ぜんと固まる。

「鈴真、少しボートを傾かたむけながら、オールをこいでくれ」

「うん！」

　仕方がないので、俺は鈴真にそう指示を出し、何とか一つ目の渦を乗り切った。

　だが、巨人の足はもう目前に迫せまっていて、

「巨人を倒すことより、ボートを転てん覆ぷくさせないことを優先するぞ」

　俺は朝都にそう告げると、巨人の足を避け、大回りする方向に舵かじを取ることにした。

「……ねえ、ジャングルに富ふ士じ山さんがあっていいの？」

　尾田の声に、俺は川の流れに気を配りながらも、一いつ瞬しゆん、同じ方向に目を向けてみる。

「本当だ。キリマンジャロじゃなくて、富士山だ」

　大きさも形もデフォルメされていたが、そこには確かに、青と白の色遣いで日本人ならば富士山とわかる山があった。

「なんか、巨人の椅い子すみたい……あっ、そうか！　この巨人は、だいだらぼっちなんだ！」

　興奮した声を上げたのは鈴真だった。

『だいだらぼっち？』

　俺達三人が揃そろってその単語を繰くり返すと、興奮した勢いのまま鈴真は大きく頷うなずき、それから俺達の顔に浮うかんでいる疑ぎ問もん符ふに気付く。

「だいだらぼっち、知らないの？　日本で巨人っていったらだいだらぼっちでしょ？」

　そして、鈴真は俺達がその名を知らないという事実に首を傾げると、わずかに眉まゆを寄せた。

　まるで知っていることが常識のように言われると、朝都は軽く唇くちびるを嚙かみしめ、俺もまた少々むっとして、優ゆう秀しゆうな頭にもう一度検けん索さくをかける。

「……ああ、そうか。一晩で富士山を作ったっていう伝説の巨人か」

「うん、それだよ」

　鈴真は富士山を見て、だいだらぼっち伝説──この巨人が山を作ったとか、その足あし跡あとが湖になったという伝説は日本各地に結構ある──とこの巨人ロボットを繫つなげたのだった。

「だからきっと、おにぎりなんだって」

　でも、続いて鈴真が先さき程ほどの袋の中からプラスチックのおにぎりを取り出す理由はわからない。

「どうして、おにぎり、なのです？」

　何とか巨人の足に至るまでの時間を稼かせごうと、オールを必死に動かしながら朝都が問う。

「うん。だいだらぼっちは山を運んで疲つかれたら休きゆう憩けいしたんだって。働いた後ならきっとお腹なかも空すいているから、おにぎりを食べたいはずだって」

「……そんな理由、ですか。鈴真らしいですけど、ぼくはそんなことで巨人を倒せるとは思えません。ここは、秋庭さんの言う通り巨人の手足を避けるのが賢けん明めいですね」

　朝都は落らく胆たんを浮かべると、鈴真から俺の方へと視線を移動させた。と同時に、オールを握にぎる手を緩ゆるめて、ひとまず川の流れにボートを任せようとした。

　すると鈴真は朝都と自分の手の中のおにぎりを見比べて、一瞬迷うように眼まな差ざしを揺らしたけれど。

「……確かに合ってるかはわからないけど、でも、やってみないと間ま違ちがってるかどうかもわからないよ」

　おにぎりを握り締しめると鈴真は、まず俺の顔を、それから朝都の顔を見てそう言い、空いている方の手に再びオールを握ろうとして。俺は、その手を押さえて止めた。

「ボートを漕こぐのは俺に任せて、鈴真は巨人に集中しろ」

　確かに、鈴真の発想は単純と言えないこともない。けれど、そこに前向きな気持ちがあるのなら、俺は応おう援えんしてやる。

「ボートは少しの間なら、僕が代わりに漕ぐから」

　尾田もまた鈴真の意見に賛同を示せば、鈴真は大きく頷いてオールを任せ、おにぎりという名の武器を握り締めた。

　俺に続いて尾田も同意したことで、結局鈴真の意見に従わざるを得なくなった朝都は、一瞬憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべたものの、

「三対一では、仕方ありません」

　そんな言葉で自分を納なつ得とくさせると、それ以上反対することはなかった。ただ、明らかに鈴真に期待していなかったが。

「それで、鈴真、ボートはどこに近付ければいい？」

「おにぎりを口の中に入れたいから……なるべくだいだらぼっちの顔に近付けて！」

　巨きよ人じんの手足が起こす大波に、ボートはさっきよりも大きく揺ゆれていたが、鈴真からは信しん頼らいに満ちた言葉が返ってきて、俺は俄が然ぜん張り切る。

「尾田、オールは動かさなくていいから、とにかくボート全体のバランスを取ってくれ。朝都は巨人の右足が上がったら、全力でオールを漕いでくれ」

　俺は巨人の手足が動く順番と水の流れを読むと、尾田と朝都に指示を与あたえた。巨人の手足が波を立てているとはいえ、結局のところ人工の水の流れは規則的だ。

「鈴真、チャンスは一度だ……行くぞ！」

　俺は、目を凝こらして絶好のタイミングを見み極きわめると、二つ目の渦うずの中にボートを突とつ入にゆうさせた。

　途と端たん、船はバランスを失いそうになったが、そこは尾田が全身でバランスを取って堪こらえてくれる。バランスがとれたところで俺は全力でオールを漕ぎ、渦の回転を利用しながらまず巨人の左足をかわした。

　左足をかわしたと思うと、次は左手が伸のびてきて、ボートの縁を掠かすめていき、朝都と鈴真の二人は息を吞のんだが、俺は構わず更さらにボートを進めた。

　そうすれば、巨人の顔が見えてくる。

　鈴真の推測通りだからか、巨人は時折首を振ふりながらも、大きく口を開け閉めしていた。

　だが、巨人の顔はボートの進行方向とは逆を向いていて、正面に回り込むのは正直無理だ。

　鈴真もそんなことは承知しているだろう。だから俺は最初の約束通り、出来るだけその顔に近付けるルートを進む。

「……巨人の顔が、右を向いた瞬間に投げるから」

　俺の心を読んだようにそう言うと、鈴真は手の中にしっかりとおにぎりを握り込んだ。

　そして、予定通りの流れに乗って、ボートはいままさに巨人の右足に到とう達たつしようとしていた。

「朝都」

「わかっています」

　次の瞬間、俺達は水しぶきを顔に浴びながらも、寸前まで巨人の右足があった場所へと突つっ込んだ。

　ぼやぼやしていれば、また巨人の足が下りてくることはわかっていたから、俺と朝都は全力でボートを漕いで、最短距きよ離りでちょうど横を向いた巨人の顔に到達する。

　その一いつ瞬しゆんのチャンスを見極め、鈴真は巨人の口へおにぎりを思い切りよく投げ込み──

「……入っ、た！」

　投げた瞬間バランスを崩くずした鈴真に代わってそれを見届け、声を上げたのは尾田だった。

「鈴真様、10ポイントです。10秒マイナスです」

　どこからかポイントを告げる声が響ひびき、更に背後でゆっくりとだいだらぼっちが動きを止めれば、朝都は愕がく然ぜんとした様子でオールを漕ぐ手を止めてしまって。

　一方、鈴真は半信半疑の顔で後ろを振り返り、

「あ……本当、だったんだ」

　そこでようやく自分の仕事を認め、ほっと胸を撫なで下ろしたのだった。

「おめでとう、ございます。でも……次はぼくがポイントを取ります、から」

　朝都は微かすかに声を震ふるわせながらも、また大人ぶった言葉を鈴真にかけると、帽ぼう子しを押さえてその表情を隠かくした。

　でも、そうしたところで、内心の悔くやしさは隠しきれておらず、鈴真は一転して表情を曇くもらせる。

　鈴真は遠えん慮りよがちに朝都の様子を窺うかがったが、結局かける言葉を見つけられずに口を噤つぐんだ。

　朝都が悔しさを面おもてに出せば、俺と尾田もまだ声のかけようがあったが、朝都がそれを隠そうとしている以上、いまは余計なことを言わない方が良い。

　無言の内に、俺と尾田は互たがいにそう示し合わせて、俺はまた小さくなった気のする朝都の綿毛をしばらく見つめ続けた。

　ボートはその間も俺達と沈ちん黙もくを乗せて、濁にごった川の上を進み続けたのだった。







「どうも、本家に対たい抗こうしていたのは巨人だけじゃない、みたい、だな」

　ようやく川の流れが緩ゆるやかになったところで、呼吸を整えながら俺は会話の口火を切った。

「それって、どういう、こと？」

「本家は子どもも楽しめる穏おだやかなボートだけど、ビッグワールドはその反対の路線、ということです。でも、問題、ありません」

　首を傾かしげる鈴真に、朝都は俺の言葉を正しく解かい釈しやくして伝え、最後に強がることも忘れない。

　ビッグワールドの真しん髄ずいが逆巻く水と巨人の攻こう撃げきと知ってなお、強がってみせる朝都に俺は少し感心する。

　正直、ここまでくぐり抜ぬけた巨人達の攻撃は問題ないといえるほど甘くなかった。

　だいだらぼっちの後、俺達を待ち受けていたのはバイキング風の巨人──北ほく欧おう神話を題材にしているようだったが、これはさすがに名前がわからなかった──の斧おのによる攻撃だった。その後も大地を担かついでいるというギリシア神話の巨きよ人じんアトラスの地球バルーン攻撃など、様々な巨人の攻撃をくぐり抜け、倒たおしたが、その間には激流、急流という敵にも挑いどまなければならなかった。

　そうしていまやっと、前方に外の灯あかりが見えるところまで辿たどり着いたのだった。

　いい加減息は乱れ、慣れないオールの操作に俺の腕うでは重くなっていて、鈴真もオールを水につけてはいるが今は殆ほとんど漕こいでいない。

　当然、尾田はぐったりとしていて虚うつろな目で水みな面もを見つめている。

　だが、同じように疲ひ労ろうしていても、朝都の表情は明るい。ここまでで30ポイントを獲かく得とくし、確実に俺と鈴真をリードしているからだ。

　ただし、その胸の綿毛には驚おどろくほど何の変化も起きていなかった。

　アトラクションに集中しなければならなかった為ため、俺の方も朝都や鈴真の願いを探さぐれずにいたのだが、それにしても朝都の綿毛には変化が無さ過ぎだった。

　彩波の婚こん約やく者しやになる、というそれが朝都の本当の願いでは無いということを差し引いて考えても、朝都の胸にある綿毛が鈴真と同じ、願いの植物なのか少々疑問に思えてくる程ほどに。

「けど……屋外プールっていっても、こんなに広いものかな？」

「多分、同じ場所プールを何度も回ってるんだと思う」

　尾田の問いに、俺はそう答えた。

　どこを操作すればそうなるのかはわからないが、ジャングルの景色は巨人ロボットをどかされたら正直あまり見分けがつかない。回り舞ぶ台たいのような仕し掛かけなのかもしれないが、とにかく俺達が気付かない内に、プールを何周かさせられているのは間ま違ちがいないだろう。

「あ、新しい巨人だって」

　そして、鈴真が前方にその姿を見つけると同時に休きゆう憩けい時間は終わりを迎むかえた。

「さすがにもう、最後の巨人でしょう」

「目が一つしかない、な……となると、キュクロプスだ」

　朝都の言葉に頷うなずきながら、俺は最後の巨人の姿を目にして、ギリシア神話の一つ目の巨人の知識を引っ張り出した。

「でも、どうして目を閉じてるんだろ？　あれじゃ何も見えないって」

「確かに、どうしてだ？」

「センサーが付いていて、ぼく達が近付いたら目を開けるのだと思います」

　俺もまた鈴真と同じ疑問を抱いだいたのだが、朝都は訳知り顔でそう言うと、早さつ速そく袋ふくろの中を探り始める。

　俺はオールを動かしつつ、袋の中に残っている打ち出の小こ槌づちや扇せん子すといった得物と、巨人を見比べたが、どれもキュクロプスに対して有効に見えなかった。

　鈴真も一度ブーメランを手にしてみたが、結局それをキュクロプスに投げなかった。

「同じギリシア神話なら、今度も林檎りんごを投げてみましょう」

　朝都はそう言うと林檎を手にしたが、いま一つ確信がないことを表情から隠しきれていない。

　それでも、俺と鈴真が動きを見せないこの時を好機と捉とらえたらしく、朝都は林檎を手にして、キュクロプスが目を開くその瞬しゆん間かんを狙ねらい息を詰つめた。

　が、キュクロプスは俺達が目の前を通過してもぴくりとも動かず、睫まつげさえ揺ゆらさず、

「……あれ、巨人のそばなのに、あまり揺れない、ね」

　巨人の代わりに薄うす目めを開けたのは尾田で。

　無反応な巨人に朝都は林檎を投げるタイミングを完全に逸いつしてしまった。

「どうして……何も起こらないんだって」

　静かに凪ないだ水面と、静せい寂じやくを保ったままの巨人を見比べて鈴真が呟つぶやけば、朝都も我に返る。

「とにかく、林檎を当ててみます」

　言いながら朝都は後ろを振ふり返り、キュクロプスに林檎を投げ、それは見事に命中したが、やはり巨人は動かなかった。

「機械の故障、か？」

「……かもね」

　結局、キュクロプスの巨人は瞬まばたきもせず、ボートは穏やかに水面を滑すべり続け、俺達は気付けば終点に辿り着いていたのだった。
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　ボートの終着点は、予想通り出発点で、そこで待ち構えていたのも同じ面子メンツだった。

　ラウンドゾーンの終点にもかかわらず、キリコはいつもと変わらぬ調子で俺達に労ねぎらいの言葉をかけ、まず、それぞれに写真を渡わたしながらビッグワールドでの獲得ポイントを改めて告げた。

　それから、キリコはラウンドゾーンでの俺達の総合タイム──三つのアトラクションのタイムを然しかるべき方法で算出したもの──を告げ、朝都に王おう冠かんを授さずけたのだった。

　朝都はその瞬間、喜びと安あん堵どが入り交じったような表情を浮うかべたが、俺達の視線を意識するとわずかに顎あごをあげ、当然とばかりに、王冠を受け取った。

「妨害者ぞくの行方ゆくえはただいま全力で追っていますが、まだ捕ほ獲かくにはいたっておりません。申し訳ありませんが、皆みな様さまにおかれましてはこの先は十分気をつけてお進み下さい」

　そうして、忠告と礼れい儀ぎ正しい見送りを受けて、俺達はようやくビッグワールドを後にしたのだった。

「……最後は拍ひよう子し抜ぬけだったな」

「うん。でも、あそこで揺れてたらまずかったから、ぼくとしては良かったよ」

　俺の言葉に尾田はそんな感想を口にした。

「何事も無く終えられましたし、ぼくは王冠も手に入れられたので、問題ありません」

　一方、悩なやんだ末に、シャツの襟えりに付けて貰もらった王冠を撫なでている朝都は上じよう機き嫌げんだ。

　ラウンドゾーンで王冠を獲かく得とくした時点で、朝都は鈴真と並んでいて、あくまで参考記録扱あつかいの俺を除くと、五分五分の状じよう況きようになった。

　実際、残り一つの王冠──アトラクションは二つだが、王冠が得られるのは〝海かい賊ぞく船せん〟のみなので──を獲得出来れば、朝都の勝ちは決まる。

　逆もまた然り、なのだが肝かん心じんの鈴真はというと、朝都の自信に溢あふれた言葉に複雑な表情を浮かべていた。

　最後までアトラクションに参加する気があるとはいえ、鈴真は朝都ほど乗り気でないのだから仕方のない反応だ。

　王冠を一つ得たことで余よ裕ゆうを取り戻もどし、足取りまで軽くなった朝都に対し、鈴真の足取りはやや重くなる。

　そんな風に対照的な足取りで二人は外へと続く扉とびらをくぐり、俺と尾田も後へ続いたのだが、

「へーい！　お疲つかれアミーゴ達!!」

　俺達を出口で待ち構えていたのは真っ赤なカピバラ──カピバラレッド。

「その赤い毛皮を見ているだけで、なんかもう疲れるから……どっか行け」

　俺はその姿を見るやいなや冷たく言い放ったが、朝都も鈴真もそれに異を唱えない。

「まったくつれないセニョール達だ！　その手首に嵌はまっている赤いバンドは我らの友情の証あかしだというのに！」

「尾田、これは拘こう束そくの証だからな」

「ああ、うん」

　俺の言葉に頷うなずきつつも、尾田は重低音で微び妙みように可愛かわいい身振りをする赤い齧げつ歯し類には頰ほおをひきつらせ、ドン引きしていた。

「ちなみに情熱的なセニョリータへの愛の贈おくり物としてもオススメだ！　さあ、みんなも、もう一つずつどうだい？」

　しかしカピバラレッドはそんな尾田の様子には気付かず、それどころか新たに赤いリストバンドを取り出して勧すすめてくる。

「ぼくは……情熱的なセニョリータとやらには興味ありませんから」

「オレは情熱的なセニョリータってどんな人か、わからないよ」

「おや、そうかね。だが、安心したまえ、いつかわかるさ、お子様なアミーゴ達にも！」

　二人が断るとカピバラレッドは急に上から目線になり、俺の苛いら立だちは頂点に達した。

「とにかく俺もカピバラバンドに用はない。とっととそこをどけ！」

　それでも俺は、生き物には優やさしくしないといけないよ、というばあちゃんの言葉を思い出して、一言前置きしてやったが、カピバラレッドはなおも俺達の前からどかなかったので、実力行使に出ることにする。

　もはや問答無用と、俺はカピバラレッドの腕うでに手を伸のばしたのだが、そこでカピバラレッドは思いがけず俊しゆん敏びんな動きを見せ、俺の手をかわした。

「……齧歯類の癖くせに生意気な」

「我わが輩はい、曲がりなりにも正義の味方なものでね」

　俺が軽く睨にらめば、カピバラレッドは有りもしない髪かみをかき上げる仕し種ぐさをして。

「それに、用ならあるともアミーゴ多加良！　君たちが長い船旅で疲れただろうと我輩は推測し……差し入れを持ってきたのだよ！」

　それからカピバラレッドは唐とう突とつに、腹の袋ふくろから──カピバラは断じて有ゆう袋たい類ではないはずだ──差し入れと称しようする品物を取り出した。

「差し入れって、何を？」

「今日は天気がいいから、カピバラアイスさ、アミーゴ鈴真！　ちなみに包みのポイ捨ては絶対に禁止だ！」

　そして、俺が止める間も無く、鈴真は首を傾かしげながら手を差し出しカピバラレッドはその手に四つの包みを置いたのだった。

　カピバラレッドはアイスと言ったものの、そのパッケージは赤をベースにしたやけに派手な物で、中身がまったく見えない。

「鈴真、そのまま……」

　俺は鈴真にそのまま突つき返すように言おうとしたのだが、

「……アイスのパッケージには見えないけど」

「というか、こんな簡易包装のアイスがあるのですか？」

　そこで尾田と朝都が両側から覗のぞき込み、俺の声は鈴真に届かなかった。

「それでは、差し入れも渡したことだし、我輩はお暇いとまするとしよう！」

「なっ、ちょっと待て！」

　妙な物を押しつけられては困ると、カピバラレッドを引き止めようと伸ばした腕を、俺はまたもひらりとかわされてしまう。

「悪いが待てないのだ。何しろ我輩の助けを待っているアミーゴはたくさんいるのでね。だが、君達は我輩がおらずとも、きっと最後のアトラクションまで辿たどり着くと信じているぞ！　信じること、それが即すなわちアミーゴパワーな・の・さ！」

　そうして、カジノゾーン前での鈍にぶさが噓うそのような──或あるいは着ぐるみの中身にんげんが違ちがうのか──速さで身を翻ひるがえし、カピバラレッドはつむじ風のように俺達の前から走り去ったのだった。

「……追いかける？」

「いや、いまさら奴やつを呼び戻すより……差し入れをどうにかした方がましだ」

　カピバラレッドと差し入れを天てん秤びんにかけて、俺は差し入れの方を選せん択たくした。

「まず問題は、本当にアイスかどうか、だ」

「わかんないけど、冷たいのは確かだよ。だから、とりあえず、一人一つ、取って欲しいんだけど」

　最初から疑いを持って、俺はパッケージから検分に入ろうとしたのだが、鈴真が限界を訴うつたえてきたのでひとまず自分の分を取る。

「よく見ると、パッケージの色が微妙に違いますね。二種類あります」

　と、そこでパッケージの違いに気付いたのは朝都だった。言われて鈴真の手に残っている二つの包みと俺達の手に渡った二つを見比べると、確かに俺と尾田が持っている方は赤で、鈴真が持っている方は同じ赤系でも少しオレンジがかっている。

「アイスなら、味が違うのかもしれないね。取り替かえようか？」

「いえ……鈴真と同じならば問題ありません。お気き遣づかいありがとうございます」

　推測と共に尾田が申し出ると、朝都はそつの無い笑え顔がおと共にそれを断って、残っていた二つの内の一本を手にした。

「食べてみて、唐とう辛がら子しアイスとかだったら、どうする？」

「でも……やっぱり開けてみないと、ずっとわからないままなんだって」

　俺達が開かい封ふうを躊躇ためらう中、最初に封を切る勇気を見せたのは鈴真だった。

　そして、鈴真は開け口に手をかけるとちらりと俺を見て、それから右手で迷めい彩さいパンツのポケット──割れた石が入っているその場所──に触ふれた後、思い切りよく袋を開けたのだった。

　中から出てきたそれは、よくあるあたりくじ付きのアイスバーと同じ形状をしていて、確かにアイスに間違いない。

「赤いアイスなんだって」

　カピバラレッドからも外袋からも予想できたことだったが、あまりに予想通りの、毒々しいアイスを見て、鈴真は一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、目を瞑つぶると赤いアイスバーを口へ運んだのだった。

　次の瞬間、鈴真は顔をしかめ、すわ唐辛子味かと俺は思ったのだが、眉み間けんの皺しわはすぐに緩ゆるみ、束つかの間視線を空中に彷徨さまよわせた後、鈴真は穏おだやかな顔で一つ頷うなずいた。

「……何味、だ？」

「最初はメロンかと思ったんだけど……スイカ味だと思う」

　勇気を持って挑ちよう戦せんしてくれた鈴真には少々申し訳ないが、俺達は拍ひよう子し抜ぬけして肩かたを落とした。

　だが、自分でも現金だと思うが、鈴真が味を確かめてくれて、ちゃんと食べられるものだとわかった途と端たん、カピバラレッドからの差し入れだということはどうでもよくなった。

　俺が封を切れば、尾田も袋を開けて、俺達は乾かん杯ぱいの要領で互たがいのアイスをぶつけると、同時に口にして──同じようにしばし動きを止めた。

「……やっぱり、パッケージが違うと味も違うんだね」

「ああ、そうだな。見た感じ、同じだったのにな」

「これ、トマト味だ」

「トマト味って、どんな感じなの？」

　スイカ味を半分以上食べ終えた鈴真は、俺達の方がトマト味だとわかるとわずかに目を輝かがやかせて興味を示したが、

「そうだね……まあ、トマトに砂糖をかけてもやっぱり野菜、みたいな味かな」

　野菜特有の青あお臭くささが残ってることを、尾田が伝えると、そっと目をそらした。

「俺はガリガリ君ならソーダ味が好きなんだけどな」

「僕だってコーラ味が好きだよ」

　トマト味から気を逸そらそうと、毎夏必ず食べるアイスのことを口にしてみれば、尾田も応じてくれたが、口の中に広がる味はあくまでトマトだったから、虚むなしい会話はそこで途切れる。

　俺達はため息を一つ吐つくと、後は無言でアイスを口に運んだのだった。







「……あれ？　これ、あたりくじ、なのかな？」

　カピバラアイスを食べ終えると同時にそう言って首を捻ひねったのは尾田だった。

「くじ？　……俺のは、何も書いてないな」

「オレのもそうだよ」

　俺は急いで残っていたアイスを口の中に入れると、鈴真と共に尾田の持っているアイスの棒を覗のぞき込んだ。

　そして、食べ終えた自分の棒を並べてみたが、やはり尾田の棒に書いてある某ぼうテレビ局のシンボルマークのような目玉はそこには無かった。

「目玉が三つ書いてあると、あたり？　っていうかあたりだとどうなるの？」

「普ふ通つうはあたりって、文字で書いてある。それでアイスを買った店にこのくじを持っていくともう一本アイスが貰もらえる」

「へぇー、そうなんだ。オレ、今度普通の店でアイスを買ってみるよ！」

　鈴真はあくまで無む邪じや気きだったが、百円アイスと縁えんの無い生活を送ってきたことが明らかな発言に、俺はちょっとだけ虚しくなる。

「オレはハズレだったけど、朝都はどう？」

　そんな俺に気付かず、鈴真は明るい声で朝都にもくじの結果を尋たずねる。

「まだ何も見えてきませんから……ハズレ、でしょう、残念ながら」

　朝都の棒にはまだ三分の一ほどアイスが残っていたが、確かにそこで何も見えなければハズレだろう。もっとも、口ではそう言いながら朝都は少しも残念そうな顔をしていなかったが。

「でもこの目玉を見てたら、あたりっていうよりむしろハズレを引いたような気がしてきた」

　逆に尾田の方が、軽く眉まゆを寄せ、憂ゆう鬱うつそうな表情を浮うかべていた。

「いや、それはあたりくじで、間違いない。うん、予算折せつ衝しようの前にあたりを引くなんて幸さい先さきいいじゃないか！　それにアイス以外の良い物が当たってる可能性もあるんじゃないか？」

　確かにあたりを示すにしては微び妙みような印だったが、ここは落ち込むのではなく、来週の予算折衝に向けてテンションを上げて貰うべく、くじにかこつけて俺は尾田を持ち上げておく。

「幸先がいい？　本当に？」

　けれど、そう聞き返してきたのは尾田ではなく朝都だった。

「ああ、本当だ」

　俺を見上げる朝都の目はなぜだか真しん剣けんで、それを訝いぶかしく思いながらも、尾田の手前、前言を撤てつ回かいすることは出来ないから、力ちからいっぱい頷うなずいておく。

「そうですか」

　すると、朝都はあっさり納なつ得とくして、再び残りのアイスに専念した。

「……だといいけどね」

　一方、尾田はそう言いながら、アイスの空き袋ぶくろと棒を一いつ緒しよにポケットの中に入れて、肩を竦すくめて見せたのだった。

「でも、今日はどこの店でアイスと交こう換かんするのかな？　さっきのフードゾーンにはソフトクリームしかなかったよ」

　俺は、尾田の表情に明るさが戻もどったのに素す直なおに安あん堵どしたのだが、直後、鈴真がもっともな疑問を口にしてくれて、その指し摘てきを正しいと思いながらも少しだけ恨うらむ。

「ああ、そう……」

「きっと前だ。後ろに無いなら前にある！」

　尾田が鈴真に相づちを打つ声に被かぶせて、俺はそう言うと前方を指さした。

　とにかく今は尾田には前向きであって欲しいし、後退している暇ひまも無いのだから、俺は前を示すしかなかった。

　しかし、いまひとつ説得力に欠けていたらしく、尾田と鈴真はまず互たがいに顔を見合わせて、次に二人一緒に半信半疑の表情を俺に向けてきたのだが、

「でしたら、早く前に進みましょう」

　朝都だけはそう言って賛成してくれた。

　ずっと、早く先へ進むことを口にしていた朝都だから、俺の言葉に同意してもなんら不思議はない。けれど、いまの言葉はなんとなく、これまでと違ちがう響ひびきが宿っていた気がして、俺は思わず朝都の顔をじっと見つめてしまう。

　そうすれば、たったいま、俺が指さしていた方向を見つめている朝都の横顔には、ほんの少しだけ、期待のような表情があって。

「……なんですか？」

　でもそれは、朝都が俺の視線に気付くと同時に消えてしまい、胡う乱ろんな眼まな差ざしで問われても、俺は首を振ふるしかなかった。

　ただ、朝都の胸の綿毛には変化が起きて──ほんの少しだけさっきよりも膨ふくらんでいた。

　ともすれば見み逃のがしてしまいそうに、ささやかな成長だったけれど、それは確かな変化で、それを促うながしたものが前にあるというのなら、俺は朝都と共に確かめてみたいと思う。

「ああ、とにかく前に進もう」

　だから俺は一つ頷うなずくと、改めてみんなを促したのだった。
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「次は、ジェットコースターだったよな」

「ええ。その後が最後のアトラクション〝キャプテンＩアイの海かい賊ぞく船せん〟です」

　俺が確かく認にんを取ると、朝都から即そく座ざに声が返ってきて、午後を跨またいでじわじわと熱気が増していく中、俺達はとにかくジェットコースター乗り場を目指して歩くことにした。

　ドラゴンをモチーフにしたデザインのジェットコースターは、車両の数も十に満たず、おもちゃのような外見をしていたが、本館を中心に特設されたレールの上を走るスピードはかなりのものだった。

　レールが本館から伸のびている為ため、歩く俺達はレールに沿って自然と本館に近付いていく。

「あ……〝キャプテンＩの海賊船〟って、あの本館の屋上にあるやつ？」

　朝都を先頭に早足で歩いていた俺達だが、鈴真が腕うでをあげてそこを示せば、歩調を緩ゆるめ、全員で空を仰あおぐように本館に目を向けた。

　俺が最初、黒い影かげと思った物は、近付いてみると、確かに船のように見える。

「屋上って、普ふ段だんヘリポートだったよね」

　尾田はもはや達観しているのか、至って普通の調子で鈴真に言葉を向け、個人宅にヘリポートがあるというおかしさには突つっ込まない。

　まあ、大きな海賊船が屋上に置かれているという、今現在のシュールな光景に比べたら、ヘリポートなど普通に思えるのも無理はない。

「やっぱり観覧車は無いのか」

「ああ、多加良は観覧車、好きだよね」

　俺もまた、ここが個人の邸てい宅たく及および敷しき地ち内であることを半ば忘れて、思わずそんなことを呟つぶやくと、尾田はそう言って俺を見た。

　その顔には昔を懐なつかしむような表情と、俺に対するほんの少しの同情が宿っていた。

　そう、俺は高いところが好きなのだが、中でも観覧車はタワーとは違い、ゆっくりと高みに登っていく感じが大好きなのだ。

　しかし、叶野市には観覧車のある施し設せつが無く、今現在、かのうの呪のろいによって市外に出られない俺は、もう一年以上観覧車に乗っていない。それが、尾田の同情の理由だった。

　俺を観覧車から遠ざけた上、今日も厄やつ介かい事ごとに巻き込んでくれているかのうの姿が一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎり、俺は拳こぶしを握にぎり締しめた──けれど、次の瞬間にはあの人の姿が記き憶おくを掠かすめ、拳は知らず解けてしまって。

　その姿を頭の隅すみに追いやってから俺は、本来の目的であるジェットコースターに目を戻した。

　ジェットコースターはちょうど俺達の頭上を走っていくところで、滑かつ車しやがレールを滑すべる轟ごう音おんに俺は耳を塞ふさごうとして、そこで「ある音」が足りないことに気付いた。

　そして、俺は慌あわててジェットコースターを追いかけながら車両の中を確かめたが、やはり予想通りで、

「今いま更さら気付いたんだが……誰だれもジェットコースターに乗っていない」

　ふいに走り出した俺を追いかけてきた三人に、そう告げた。

　俺が足りないと思った音──それは、ジェットコースターには付きものの歓かん声せいと悲鳴で。つまりそれは乗客がいないということ。

「本当だ……怖こわいからかな？」

　鈴真は遠ざかっていくジェットコースターを目で追いながらそう言ったものの、すぐに自分自身の言葉を訝いぶかしむように首を傾かしげた。

　確かにジェットコースターが怖い人間は乗らないだろうが、客の入っている遊園地で全員がジェットコースターを怖がっている、とは思えなかったからだろう。俺も同じ考えだ。

「誰も乗っていないのが何か？　たまたまだと思いますが」

　朝都はいたって冷静な表情でそう言い、偶ぐう然ぜんで片付けようとする。

「でも、僕が二時間以上前に見た時も……誰も乗ってなかった」

　けれど、続けて尾田がそう言えば、俺の背中を嫌いやな予感が這はい上がってくる。

「偶然ならそれが一番だけどな」

「偶然です。とにかく、早く乗り場に行きましょう」

　でも、朝都は意地でも認めたくないらしく、強く俺達を促うながしてくれて。

　俺達はひとまず、一いち縷るの望みに賭かけて、走り出したのだった。







　しかし、レールに沿って走り続け、ジェットコースターのコースを一周し終えても、予想通りジェットコースター乗り場を見つけることは出来なかった。

「……どうして、案内図にも載のっていないんです？」

　最後の希望を託たくした案内図──ジャンボ滑り台のところで案内板を写し取ったもの──にもそれが載っていないとわかると、朝都はいまも走り続けているジェットコースターに理り不ふ尽じんなものを見るような眼まな差ざしを向けた。

「じゃあ、あのジェットコースターに乗っているのは透とう明めい人間……じゃない、よね。透明人間だってジェットコースターでは叫さけぶはず……」

　項うな垂だれる朝都を元気づける為か、鈴真は軽口を叩たたこうとしたが、無言で見み据すえられ、その声は次し第だいに小さくなり消えた。

「このジェットコースターは、乗り場も、どうやって乗るのかも、どうすれば止まるのかもわからない……謎なぞだらけのジェットコースターってことだ」

　そして俺が、予感が確かな現実であったことを伝えれば、その場にはしばし沈ちん黙もくが落ちる。

「それは……ジェットコースターに乗れるかどうかわからないってこと？」

「それは……ジェットコースターには乗れないということですか？」

　その沈黙を鈴真と朝都は一いつ緒しよに破った。

　二人の言葉は似ているようで違ちがっていて、また、二人の表情も似ているようで同じではなかったけれど。

　どちらも不安そうだが、鈴真の目には若じやつ干かんの希望と好こう奇き心しんが光っているのに対し、朝都の目には殆ほとんど諦あきらめしかない。

　胸の綿毛もまた対照的で、鈴真のそれが銀色の輝かがやきを帯びているのに対して、朝都のそれはくすんで見える。

「そうだな……乗れるかどうかわからない、ってことだ」

　でも、俺の答えは二人の綿毛を見るまでもなく決まっていた。

「乗れるかどうかわからないというのは、乗れないのと同じことです」

　朝都はどこか憮ぶ然ぜんとした表情を見せる。

「ううん。謎が全部解けたら乗れるかもしれない、ってことだよ」

　尾田が穏おだやかにそう言い換かえると、朝都は軽く目を見開いて、一瞬だけ鈴真の顔を見て。

「……わかりました、ひとまず皆みなさんの意見を聞きます」

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直すと、爪つま先さきで地面を蹴けりながら朝都はそう言った。

　分別のある大人のような台詞せりふとは逆に、その仕し種ぐさは拗すねた子どものように見えて、俺は少々面食くらう。

　同じ仕種を鈴真がしたのなら俺も驚おどろかなかったが、これまで大人びた態度を心がけていた朝都だったから。

　でも、大人に見せるために必要以上に自分の感情を抑おさえていた朝都が、年相応の態度を見せたのは良い傾けい向こうだと思う。妙みように大人ぶっているよりは好感が持てる。

「別に、鈴真が良くて、朝都が悪いってことじゃないぞ」

「言われなくてもわかっています」

　正直、もっと感情を見せて貰もらっても構わなかったが、俺の言葉に帽子越ごしに応こたえる朝都の顔には再びそつの無い笑え顔がおが浮うかんでいた。

　俺は、言葉選びに失敗したような気分になったが、ここで変化を急ぎすぎてはいけないと自分に言い聞かせる。

「……さっき見た感じだと、シートベルトとか安全装置はちゃんと付いてた。ってことは、ただの飾かざりで走らせているわけじゃないね」

「それは……お客さんを乗せる気があるってことだと、思う」

　と、俺が黙だまっている間に、尾田と鈴真は既すでに謎なぞ解ときを始めていた。尾田はもう、この乗りかかった船ならぬジェットコースターから降りる気はないらしい。

「でも、乗せる気があるのなら、停車しないのはおかしいと思いますが」

「逆に言えば、乗り場が無いっていう以前に止まらないから乗れないわけだ。となれば、まず考えるのは、ジェットコースターを止める方法、か」

　二人に遅おくれを取ってはならないと思ったのか、早口で会話に加わった朝都に俺も続く。

「うん。ちゃんと測ってないから合ってるかわからないけど、五十キロは出して走ってそうだったって。だから……飛び乗ったりは出来ないよね？」

「普ふ通つうの人間には無理だろ、それは。……ついでに素す手でで止めるのも無理だからな」

「猿さるや鳥でもそれは難しいと思います。ましてや人間には翼つばさもありませんから」

「でも……鳥人間だったら出来るかも」

「……鳥人間なんて、いません」

　鈴真の小さな声を朝都は聞き逃のがさず、考えもせず却きやつ下かする。

　でも、言葉を発するまでの一いつ瞬しゆん、鈴真を見る朝都の目に憧あこがれに似た光がよぎった気がして。

　俺はもう一度朝都の目にその光を探したが、朝都は既にジェットコースターの方に思考を戻もどしていて、いまは見つかりそうもなかった。

「普通に考えて……絶対に止まらないなんてことは無いよね」

「あれが普通のジェットコースターかどうかはわからないけど、でも、止まらなきゃ困るんだって」

「確かに、夜中まであれが走ってたらうるさいだろうし、安全面から考えても止まらないってことはないはずだ。ということは停車装置は絶対にあるはずだし、止まりさえすれば乗れる。……だからまずは」

「停車装置を探しましょう」

　更さらに考えを進め、俺が言葉を続けようとしたところで、頼たのみもしないのに朝都は俺の言葉の続きを勝手に引き取ってくれた。

　その顔には俺がリードしなくても自分はすべて承知していた、というような表情が浮かんでいて、俺は少々苛いら立だちを覚える。

「ああ、停車装置を探そう」

　しかし俺は、真の大人の余よ裕ゆうを見せて、そう繰くり返すに留とどめた。

「うん、多加良。わかったから、大人の態度でね」

　なのに尾田は、俺の肩かたを叩たたきながらそう言ったのだった。

「……妨ぼう害がい者しやの問題はまだ片付いていないから、停車装置は二人一組で探そう」

　俺の理に適かなった提案を尾田と鈴真はすぐ理解してくれたが、朝都だけはそこで腕うでを組み、考え込むような素そ振ぶりをみせる。

「何か問題があるか？」

「協力しあうのはジェットコースターに乗るまで……ということをお互たがい理解した上でならば、構いません」

　朝都の言葉は予想通りだったが、どうあってもその線引きをしておきたいらしく、その顔には予想以上に頑かたくなな表情が浮かんでいた。

「うん……わかってるって」

「ああ、わかっている」

「では、ぼくも了りよう解かいしました」

　そんな朝都にどこか寂さびしげな眼まな差ざしを送りながらも鈴真が頷うなずき、俺もそう答えれば、朝都はようやく提案を受け入れた。

「じゃあ、僕は鈴真くんと、多加良は朝都くんと一いつ緒しよにジェットコースターの周辺をもう一度回って、停車装置を探すということで」

　大人と子どもという組み合わせか、単純に並び順からか、俺達三人の話が終わると同時にそんな組み分けを発表してくれたのは尾田だった。

　いったいどんな思惑おもわくがあるのかと、俺は思わず尾田の顔を見つめたが、そこにはいつもの穏おだやかな笑顔はあっても、思惑など欠片かけらほども見当たらない。

「え、秋庭さんとですか？」

「……俺の方には何の問題もないぞ」

　だから、俺が余裕を見せると、朝都はそこで自分が不満を面おもてに出していたことに気付いて、

「ぼくも、問題ありません」

　すぐに取り澄すました表情でそう言ったのだった。

「良かった。じゃあ、そういうことで、ぼく達は北回りで……多加良達は南回りでいいかな？」

「ああ。尾田の推理力、期待してるぞ」

　俺は一つ頷くと、さっきから率そつ先せんして仕切っている尾田の姿を頼もしく思って、また、ミステリ好きの血が騒さわいで、内心わくわくしているのだろうと踏ふんで、その肩を叩いた。

「……あ、うん。頑がん張ばるよ」

　だが、尾田の返事はやや歯切れが悪く、その表情にもわずかに影かげが落ちた気がした。

　以前のように、また何か見逃しているのでは無いかと、俺は少しだけ不安を覚える。

「……多加良君」

　でもそこで、もっと頼たより無い目をした鈴真に腕を引かれて。

「どうした？」

「うん……あのさ。尾田さんは、わからないって言っても大だい丈じよう夫ぶな人かな？」

「もちろん大丈夫だ。というか、尾田の方が俺より気が長い」

　その問いに、俺が大きく頷くと、不安げだった鈴真の顔にはみるみる安あん堵どが広がった。

　それは本来、誰だれかに問うようなことではないかもしれない。でも、「わからない」ということ自体を躊躇ためらっていた鈴真にとっては、確かな前進だ。

　俺は嬉うれしくなって、鈴真の頭に手を置くと軽く撫なでた。

「……重いって」

　照れくさいのか素っ気ない言葉を返してきたが、その口くち許もとは言葉とは裏腹に緩ゆるんでいた。

「……鈴真はやっぱり気楽な子どもですね」

　それを見ていた朝都は呆あきれたようにそう言って寄よ越こしたけれど──その目にはまた憧れに似た光がよぎった気がして。

「いつでも撫でてやるぞ」

　からかうような気持ちは欠片ほどもなく、俺は朝都に真面目まじめに声を向けた。

「誰が、いつ、そんなことを言いました？　無む駄だ口ぐちを叩いている暇ひまがあるなら、さっさと行きましょう」

　けれど朝都はわずかに目許をきつくして、踵きびすを返し、俺に背を向けるとそのまま歩き出す。

「ねえ、朝都と二人で大丈夫？」

「……ああ、心配するな」

　鈴真は再び不安げな眼差しを向けてきたが、俺は力強くそう言うと、早さつ速そく朝都の背中を追いかけることにする。

「鈴真、尾田……まず、三十分探してみよう。で、またここに集合だ」

　携けい帯たいという連れん絡らくツールが無い為ため、腕時計を見てそう言い置いてから、俺は朝都を追って走り出した。

　結局、尾田に何も聞けなかったことを、少しだけ気にしながら。







「秋庭さんなら、どこに装置を隠かくします？」

　俺が追い付くと、朝都は歩調を緩めて、けれど俺の顔は見ずに尋たずねてきた。

　それで朝都が停車装置を隠されているという前提で探すつもりでいることはわかったが、俺は特に異議を唱えなかった。

　さっきジェットコースターの周囲を一周してそれらしきものが見当たらなかった以上、それは自然な思考だ。

「そうだな、俺なら……わかりにくい場所、人が予想もしないような場所に隠すな」

「……予想もしない場所、ですか」

「朝都ならどこに隠す？」

「ぼくは……木を隠すなら森の中、でしょうか」

　朝都は実際に庭木──というか、殆ほとんど林木なのだが──に目を凝こらしながらそう言って、俺は本気で木を探しているのだろうかと、思わず朝都の視線を追ってしまって。

「林の中に無いとも言い切れませんが、いまのはあくまで比ひ喩ゆですから」

　思考を読んだような言葉と共に、軽く睨にらまれた。

「……わかってる。でも、停車装置を探すように仕組んであるなら、捜そう索さくの範はん囲いは屋や敷しきの外には広がらないな」

　俺はあくまで冷静な顔で頷くと、拘こう束そくの証あかしであるカピバラバンドを撫でながら、改めて和邸ていを見た。そうしたところで全体を把は握あくすることは到底無理だったが。

「あとは装置の大きさも問題ですね。移動可能な大きさでしょうけど」

　俺が一つ推測を披ひ露ろうすれば、朝都も負けじと一つ推測を返してくる。

　和邸の敷地面積から考えて、停車装置、或あるいは仕し掛かけの類たぐいの大きさは、あまり限定して考えない方がいいだろう。

　誰かがスイッチのような形で持っている可能性もありそうだが、これまでのパターンからして、未いまだに向こうからの接せつ触しよくが無いのは不自然で、そう考えると確率は低い。

　と、俺がそこまで考えたところで、

「わかりにくい、予想もつかない場所って、具体的にはどこですか？」

　朝都はさっき俺が口にした台詞せりふを問いの形にして向けてきたのだった。

　その声に苦々しさが宿っているところをみると、俺に尋ねることは朝都にとって、不本意なのだろう。

　でも、自分に良い考えが浮うかばない以上、俺に意見を求めるしかないと割り切ったというわけだ。

「……俺は、本館を探してみたい」

　その潔いさぎよさに免めんじて、俺は提案の形で朝都に答えを返した。

「本館、ですか？」

　ジェットコースター本体からいきなり離はなれると言う俺に、朝都は驚おどろいて目を瞬しばたたかせる。

「ああ。緊きん急きゆう時にジェットコースターを止める為にはその動きを把握してなきゃならないはずだし、すぐに対応するには装置はジェットコースターから離れすぎていてもいけないはずだ。とすると、ジェットコースターを見み渡わたせそうな本館が適してる気がする」

　俺が理論立てて説明をすれば、朝都の表情は徐じよ々じよに驚きから、理解のそれへと変わっていった。

「それに、本館なら隠す場所には事欠かない」

　その部屋数の多さは覚かく悟ごしなければならないが、だからこそ本館を先に潰つぶすべきだとも俺は考えていた。

　どうやら、その一言が決め手となって、朝都はゆっくりと一つ頷うなずいた。

「そうですね、本館なら確かに隠す場所もあるし、隠し部屋も……」

「隠し部屋？」

「隠せそうな部屋、と言ったのです。そうですね、探してみる価値はあると思います」

　俺は確かに朝都がそう言ったと思い、聞き返したのだが、朝都は欠片かけらほどの動どう揺ようも見せなかったので、ひとまずその追つい及きゆうは止やめた。

「よし、じゃあとにかく本館に行こう。そこから先は、メイド達との交こう渉しよう次し第だいだな……」

　代わりに俺は朝都を促うながし、本館へと足を向けたのだが、残る問題を思い出して渋じゆう面めんになった。

　メイド隊隊長ほどでは無いが、本館にいるメイドもそれなりに手て強ごわいことが予想される。

　加えて、今日の俺の情報収集の手法については、そろそろ全メイドに届いているだろう。

「メイド達との交渉なら、自信があります」

　だが、朝都はそう言うと、俺とは対照的に自信ありげな表情を浮かべ、俺はその力強い言葉に頼たよってみることにした。

「彩波ちゃんと仲良くしたいと思ったら、メイドの皆みなさんと仲良くすることは不可欠ですから」

　しかし、続く言葉を聞いて、俺は穏おだやかならざる気分に陥おちいった。

「今の話が本当なら、ずっとそんな風に……彩波の婚こん約やく者しやになる為ために動いてきたってことか？」

　それは彩波への好意からというよりは単なる策略のようだと思いながら、俺は真しん剣けんに尋たずねた。

「そうです。結局彩波ちゃんの意思は関係ないとしても、仲が良いにこしたことはないですから……みんなの為には」

　対する朝都の答えは、淡たん々たんとしたものだった。でも、最後のその一言にだけは感情が籠こもっていた気がして。

「お前の為じゃないのか？」

　その瞳ひとみを真っ直すぐに見み据すえて、もう一度俺が問えば、朝都の眼まな差ざしは一いつ瞬しゆん揺ゆらぐ。

「……もちろん、自分も含ふくまれています」

　けれど、朝都は瞬まばたき一つでその揺ゆらぎを消し去るとそう言って、俺から目を逸そらしたのだった。

「本館まで、走ります」

　次いで朝都は俺に背を向けて、また俺を置いて走っていってしまう。

　俺の目を拒こばむように、そして、追い付かれてはいけないというように。

　だが、朝都が身を翻ひるがえす寸前、俺にはその胸の綿毛が微かすかに揺れたのが見えていた。

　そこに、願いがあると知らせるように。

　それが見えている以上、俺は朝都を放ほうっておけない。

　朝都の〝願い〟があくまでもみんなの為にあることが、いま、わかってしまったから。

　それは、朝都自身の願いは、〝夢〟は別にあるということだから。

　いまはまだ朝都の願いの片へん鱗りんさえ見えていないし、なかなか本当の感情を表に出してこない朝都のそれを見つけるのは難しいだろうが、難しいのは望むところだ。

　だから俺は、地面を強く蹴けると全速力で朝都に並び、ついでに追い抜ぬいたのだった。







「本日は入館禁止です」

　本館の大きな玄関とびらの前で、俺と朝都を阻はばんだのはメイドのタカネと二人の黒服だった。

　ＳＰのように彩波の外出に付いて出ている──ただし、あくまでも影かげに徹てつしている──黒服と、和邸てい内ないにおいて和家の人々を守り、またその世話をしているメイドの組み合わせを目にして俺は少々驚いた。

　両者は同じような役割を担になってはいるが、屋や敷しきの内と外で仕事を分けているため、行動を共にすることが殆ほとんど無い。でも、それは今日が特別に人手を必要としている日だということを考えれば、まあ納なつ得とく出来る。

　だが、それ以上に俺が驚おどろいたのは、タカネの変化だった。今までは頭頂部できっちりまとめられていた髪かみが、今日はハーフアップというのか頭の横で一つに束ねる流行の髪型になっている上、顔には綺き麗れいに化け粧しようが施ほどこされていて、一瞬誰だれかわからなかったくらいだ。

　まあ、胸むな元もとで輝かがやくアクセサリーを見ればこのイメージチェンジの理由も察しは付くのだが。

「……入館禁止？　どういうことだ？」

「本館内には入れない、ということです」

　驚きから醒さめると、とにかく俺は言われた言葉を繰くり返し尋ねてみたのだが、タカネから返って来たのは「答え」であっても「理由」ではなかった。

　外見は変わっても、融ゆう通ずうの利きかない性格には変わりないようで、俺はこっそりため息を吐つく。

「どうして入れないのですか？　〝お茶会〟の準備が行われているからであれば、ぼく達は邪じや魔まをするつもりはありません」

　続いて朝都もタカネに問いを向けたが、その両りよう脇わきを固める屈くつ強きような黒服に威い圧あつ的に見下ろされると、わずかに身を引いた。

　どうやら、朝都はメイド達に接する機会はあっても黒服達の方は見慣れていないようだ。

「確かに中では〝お茶会〟の準備も進んでいますが、お通しできないのは、お二人がまだ資格を得ていないからです」

　そして、朝都の問いに、タカネは今度はしっかりと答えを返す。その背後では黒服が一歩後退して、扉とびらを背中に隠かくす。口を開くのはタカネ、扉を守るのは黒服、という役割分担らしい。

「資格っていうのは……王冠コレのことか？」

「いいえ」

　俺は試ためしにピンバッヂのような王冠をタカネの目の前にかざしてみたが、タカネは大きく首を振ふり、黒服達もまた首を振った。

「でも……最後のアトラクションもこの屋上うえなのに、通して貰もらえないのですか？」

　次いで、朝都は救いを求めるように、上うわ目め遣づかいにタカネを見たが、

「お通しできません」

　門番という任務を生き真面目まじめに果たそうとするタカネはほだされない。

　メイドとの交こう渉しようには自信があると言った朝都だったが、タカネの頑かたくなさの前に、口を噤つぐむ。

　タカネはその堅かたい性格と真面目な仕事ぶりを買われて、同年代のメイドの中では重要な仕事を任されているそうだから、朝都が苦戦するのも無理は無い。

　だから俺は朝都に代わり、別方向から攻せめてみることにした。場合によっては一石二鳥を狙ねらえる方向から。

「……そのネックレス、似合ってるな」

　タカネの胸元で光る銀色のネックレスを褒ほめると、唐とう突とつな台詞せりふにタカネは最初は不ふ審しんな目を向けてきたものの、

「え？　ああ、ありがとうございます」

　褒められたこと自体はやはり嬉うれしかったらしく、遅おくれて礼を口にした。

「でも、仕事中に付けていていいのか？」

「ええ、この位のものならば問題ありません」

　和家のメイドの就業規則は厳しいという話を思い出しながら俺が尋たずねれば、タカネは答えながらネックレスに触ふれた。

「そうか、それは良かった」

　俺があくまでも穏おだやかにそれを喜べば、タカネの表情も少し和やわらいで。

「でも、それを誰だれから貰ったか……それが明らかになると問題になるんじゃないか？」

　俺は、そこに生まれた隙すきを遠えん慮りよ無く衝ついた。

「……何をおっしゃっているのか、わかりません」

　瞬しゆん間かん、タカネの双そう眸ぼうには動どう揺ようが走ったが、それを押し隠し、しらを切ろうとする。

「ああ、確かにタカネさんは大人だから誰と付き合っていようと問題ない。でも、叶野学園の野球部は、未いまだに恋れん愛あい禁止なんだ。ばれたらレギュラーから降ろされることもあるらしい」

「それは……本当ですか？」

　だが、俺が更さらに言葉を重ねれば、俺がすべてを知っていることを察知して、タカネは狼ろう狽ばいを露あらわにし、震ふるえる声で尋ねてきた。

　狙い通りの反応に、罪悪感を抱いだきながらも、俺は最初に立てた作戦を敢かん行こうすべく、斜しやに構えながら口くち許もとには笑えみを浮うかべ、ゆっくりと頷うなずいた──もちろん、恐きよう怖ふ心しんを与あたえるつもりで。

　そうすれば、タカネだけでなく黒服までも後あと退ずさりしてくれて。

「でも、同程度の情報を貰えれば、黙だまっているつもりだ」

　俺はほんの少しだけ傷つきながらも、その条件を伝えた。

　本館に入れることを要求されると思っていたのだろう、タカネは俺の言葉に一瞬虚きよを衝かれたような表情を浮かべた。

　朝都もまた、同じような表情を浮かべると、もう黙っていられないとばかりに口を開こうとする。

　だが、その寸前で、俺は左方向に回り込むようにと後ろ手で合図を送った。

　朝都は胡う乱ろんな目で俺を見たが、そこで俺が更に黒服の方に視線をスライドさせれば、意図することが読めたのだろう、小さく頷いた。

　そして俺は、三歩踏ふみ出してタカネとの距きよ離りを詰つめると、耳許で小さく問いかけた。

「最近、理事長の元に金色の物が届かなかったか？」

「……指輪」

　タカネの答えはごく短かった。

「ありがとう」

　俺は満足して、一言礼を述べると、そのまま更に踏み出し、玄関の強行突とつ破ぱを試みた。

　するとこれも狙い通り、黒服達は俺の方に向かってきて、扉の左側には隙が生じる。

　そこを狙って、黒服の脇わきをすり抜ぬけ、朝都は玄関を突破しようとしたのだが。

「朝都様、お通しできません」

　どんなに動揺した後でも──否いな、主人の秘密を一つ漏もらした後だからこそか──門番という役目をタカネがきっちりと遂すい行こうした結果、朝都はその手に捉とらえられたのだった。

　一石二鳥を狙う作戦だったが、鳥は一羽しか取れなかった。それでも、納なつ得とく出来る成果を上げられた俺はよかったが、タカネから解放されても朝都は自分の不ふ甲が斐いなさを恥はじるように、目を伏ふせたままだった。

「……少しくらい、子どもの好こう奇き心しんを満たしてやろうっていう優やさしさは無いのか？」

　朝都にも少々の後ろめたさを感じて、俺はタカネにそんな台詞を向けてみたが、

「仕事ですから。でも、同じことを朝都様がおっしゃるなら少しは考えます」

　俺を敵とみなしたタカネは冷れい笑しようを浮かべ、朝都へと水を向けたが、朝都は声を返さなかった。

「秋庭さん、行きましょう。タカネさん達との話し合いは成立しません」

　代わりに、どこか硬かたい表情でそう判断を下すと、朝都は本館に背を向けた。

　朝都がそう判断した理由の半分がタカネの子ども扱あつかいだということはすぐに察しがついて、間接的に片棒を担かついでしまった俺としては大人しく従うしかない。

　もちろん、俺は俺で他ほかに思うところもあったけれど。

　ただ、朝都を追う前に、タカネに一度頭を下げておく。あの女ひとの為ためとはいえ、その気持ちを利用したのは事実だから。

　そうしたところでタカネは俺と目も合わせてくれなかったが、すべてが片付いたらもう一度謝ろうと決めて、俺は朝都を追いかけたのだった。







　朝都は感情のままに走り続けるかと思ったが──本館の玄関は見えるが、タカネ達に俺達の声は届かない、そんな位置で足を止めた。

　つまりは、理性も働かせた上で、一時撤てつ退たいする判断をしたということだった。

「あんな風に門番を付けているとなると、ますます本館の中が怪あやしいですね」

　ただし、そこで朝都が口にした意見は俺とは逆のものだった。

　確かに、いつもは警備など付けていない場所をあんな風に守らせるのはおかしい。そして恐おそらく他の出入り口にも同じように警備は付いているだろう。

　だが、あの警備は停車装置が屋敷の中にあるからというわけではないと思う。

「いや……むしろ本館の中はシロだ。相手は俺達にアトラクションをクリアさせたいんだから、中に停車装置があれば探させるはず……ここはどうして本館の中に入れないのかを考えてみるべきだな」

　すると朝都は眉まゆを寄せ、どこか尖とがった声で尋ねてきた。

「さっきから思っていたんですけど……どうして秋庭さんはぼくの考えを否定するんですか？　そうやってずっと、すべてを否定するつもりですか？」

「そんな気はない」

「でも、さっきから妨ぼう害がいするように、ぼくの考えを邪じや魔まして……」

「結果的に否定したかもしれないが、それはたまたま意見が、考え方が違ちがっただけだろ」

　振ふり返れば、朝都と意見が合わなかった気はしたが、意図的にやったことではない。

　その言葉に噓うそは無いと証明する為に、真っ直すぐに朝都の目を見つめれば、朝都はさっき俺の眼まな差ざしから逃にげようとしたことなど忘れて、しっかりと見返してくる。

　そこに噓があれば見み逃のがさないというような鋭するどい眼差しで、朝都は俺の目を覗のぞき込んできたが、それでも俺が目を逸そらさなければ、その目は徐じよ々じよに下を見て。

「じゃあ、やっぱり……」

「やっぱり？」

「……何でもありません。誤解して、すみません。秋庭さんの考えを詳くわしく聞かせて下さい」

　俺は、今ならば朝都の本心を聞き出せるのではないかと思って、その先の言葉を促うながしたのだが、朝都は言いかけた台詞せりふをそのまま飲み込んで、代わりに謝罪の言葉を口にした。

　そうして、頭を上げた時には、朝都の表情は落ち着いたもので、俺は肩かたすかしを喰くったような気分に陥おちいる。

「もし、いまの続きを話したくなったら、いつでも聞くからな」

　ここで無む理り強じいしても、朝都が口を割るとは思えなかったので、俺はそれだけ言うと、一いつ拍ぱく置いて、朝都の望み通り話を元に戻もどす。

「……本館の中に停車装置が無いのにどうして俺達は中に入れて貰もらえないのか、問題はそこだ。朝都はどうしてだと思う？」

「ぼく達にはまだ……資格がないから、と言われました」

「ああ、そうだな。それは、〝お茶会〟に参加する資格を俺達が満たしてないってこと……つまり、全部のアトラクションをクリアしていないからだ」

「そうですね。だから、ぼく達はまずジェットコースターに乗らないといけない」

「そう、まずそれだ。でも、本館の屋上には〝海かい賊ぞく船せん〟がある……ということは？」

　朝都と共に、ゆっくりと本館屋上の海賊船を仰あおぎながら、俺はまず本館を囲むように巡めぐらされたジェットコースターのレールを、それから黒い帆はん船せんを指した。

「……門番は海賊船の為にいる、ということですか」

「そうだ。そして海賊船は最終アトラクションなんだ。でも、門番がいるから、本館から屋上に向かうことは出来ない。だけど、ジェットコースターをクリアしなければ海賊船には乗れない。海賊船に乗れなければ〝お茶会〟の参加資格は得られない。つまり、順番が逆になってはいけない」

　このことは把は握あくしていたが、俺は二つのアトラクションをあくまで分ぶん離りして考えていた。

「……それがルールである以上はそうですね。とすると……ジェットコースターはぼく達が海賊船に乗る唯ゆい一いつの手段として走っている、と？」

　でも、朝都が言ったように、手段が唯一ひとつならば、繫つなげて考えてみるべきだろう。

「そうだ。で、この推測から逆に考えて、海賊船や海賊にちなんだものに、ジェットコースターの停車装置に繫がるヒントが隠かくされているかもしれない、と」

　俺が結論を告げると、朝都は驚おどろきに目を瞠みはり、そのまま俺の顔を見上げてきて。

「……ぼくだって、今日の為に色々と勉強してきたのに。どうして秋庭さんは、簡単に答えに辿たどり着ついてしまうんですか？」

　朝都が俺に向けてきたのは尊敬の念ではなく、苛いら立だちと憤いきどおりがないまぜになったような声だった。

「一いつ生しよう懸けん命めい考えた結果だから、簡単にってことはない。あえて言うなら……経験値があるからだけどな」

　その経験値が、主にかのうの厄やつ介かい事ごとで積み上げたものであることはさすがに言えなかったが、俺は朝都の感情を唯一隠さず現しているその双そう眸ぼうを受け止めると、そう答えた。

　けれど、朝都はそれで納なつ得とくせず、教科書がつこうの勉強と同じような問いを重ねてくる。

「年ねん齢れいのことを持ち出されたらそれまでです。でもぼくは、精神的には十分大人です。少なくとも鈴真よりはずっと。だから……何か他ほかにもポイントがあるなら教えてください」

　その面おも持もちは至って真しん剣けんで、出来れば朝都が満足する答えを返してやりたいと思った。

「よくわかろうなんて考えないこと……慌あわてないこと」

　だが、俺の口から出たのはそんな抽ちゆう象しよう的な、いつも自分に言い聞かせているような言葉で。

「……そう、ですか。わかりました」

　案の定、頷うなずきながらも、朝都が満足した様子はない。

「とにかく、いまの海賊船の話を元に改めて停車装置を探しながら、一度鈴真と尾田さんと合流しましょう」

　次いで朝都は時計を見ながらそう言って、再び少し焦あせるように身を翻ひるがえし、歩き出した。

　俺の言葉が朝都に届いていないのは明らかだったけれど。

　朝都の胸で小さく揺ゆれている綿毛が願いの植物なら、俺が朝都に届けられる言葉がきっとあるはずだと信じて──俺は再び朝都の背中を追いかけた。
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「海賊っていうと、宝箱の他には髑どく髏ろマークと麦わら……」

「麦わら帽ぼう子しは違ちがうと思います」

　麦わら帽子説は即そく却きやつ下かされたが、探す物の目星がついた俺達の足取りは、自然と速くなっていた。この分なら約束の時間よりも早く集合場所に戻れそうだ。

　入口から遠いためかビッグワールド周辺は歓かん声せいが遠く、耳を澄すませば木々の葉は擦ずれの音も聞こえてくる。

「緑が綺き麗れいだな」

　時間の余よ裕ゆうが心にもゆとりを与あたえてくれて、俺は周囲を見回しながら独りごちた。

　だが、朝都は俺が上を見上げている間も下生えに目を凝こらしていて、

「あの……、秋庭さん、あれは、誰だれが見ても宝箱ですよね？」

　結果、低木の根元に、映画やゲームに出てくるイメージそのままの宝箱を見つけたのだった。

　問う台詞を向けておきながら、朝都は俺の返事を待たずに宝箱へと駆かけ寄っていく。

　その勢いのまま箱を開けると俺は思ったのだが、朝都は箱の蓋ふたに手を置くと、そこで動きを止めた。

「どうした？　鍵かぎでもかかっているか？」

　朝都はそのまま箱にじっと視線を注ぎ続け、みかねて俺が尋たずねると、首を横に振ふった。

「いいえ、鍵はかかっていません。でも……中に何が入っているのか、わかりません。だから……ハズレの可能性もある」

「だけど、開けてみないとハズレかどうかだってわからないだろ」

「それはそうですけど……わからない物はあまり好きではないので」

　俺が開けてみるように促うながすと、朝都は箱の上にそんな声を落として。

　俺はその言葉に驚いている自分にまず気付いて、それからその理由が、朝都が初めて自分の好き嫌きらいを口にしたためと気付く。

「……わからないと、どきどきしないか？」

　そして俺は朝都の隣となりにしゃがみ込むと、そんな問いを向けてみた。

「どきどきはします。でも多分、秋庭さんとは種類が違います。ぼくのは……がっかりしたくないという気持ちですから」

　朝都は宝箱に目を落としたままそう言って、その横顔には、確かに言葉通り不安げな表情が浮うかんでいた。

「ＲＰＧゲームで開けた宝箱が空だったら確かにがっかりするが……大たい抵ていは中身が入ってるんだから大だい丈じよう夫ぶだ」

「秋庭さんや鈴真はいつだって、何が出たってあたりでしょう」

「……いや、正直俺のくじ運は微び妙みようだ」

　少々穿うがった言葉を返してきた朝都だったが、俺が暗い面持ちで告白すれば、小さく笑って、ようやく躊躇ためらいを捨てて宝箱を開けたのだった。

　しかし、箱の中から現れた物を見て、俺達は沈ちん黙もくしてしまう。

　俺はその沈黙の間に優ゆう秀しゆうな頭脳をフル回転させてみたが、

「どう見ても、ちょっと綺麗なただの紙だな。まあ、空箱じゃないからハズレでも無い」

　それが一枚の紙であるという判断は変わらなかった。ただ、朝都の手前、空箱でさえなければこれも収しゆう穫かくだと言っておく。

「さっきのアイスのパッケージに似ている気がしますけど、特とく殊しゆ紙でも無いですね」

　朝都は俺が指先でつまみ上げた紙を透すかし見ると、俺のフォローが功を奏したかどうかはわからないが淡たん々たんとした口調でそう言って。

　でも、ただの紙とわかった途と端たん、朝都は明らかに興味を失って、宝箱からも離はなれて行った。

「一応、持っていこう」

　この紙に対する評価は俺も基本的に朝都と同じだったが、俺はそれをノートの間に挟はさんで鞄かばんの中に仕し舞まっておく。

「箱にも……特別なところはないから、ここに置いていくか」

　俺は、箱が上げ底になっていたりしないかと念のために調べ、再度朝都に声を求めたが、朝都は別の低木の前にしゃがみこんだまま振り向きもしない。

「何だ？　もう一つ宝箱が見つかったか？」

　近付きながらもう一度声をかけると、今度は朝都も俺の声に気付いて顔を上げる。

　帽子の庇ひさしが邪じや魔まをして、その表情はよく見えなかったが、朝都はそのまま一枚の木の葉を指さした。

「何かの幼虫がいただけです」

　それだけ言うと立ち上がり、来た道へ戻もどろうとする。

　でも俺は律りち儀ぎに、朝都が指さした場所に目を向け、そこに確かに青虫を見つけた。

「確かにこの段階だと、どんな蝶ちようになるかわからないな」

　朝都の言葉に同意しながら、俺は悪戯いたずら心でその緑色の虫を指先で突つついてみる。

　暢のん気きに葉をはんでいた青虫は、俺のささやかな悪戯を受けた瞬しゆん間かん、動きを止めた。

　だが、その瞬間動きを止めたのは青虫だけではなく──朝都もまた俺の隣で硬こう直ちよくしていた。

　いきなりフリーズされて、俺はつい先日、叶野市の時間を止めるという離れ業わざをやってくれた七色の髪かみの魔神のことを思い出し、すわ二度目の来らい襲しゆうかと、内心慌あわてた。

　しかし、実際に魔神の姿を探し出す前に、朝都は動いてくれて、俺は二重の意味で胸を撫なで下ろす。

「な……なんで、そんな何かもわからない物に触さわるんですかっ！」

「……いや、わからないって言っても、多分、蝶に」

「本当に蝶になると言い切れますか？　毒どく蛾がかもしれないんですよっ！　危ないでしょう！」

　一応言い訳をしてみたが、あまりに強く言われて、俺は慌てて青虫から手を離した。

　そうすれば、朝都はほっとした様子で目め許もとを和やわらげ、同時に我に返る。

「大声を出して、すみません……でも、手は大丈夫ですか？」

「ああ、いまのところ異状は無い、けど……もしかして、虫が怖こわいのか？」

「別に怖くは……ただ、幼虫ってどんな成虫ものになるかわからないから苦手なだけです」

「わからないから、怖いのか」

「怖いとは、言っていません。虫を怖がるほど子どもじゃありませんから」

　朝都はすぐに反論してきたが、唇くちびるをわななかせながら、それとなく青虫から目を逸そらす姿は、十分子どもの範はん疇ちゆうに入るだろう。

「でも、何になるかわからない方が、夢があっていいじゃないか」

　別に朝都に青虫を好きになって欲しいわけではないのだが、俺は青虫の擁よう護ごに回ってしまう。

　そう、いまは副会長という幼虫である俺も、やがては蝶のように羽を広げ、生徒会長になるのだから。

「……けれど、蝶になると思っていたものが、蛾だったら、がっかりするでしょう」

　しかし、朝都から返ってきた声は淡々としていて、でも横顔にはどこか苦しげな表情が浮かんでいた。

「それに、わからないものは、役に立たないものです」

　そうして、自ら続けた言葉に、朝都のそれは悲しげなものへと変化する。

「……それも、羽化してみなければわからないはずだ」

　だからこそ俺は、朝都の言葉に決して頷うなずくことが出来なかった。

「そうですね。でも、ぼくは早く、ちゃんとした蝶になりたい」

　朝都は俺の台詞せりふに意外に素す直なおに頷いたけれど、やはり幼虫でいたいとは言わなかった。

「どうしてそんなに早く蝶に……大人になりたがる？」

「だって、大人になればわからないことなんてなくなります。そうすれば、ぼくはみんなが期待するような……存在ひとになれるはずですから」

　俺が問えば、朝都は微かすかに笑いながらそう言った。でも。

　胸の綿毛はまた小さくなって、その言葉が──本人さえ気付いていないかもしれないけれど──本心ではないと知らせるように、その小さな体を懸けん命めいに震ふるわせて。

　そして俺は、この偽いつわりの根は、朝都が言う〝願いゆめ〟と同じところにあるのだと直感した。

「みんなの期待に応こたえる？　じゃあ、お前はどうしたいんだ？」

　その直感のまま、俺は朝都に尋たずねた。

　すると朝都は弾はじかれたように俺を見て。見開かれたその瞳ひとみを俺はしっかりと捉とらえた。

「ぼくは……ぼくも早く大人になりたいと思っています。もう、子どもでいることには飽あきましたから」

　朝都は俺から目を逸らさずにそう言ったけれど、言い終えると同時に、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直し、俺から表情かおを隠かくした。

　その答えと態度に、当然俺は納なつ得とく出来なかったが、ここで問い詰つめても、朝都は態度を硬こう化かさせるだけだろう。それに、まだ小さな綿毛を見ても、朝都自身、まだ自分の本当の願いに気付いていないのは明らかだ。

「そうか。俺は、子どもも悪くないと思うけどな」

　だから俺は、ひとまずそう言うに留とどめて自分を納得させ、一いつ旦たんこの話を終えることにした。

　そうして、俺がそれ以上言葉を発しなければ、朝都はほっとしたような、物足りないような顔で頷いたのだった。







　集合場所に戻ると、ちょうど反対側から、尾田と鈴真も歩いて来ていた。

「あ、同じ宝箱です」

　朝都が声を上げたように、二人は腕うでに、さっき俺達が見たのと同じ箱をそれぞれ抱かかえていた。

「尾田達も見つけたのか」

「ってことは、多加良達も？」

　俺がそう声をかけると、尾田は俺の腕にも同じ宝箱を探して、首を傾かしげた。

「ぼく達は、箱は置いてきました」

「そうなんだ。オレ達は持って来ちゃった」

「中は開けてみたか？」

「うん。鈴真くんの持っている方はね」

　俺が尋ねると、尾田はそう言いながら、宝箱に目を落とす。

　よく見れば、尾田が抱えている方の宝箱には、いわゆる髑どく髏ろマークが付いていて、慎しん重ちような尾田が開けなかった理由は、それに尽つきる。

「鈴真が開けた方には、何が入っていたのです？」

「なんか、目がチカチカする紙が入ってた」

「こっちと同じだ。……となると、この髑髏マーク付きの宝箱の中身がより気になってくるな」

「でも、髑髏マークって危険な匂においがしない？　時計みたいな音はしないけど」

「どうして髑髏マークが危険の印なんだろう？　っていうのは後で考えるとして、箱の重さは変わらないから、開けてみようよ！　最悪でも空っぽなだけだって！」

　まだ開け渋しぶる尾田に、鈴真は積極的に主張する。どうやらこの短時間で、鈴真はだいぶ尾田に心を開いたようだ。尾田の柔にゆう和わな雰ふん囲い気きのおかげだろう。

「髑髏マークといえば、海かい賊ぞく旗きもあります」

　そして、本館の屋上の方に顔を向けた朝都が思案顔になると、二人は揃そろって首を傾げた。

「俺達はいま、本館の方へ行ってきた。でも、中には入れなかった。それは、俺達に資格が無い……順番通りにアトラクションをクリアしていないからだ。つまり、ジェットコースターが海賊船に向かうための唯ゆい一いつの手段だったんだ」

「ジェットコースターの目的地が海賊船なら、この二つはまとめて考えて、それにちなんだ物に、停車装置に繫つながるヒントがあるのではないか、と。そして実際に宝箱を見つけ、髑髏マークも見つかったのです」

　視線をジェットコースターのレールと本館の間で何往復かさせながら、俺達の推理せつめいを咀そ嚼しやくし終えると、鈴真と尾田はゆっくりと頷うなずいた。

「なるほどね、わかったよ」

「うん。でも、そういうことならやっぱりこの箱を開けてみないと……わからないって」

「ですが鈴真、玉手箱だって軽かったのに、中に入っていたのは三百年ですよ」

　鈴真の言うことにも、朝都の言うことにも──昔話を例に挙げたのは意外だったが──それぞれ一理ある。

　確かに、慎重さがあったから、人類はいまもこうして存続しているのだろう。しかし、その一方で開かい拓たく精神が繁はん栄えいをもたらしたことも忘れてはならない。

「じゃあ、俺と鈴真で開けてみるから、二人は少し下がって見ててくれ」

　だから俺は、それぞれの意見を尊重してそう言った。つまり、俺も開拓者側というわけだ。

　そして、俺と鈴真は尾田と朝都が見守る中、念のため、息を止めて宝箱を開けた。

「……空じゃなかったが、これは同じ紙だな」

「なぁーんだ」

　箱の中を確かく認にんして俺がそう言うと、同じく箱の中を見た鈴真は、少し残念そうに呟つぶやき肩かたを落としたが、尾田達はほっと息を吐ついた。

　俺は立ち上がると、中から取り出した色いろ鮮あざやかな紙を朝都達にもよく見せる。

「うん。同じだ。でも、三つの宝箱の中が全部同じ紙って、どういうことだろう？」

「偶ぐう然ぜんか、或あるいは全部ハズレの宝箱なのでは？　この紙がヒントには見えませんし、福引きの残念賞というのは、ティッシュなのでしょう？」

「でもこの紙は、鼻をかむには向いていなそうだよ」

　尾田は先に手に入れた紙をポケットの中から取り出し、俺達は二枚の紙を突つき合わせて考えたが、話は堂どう々どう巡めぐりするばかりで進まない。

「うーん、あぶり出し……とかはどう？」

「こんなに柄がらでいっぱいの紙のどこに文字を書くのですか？　それに、鈴真の実験でジャケットを焦こがされたこと、ぼくは忘れていませんから」

「……あれは、悪かったと思ってるよ。でも、本当に虫むし眼鏡めがねで黒い物が焦げるのか知りたかっただけで」

「ああ、そういえば僕は、多加良にノートを燃やされそうになったことがある」

　鈴真の一言から話は脱だつ線せんし、二人の会話に尾田は、俺にとって少々危険な記き憶おくを甦よみがえらせる。

「大変でしたね」

　更さらに、親近感と同情の混ざった視線を朝都から向けられると尾田は頷き、俺の少々問題ありな過去を見るように遠い目をして。

「そ、そうだっ！　俺達が見つけた紙を出し忘れてたっ！」

　いまにもそれを語り出しそうな尾田を止めるべく、俺が鞄かばんの中を探さぐり始めた次の瞬しゆん間かん。

　近くの繁しげみが小さく鳴った。

　俺がその音に気付くと同時に、繁みから飛び出してきたのは三つの黒い影かげ。

　一見したところ和家の黒服と大差ないが、彼らの制服スーツに入っている家紋しるしが、目の前の男達の服には無い。

「さっきと同じ妨害者やつらだな」

　瞬時に断定した俺に、妨ぼう害がい者しや達が返事の代わりに寄よ越こしたのは、拳こぶしだった。

　攻こう撃げきを推測していた俺は、その一撃を当然余よ裕ゆうでかわす。

「うわっ！」

「ちょ、ちょっと、待って！」

　が、その間に他の男達は尾田と鈴真の方へ向かっていて、二人は腕うでを取られかけていた。

　俺はまず目の前の相手の足を払はらい、転ばせた。そして自由になると同時に身を翻ひるがえし、尾田達に迫せまっていた妨害者の腕を鞄で叩たたき、奴やつらが怯ひるんだ隙すきに守るように二人の前に立った。

　油断無く構えたまま、俺は視線だけを動かし、朝都を見つけ、

「朝都っ、こっちに来い！」

　とにかく一ひと塊かたまりになるよう、命じる。

　呆ぼう然ぜんとしていた朝都は弾はじかれたように駆かけ寄ってきて、俺はようやく一つ息を吐いた。

「……誰だれに、何の用事だ？」

　ターゲットが一人ということは無いだろうと思いながらも、体勢を立て直し、改めて対たい峙じした三人の妨害者に俺は尋たずねたが、返事は無かった。

「……無口だね」

「本当にな」

　決して肉体派ではないのに、鈴真と朝都を背中に庇かばう尾田に、俺はあえて軽く応じた。

　俺と尾田の間に挟はさまれる形となった朝都と鈴真は、唇くちびるをきつく結んだまま動かないが、動どう揺ようは見えない。

「……その紙を渡わたせ」

　そうして、ようやく男達の中の一人が口を開き、それが攻撃再開の合図だった。

　当然、件くだんの紙を、いまその手に持っている鈴真と尾田を狙ねらうと思ったのだが、三人の拳がまず狙ってきたのは俺だった。

　どうやら、この中では一番腕の立つ俺を排はい除じよしてから、ゆっくりと目当ての物を手に入れる作戦に変えたらしい。

「なかなか、賢かしこい、判断だっ！　けど、一人に三人がかりとは、卑ひ怯きようじゃないか？」

　俺だけを狙ってくる拳を、左右にステップを踏ふむようにしてかわしながら、俺は問うた。そうしながら、ほんの一瞬だけ尾田に視線を向けて、この場から離はなれるよう目配せする。

「目的を達成する為ためなら、卑怯も何も無い」

　男の内の一人──どうやらリーダー格らしい背の高い男が返してきたのは、いまの俺には耳の痛い台詞せりふだった。

　だが、俺との会話に応じながらもリーダーは、感傷に浸ひたる暇ひまを与あたえてはくれなかった。

　俺が送った目配せサインはきちんと尾田に届いていたが、同時に目の前の男にも読み取られていた。

　右の拳を俺に見み舞まう素そ振ぶりを見せたかと思うと、空いている方の手で残る二人に合図を送り、それに従って男達は逃にげようとしていた尾田達の行く先に回り込む。

　それを見て俺は、拳を避よけると同時に踵きびすを返したのだが、その足を払われてしまう。

　反射的に受け身は取ったものの、転てん倒とうは避さけられず、俺は男達の侵しん攻こうを止められない。

　尾田は男達から朝都と鈴真を庇うように前に出たが、逆にその手にある紙を狙われ、必死に抵てい抗こうすることになる。

　厄やつ介かい事ごとはともかく、荒あら事ごとには縁えん遠どおい尾田の抵抗とは、ただ闇やみ雲くもに腕を振り回すことだったが。

　しかし、その動きの無む軌き道どうさ故ゆえに、訓練を受けた男達は次の動きを読み切れず、目的の紙を手に入れられない。だが、これも長くは保もたないだろう。

　そう判断した時、俺の目は鈴真の元へ向かおうとするリーダーの姿を捉とらえた。

　両足をバネのようにして立ち上がると、俺はその勢いのままリーダーに体当たりした。

　俺の行動を予想していなかったはずは無いが、スピードを上げた俺の動きに対応しきれず、リーダーは体勢を崩くずす。

　俺はそれ以上攻撃することはせず、鈴真達の方へ向かう。

　尾田と対峙していた二人の内の一人は、既すでに狙いを鈴真達へと変えていた。

「朝都っ、先に行って！」

　鈴真は運動神経がいいのか──或あるいは和家の者として護身術くらいは仕込まれているのか──ギリギリだが男の手をかわしながら、朝都に先に逃げるように言う。

　鈴真に言われるまでもなく、朝都は先に行こうとしていたのだが、

「……鈴真より先に逃げるわけにはいきません」

　その言葉を聞くと同時に足を止め、拳を震ふるわせながら、どこか怒おこったような声と眼まな差ざしをまず鈴真に、それから男に向けた。

　その時、朝都の胸の綿毛は微かすかに揺ゆれた。

　でも、その小さな変化をゆっくりと観察している暇は無かった。

　尾田がさっきから対峙していた男に、ついに腕を取られてしまったから。その上、背後でリーダーの男が体勢を立て直す気配がして、俺は尾田のところまで一気に駆けた。

　尾田の腕を摑つかんでいる男の目には、玉虫色の光こう沢たくを放つサングラス。そのレンズに自分の姿が映る前に、わずかに身を屈かがめ、俺は男の膝ひざに回し蹴げりをお見舞いした。

　威い力りよくよりもスピードを優先したが、俺の蹴りは男の膝に見事にヒットして、体勢を崩すと同時に男の手は尾田から外れ、そのまま後ろに転ぶ。

　次いで俺は、同じ足を軸じくにしたまま回転し、今度は鈴真と朝都を襲おそっている──三人の中では一番小こ柄がらな──男に同じく蹴りを放つ。

　だが、小柄な男は意外にも俺の蹴りを腕で防いだ。

　そのまま足を摑まれそうになって、俺は慌あわてて足を戻もどし、とにかく朝都達三人を背後に庇った。直後、脇わき腹ばらめがけて蹴りが飛んでくる。

　俺は反射的に身体からだを捻ひねってかわそうとして、でも途と中ちゆうで止めた。

　かわしきれなかった攻こう撃げきは、当然衝しよう撃げきと痛みとなって俺を襲ってきたが、鈴真と尾田にその蹴りが及およぶことは無かった。

「多加良っ！」

「多加良くんっ！」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。それより、こいつらの心配をしてやれ。保険に入ってるんだろうかとか、な」

　俺が脇腹を押さえると、尾田と鈴真は青ざめて叫さけんだが、俺は軽口で応じた。

　実際、痛みだけなら、願いの植物はなの発芽の時の方が余よ程ほど痛い。

　そして、二人の男が下がったかと思うと、リーダー格の男が代わりに前に出てきて。

「……なかなかしぶとい」

「ああ、若いからな」

　こちらを睨にらみ据すえてくる男に、俺はすぐに応おう酬しゆうしたが、相手はもう口を開かない。

　俺も唇を結ぶと、鳩尾みぞおち目がけて黙だまって拳こぶしを振るい、だがそれを寸前でかわされ、代わりに男の拳が俺の眼前に迫せまったその時─────

「もう止やめてくださいっ！」

　俺と男の間に割って入って来たのは朝都だった。

「ばっ……朝都っ！」

　そこはまさに直撃コースで、けれど、なんとか男の攻撃をかわそうと傾かたむいた姿勢の俺の腕うでは届かない。

　本当にもう、朝都の顔に拳がぶつかると思ったその瞬しゆん間かん。

　男の拳はわずかに軌き道どうを変え、朝都の顔ではなく帽ぼう子しを弾はじき飛ばした。

「朝都っ！」

「朝都様っ！」

　よろめいた朝都を呼んだ声は鈴真のそれだけではなかった。

　反射的に声のした方向に目を向ければ、メイド服の一団が駆かけてくるところだった。

　その姿を認めると、リーダーは顔色を変え、小さく舌打ちすると、仲間に撤てつ収しゆうの合図を送って。

　そのまま振り返りもせず走り出したリーダーの後を、残りの二人も転がるように追う。

「お待ちなさいっ！　賊ぞくめっ！」

　そして、木立の中に消えた三人を、一足遅おくれでメイド達が更さらに追いかけていく。

　と、そのメイドの一団から一人外れ、俺達の方にやってきたのはキリコだった。

　キリコは妨ぼう害がい者しや達の唐とう突とつな撤収と、追つい跡せきの喧けん騒そうに呆あつ気けに取られている俺達の顔を見回し、

「到とう着ちやくが遅おそくなって申し訳ありません。ですが、朝都様も皆みな様さまもご無事のようでなによりです」

　俺が息を乱している他ほかは異状が無いと見て取ると、小さく息を吐はく。

　キリコの言葉に頷うなずくと、朝都はすぐに問いかける。

「……それで、妨害者の正体はわかったのですか？」

「いえ、それはまだ。ですがこれから捕とらえて明らかにします。……もう、通過儀礼ぎしきの邪じや魔まはさせませんので」

　その双そう眸ぼうに強い使命感を宿してそう答えると、キリコは一礼をして、追跡に戻っていったのだった。

　朝都はキリコの背中を半分安あん堵どしたように、半分不安げな表情で見送った。

　それがキリコの力強い言葉に対する反応か、妨害者の正体がいまだ判明していないという事実のせいかわからない一方で、俺はなんとなく違い和わ感を覚える。

　さっきの、ふいに軌道を変えた拳と合わせて。

　だが、それ以上、証しよう拠こと言える証拠も無いのに、朝都に疑いを向ける気にはなれない。

「多加良君も朝都も、本当に大丈夫？」

「大丈夫です」

「ああ、本当に大丈夫だ」

「でも、何発か貰もらったでしょ？　手助けは出来なかったけど、見てたよ」

　頷く俺に、尾田はそう言うと眉まゆを顰ひそめた。

　確かに尾田の言う通りではあったけれど、かわした数の方が多く、当たった攻撃のダメージは殆ほとんど残っていない。本当に危なかったのは最後の一撃くらいだ。

「桑田と比べたら、全員大したこと無かったから、平気だ」

　ある意味、さっき桑田と手合わせが出来たのは幸運だったと思いながら、決して強がりではない台詞せりふを向ければ、尾田は軽く肩かたを竦すくめて、ひとまず納なつ得とくしてくれた。

「ああ、そうだ。朝都、さっきは助かった、ありがとう」

　そして俺は、先程助けて貰った礼を朝都に告げた。

　弾き飛ばされ、地面に落ちた帽子を拾うことなく見つめていた朝都は、俺の声で我に返ると、こちらを見て、ゆっくりと口を開く。

「別に、大したことはしていません」

　けれど、朝都の目は微び妙みように俺の目を見ていなかった。そのどこか後ろめたそうな表情を見れば、さっき抱いだいた疑ぎ惑わくが再び胸の中で膨ふくらむ。

「とにかく、みんな無事でよかったって」

「そうだね。それに、メイド隊の人達が追いかけていったなら、もう妨害される心配は無いだろうし」

　鈴真はそんな朝都の様子に気付かず、死守した紙を胸に抱いたまま尾田に笑え顔がおを向け、尾田もまた微笑ほほえみを返した。

　だが、明るく笑う二人の間に、朝都は加わることなく、一人帽子を拾いに向かう。

　その様子を見れば、朝都が内心で葛かつ藤とうしているとわかったから、俺はやはり、朝都が自分の口から事情を語るまで待つことにした。

「確かに、もう妨害されることは考えなくていいな。それよりも、あいつらがその紙を狙ねらって来た理由の方が気になる。やっぱりそれは、ただの紙じゃないんだろう」

　朝都に倣ならい、地面に落ちていた鞄かばんを拾って、俺もまたその紙を取り出してみた。

『あれっ？』

　その紙をじっと見つめ、俺が首を傾かしげる中、ふいに声を揃そろえたのは、鈴真と尾田だった。

「どうした？」

「いま、なんか紙の上に文字が浮うき上がったような……」

「うん。でも、ちょっと待って……オレ、もう一回見てみるから」

　俺が問うと、二人は再び揃って、半分だけ目を開いた微妙な表情でそれぞれ紙に目を凝こらす。

　そんな二人の顔を見て、朝都は呆気にとられたように口を開けたが、二人は気にすることなく半眼で紙を見つめ続けた。

「あ……やっぱり、字が浮き上がって見えた！」

「うん。これ、３Ｄ……ステレオグラムとかと同じ仕組みだと思う」

　そうして、鈴真は目を輝かがやかせながらそう言って、尾田はより具体的な単語を口にした。

　ステレオグラムとは、目の焦しよう点てんをわざと前後にずらして合わせることで、もとは二次元であっても立体的、三次元的に見ることが出来る画像のことだ。

　人間は現実の立体を見る時、両眼の位置の差から右目と左目では異なった像を映している。この見え方の違ちがいを両眼視差といって、この二つの画像の差さ違いを利用して脳は空間の再構築を行う。逆に、平面上の画像でも両眼に視差が生じるように映像を映すことで、脳に立体として認にん識しきさせることが出来る──つまり、ステレオグラムは、両眼視差を利用して画像を立体として認識させるのだ。３Ｄ映画も基本的には同じ理り屈くつだ。

「ステレオグラムってことは、この二次元かみの上に、何か浮き上がって見えたってことだよな？」

「そうだよ。立体視を使ってね」

　尾田の言葉を疑ったからではなく、立体視というステレオグラムを見る方法が上手うまく出来ないが故ゆえに、俺はそう尋たずねた。昔見た白黒のステレオグラムも、いつまでたっても砂嵐ノイズにしか見えなかった俺には、いまも手の中の紙がカラフルな包装紙にしか見えない。

「……平らな物が起きてるように見えるのって不思議だよねぇ」

　その紙を、まるで宝物を見つけたように眺ながめる鈴真にはちゃんと見えているのだろう。

「それで……何が描かいてあるのですか？」

　一方、朝都は、わずかに眉み間けんに皺しわを寄せると、尾田に問いかけた。口調は淡たん々たんとしていたが、鈴真に尋ねないのは、やはり悔くやしいからだろう。

「僕のは……『足が一本、目は三つ、これ何だ？』」

「オレのには、『アイスにもあるよ』って描いてある」

「尾田さんのは……なぞなぞですね。こちらはヒントのようにも思えます」

「確かに」

　鈴真の方はいまひとつ要領を得ないが、なぞなぞは考えれば答えが出せる分、ヒントらしいと俺も思う。

「じゃあ、これにはどんないい情報が描いてある？」

　俺は尾田に自分の紙を渡わたした。前の二枚が文字の見えるステレオグラムなら、当然俺のもそうだろうし、きっと役立つ情報が描かれているはずだ。

「……ちょっと待って」
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「オレにも見せて！」

　尾田は俺の手から紙を受け取ると例の表情になり、脇わきから覗のぞき込んだ鈴真もまた同じ表情になる。

　別に自分には見えないから言うわけではないが、薄うす目めを開けているような表情のツーショットは少々微妙だ。

　と、俺がそう思った瞬しゆん間かん、二人はなぜか申し訳なさそうな顔に変じて目を伏ふせた。

「どうした？」

　何となく嫌いやな予感がしたものの、確かめない訳にもいかず、俺は二人の顔を見つめて問う。

「ええと……」

「……ハズレ、だって」

　その事実を伝えてくれたのは尾田だった。申し訳なさそうな顔をしながらも、俺のいつも通りのくじ運に、その声にはほんの少しだけ笑いが滲にじんでいた。

　しかし、ここで怒おこるとそれが変えようのない事実になってしまいそうな気がして、俺は尾田を軽く睨むに留とどめておく。

「……やっぱりハズレもあるのですね」

　そして、朝都は口くち許もとに笑みを浮かべながら受け止めた。でも、その目には自じ嘲ちようの光が宿っていて、そもそもこの紙の入った宝箱を見つけたのは朝都だったと思い出す。

「で、でも、オレはハズレも入ってた方がおもしろいと思うけど」

「ぼくは思いません」

　鈴真はフォローのような台詞せりふを口にしたが、朝都は即そく座ざに否定した。

「けど、これでどの紙にもステレオグラムで文字が描かれていることはわかった」

　だが、俺もポジティブな方向に思考を向けてそう言えば、今度は朝都も否定しない。

「……とにかく、この紙が何かしらの手がかりであることはわかりました。でも、まだ足りません。ぼくは、もう少し宝箱を探してきます」

　代わりにそう言うと、朝都は俺達に背を向け、一人駆かけ出して行く。

　探す物は決まったし、確かにいま手許にある紙だけで推測できることは少なそうだ。

「二十分以内に戻もどって来いよ！」

　だから俺は追いかけずに、朝都の背中に声だけを送ったのだった。

「ねえ……朝都、少し変じゃなかった？」

「ああ、少しな……やっぱり鈴真は朝都のことがわかってるじゃないか」

　朝都の異変を──その理由にまで思い至っているかはわからないが──敏びん感かんに察知していた鈴真に、俺は少しだけ意地悪な言葉を向けた。

「……わかってなんていないよ。朝都が何を考えてるかなんて。でも、心配はしたっていいでしょ？」

「そうだな。心配は自由だ」

　言いながら、俺が頷うなずけば、今度は尾田が口を開く。

「……朝都くんは、和家の期待を集めてるんだったね」

「うん、そう。だから朝都はオレより色々わかってるけど……その分、大変だと思う」

「そうだろうね」

　朝都を素す直なおに気き遣づかう言葉に尾田が相づちを打てば、鈴真はもう一度、小さくなった朝都の背中を見つめて。

「いままでは、そんな風に考えてみなかったけど」

　小さく呟つぶやくと、自分の胸の王おう冠かんに視線を落とした。その目には真しん摯しな光が宿っていて。

　王冠の隣となりでは、一回り大きくなった銀色の綿毛が揺ゆれていて、俺の両眼はその成長に呼応するように、再び痛つう痒よう感を訴うつたえてくる。

「だったら、もっと考えてやれ。わからないって言ってもいいから」

　目を擦こすりながら、俺は再び鈴真にそう言った。この痛痒感が、鈴真の綿毛の成長に伴ともなうものなら、そうやって考えることが鈴真に、そして鈴真の綿毛に必要なことだと思うから。

　荒あれ地に水をまくように、何度も繰くり返すことで、水が染しみ渡り、やがて緑の沃よく野やが広がるのなら、何度でも繰り返そうと思ったから。

　俺の声に鈴真はゆっくりと顔を上げると、まず俺の顔を見て、それから、俺の言葉に頷いている尾田を見た。

　そうしてから、鈴真は頰ほおを緩ゆるめ、静かに頷いたのだった。

「よし。じゃあ俺ももう少し足を延のばして、宝箱を探してくるから、二人はこの周辺の探たん索さくと、見つけた紙の解読を頼たのむ」

　それを見届けると、俺は二人にそう言って。

「解読とかは、多加良君の方がいいと思うんだけど」

「俺はステレオグラムは苦手なんだ。尾田と鈴真の方が向いてる」

「……見えるだけで解読も出来るとは限らないよ」

「それは大だい丈じよう夫ぶだ。尾田も鈴真もその気になれば絶対出来る！　期待してるからな！」

「ちょっ、多加良！」

　一瞬、尾田が目許を歪ゆがめたのが見えたが、それでも俺は踵きびすを返し、朝都が向かったその方向へと走り出した。

　水が必要なのは朝都もだろうから。







　が、俺は朝都に追い付けなかった。

　普ふ通つうに走ればすぐに追い付けるはずだったが、俺は知らず道を間ま違ちがえて、そうと気付いた時には立ち入り禁止区域と思おぼしき場所にいた。

　仕方なく出発地点からやり直そうとした時には、朝都はもう戻ってきていた。

　さすがに道に迷ったことを告げるのは恥はずかしくて、俺は朝都が走り回って集めてきた三つの箱を、何事もなかったような顔をして覗のぞき込んだ。

　三つの内、二つは同じ宝箱だったが、一つだけは菓か子しの空き箱のような代しろ物もので、船の絵が描いてあった。

　そして、急いで走り回ったのだろう朝都の背中には、汗あせで濡ぬれたシャツが張りついていた。

「短い間に、頑がん張ばったな」

「早く〝お茶会〟に行く為ためですから」

　朝都は、そう言うとこめかみから顎あごへと伝っていく汗も拭ぬぐわず宝箱に手をかけた。

　声には疲ひ労ろうが滲んでいて、愛あい想そ笑いの一つも見せないところをみるに、朝都は肉体的にも精神的にもいよいよ余よ裕ゆうを無くしてきている。

「……とりあえず、汗くらい拭ふいた方がいいって」

「……自分のがありますから」

　鈴真が躊躇ためらいがちに差し出したハンカチを朝都は少々面めん食くらった様子で見たが、結局それを受け取ることはせず、ボディバッグから自分の物を取り出す。

　鈴真は一いつ瞬しゆん寂さびしそうな表情を浮うかべたものの、言われた通り朝都が汗を拭けば、目的は達成されたというように、小さく笑えんだ。

「よかった、入っていました……尾田さん、見てください」

　でも、朝都は既すでに鈴真の方を見ておらず、宝箱を開けると、忙せわしない手つきで取り出した紙を尾田に渡わたす。

「そういえば、さっきの二枚の紙から何かわかったか？」

　俺が尋たずねると、鈴真は自信なげに口を開く。

「ええと、なぞなぞの答えは『信号』だと思う。オレが出した答えだから、合ってるかはわからないけど」

「いや、正解だと思うよ。で、もう一枚はアイスって描いてあったから……カピバラレッドがくれたアイスの袋ふくろを見てみたんだ」

　尾田は鈴真をそう援えん護ごすると、再び四枚目の解読に戻もどった。

「確かに、言われてみれば、あのアイスのパッケージもステレオグラムみたいだったな」

「それで、文字は見えたのですか？」

「見えたよ。けど、『ジェットコースター味』と『ビッグワールド味』って描いてあってもオレには、わからなくって」

「ジェットコースター味にビッグワールド味？　あれはスイカ味とトマト味だったでしょう？」

「わざわざステレオグラムで描いてあるんだから、無関係ってことはないだろ」

　その答えに朝都は疑いの眼まな差ざしを向けたが、鈴真は俺の言葉に大きく頷うなずいた。

　ただ、意見が一いつ致ちしても、俺には一向にパッケージの文字は見えてこなかったが。

「あと、もしかしたら、さっきのあたりくじも関係あるかもしれないんだけど」

「僕もそう思う。さっきのアイスの棒、よくよく調べてみたら、ちょっと不思議なんだ」

　次いで鈴真が口にした推論に相づちを打つようにそう言って、先さき程ほどのあたり棒くじを取り出したのは尾田だった。

「不思議？　何がだ？」

「その前に、ぼくが見つけてきた紙には何と描いてあるのか教えてください」

　俺はあたり棒の不思議の方に興味を惹ひかれたが、朝都がそう求めれば、尾田は一枚だけ朝都の前に紙を差し出した。

「宝箱にはそれぞれ一枚ずつ紙が入っていたけど、一枚はハズレ。でも、この紙には幾いくつか数字……時間が描いてあった。デジタル表示とけいみたいな感じでね」

　朝都が受け取った紙を横から覗き込み、目を細めて、もう一度立体視に挑ちよう戦せんしてみたが、やはり俺には尾田の言う数字は見えない。

「……オレ、悩なやましいっていう言葉の意味、いまわかったかもしれない」

「ああ……確かに良い例かもしれません」

　ステレオグラムに悪戦苦く闘とうしている俺を見て、鈴真と朝都はそんな会話をしたが、どうも意味がわからず、俺は答えを求めて尾田に目を向けた。

「あー……うん。見えないのはもう仕方ないよ。でも、生徒会長選挙には影えい響きようしないから」

　しかし、尾田から返ってきたのもまた、答えではなく、はぐらかすような言葉で。

　多少、引っかかりは残ったものの、結局俺は尾田の言葉を受け入れて、紙から目を離はなした。

「それで、もう一つの箱の中身は？」

「いや、これなかなか開かなくて」

「では、ぼくが開けてみます」

　朝都は尾田が抱かかえていたそれを受け取り、俺はその傍かたわらで、いま集まっている手がかりの整理を始めることにした。

「なぞなぞの答えは信号。アイスの袋には『ジェットコースター味』と『ビッグワールド味』。新しい紙には時刻らしきもの、か。それで、アイスのあたり棒のどこが不思議なんだ？」

　近くに落ちていた木の枝で、地面にそれらを書き出して、俺は最後にあたり棒のことを尾田に尋ねた。

「改めて持ってみたら、なんか重かったんだ。それで、よくよく調べてみたら、木の部分が剝はげた」

　言いながら、尾田は俺に目玉マークの付いた、件くだんのあたり棒を差し出した。

　俺は、それを受け取ると同時に重さを確かめ、木の剝げた部分に目を凝こらした。更さらに、俺の持っているアイスの棒とも重さを比ひ較かくしてみる。

「ハズレのと比べて確かに重い……木の剝げたところから覗のぞいているのは、金属っぽいな」

「でも、いまのところ、それ以上のことはわからないな。何かありそうな感じはするが、ひとまずこれは保留でいいか？」

「うん。他ほかを検討してみた後の方が色々はっきりしそうだしね」

「じゃあ、まず……ジェットコースターとビッグワールドは、アイスの味は抜ぬきにしても関係があるとみていいな」

　そして俺は、とりあえず、すべては答えに繫つながるものと仮定して、比ひ較かく的わかりやすいところから取り上げる。

「次はなぞなぞの答え……信号なら、探せば邸てい内ないにあるかもしれない」

「じゃあデジタル数字は……信号が点灯する時間とか？」

「仮にそうだったとして、問題は、その先どうすればいいのか、だ」

　料理の材料はそれなりに揃そろっていて、メニューも決まっているのに、調理法だけがわからない──そんな状じよう況きようの中、俺達の目は自然と最後の箱の方へ向かっていた。

　さっきよりも期待の籠こもった三対ついの目に気付いた朝都の肩かたには力が入る。

「……あ」

　その次の瞬しゆん間かん、朝都の口から零こぼれたのは、たった一声。

　でも、朝都の落らく胆たんを伝えるにはそれで十分だった。

「……すみません。この箱はハズレ……いえ、そもそも宝箱でもなかったようです」

　次いで詫わびる朝都の声はどんどん小さくなっていき、箱の中を見つめる表情も暗くなって。

「ハズレってことは何にも入ってないの？」

「いえ、入ってはいますが、紙ではありません」

　鈴真と俺は同時に箱の中を覗き込んだ。

「これは、歯車、かな？」

「だと思う。何の歯車かはわからないけどな」

　箱が空では無いことに、期待した俺達だったが、いままでとは違ちがう代しろ物ものを前に、まずはその事実を伝えることしか出来ない。

　この歯車を誰だれが何の為ために置いていったのか、まったくわからなかったが、他の宝箱との関連性が見えないことだけは確かだったから。

「やっぱりぼくにはわからない物なんて……」

「でも、取っておけば、いずれ何かに使えるかもしれないぞ！」

　俺達の反応に肩を落とした朝都の姿に、最初の宝箱を開けた時の様子が重なって、俺は慌あわてて言葉を紡つむぎ、結果として朝都の声を聞き逃のがしてしまう。

「朝都、悪いがもう一度」

「いえ、その必要はありません。……聞こえていても、どうせ秋庭さんにはわかりませんし。とにかくぼくはもっと宝箱を探しに行ってきます」

　朝都は、菓か子し箱ばこを地面に置くと立ち上がり──足あし下もとをふらつかせた。

「朝都、少し休んだ方がいいって」

「うん、ちょっと顔色も悪いし、その方がいいよ」

「ここで休んでしまったら、〝お茶会〟に間に合わないかもしれませんから」

　鈴真と尾田はそれを見て止めたが、朝都は聞き入れず、再び木立にわの中に行こうとする。

「朝都っ！　考える材料ならもう十分だ。お前は休め！」

「十分？　それならどうすればジェットコースターに乗れるかわかっているはずでしょう？　でもまだわからない。それは足りないからだ。手がかりも、ぼくの努力も」

「待てって！」

　朝都は俺の言葉も聞き入れず、仕方なく俺はその肩に手を掛かけて止めた。

　反はん抗こうして朝都は身を[image: ]よじり、俺達は軽く揉もみ合う形になって、その拍ひよう子しに朝都のバッグの留め金が外れてしまった。バッグはそのまま地面に落ちてしまう。

「何をするんですか！」

「ごめん、悪かった」

　俺はすぐに謝ったが、朝都は黙だまってしゃがみ込むとバッグを拾い、綺き麗れいに包装された小さな箱状のものを取り出した。

「……もし、かのう様へのお土産みやげが壊こわれていたらどうしてくれるんですか？」

　大声を上げて怒おこり出したいところを無理矢理抑おさえているからだろう、声も表情も硬かたくしながら、朝都は小箱を軽く振ふって破損の有う無むを確かく認にんする。

　その音から、中身が無事と判断出来ると、ようやく少し頰ほおが緩ゆるんだ。

「本当に悪かった……ん？　何か落ちたぞ？」

　俺ばかりが悪いわけでもないと思うのだが、少々力を込こめすぎたのは事実と認めて、俺はもう一度朝都に頭を下げ、そこでバッグからこぼれ落ちたものを反射的に目で追って。

「これ……さっきのアイスの棒くじだな。しかもあたりだ」

　そこに見覚えのある印を認めると、俺は朝都より先に拾い上げた。

　そして、それが俺の手に渡わたった瞬間、朝都は顔色を変えた。

「本当だ……朝都のは三つ目じゃなくて一つ目だけど」

　鈴真はまず俺の手の中の棒を確かめ、それから朝都の顔を見ると、困こん惑わくした様子で何度も目を瞬しばたたかせた。

「返してください。それは、ぼくの物です」

「もちろん返す。でも、その前に、これを隠かくしていた理由を聞かせてくれ」

　動どう揺ようを隠しながら、意を決して手を伸のばしてきた朝都に、俺は静かに問いかける。

　必死に手がかりを探しながら、同時にそれを隠していた理由をとにかく知りたかった。

「そ……れは」

　俺の問いに朝都は、答えを探すように視線を彷徨さまよわせながら口を開きかけた。

「……抜ぬけ駆がけしようと思っていたから、です」

　しかし、握にぎり締しめた拳こぶしと共に朝都は言いかけの言葉を飲み込んで、別の台詞せりふを口にした。

「抜け駆けって……どうして朝都がそんなことするのかわかんないよ。だって、そんなことしなくても朝都はオレより何でもわかってるし、期待されてるのに」

　けれど鈴真はその言葉を素直に信じて、正面から朝都に問う。

「期待されているから、だ。期待されるということは、ちゃんとそれに応こたえなければならないってことだ。期待もされず、ただわからないと笑っていればいい鈴真とぼくは違う。だから……ぼく達はわかりあえっこないんだ」

　そう言い終えると、朝都は口くち許もとを歪ゆがめ、その棘とげのある言葉に、口調の変化以上の衝しよう撃げきを受けて、鈴真は立ち尽つくす。

「……鈴真が、お前のことをわかりたいって言ってもか？」

　俺は新たな問いと共に、朝都の眼まな差ざしを捉とらえた。

「ええ。だって……そもそも人と人はわかりあえませんから」

　朝都は一つ瞬まばたきをした後、意識的に大きさも抑よく揚ようも抑えた声で──それが大人の言葉こえだとばかりに言って寄よ越こす。

「だから、妨ぼう害がい者しやの正体に気付いていながら、それを言わない秋庭さんともわかりあえません」

　更さらに朝都は俺を引き合いに、その真実をついに口にした。

「妨害者の正体って……多加良、本当にわかってたの？」

　咎とがめる視線と共に問われて俺が頷うなずくと、尾田は小さくため息を吐ついた。

「状じよう況きようから見て……朝都くんの知ってる人ってこと、か」

「朝都の知ってる人？　それってどういうこと？」

　そうと察した尾田の言葉を聞いて、鈴真は弾はじかれたように、朝都に目を向けた。

「正しくは、ぼくの知人が雇やとった人間です。ぼくがこの通過儀ぎ礼れいで一つでも多くの王おう冠かんを得ることを期待している……そうでなくては困る知人ひとの、ね」

　鈴真の問いに朝都は子どもに聞かせるようにゆっくりと説明し、今度は口許に笑えみを浮うかべてみせる。

　プライドの高い朝都が自ら頼たのんだはずもないが、その暴挙も自分に向けられている期待故ゆえだとすべてを引き受けて。

「その人達の期待に応える為ためにも、その棒はいざという時の切り札として隠しておきたかったのです。これで理由は全部言いました。さあ、返してください」

　朝都はわずかに顎あごを上げると、俺に手を差し出した。

　でも、俺が見返した双そう眸ぼうも、指先も……それから綿毛も震ふるえ、揺ゆれていた。

「朝都が他人の期待に応えるつもりでいるのはわかった。でも、本当に抜け駆けするつもりだったのか？　この棒が本当に当たりくじかわからなかったから、隠したんじゃないのか？」

　確かに朝都には何度かしてやられたけれど、いま、目の前にいる朝都が同じことをするとは思えなかったから。

　そして、棒を隠した理由──そこに朝都自身の願いが潜ひそんでいるように思ったから、棒を預かったまま、俺は問いを重ねた。

　そうすれば、朝都はぎゅっと唇くちびるを嚙かんで、それから何かを振り払はらうように大きく頭を振った。

「……だから、秋庭さんにぼくのことがわかるはずがないって、言ってるじゃないか！」

　その台詞は予想の範はん囲い内だったが、続く動作は予想外だった。

　あたり棒を奪うばおうと、体当たりしながら腕うでを伸ばしてきた朝都を避よけきれず、俺はたたらを踏ふんで、その拍ひよう子しに地面に置いておいた鞄かばんを蹴けり飛ばし、中身が外に出てしまった。

「っっ！　朝都っ！　危ないだろうがっ！」

「目的の為なら、多少は強ごう引いんな手段に出てもいいんでしょう？　でも、それ以前に、これ位で怒るなんて大人げない。まあ、わかりあえないから、怒るのでしょうけど」

「大人げなくて悪かったな！　でも、俺とお前はまだ会ったばかりなんだから、これから色々とお互たがいのことがわかってくるかもしれないだろうがっ！」

　挑ちよう発はつ的な言葉と共に再び朝都が伸ばして来た手を軽く払いながら、俺は正面から反論した。

　でも、朝都はそれを鼻先で笑うと、俺から離はなれて。

「どうして、鳥は飛べるのに人間は飛べないのか……大人に訊きいたことがありますか？」

　そして、薄うすい笑みを顔に貼はり付けたまま、唐とう突とつな問いを投げかけて来た。

「……ああ、ある。確か……鳥は雲のテーブルでご飯を食べる為に飛べるようになったけど、人間は畳たたみの上で食べるから飛べないんだって答えが返ってきたな」

　ちなみに、そう言ったのはばあちゃんだ。俺の記憶力データベースは優ゆう秀しゆうだが、それでもすぐに思い出せたのはなかなかウイットに富んだ言葉だからだろう。

「……それはおもしろいですね。でもぼくは、人間には飛行機があるから、そんなことは考えなくていいと言われました」

　俺が戸と惑まどいながらも返した答えに頷くと、朝都は貼り付いたような笑顔のまま──正直、とても笑っているように見えない表情で──自分のことを語ってみせた。

「……オレは、どうして人間は鳥になれないのかって訊いたよ。答えは、そういうものだから、だった」

　朝都が口にしたそれを、随ずい分ぶん夢のない答えだと思ったところで、鈴真の口からも似たような経験が語られ、俺と尾田は思わず顔を見合わせる。

「……そう言われても鈴真はどうしてとわからないを繰くり返していたみたいですけどね。でも、ぼくはそれでわかったんです。大人はそんなことを考えないのだと。そして、ぼくもそういう風になることを期待されているのだと」

　朝都は俺達には一いち瞥べつもくれず、そこで地面に目を落として。

「それは、いくつの時の話だ？」

「小学校に上がる前です」

「ある程度、道理はわかってただろうが、子どもにするには随分現実的な話だな」

「他人からみればそうでしょう。でも、和家の人間は相手が赤ん坊ぼうでも同じことを言います。〝夢〟なんて曖あい昧まいなもので誤ご魔ま化かさず、現実的に利益を上げることを考える……それが、和家の在り方です」

　朝都は正論のように語ったけれど、俺には理解できなかった。

　言っていることはどこまでも現実的なのに、どうしようもなく歪いびつな気がしたから。

「理解できないという顔ですね。だから、秋庭さんには、ぼくの夢は理解できない」

　俺が顔を上げた瞬しゆん間かん、朝都はそう指し摘てきして、再び笑みを浮かべた。

　もしも、それが本当に心の底からの、朝都の言葉だったなら、俺はここで引き下がったかもしれない。

　笑っているのに、苦しそうでなければ。

　胸の綿毛が、茶色くくすんで、それでももがくように揺れていなければ。

「……他人の期待通りの、ものわかりのいい大人になるっていうのが、朝都の夢なら、確かに理解出来ない」

　花を咲さかせるどころか、種も飛ばせず、そのまま枯かれてしまいそうな綿毛を見み据すえながら、俺が認めれば、朝都は満足げに頷うなずいて。

「もう一度言っておきます。ぼくの目下の夢は、通過儀礼を一位で通過して、彩波ちゃんの婚こん約やく者しやになることです。ということで、ぼくは行きます。その棒はもういいですから」

　朝都は最後にそう言うと、鈴真にわざとらしく牽けん制せいの眼まな差ざしを向けて、それから俺の脇わきをすり抜ぬけて行こうとする。

「でも、自分に噓うそをついてまで、期待に応こたえる必要は無いってことはわかる。朝都、無理をするのは止やめろ。頑がん張ばりすぎるな」

　肩かたを摑つかんで止める代わりに、今度は言葉を重ねると、朝都は驚おどろくほど素す直なおに歩みを止めて。

「無理？　無理なんてしていないっ！　秋庭さんがわからないだけで、ぼくがわからないんじゃないっ！　もしもそうだとしても、期待されているんだから、当たり前なんだっ！」

　朝都は、俺の顔を見るやいなや大声で捲まくし立てた。まるでダムが決けつ壊かいするような勢いで。

　ある程度の反発は予想していたが、それ以上の反応に俺は束つかの間呆あつ気けにとられてしまう。

　鈴真と尾田も、驚きに声も出ず、目を瞬しばたたかせながら朝都を見つめるだけだった。

　そんな二人の視線に気付いても、朝都はまだ何か言おうと唇をわななかせ、けれど言葉と一いつ緒しよに、肺からすべて息を吐はき出してしまったが為ために、一瞬呼吸困難に陥おちいる。

「朝都っ！」

　咳せき込む姿を見て、鈴真は我に返り、その名を呼べば、朝都は反射的に振ふり向いて、

「ゆ、夢なんて、そんなわからないものが無くたって、大人にはなれるっ！」

　喉のどの奥から絞しぼり出すようにそう言うと、今度こそ俺の脇をすり抜けて行ってしまう。

　このまま朝都を行かせたくはなかった。

　でも、俺は、すぐに朝都を追うことが出来なかった。それどころか、声さえ出せなかった。

　不本意なことこの上ないが、慣れ親しんでしまった痛みに襲おそわれて、思わず膝ひざを折る。

「多加良？　え？　もしかして……いつものアレなの？」

　俺の異変に気付くと、尾田は自分もしゃがみ込みながらそう尋たずねてきたが、その面には怪け訝げんな表情が浮うかんでいた。

　発芽の痛みは確かに時と場所を選ばないが、いつもは一人につき一度だけだ。それが、この綿毛の植物は何度も痛む。

　それでも俺には、この痛みを与あたえているのが綿毛の成長だという確信があったけれど、尾田はそれを知らない。

　だから、尾田は新たな発芽があったと思ったのだろうが、俺は頷くべきか首を振るべきか、痛む目を押さえながら悩なやんでしまう。

　その間に、炎ほのおのように熱い痛みは、まるで噓のように消え失うせて、俺は小さく息を吐いた。

「……あ、れ？　多加良君、どうかしたの？」

　と、鈴真はそこでようやく俺の異変に気付いて、不安げな眼差しを向けてきた。

　鈴真が俺の様子に気付かなかったのは、ずっと朝都の背中を見続けていたからだった。脚あしを一歩だけ前に踏ふみ出したままで。

「鈴真、朝都を追いかけるぞ」

「オレはそうしたいけど……でも、朝都が追いかけて欲しいのか、わからないんだけど」

「この場合は、考えるより動いてみた方がいい。だから、行くぞ」

「多加良、ちょっと待って」

　だが、立ち上がった俺を尾田は呼び止めた。

「なんだ……」

　その声に素直に振り向くと、尾田の手の中には例の緑色のノートがあり、俺は一瞬固まってしまう。

　どうやらさっき、鞄かばんから飛び出してしまったらしい。

「……多加良、〝弱点ノート〟ってどういうこと？　ちょっと中を見たら〝尾田用予算折せつ衝しよう対策〟とか書いてあったけど？」

　俺の目を見据えながら問いかけてきた尾田の声はいつもより低く、それがどういう物なのか、既すでに理解しているように見える。

「その……万が一の時の保険っていうか、お守りみたいなもんだ。もし、予算折衝で困るようなことがあったら見て貰もらおうと思って」

　俺は覚かく悟ごを決めて、もう隠かくすことはせず、正直に話した。

「保険？　お守り？　どっちでもいいけど、予算折衝の準備ならちゃんとしてるから必要ない」

　だが、それでも尾田の表情は硬かたいままだった。もちろん、手放しで喜んで貰えるとは思っていなかったが、秘密を明かしても不ふ機き嫌げんな顔に、俺は困こん惑わくする。

「尾田がちゃんと準備してることはわかってる。だから、本当に念のためだ」

「その割に、色々細かく調べてあるよね」

　ノートに落とされた尾田の眼差しは冷たく、表面上はひどく落ち着いて見えるが、これが嵐あらしの前の静けさであることを俺はよく知っている。

「多加良。僕がどうして怒おこっているかわかる？」

　しかし、そう尋ねられても、俺の頭には尾田が満足してくれそうな答えは浮かんでこない。

「……そのノートの内容が、他人の弱点なのが気に入らない、か？」

「違ちがう。それがわからないなら、多加良は朝都くんを探しに行くべきじゃない」

「このノートと朝都にどんな関係があるんだ？」

　なぜここで朝都の名前が出てくるのか、そして、どうしてこんなにも尾田が怒っているのかわからず、俺は首を捻ひねった。

「朝都くんは、僕が一人で探してくる。そのノートは捨てておいて。……何度も期待してるって言ったくせに」

　すると尾田は、そう言い放ち、緑色のノートを俺の胸に押しつけると同時に俺に背を向けて、地面を踏みならしながら林の中へ消えてしまった。

　久々に尾田を本気で怒らせてしまい、それを目まの当たりにして、俺はその背中を追うことが出来なかった。

　尾田の背中は、俺が後を追うことを拒こばんでいたから。
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「まったく、多加良はっ！」

　久々に爆ばく発はつさせた怒いかりが鎮しずまらないままその名を呼べば、再び怒りの炎が燃え上がってきて、尾田はその勢いのまま、木立の中に分け入った。

　やろうと決めたことは、大たい抵ていなんでも出来てしまう友人は、それ故ゆえ、時々そうでは無い者への配はい慮りよに欠けることがある。

　その強気な言葉が人の心に小気味よく、また強く響ひびくことは経験上よく知っている。

　でも今日に限ってはひどく腹が立ち、一言言わずにはいられなかったのだ。

「朝都くんじゃないけど……わかってなさすぎだ！」

「うわっっ！」

　尾田は独りごとにしては大きな声で、多加良に対する不満を吐はき出して、ちょうど行き会った相手を驚おどろかせてしまった。

「あっ、すみません……と、朝都くん、見つけた」

「あ……尾田さん、でしたか」

　それが幸いなことに探していた相手だと気付くと、尾田は頰ほおを緩ゆるめた。

　一方、朝都は自分を見つけたのが尾田だったことに、半分ほっとしたような、半分残念そうな表情を浮うかべた。

　無意識に、朝都は別の追っ手が来ることを期待していたのだろう。でも、その人物はいま、尾田の言葉に足止めされている。

　そのことに尾田は少々責任を感じたが、むしろ自分で良かったのだと思い直すと、目め許もとを和やわらげ、改めて朝都に顔を向けた。

　尾田の顔には既に、さっきまでの怒りなど微み塵じんも無かったが、朝都は目を逸そらし、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直した。

　あれ程ほど感情を露あらわにした後だし、まだ気持ちの整理もついていないのだろう。尾田はそう判断すると、

「僕も多加良と喧けん嘩かしてきたんだ。だから……ちょっとの間、付き合ってくれる？」

　すぐに戻もどってはバツが悪いのは同じだと暗に伝え、その場に腰こしを下ろした。

　朝都は、尾田の言葉に驚いた様子で帽子の庇ひさしを上げた後、小さく頷うなずいて隣となりに座った。

「……その帽子、いいよね。どこで手に入れたの？」

　自分から話そうと持ち掛かけたものの、いったい何を話せばいいのかと束つかの間悩なやんで、尾田はとりあえず目に付いたところから話題にする。

「確か、イタリア土産みやげでいただいたものです。でも……ファッションで被っているわけではありません」

「イタリアか、さすが……けど、ファッションでないならどうして？」

「……帽子を被っていれば、子どもみたいに頭を撫なでられることがありませんから」

「なるほど。うん、わざわざ帽子を取ってまで撫でる人はいないもんね」

　朝都の言葉に頷きながらも、尾田の脳のう裏りにはいざとなったらそんなことはお構いなしだろう約一名の姿がよぎったが、そこは黙だまっておく。

　そして、朝都が自ら説明してくれた帽子の理由に、尾田は少々やるせない気持ちを覚えた。

　それもまた、〝大人になる〟為ためだということに。

　尾田も中学生の時は、早く大人になりたいと思ったことがある。でもそれは、好きな本をいくらでも買えるようになりたいとか、一人で遠出してみたいという理由で、自分の為だった。

　でも、朝都は周囲の〝期待〟に応こたえるために、早く大人になりたいのだ。

　目には見えないけれど、確実に存在するそれに、懸けん命めいに応えようとしている姿は、ここ最近の尾田自身と重なって。

「期待されるって……怖こわいよね」

　気付けば、そんな言葉が尾田の口を突ついて出ていた。

　次の瞬しゆん間かん、朝都はまるで心を読まれたかのように、驚きに目を瞠みはる。

　そうして、尾田を見つめ、何か言おうと口を動かしたが言葉がまとまらず、結局、朝都は口を閉じた。

「……もうすぐ学校で、部活の予算を決める会議があるんだけどさ、多加良や他ほかの役員ひとの都合が付かなくて、僕が一人で仕切ることになったんだ」

　尾田はまず、自分のことをすべて話してしまうことにした。その方が、後で朝都も話しやすいような気がしたし、尾田自身、誰だれかに話すことで気持ちの整理をつけたかったから。

「正直、あまり乗り気じゃなかった。けど、他に人はいないし……少しは自信があったから引き受けたんだ。でも、それから多加良が何かにつけて、期待してるって言うようになってさ」

　それが多加良の気き遣づかいであることはわかっていた。本当に尾田を信じてこの仕事を任せてくれたこともわかっていたから、頑がん張ばるつもりだった。

　でも、期待されればされる程、嬉うれしいのと同じくらい、不安が膨ふくらんでいった。

　そして、いまも胸にわだかまっているその不安と共に、尾田は大きく息を吐いた。

「……期待されていると、それを裏切ってしまった時のことを考えてしまいます。それが……怖い」

　さっきとは逆に、尾田の心を読んだような言葉を吐き出すと、朝都はそっと目を伏ふせた。

「うん……期待されないで寂さびしい思いをしたこともあるから、期待されないことに比べたらいいことだって思った。けど、いざとなると、この期待を裏切ったら、もう二度と期待して貰もらえないんじゃないかって、怖くなってきた」

　朝都に何となく抱いだいていた共感は、いまや確かなものとなり、同じ気持ちであることを確信しながら、尾田が更さらに内心を吐と露ろすれば、朝都は黙って頷く。

　それは、どうしようもない、ジレンマに満ちた不安だった。

　それでも尾田は、多加良をはじめ、桑田も羽黒もみんなが自分を信じてくれているのだからと努力していたというのに。

「……弱点ノートって、なんだよ、それ。こっちは期待されてると思って頑張ってたのに」

　結局、多加良程には信じて貰えていなかったのかと腹が立った。自制も出来ないくらいに。

「……ぼくも本当のところ、期待されていなかったのかもしれません。だから……あんな人達が遣わされた」

　尾田が少々拗すねた口調で呟つぶやいたのに対し、朝都の声は沈しずんだそれだった。

「やっぱり……ぼくの努力は、まだ足りないのかな」

　更に続けた言葉は、ついさっき、多加良に向けたものと殆ほとんど同じだったが、その声は年ねん齢れい以上に頼たより無い響きで。

　膝ひざを抱かかえ、少し疲つかれたように俯うつむいている朝都の横顔にはまだ幼さが残っていて、それを見れば、無理をするなと言った多加良の気持ちは尾田にもわかった。

　でも、それ以上に、自分の不ふ甲が斐いなさを責める朝都の気持ちが尾田にはわかる。

　高ぶった気持ちのまま、多加良に怒いかりをぶつけてみても、結局、問題は不甲斐ない自分だという答えに尾田もまた行き着いていたから。

「じゃあさ……朝都くんは、期待されない方が楽だと思う？　楽になれると思う？」

　その気持ちを嚙かみしめながら尾田は、一度は自分の脳裏をよぎった問いを、朝都に向けてみた。

「……思ったことはあります」

「うん。僕も何度もそう思った」

　期待という名の励はげましを向けられれば向けられる程ほど、不安になって、それを消そうと尾田は予算折せつ衝しようの準備を重ねたが、気持ちは晴れず、逃にげ出したい衝しよう動どうに駆かられた。

　それでも踏ふみ止とどまったのは、やはり多加良がいたからだろう。

　もう、多加良と自分を比べたりはしない。けれど、期待はいつも多加良に向けられていたこと、そして、いつでも多加良がそれに応えていたことは覚えていて。

　例えばさっき、妨ぼう害がい者しやの前に飛び出せなかったように、肝かん心じんな時に限って怖おじ気づく自分が、多加良のように出来るとは思えなかった。

　期待になんて応えられないと思った。

　だが、多加良も決して軽々とやってのけていたわけではないことも尾田は知っていたから、逃げられなかった。

「……ああ、そうだった」

　そして、尾田は、逃げ出せなかったもう一つの理由を思い出す。

　自分と多加良の歩幅いつぽは違ちがう。でも小さな一歩でも前に踏み出すことを多加良はいつも喜んでくれたから。

　だから、尾田は踏みとどまれたのだ。

　もしも途と中ちゆうで諦あきらめられていたら、そのほんの少しを踏み出す勇気も失くしていただろう。

　膝を抱え、汚よごれた靴くつの爪つま先さきを見つめている朝都に、尾田は自分も忘れていたことを語りかけた。

「……期待されるのは怖いけど、でも、実際にもういいよ、って諦められたら寂しいよね。だって期待されるから、頑張れるんだから」

　期待されること──最初は低かったハードルが高くなっていくことはやはり怖い。

　でも、それを乗り越こえた時、一いつ緒しよに喜んでくれる人がいるのなら、もう少しだけ頑張りたい。

　そして多加良は、尾田がもし失敗しても、その努力だけは認めてくれるはずだから。

　ならば尾田も〝弱点ノート〟はお守り代わりだという言葉を信じようと思う。自分が信じて貰いたかったら、まず相手を信じることだから。

　それと、尾田の為ために必死に〝弱点ノート〟を作っていただろう多加良の顔を想像して、尾田は溜りゆう飲いんを下げ、小さく笑った。

「朝都くんも、最初は頑張ってやって、褒ほめられたことが嬉しかったんじゃない？」

　そうして、尾田は朝都にそんな最初の気持ちを尋たずねた。

　その問いに、朝都はゆっくりと一度瞬まばたきをして、それから一つ頷うなずいて。

「……確かに、嬉うれしかったです。でも……あとどれだけ頑張ったら、ぼくは褒めて貰えるんでしょう？　大人になれるんでしょう？」

　続く言葉はまるで子どものそれなのに、朝都が求めている姿はその逆で、空中に向けられた縋すがるような眼まな差ざしに、尾田は胸に痛みを覚える。

　いつかの自分は、こんな風に多加良を見ていたのだろうかと。

　何か、朝都を励ますような言葉は無いかと、尾田は視線を彷徨さまよわせてみたが、

「……それは僕にはわからないよ。例えば、一センチ背が伸のびたって、それで自分が大人になったなんて言えないから」

　結局その口を突ついて出たのは、ただ正直な声だった。

　尾田の答えに、朝都は少しがっかりしたように見えたけれど、でも、仮に、二十歳はたちになったらだとか、あと一年だとか答えていたら、朝都はそれ以上にがっかりしただろうと思う。

　だから、尾田は自分の答えに後こう悔かいは無い。

「ただ……怒おこらなければ大人、ってことは無いと思う。それに、分かり合えないから怒るんじゃなくて、怒るからわかってもらえる、相手に伝わることもあると思うんだ」

　でもそれだけは伝えたくて、尾田は朝都を真っ直すぐに見つめながら、真しん剣けんに語りかけたが、朝都は首を振ふり、頑かたくなな態度を崩くずさない。

「そんなの信じられません。人は、分かり合えないから怒るのです」

　だが尾田は、軽く睨にらむような朝都の眼差しを、むしろ良い兆候と受け止め、問いかけた。

「……じゃあ、実際に確かめに行く？　そろそろ多加良はわかってくれた頃ころだと思うよ。さっき、しっかり怒ったからね」

　それはつまり、多加良達の元へ戻もどるということだったが、朝都は迷わず頷くと、尾田より先に立ち上がったのだった。




　　　　＊＊＊




　靴くつ音おとも高く、肩かたを怒いからせながら尾田が木立の中に消えて見えなくなっても、俺はしばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「……多加良君。多加良君！」

「あ……悪かったな。俺が尾田を怒らせたから……鈴真も朝都を追いかけ損そこねた」

　鈴真に呼ばれて我に返った時、最初に口を突いて出たのは謝罪の言葉だった。鈴真は俺のとばっちりを受けたようなものだったから。

「気にしなくていいよ。オレもどうして尾田君が怒ったのか、わからなかったし」

「それは……」

「それに、オレ、どうして朝都が怒ったのかもわからなかったんだ」

「……そうか」

「……オレは、朝都はみんなに期待されて嬉しいんだって、ずっとそう思ってたんだけど。でも、違ってたのかもしれない、よね？」

　鈴真は俺の顔を下から覗のぞき込むようにして、同意を求めてきた。

「かもな。けど俺も、尾田の気持ちをわかってないみたいだからな……尾田は、何に怒ったんだろう？」

　俺は曖あい昧まいに返し、言外に鈴真自身でもっと考えるよう促うながした。それは途と中ちゆうで殆ほとんど独り言になってしまったが。

「多加良君にも、わからないこと、あるんだ」

「まあな」

「そうなんだ……」

　すると鈴真は軽い驚おどろきの後、どこかほっとした表情で思考に入っていったのだった。

　俺もまた、わからないことをそのままにしておく気はなかった。

　尾田の爆ばく発はつのきっかけが〝弱点ノート〟にあったことはわかる。でもそれはあくまできっかけで原因ではないのだ。

　ならば、その憤いきどおりの根本的な理由は何なのだろう。

　爪先で地面を蹴けりながら、俺はここ暫しばらくの尾田に対する言動を振り返ってみる。

　だが、考えてみても、疚やましいところといったら、〝弱点ノート〟を隠かくしていたことくらいだった。それにノートはそもそも万が一の保険で、俺はあくまでも尾田の活かつ躍やくを信じ、期待していた。

「……期待、か」

「多加良君」

　と、これまで何気なく使っていた言葉がふいに頭に引っかかったのと同じタイミングで鈴真が口を開いた。

「……オレは、朝都みたいに期待されたことがなかったから、よく考えてみなかったけど。期待に応こたえるって、大変なことだよね」

「そうだな……確かに簡単なことじゃ無い。朝都は努力それを人に見せないようにしてたんだろうしな」

　言いながら、俺は常に虚きよ勢せいを張っているような朝都の姿を思い浮うかべた。

　鈴真が言った通り、期待に応えるのは楽ではないし、嬉しいことばかりではない。責任も重圧もその肩にのし掛かかってくる。

　それは、俺にも経験があるからわかる。でも俺は、自分の為ために頑がん張ばった。

　そして、俺を信じてくれている人間の為に頑張った──これはきっと朝都も同じだろう。

「……オレも、朝都は、頑張っているところを人に見せないようにしてたんだと思うけど……でも、朝都が精せい一いつ杯ぱい頑張ってたっていう事実は変わらないんだって」

「その通りだ」

　鈴真の言葉は正しい。それが万ばん人にんの目に見えない形で行われたとしても、事実なら消えない。

　けれど、妨ぼう害がい者しや──ひいては彼らに妨害を命じた人間は、その努力が見えなかったから朝都を信じ切れなかった。まあ、この手のことを考える人間なら、朝都が努力する姿を、見ていたとしても同じ事をしたかもしれないが。

「もし、俺が朝都なら、あの妨害は頭にきただろうな。せっかくの努力を裏切られたような気分になって」

　俺がそう言えば、鈴真は実際に痛みがそこに走ったように胸の辺りを押さえながら俯うつむきかけ、その途中でふいに、弾はじかれたように顔を上げた。

　ほぼ同時に、俺の脳のう裏りにもその答えがよぎり、

『一いつ生しよう懸けん命めい頑張ってたから、怒おこったんだ』

　俺と鈴真の声は見事に重なった。

　朝都は、精一杯努力していたからこそ、怒いかりを覚えた。

　自分を信じていなかった妨害者達に。朝都からは〝王様〟になるために何の努力もしていないようにしか見えない鈴真に。その努力を無理をしていると解かい釈しやくした俺に。

　それは尾田も同じで。

　俺が尾田を信じていると信じて、精一杯努力を続けていたから、尾田は怒ったのだ。

　期待していると何度も繰くり返しておきながら、〝弱点ノート〟なんて、尾田を信じていないような物を用意していた俺に。

　俺の尾田を信じる気持ちには欠片かけらほどの偽いつわりも無かったが、それを疑わせるような行動を取ってしまったのもまた事実。

　故ゆえに尾田は怒り、朝都の気持ちに同調して更さらに怒ったのだろう。

　俺には珍めずらしく、軽けい率そつで迂う闊かつな行動だったが、潔いさぎよく認めるしかない。

　でも俺は、反省はしても後こう悔かいはしない主義だ。すぐに次に成すべきことへと思考を巡めぐらせる。

　もっとも、朝都と尾田の怒りの理由が理解できた以上、まず取るべき行動は一つだけだが。

　鈴真の思考もそこに辿たどり着いただろうかと様子を窺うかがえば、丁度、視線を上げたところだった。

　だが、鈴真は俺の方を見ることなく、そのままさっき朝都が消えていった木立の方へと目を凝こらす。その背中を、姿を探すように。

「オレ、朝都は頑張ってるんだろうなって思ってたけど、でもそれが当然だとも思ってた」

　鈴真は眼まな差ざしを木立の中に据すえたまま沈しずんだ声で呟つぶやき、その声を聞けば、鈴真がそんな自分を悔くやんでいることは十分わかった。

「オレは、やっぱり朝都のこと、知らなかったんだよ。……わからないって言いながら、わかったつもりになってたんだ。朝都が怒るのも無理ないって」

　鈴真は自じ嘲ちようめいた言葉を漏もらすと、今度は空を仰あおぐ。

　後悔するばかりのその言葉に、俺は軽く苛いら立だちを覚え、自分のポリシーに則のつとって一言告げようとして、止やめた。

　鈴真の胸の綿毛が、サインを送るように小さく揺ゆれて。

　梢こずえの間からのぞく青空を見上げる鈴真の瞳ひとみには、わずかだが、好こう奇き心しんの光があったから。

「和家に生まれたってことは、〝宝の地図〟を持っているようなものなんだよ。和家のレールから外れなければ、宝物を手に入れられるんだ……」

　鈴真の喩たとえはわかりやすかった。けれど、その〝宝の地図〟にも〝宝物〟にも俺は魅み力りよくを感じることが出来なかった。

　ゆっくりと元の位置に戻もどった鈴真の顔に浮かんでいたのも、楽しげな表情ではなかった。

　なぜならその〝宝の地図〟は、鈴真の物でも、朝都の物でもないから。

「でもそれが鈴真の、そして朝都にとっての宝物なのかは、まだわからないだろう？」

「……うん」

「じゃあ、鈴真はいま、どうしたい？」

　鈴真の黒い双そう眸ぼうを、その奥の光を捉とらえながら、俺は静かに問いかけた。一つの希望と共に。

「……多加良君、オレは……朝都のことをもっと知りたいって思っても、いいのかな？」

　俺の問いに、束つかの間眼差しを揺らした後、鈴真の口から零こぼれたのは俺が望んだ言葉だった。疑ぎ問もん符ふ付きではあったけれど。

　身近な存在の事を知りたい──たったそれだけのことを躊躇ためらわせる和家のありように不自然さを抱いだいたが、いまは頭の隅すみに追いやっておく。

「もし、俺がダメだって言ったら、そう思うことを止やめられるのか？」

「そ……れは、出来ないと、思う」

「だったら、良いいに決まってる」

　俺はきっぱりと断言してやった。

　けれど、それを聞いた鈴真は素す直なおに喜ぶのではなく、驚おどろいたように目を瞬しばたたかせた。

「……本当に？」

「本当に」

「でも……また怒られたら？」

「怒られた時にすることは一つだろ？」

　不安げに問いを重ねてくる鈴真に逆に尋たずね返してみると、鈴真はしばし視線を彷徨さまよわせた後、

「謝ること」

　首を傾かしげながらも、そう言って寄よ越こした。身み振ぶりは余計だったが、ひとまず良しとして俺は頷うなずく。

「その通り。だから、俺は二人が戻ってきたら、まず謝る」

　そう、まずはそこから始めるしかない。俺も鈴真も。

「でも、許して貰もらえなかったら？　朝都って怒るとすごく怖こわいんだけど」

「……尾田も怖いぞ」

　本気で怒った時に見せる、氷のようなその眼差しを思い出しながら、俺は少しだけ大おお袈げ裟さに身み震ぶるいして見せたが、それでも鈴真の表情は浮うかないままだ。

「あのな、出来れば俺も尾田を怒らせたくなかった。けど今は、怒ってもらって良かったと思う」

「怒られて……良かった？」

「ああ。もし、怒って貰えなかったら、俺は今も尾田と朝都の事をわかったようなつもりでいただろうからな」

「……それは、オレもそうだと思う。朝都が怒ってくれなかったら、自分の間ま違ちがいに気づけなかった」

　事態を逆の側面から捉え直して聞かせれば、鈴真ははっとした表情を浮かべ、ゆっくりと頷いた。

　そう、怒おこった時、そこには確かにいままで見えなかった朝都の気持ちがあった。尾田の本当の想おもいがあった。

　普ふ段だんは理性で押さえ込まれているものが垣かい間ま見みえた。

「じゃあ、怒るのって、いいことかもしれないんだって。けど……やっぱりオレはあんまり怒られたくないなぁ」

「それは、俺もだ。でも、怒られるより怖いことが俺にはあるからな」

「怒られるより怖いことって？　っていうか、多加良君にそんな怖いことがあるなんて信じられないんだけど」

　半信半疑の台詞せりふを口にしながら、鈴真の双眸は好奇心に彩いろどられていき、その感情に呼応するように胸の綿毛は輝かがやきを増す。

「わからないままにして、その人をひとりぼっちにすること」

　以前、知らず尾田を、そして羽黒を一人にしてしまった記き憶おくに胸の奥を締しめ付けられながらも、俺は鈴真の目を見て伝えた。

　そうして、俺の声が耳を通過して、その胸に届くと同時に鈴真は俺の言葉を反はん芻すうするように黙だまり込んで。

　それが、鈴真には必要な時間だともうわかっているから、俺は焦あせらずに次の言葉を待った。

「……オレ、朝都に怒られるのはやっぱり嫌いやだけど、朝都がひとりぼっちになっちゃうよりは、オレが怒られる方が、ずっといい」

「うん」

「だから、ちゃんとわかるかは、わからないけど、オレは……朝都のことを知りたい」

「うん」

　真っ直すぐな眼まな差ざしと共に、鈴真が出した──今度は疑問符無しの──宣言こたえを俺は全面的に支持して、褒ほめる代わりに鈴真の頭を撫なでたのだった。







「もし、１００回謝っても許してくれなかった時は、どうする？」

「１０１回目に賭かけるんだよね」

　尾田と朝都が林の中を共に戻もどってくるのを見ながら俺が問うと、鈴真は迷いのない声でそう言って寄越した。

　その視線は、一直線に朝都に向けられていて、どこかすっきりした横顔にも、もう迷いは無かった。

「悪かった!!」

「ごめんなさい!!」

　そして、俺と鈴真は、まるでいまの心の距きよ離りだと言わんばかりに二メートル手前で立ち止まった二人に、揃そろって頭を下げたのだった。

「……一応、反省したみたいだね」

「それで、具体的には何が、どう悪かったとお考えですか？」

　予想通り、すぐには許して貰えなかったが、二人の声は思っていたより柔やわらかく、少なくとも会話を受け入れてくれたことにほっとしながら俺は顔を上げた。

　改めて顔を見れば尾田の目に、もうさほど怒いかりはない。それと同時に、俺は朝都の胸の綿毛の変化に気付いた。

　ついさっきまでより、綿毛は一回り大きくなり、銀色の輝きを増していた。

　先刻の痛みの正体に納なつ得とくしながら、俺がその成長に目を奪うばわれている中、口を開いたのは鈴真だった。

「オレが謝ったのは……朝都がみんなに期待されて嬉うれしいんだって思ってたこと、だよ」

「……そうですか」

　少しだけぎこちない鈴真の答えを、正解だとも不正解だとも言わず、朝都は淡たん々たんと受け止めた。表面上は。

　でも、鈴真の率そつ直ちよくな言葉と真っ直ぐな眼差しに朝都の瞳ひとみがわずかに揺ゆれたのを俺は見み逃のがさなかった。

　尾田もそれを捉とらえたのだろう。柔らかな眼差しを朝都に向けながら、小さく一つ頷うなずいた。

　かと思うと、ふいに首を廻めぐらせて、鋭するどく問うような視線を俺に向けてきた。

　少なからずプレッシャーを感じたが、俺も覚かく悟ごはしている。

　姿勢を正すと、俺はまず朝都へと顔を向けた──怒らせた順ということで。

「朝都。お前の努力を否定するような言い方をして、悪かった」

　そう言ってから、俺はもう一度、朝都に頭を下げた。

　朝都は無言で頷き返すだけだったが、ひとまずそれで俺は尾田の方へ視線をスライドさせた。

「尾田……期待してるって何度も言いながら、信じていないようなノートを作って悪かった」

　俺は尾田にももう一度深く頭を下げ──答え合わせをするような気分で顔を上げた。

「うん……それで？」

　そこにあった尾田の目には、いつもの穏おだやかさが戻っていたが、更さらに続きを要求するということは、許されてはいない、ということだ。やっぱり尾田はそんなに甘くない。

　とはいえ、俺はこの展開をある程度予想していた。

「それで、って、尾田さん？」

「ん？　だって、謝って貰もらっただけじゃ、これから二人がどうしたいのか、僕達がどうしたいのかわからない……分かり合えないよね？」

　むしろ慌あわてたのは朝都で、そんな朝都に、確信に満ちた言葉を向ける尾田を見て、俺にはその意図がはっきりとわかった。

　朝都を追ったのが、尾田だったことは結果的に正解だったわけだ。

　が、朝都はいま、尾田にどう言葉を返したものか、困こん惑わくして、次の言葉も紡つむげずにいた。

　そんな朝都は鈴真も見たことがないらしく、少々驚おどろいた様子で見つめている。その瞳の奥にはやはり好こう奇き心しんがあって、その観察を妨さまたげない為ためにも、俺は一歩前へ出た。

「そうだな……期待してるって言った以上、もう頑がん張ばるなとは言わない。尾田にも、朝都にも」

　まずそう誓ちかうと、朝都と尾田は揃って俺を見た。

「あ、オレも」

　そして、鈴真も遅おくれて誓えば、朝都はどこか拍ひよう子し抜ぬけしたような顔で俺と鈴真の顔を交こう互ごに見比べた。

　一方、尾田の顔に浮うかんだのは不満げなそれだ。もちろん、俺だってこれで終わりと言うつもりは無い。

「ただし、一人で頑張りすぎるのは許さないからな！」

　俺は改めて、そう宣言してやった。

　更に、軽く胸を反らせば、一度は渋じゆう面めんを保った尾田も、堪こらえきれずに歯を見せて。

「……それは、さっきの言葉と矛む盾じゆんしませんか？」

「そう、かな？」

「僕は、矛盾は無いと思う……けど、もう少し詳くわしく説明してくれる？」

「期待するって言っても、すべてを背負わせたい訳じゃないってことだ。いいか？　確かに人には頑張らなきゃいけない時がある。でも、一人で立ち続けなきゃいけないわけじゃない。いつだって、肩かたを貸す準備をしている人間がいるってことを忘れるな！　友達なんだから、ちゃんと手伝わせろ！」

　もう十分伝わっている気がしたけれど、俺が言葉を尽つくせば、尾田は一いつ瞬しゆん俯うつむき、肩を震ふるわせて。

「……うん。わかった。前を見て進むんだって決めたけど、でもそれは一人になりたかったわけじゃないからさ。必要な時は、手伝ってくれって言うよ。けど……僕がそう言うまでは待っていて欲しい。期待しながら、ね」

　顔を上げると同時にもう一度俺を見て、心からの言葉を返してくれた。

　そして、最後の台詞せりふと共に浮かべた笑えみを、尾田は朝都へも向ける。

　その優やさしい笑顔を、けれど朝都はまるで他人ひと事ごとのような表情で受け止めた。

「朝都、今のはお前にも言ったんだぞ？」

　俺がそう言うと、案の定、朝都は虚きよを衝つかれた様子で、目を瞬しばたたかせる。

「……え？　だって……秋庭さんがぼくに期待する事なんて無いでしょう？　ぼくには〝夢〟だって無いですし」

　紡ぐ言葉は冷静だったが、淡々とした口調の中に一いち抹まつの寂さびしさが宿っているのは尾田に目配せされるまでもなくわかった。

　じっと朝都を見つめていた鈴真もまた、それに気付くと、そっと自分の胸を押さえた。

　同じ綿毛のあるその場所に、同じ痛みがあるというように。

　そんな鈴真の肩を大だい丈じよう夫ぶだと言う代わりに軽く叩たたいて、俺は再び口を開く。

　謝罪の言葉と同じように、伝わるまで繰くり返せばいいのだから。

「確かに朝都の〝夢〟のことは現時点じゃわからない」

「……そうですか。わかっていましたけど」

「朝都くん、人の話は最後まで聞こう？」

　俺の話を少々早合点して目を逸そらした朝都は、尾田にたしなめられると、視線を戻もどした。

　俺に対する時とは違ちがって、随ずい分ぶん素す直なおな朝都と、短時間でここまで朝都の心を開かせた尾田の、どちらに驚けばいいのだろうかと思いつつも、ひとまず話を続ける。

「でも、期待してないわけじゃない」

「はい？　秋庭さんがぼくに期待する事なんてどう考えてもあり……」

「とにかく最後まで聞け」

　またも朝都は話を遮さえぎろうとしたので、今度は俺がその声に言葉を被かぶせた。

「いいか？　最初にここで共同戦線を張ろうと言い出したのは朝都、お前だ」

「ええ、認めます。でもそれが何か？」

　朝都の声にはどこか挑ちよう戦せん的な響ひびきが宿っていた。でも、それは今更と割り切って、俺は朝都に伝えたい言葉を向ける。

「だから、俺は言い出しっぺのお前の活かつ躍やくに期待しているんだ。そして期待する以上、協力は惜おしまないから、遠えん慮りよはするな……せいぜい俺をこき使え」

　頑張りすぎるな──と、尾田に向けたのと同じ台詞で閉じたい所を、俺はぐっと堪えて、上手うまく言い換かえたつもりだ。

　しかし、俺が言葉を終えると同時に、その場に落ちたのは沈ちん黙もくだった。

　その沈黙の中、朝都はわずかに眉まゆを寄せ、俺を凝ぎよう視しして。

　鈴真は鈴真で、不思議な生物を見るように、俺の頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで視線を移動させて。

　そんな視線を向けられる意味がわからず、俺は助けを求めて尾田の方へと首を廻めぐらせた。

　だが、頼たのみの尾田もまた、唇くちびるを引き結び、憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべていて、いよいよどうしたものかと、俺が天を仰あおぎかけた、その時。

「あの……あのさ、人にこき使え、って言う人が腰こしに手を当てていて、ここで一番偉えらそうでいいのか、オレ、わからないんだけど？」

　沈黙を破ったのは鈴真だった。

　最初はおずおずと切り出したが、疑問をすべて吐はき出した時には、その瞳ひとみにはどこか楽しげな光が宿っていた。

　一方、訊きかれた俺は自らの姿勢を確かめるべく、まず足あし下もとに視線を落とした。

　両足は、肩かた幅はばより広く開かれていた。両手は腰に、開いた肩と胸はやや空の方を向いている。

　そうして、視線を上げながら自ら確かく認にんした姿勢は──俺としてはいつも通りだったが──言われてみれば、先さき程ほどの台詞にはほんの少しミスマッチだったかもしれない。

　ならば、姿勢を正して言い直すべきかと、俺が考えた瞬間。

「ぷっ……あははははは」

　噴ふき出したかと思うと声も高く笑い出したのは尾田だった。

　その声に驚おどろいて、近くの梢こずえに留まっていた鳥が羽ばたき、逃にげていく。

　それでも、尾田は笑い続けた。どうやらさっき憮然として見えたのは、必死に笑いを堪えていた為ためらしい。

　普ふ段だんの物静かな尾田に似合わぬ、その爆ばく笑しように、朝都と鈴真は半ば呆ぼう然ぜんとしていた。発ほつ作さ的に始まった笑いは同じように突とつ然ぜんに治まることを俺は知っているが、二人は知らないのだから無理もない。

「あー、ちょっと待ってれば治まるはずだから。それと……笑われてるのは俺だから、な」

　だから俺は、二人にそれだけ教えておく。

　その笑いを止めなかったのは、久々の大爆笑だったからだ。これで肩の力が完全に抜ぬけてくれればいいと思う。

「……ご、ごめん。ほんと、仁に王おう立ちで言うことじゃないよ、ね。でも、それが多加良の基本姿勢だから、良いいんだよ、鈴真くん」

　俺の予想通り、そう待たずに大爆笑の発作は治まったが、まだ笑いの欠片かけらが残っているようで、尾田は腹を抱かかえながら、まずは鈴真の疑問を解消してくれた。

「うん……何となくわかったって」

　鈴真は記き憶おくをなぞるように空中に視線を彷徨さまよわせた後、ひとまず納なつ得とくした様子で頷うなずいた。

　俺もまた、尾田の大爆笑の理由と共に、自分はこれで良いんだと、妙みように納得させてもらった。

「朝都もこれで……」

　そして俺は、朝都にも確認を取ろうとしたが、言葉にするまでもなく表情でわかった。朝都の沈黙の理由は二人とは違うのだと。

「……秋庭さんの姿勢のことはそれでいいです。でも、期待するとかこき使えとか言う前に、秋庭さんはぼくのことを……ぼくが怒おこったことについて、どう思っているんですか？」

　反省からというよりは、挑いどむような気持ちが朝都の声からは滲にじみ出ていた。

　結局、朝都は俺の言葉から「頑がん張ばりすぎるな」というメッセージを読み取ってしまったのだろう。でも、朝都がそれを尋たずねて来ない以上、答える必要はない。

「怒ってもらって、良かったと思っている」

　俺は、向けられた問いにだけ、正直に答えた。

　次の瞬しゆん間かん、朝都は、半分は驚いたように、半分は疑うように目を瞠みはった。

「……まさか、怒ったから、ぼくのことがわかったとでも？」

　次いで投げかけられた問いに、今度は鈴真が驚きの色を浮うかべた。俺の方だけを見ている朝都はそれに気付かなかったけれど。

「もちろん、全部わかったなんて言う気はない。でも、少なくとも朝都と尾田が怒った理由に関しては、正解だろ？」

　視界の隅すみに鈴真の姿を捉とらえつつ、俺がそう言うと、朝都は唇を嚙かんだ。

「うん、概おおむね正解だった」

　そして、そのまま答えない朝都の代わりに尾田は及きゆう第だい点だったと頷いた。

「尾田さんは、秋庭さんのことを信じるんですか？」

「うん。少なくとも、わかろうとしてくれたことは確かだから」

　尾田の言葉に迷いはなく、それを聞いた朝都の眼まな差ざしは却かえって揺ゆれる。

「……でも、ぼくは、どうしたら」

「それは、自分で決めるしかないよ」

　尾田の声も眼差しも穏おだやかだったが、どこか突つき放す言葉に朝都は困こん惑わくし、再び口を噤つぐむ。

　寄りかかる木を失ったようなその表情は年相応で、さっきの怒いかりの表情と同じように、朝都は十四歳なんだということを俺に思い出させた。

　いま〝夢〟が無いと、必要ないと言っていても。〝願い〟と〝夢〟の違ちがいがわからなくても。

　大人びたことを言うのも、怒るのも──それが今の、十四歳の朝都なのだ。

　そして、その胸に願いの植物があるなら、俺が見み据すえるのもまた、十四歳の朝都だ。

　改めてそう認識すると、俺は鈴真にするのと同じように、朝都が答えを口にするのを待った。

　俺の隣となりでは、鈴真がそんな朝都を真しん剣けんに見つめていた。胸の綿毛を揺らしながら。

「……ぼくは、まだ、秋庭さんのことを信じられません」

　そうして出された答えは、望んだ形では無かったが、これから先の可能性が無いわけではなさそうなので、俺はひとまず受け入れることにする。あくまでひとまず、だが。

　けれど、俺がそう伝える前に、

「だったら、朝都……またオレに怒ってもいいよ」

　朝都に告げたのは鈴真。

「……それは、どういう意味ですか？」

　若じやつ干かん面めん食くらった様子で、朝都は聞き返したが、鈴真は気にせず言葉を続ける。

「オレは、朝都が怒ったから、朝都が頑張ってたことも……それを当然と思ってた自分にも気付けたと思う。それが〝わかった〟ってことなのかは……わからないけど。でもオレはいま、朝都のことをわかりたいんだって。分かり合えるかどうかはわからなくても、知りたいから……何度でも怒っていいよ」

　言葉を探して時々途と切ぎれたけれど、しっかりと顔を上げて、真っ直すぐに朝都を見つめたまま、鈴真はいまの自分の気持ちを最後まで朝都に伝えた。

　そして、その気持ちに押されるように、朝都が鈴真の眼差しを正面から受け止めた、その時──多分、二人の視線が初めて本当に交こう錯さくした瞬間、二人の胸の綿毛は大きく揺れた。

　その揺れと同じ幅はばで、俺の両眼にも鋭するどい痛みが訪おとずれ、去っていった。

　故ゆえに、苦鳴を発することもなく、俺の目を痛みが襲おそったことに誰だれも気付かなかった。

　ただ、その間に鈴真は自分の綿毛むねにそっと手を当て、朝都は押さえつけるように綿毛に両手を押し当てて──図はからずも、二人は同じ動作をしていた。

「……ぼくは、わかって貰もらえなくてもいいです」

　そうと気付くと朝都は胸から手を放して以前と同じ台詞せりふを繰くり返し、鈴真は肩かたを落としてわずかに目を伏ふせた。

「多分、もう怒るなんて子どものような真似まねもしません。……でも、鈴真の邪じや魔まもしません」

　けれど、朝都が最後に付け足した台詞に、俺と尾お田だは思わず顔を見合わせた。

　しかし、肝かん心じんの鈴真に、朝都の精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほが伝わるには少し時間を要する。

　鈴真が何度も瞬まばたきをして、朝都が三回ほど唇を嚙みしめたところで、

「……うん、それでいいって！」

　鈴真は理解し、大きく頷いた。そうして、鈴真が顔を綻ほころばせれば、朝都もつられたように口くち許もとを和やわらげた。

　そんな自分に気付くと、朝都はすぐに顔を引き締しめて、

「それと……一刻も早く〝お茶会〟に参加する為ために、秋庭さんのことはご希望通りこき使って差し上げますので」

　慇いん懃ぎん無礼この上ない台詞をかましてくれたわけだが、更さらに丸みを増した綿毛に免めんじて許してやる。

「多加良、ちょっと顔が引きつってるけど？」

「気のせいだ」

　よって、若干笑いを嚙み殺しているような尾田の声にもそう答えておく。

「ああ、朝都。望む所だ」

「僕も微び力りよくながら……こき使って貰うよ」

　俺達が受けて立てば朝都は頷うなずき、まるでそのタイミングを計っていたかのように、ジェットコースターが轟ごう音おんと共に俺達の頭上を掠かすめていった。

「まだ、誰も乗っていないようですね」

「うん。それが良いことなのかはわからないけど」

「乗り方は、まだわからない？」

　ジェットコースターを見送りながら尋ねてくる尾田の声には期待が滲にじんでいたが、俺はそれに首を振ふり、代わりに──弱点ノートではない──ノートを広げた。

「これを、見てくれ」

「朝都と尾田くんを待ってる間に、考えてたんだって」

「……こっちの曲線は、ジェットコースターのレールですか？」

「ああ。俺と鈴真の記き憶おくを合わせて描かいてみた」

「この、途切れているところは？」

「ここは、本館屋上で目視出来なかったところで、ここはビッグワールドの建物の中を通っている部分だ」

「ならここは……カピバラレッド像が邪魔をしていたところですね？」

　空白部分＝レールを目視していない場所、と前の二例で理解すると、朝都は残る一カ所を指さし、俺と鈴真は頷いた。

「邪魔なカピバラレッド像って、どんなの？」

「トーテムポールのように、上半身が三つ重なっていて、人を拒こばむような形相でした」

「獣けものの威い嚇かく顔だな、あれは。腕うでは×マークを作ってたし、他の場所より繁しげみも濃こかったから、立ち入り禁止区域かと思ってその先には進まなかったんだ」

「そんなカピバラレッド像、出来れば見たくないんだけど……。でも、本館はジェットコースターの終点だし、ビッグワールドは一度しか入れない。となると」

「そう、俺達が探せる場所は、現状ここだけだ」

　言いながら、俺がノートを指させば、尾田は鈴真と顔を見合わせつつ、頷いた。

「あとは、そこで何を探すか、ですけれど」

「なぞなぞの答えだって」

「なぞなぞ……信号、ですか？」

「うん！」

　鈴真が嬉うれしそうに向けた笑え顔がおに、朝都は特別に反応しなかったが、

「では、さっさとカピバラレッド像へと向かいましょう。今度こそ、確かな手がかりを見つけてみせます」

　俺に宣言するその横顔は、ほんの少しだけ誇ほこらしげに見えた。

　笑顔を返して貰えなかった鈴真は残念そうだったが、急には素す直なおになれない朝都の気持ちもわかる。

「ああ、期待してる。もちろん俺も頑がん張ばるけどな」

　ということで、宣言通りさっさと歩き始めた朝都の後に、俺達は素直に続いたのだった。
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　カピバラレッド像を前にすると、尾田は刺し激げき物ぶつを見たように眉み間けんを押さえ、鈴真は己おのれの限界まで目を見開いた。

「あー、確かに村の入口とかにあったら、悪いモノは回れ右しそうだね」

「うん、怖こわい顔だって。でも、カピバラの天敵って何かな？」

「俺が躊躇ためらった理由はわかってもらえたよな？」

『うん』

　その一点のみ確かく認にんすると、俺は石像の奥の、暗い林に目を凝こらした。

「やっぱり、暗いですね。でも、こういった場所なら罠わながあっても不思議ではありません」

　朝都も繁みの方へと視線を向けるとそう言った。

　油断しないのはいいことだが、だからといって、警けい戒かいしているばかりではどうにもならない。

「けど、何かを隠かくすにも都合が良さそうだ」

　前向きに言い換かえると、俺はカピバラレッド像の先の領域へと一歩を踏ふみ出した。

　そうして踏みしめた草は、靴くつ越ごしでも他ほかの場所より硬かたいと知れた。

「他の森林にわとは、少し植生が違ちがうみたいだな。どんな植物なのか名前まではわからないが」

　朝都は、その感かん触しよくに一いつ瞬しゆん足を浮うかせたが、

「……でも、植物は植物です」

　そう言うと、すぐにまた踏み出した。朝都の中のわからないものを遠ざけようとする心理はいまだ健在のようだが、その枠わくは少しは広くなったようだ。

「鳥の声もしないけど、本当に立ち入り禁止だったり……しないみたいだ！　ほら、レール！」

「レールがあるってことは、少なくともジェットコースターは進入オーケーってことだ」

「うん……わぁっ！」

　鈴真の発見に視線を上げた尾田の声が、叫さけび声に変わったのは一瞬のことだった。

　俺は俺で、一瞬尾田の姿を見失い、

「尾田君！」

「尾田さんっ！」

　二人の視線を追って、ようやく俺は繁みの中に、膝ひざから倒たおれている尾田を見つける。

「大だい丈じよう夫ぶっ？　うわっっ……ととと」

　慌あわてて尾田の元へ駆かけ寄ろうとして、鈴真もまた繁みに足を取られた。両手を広げることで何とかバランスを保ったものの、鈴真まで倒れかけたのを見て、俺と朝都はその場に留とどまる。

「尾田、大丈夫か？　どうして倒れた？」

「う、ん。何かに引っかかったみたいで」

　尾田の足あし下もとに目を凝らせば、確かに草が不自然な状態で寝ねていた。

「なんか、草と草を結んであるんだけど？」

「罠、みたいですね」

　派手さは無いが、二人もひっかかるということは、案外効果的な罠らしい。

「原始的だからこそ、気がつかなかったよ」

　頷うなずきながら、俺は尾田に手を貸そうとして──止やめた。

　いまはまだ、助けを求められていないから。ぐっと堪こらえて、俺は伸のばしかけた手をポケットに突つっ込む。

　とにかく俺は他に同じような罠が無いか、その探たん索さくに集中することにした。

　そうして注意深く見れば、俺達以外の人間が草を踏んだ痕こん跡せきが幾いくつか認められた。でも、和家の使用人の仕事として捉とらえるには雑というか、甘い。

　とすると、こんな即そく席せきの罠を張るような心当たりは──妨ぼう害がい者しや達しかいない。

　朝都の意志とは関係ないところで動いていることは十分わかっているが、俺の視線は半ば無意識に朝都へと吸い寄せられる。

「……ん、朝都。左斜ななめ後ろにも罠がある。気をつけろ」

「あ、はい」

「あ……」

　と、そこで空中を見つめながら声を上げたのは鈴真。

「罠以外のものでも見つけましたか？」

「いや、違うけど。思い出したことがあって」

「何をだ？」

「あのさ、罠ってふつうは動物を捕つかまえる物だよね。それで、松しよう子こさんが熊くまと闘たたかった場所が、庭だったっていう話を思い出したんだけど」

　鈴真は自信なげな口くち振ぶりだったが、その情報は俺達を沈ちん黙もくさせるには十分だった。

「で、でもこんな罠で熊は……」

　捕とらえられない──こめかみを引きつらせつつ、朝都はそう言うつもりだったのだろう。

　でも、朝都がそう言うことも、俺がそれを聞くことも無かった。

「朝都っ、来いっ！」

　その背後に巨きよ大だいな影かげを認めると同時に俺は叫んだ。

「え？」

　だが、朝都の反応は鈍にぶく、動き出すのを待てずに俺はその手を引くと、そのまま朝都と自分の位置を入れ替かえた。

　そして、森の暗さに紛まぎれて潜ひそんでいたソレに、俺は一歩だけ近付いた。

　それでもまだ、下半身しか見えなかったが、先手必勝とばかりに、俺は体落としを仕し掛かける──否いな、仕掛けようとした。

　実際、技をかける体勢は半分出来ていたのだが、直前で、ソレの体が深く沈しずんでしまい。

「おお──ぅっ！」

「うあっ！」

　結果、俺はソレに押し潰つぶされるように、前へと倒れ込んだのだった。図はからずも、倒れる時は前のめり、という信条通りに。

「多加良君っ！」

「と、カピバラレッド!?」

「ああ、熊じゃなかったんだね」

　鈴真と朝都の声は、慌てたものだったが、尾田の声だけはどうものんびりしていた。

　すぐにでもその訳を問い糾ただしたい俺だったが、上に乗っている重石おもしの所為せいでそれは叶かなわない。

「とっとと……どけ」

「あ、ああ、ごめんよ、アミーゴ」

　なんとか声を絞しぼり出して、ようやく俺は巨大齧カピバラ歯類レツドを背中からどかした。

「いやー、我わが輩はい失敗！　それにしてもなぜ躓つまずいたのだろう？」

「多分、その罠わなに引っかかったんだと思います」

「なんと！　罠！　このＫＷＬ和ワンダーランドにそんなものが!!　なんたることだっ!!」

　罠の存在を知ったカピバラレッドは、憤ふん懣まんやるかたないと言った様子で地じ団だん駄だを踏ふむ。でか過ぎて、可愛かわいらしさの欠片かけらもなかったが。

「そんなこと言って、実は自分が仕掛けたんじゃないのか？」

　都合三回どつかれ、一回押し潰された俺は、半ば本気でカピバラレッドに問いかけた。

「な、何を言うんだ、アミーゴ多加良!!　我輩は誰だれよりもＫＷＬの安全と平和を願う存在もの、いわば守護神だというのに！　その我輩が危険な罠など仕掛けるはずがない！」

「そうか、守護神なんだ」

　オペラ歌手のような声量で否定するカピバラレッドに、鈴真はすぐ納なつ得とくしたが、俺はそう簡単には納得しない。

「それなら、真犯人は？」

「それは我輩が知りたいところだ。大体我輩は、賊ぞくの噂うわさを聞いてパトロールに出たのだよ？」

「本当に？」

「本当だとも！　我輩は、旗はセットしたが、罠などセットしていない！　というか旗はどこだい、アミーゴ達？　もしも君達が隠かくしているなら早く出してくれたまえ。でないと我輩は君達からあたり棒くじを没ぼつ収しゆうしなければならないが？」

　繰くり返し尋たずねても、カピバラレッドは首を振りながら滔とう々とうと言葉を連ね、気付けば新たな疑ぎ惑わくの矛ほこ先さきを俺達に向けていた。

「旗？　何のことだ？」

「もちろん、罠も張っていませんが、旗も見ていません」

「オレ達がここで見たのは、カピバラレッドの石像だけだよ？　旗って？」

　俺に続き、朝都達にも同様の問いを向けられたカピバラレッドは腕うで組ぐみをしながら、小さな耳をピコピコと動かした。

「……失礼、通信が入ったようだ」

　が、その耳の動きは困こん惑わくとは無関係だったという事実に、俺は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。

　残る三人も、やはりその衝しよう撃げきに声もなく驚きよう愕がくしていた。

「待たせて済まなかったね、アミーゴ達。でも君達への疑いは晴れたし、こちらの方針は原状回復と決まったから、安心してくれたまえ！」

　カピバラレッドは、殆ほとんど頷うなずくだけで通信を終え、耳の動きを停止させると、再び俺達の方へ顔を向け、清すが々すがしい口調でそう言った。

「ということで、アミーゴ達、我輩に着いてきたまえ！」

　そして、事情が把は握あく出来ず戸と惑まどう俺達にそれだけ言うと、カピバラレッドは踵きびすを返し、俺達が来た道をすたすたと戻もどって行ってしまう。

「なっ、ちょっと、待て！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。着いてくればわかるから。なぜなら、我輩は全人類のアミーゴだからさ！」

　質問にまったく答えていないカピバラレッドを俺は呼び止めたが、カピバラレッドは歩みを止めなくて。

「仕方ない、追うぞ」

　俺達四人は、結局、その真っ赤な背中を追ったのだった。







　カピバラレッドがその歩みを止めたのは、あろうことか、自分と同じ顔が三つ連なった、あの石像の前だった。

「自分の石像に案内するなんて、まさか、ナルシストですか？」

「アミーゴ朝都、それは誤解だ。これは我輩ではなく、我輩のご先祖様達……つまり、カピバラグランパ像なのだ」

「……着ぐるみにもご先祖様っているのか、オレよくわからないんだけど」

「設定上はいいんじゃない？」

　鈴真の当然の疑問に対し、尾田の答えは実に器うつわの広いものだった。

　正直俺は、カピバラ像に手を合わせるカピバラレッドの後頭部をどついてやりたかった。

　だが、俺がそれを実行に移そうと構えたところで、カピバラレッドはガサガサと腹のポケットを──繰り返すが、カピバラは有ゆう袋たい類ではない──探さぐり出した。

「はいっ！　ど～こ～で～も～フラッグ～」

　某ぼう青色猫ねこ型がたロボットのものまねを俺達はさっくり黙もく殺さつしてやった。

　そうすれば、カピバラレッドはすごすごと石像へ向き直り、取り出した旗を石像のすべての手──計六本──に持たせたのだった。

　旗の色は上から、黄色、青、赤。

「さあ、これで我わが輩はいの原状回復にんむは完かん了りようだ！」

「この、旗を持った状態が間ま違ちがいなく、原状、なんだな？」

「間違いないとも！　我輩、アミーゴには噓うそを吐つかぬ！」

「じゃあ、旗が無かったのは誰かが……」

　胸を張るカピバラレッドに、鈴真はそう言いかけ、慌あわてて口を塞ふさいだ。

　それは朝都を気き遣づかってのことだったが、

「何者かが、旗を盗とったのでしょう。罠もきっと同じように妨ぼう害がいが目的です。結局、ぼくにも不利になるというのに」

　続きを引き取ったのは、当人だった。

「でも、その妨害者が捕つかまっても、ぼくには問題ありません」

　どこか呆あきれ顔でため息を吐くと、朝都はきっぱりと言い切ったのだった。

　それは、自分の意志とは関係のない暴走ことだからとも、鈴真や俺達が朝都の意志を理解しているから大丈夫なのだ、という風にも聞こえた。

「……うん、そうだよね」

　鈴真がどちらの意味で受け取ったか、確かめることはしなかったが、胸の綿毛が小さく揺ゆれたのを見て、きっと後者だと俺は思った。

「そうとも！　それに、賊を捕まえるのはメイド隊の仕事だ！　よって残る我輩の仕事は煌きらめく友情パワーで悪者の凍こごえた心を溶とかすことと……」

　そして、カピバラレッドはそこで言葉を切ると、赤い被ひ毛もうにも埋うもれない、黒く光る目で俺を見つめてきた。

　これは、俺が悪人顔だと暗に伝えているのだろうか？　と、思ったが、

「アミーゴリクエストの受信！　よし、では、リクエストに応こたえてこの美声で答えよう！」

　ピコピコ動く耳で、今度は勝手に何かを受信しただけだった。

「なんと！　我輩がさっきあげたアイスはあたりくじ付きだったのだ！　更さらに、なななんと、あたりを出したラッキーアミーゴは、もう一度ビッグワールドに入ることが出来るのだ!!」

　無む駄だな美声に、無駄に強弱とビブラートを付けながら俺達にそれを言い終えると、カピバラレッドは、かいてもいない汗あせを拭ぬぐう素そ振ぶりをして。

　もったい付けたくせに地味な情報に、俺達は揃そろってため息を吐いた。

「アイスのあたりって、ふつう、アイスをもう一本じゃないのか？」

「うん。でもあの味はちょっと。けど、それ以上にビッグワールドをもう一周は……」

　冷たいため息の嵐あらしに晒さらされて、地面を蹴けり始めたカピバラレッドがさすがに少し憐あわれになって、俺と尾田が声をかけてやれば、カピバラレッドはなぜかジェンガのステップでやって来る。

　と、カピバラレッドはまたも罠わなにかかり、大きくバランスを崩くずす。

「うおっとっと」

　けれど、カピバラレッドが転ぶことはなかった。なぜなら、

「……気をつけてください」

「その体で転んだら大変だって」

　朝都と鈴真がカピバラレッドの体を後ろから抱だき留めたからだった。

「おお、アミーゴ達よ！　君達のアミーゴパワーのおかげで助かったよ、ありがとう！」

　カピバラレッドは、バランスを取り戻すと二人の方へ向き直り、抱きしめようとした。

　もちろん、朝都も鈴真もその暑苦しい抱ほう擁ようから、さっと身をかわす。

　その動きも、救出劇と同様に息が合っていて、その変化を俺は素す直なおに嬉うれしく思った。

「なぜっ、我輩の抱擁から逃にげるのかっ！」

　もっとも、カピバラレッドのように暑苦しくその気持ちを表しはしない。

「えーっと、そう、思春期じゃない？」

　明らかに抱擁を通り越こして、骨の数本折りそうなジェスチャーを見て、尾田が二人を守るべく理由を付ければカピバラレッドは、ひとまず感謝の抱擁は諦あきらめた。

「思春期ならば仕方ない。しかし、友情プライスレス！　とはいえ、何も報むくいないのもナンセンス！　ということで、君達二人には我がカピバラ一族の言い伝えを教えよう！」

「……別に、教えていただかなくても」

「待って、朝都！　教えてくれるなら、オレ知りたいんだって！」

　あまり役に立たなそうな礼だったが、鈴真は朝都を制すると身を乗り出した。

「うむ、ではよく聞いてくれたまえ……麗うるわしきグランパの眼まなこ開きし時、偉い大だいなる者また目覚めん……」

　今度は、老ろう婆ばのようなしわがれ声にビブラートを利きかせて語り終えると、カピバラレッドは芝しば居いがかった一礼をした。そして、体を起こすとそのまま身を翻ひるがえし、

「それでは、アミーゴ達、アデュー！」

　最後に放たれた投げキッスを俺達が思わず避よけている間に奴やつは去ったのだった。

「……あの中身なか、本当に鈴木じゃないのか？」

「ああ、鈴木百もも人とくんならやりそうだよね」

「は？　百人？　俺が言ってるのは、鈴木朔はじめのことだぞ？」

「鈴木……朔……あ、ああ、そうか、生徒会長の方。だよね、僕、何言ってるんだろう？」

　なぜか一年生の方を先に思い浮うかべた尾田に、お馴な染じみの方の名前を告げれば、怪け訝げんな表情を浮かべた後、自らの頭をコツンと叩たたく。

　その一方で、またも鈴木を忘れているような発言を聞いたことに俺は軽い違い和わ感を覚える。

　ガサッ

　と、繁しげみの鳴る音と共に、何かの気配を感じて俺は振り向いた。けれど、しばらく目を凝こらしても、今度は何も現れず、俺は顔と思考を元へ戻もどす。

「……カピバラにもおじいちゃんっているんだ」

「それは、ぼく達にだっているんだから、当たり前です。それよりいまは、このカピバラ像が持っている〝手旗信号〟について考えないと」

「いや、〝手旗信号〟とは限らない」

「〝手旗信号〟ではない？　なぜ、そう思うのですか？」

　胡う乱ろんな表情を浮かべながらも、朝都は根こん拠きよを尋たずねてくる。

「まず、持っている旗が赤と白じゃない。そして、このポーズじゃ、何の信号ことばも完成しない」

　俺は二メートル強あるカピバラ像の前に回り込みながら、その事実を伝えた。カピバラレッドが旗を持たせた時点でおかしいと思っていたことを。

「多加良くんは、手旗信号、わかるの？」

「ああ、昔、ボーイスカウトをやっていた友達に一通り習った。ちなみに、腕うでをクロスさせたこの状態は無理矢理読んでも『・・・』だ」

「じゃあ、これはなぞなぞの信号こたえじゃないってこと？」

「わざわざ原状回復させたんだ、まったく関係ないってことは無いだろうけどな。まぁ、現時点ではよくわからない」

　カピバラ像を見上げつつ首を傾かしげる鈴真に、俺はそう言った。

　すると朝都は、カピバラ像に伸のばしかけていた手を止めた。

「……だったら、なぜ、カピバラレッドがこの旗を持たせたのか考えてみましょう」

　けれど、思考まで止めはしなかった。

「うーんと、旗の色は黄色と青と赤で、順番は違ちがうけど、信号機と同じ三色だって。でも、どうして信号って……」

「あっ！」

　結果的に鈴真の言葉を遮さえぎった尾田へと、次の瞬しゆん間かん俺達の視線は集中した。

「もしかして重要なのは、旗の向きじゃなくて、色なんじゃない？」

　だが、わずかに頰ほおを紅潮させた尾田は、一いつ斉せいに向けられた視線に怯ひるむことなく、そう続けて。

『……ああっ！』

　実に単純だったが、それ故ゆえに見落としていた点に気付かされ、俺達三人は顔を見合わせた。

　俺は、すぐに新たな視点に沿って思考を巡めぐらせ、まず、このカピバラ像自体を〝信号〟と仮定してみた。信号機と同じ色の旗を持っている点を重視して。

「まず、旗を動かしてみるか」

「交通信号に倣ならうなら、赤黄青の順番ですね」

　俺の提案に朝都も賛同して、俺達は即そく実行に移した。

　が、カピバラ像に変化が起きる事はなかった。

「じゃあ、他ほかの組み合わせかな？」

　という尾田に従って、十パターン以上試ためしてみたが、カピバラ像は恐おそろしげな顔をしたまま、何の変化も見せなかった。

「あのさ、寝ねかせると目を閉じる人形、あるよね？」

　次に尾田は、さっきから目を閉じたり開いたりしている鈴真から得たと思われるアイディアを口にした。

　少々重たそうだが、尾田の言うようにカピバラレッドを寝かせてみようかと思ったところで、鈴真が制服の裾すそを引いた。

「目を閉じちゃだめだって」

　裾を握にぎったまま、鈴真は真しん剣けんに訴うつたえかけてくる。

「どうしてだ？」

「だって……カピバラレッドが教えてくれたのは〝眼まなこ開きし時〟だから」

「鈴真は、カピバラレッドの言うことを信じるんですか？」

「っていうか、信号のことも、カピバラレッドの言ったこともよくわからないから、両方合わせて考えてみたら、そうかなって思っただけなんだけど」

　やや詰きつ問もん調の朝都に、少しだけ声を落としたものの、鈴真は自分の考えをしっかりと俺達に伝えてくれた。

　だから俺も、鈴真と同じようにカピバラレッドの台詞せりふと〝信号〟というキーワードを合わせて考えてみる。

　そうしながら、カピバラ像も確かく認にんすれば、威い嚇かくの表情の中、その目は確かに閉とざされている。

「つまり、カピバラ像の目が開いたら、何か起こるかもしれない、と考えたわけだ」

「うん。目が開いたら〝偉い大だいなる者〟も目覚めるらしいから、その旗も動くかもしれないって」

「確かに可能性はありそうだね」

「……でも、本当に鈴真は、それを自分で考えたのですか？」

　朝都はその推理を認めた上で、どこか驚おどろいたように問いかけた。

「うん、そうだけど」

　鈴真は屈くつ託たく無く頷うなずいたが、その瞬間、朝都の瞳ひとみにはほんの少しだけ嫉しつ妬との色がよぎった。

「……カピバラレッドのような単純な思考は鈴真向きだったのかもしれませんね」

　皮肉めいた台詞の中に隠かくして、その嫉妬を鈴真に気取られることはなかったけれど、胸の綿毛には葉が一枚増えていた。

　嫉妬というと、聞こえは悪いが、それは朝都が鈴真を認めなければ発生しない感情だから。

「けれど、本当にカピバラレッドを信じていいのか……」

「疑っててもわからないなら、信じてみるのもいいじゃないか」

　俺は、そんな台詞でもって朝都の声を遮った。

　そうすれば朝都は、頷きこそしなかったが、その続きを口にすることはなかった。

「とすると、あのあたり棒くじも考こう慮りよしてみた方がいいな」

「確かに、ただのあたり棒じゃないんだよね。まあ、もう一度ビッグワールドに入れるっていうのはおまけとして……」

「すごくシンプルに考えて……あの棒がカピバラ像を動かす鍵かぎ、っていうのはどうだ？」

　少し突とつ飛ぴな発想かもしれなかったが、俺は思いきってそう口にしてみた。

「……なんか、重さ的にはそんな感じがするって」

「じゃあ、カピバラ像に、鍵かぎ穴あなを探してみようか」

　返って来たのは意外にも賛成意見だった。そして朝都が無言でカピバラ像の背後に回ったのを合図に、俺達は再び調査を始めたのだった。







「……カピバラは哺ほ乳にゆう類だよね」

「そして齧げつ歯し類です」

「なら、残りはもうおへそだって」

　新たな視点に沿って、俺達はカピバラ像の耳の穴、鼻の穴、ついでに爪つめの間まで調べたが、鍵穴はおろか、針の入る隙すき間まも見つけられなかった。

　よって、鈴真は先の結論にいたったのだが、トーテムポールのような、主に上半身のカピバラ像のどこを腹部と見るべきか、俺は悩なやんでしまう。

「……やっぱり、真ん中か？」

　心なしか、他のカピバラよりも主張が強そうに見えることから、俺はそう推測した。

「でも、ちょうど目の高さだから、その辺はさっきよく見たけど？」

　しかし、鈴真にそう言われれば、揺ゆらぐ程度の推理だった。

「あの……カピバラレッドには確か袋ポケツトがありましたよね？」

「ああ。どんな設定オプションかわからないけどな」

「それは多分、この為ためのオプションだと思います。哺乳類なら、臍へそはあります。でも哺乳類でも有ゆう袋たい類の臍はどこにあるのかと考えた場合、それは袋ふくろの中だと思います。だからカピバラのポケットの中には、鍵穴があるのでは？」

　朝都はそう言うと、まず自分の臍を指し、それから一番上のカピバラ──右みぎ脇わき腹ばらにポケットの付いたそれを指さした。

「うん。試ためしてみる価値はある」

　朝都の推理には説得力があったから、俺は頷くと同時に件くだんのポケットに手を伸のばした。

　視界の端はしに、少し照れたように帽ぼう子しを直す朝都を捉とらえながら、俺はポケットに触ふれた。

　ぱっと見では平面にしか見えないそれからは、触れてみても凹おう凸とつは感じられない。けれど、縁ふち取どるようにその周囲にはしっかりと溝みぞが刻まれていた。

　ただ、洋服のポケットとは違ちがい、手はおろか、指先の入るような隙間もなく、試しに横にスライドさせてみたが、それも上手うまくいかない。

「開かないみたいだね」

「それは……あ、そうだ！　秋庭さん、押してみてください！」

　苦戦する俺の背中に、具体的な指示を寄よ越こしたのは朝都だ。

　自信ありげな声に促うながされ、俺はすぐにそれを実行してみる。

　すると、ポケットに掌てのひらを押しつけた瞬しゆん間かん、確かな手て応ごたえがあり、押し戻もどされる感覚と共に、一度押し込んだポケットは、パカリと外れ、俺の掌に収まった。

　それと同時に、カピバラレッドの脇腹にはポケット型の凹へこみが出現し、その中央に、少し縦長の、アイスの棒を差し込むのにちょうど良さそうな、鍵穴が現れたのだった。

「朝都、期待通りだ！」

「本当ですか！」

　俺が告げれば、朝都はわずかに頰ほおを紅潮させながら、精せい一いつ杯ぱい背伸びをして鍵穴を覗のぞき込んだ。

「本当に……あった」

　そうして実際に鍵穴を目にすると、驚きを隠さず、そう呟つぶやいたのだった。

「朝都、やったね！　でも、どうして開け方がわかったの？」

「それは、昔持っていた宝物入れ……いえ、容いれ物が同じ開け方だったからです」

　朝都は問われるままに答え、けれど途と中ちゆうで声のトーンを落とした。

　その理由を追つい及きゆうするよりも、俺は目の前に、その先へと目を向けさせることを優先する。

「じゃあ、鍵くじはどっちのだ？」

「なぞなぞでは〝信号〟は〝三つ目〟だったので、尾田さんの方だと思います」

　朝都の答えに頷うなずくと、尾田はポケットから当たり棒を取り出し、カピバラ像の臍あなへ鍵を差し込んだ。

　途中で引っかかることもなく、鍵はスムーズに三分の二飲み込まれたところで止まり。

　尾田が鍵を右へ回せば──ガチャリ、といかにもな音が響ひびいて。

　そこからもう四十五度鍵を回すと、ふいにカピバラ像の耳が、ピコピコと動き出した。

　次いで、その振しん動どうが伝わったように腕うでが──旗が動き始め、微かすかなモーター音を響かせながらゆっくりと三色の旗の位置は入れ替かわって。

　最後に赤・黄・青の順になって止まった。

　つまり、カピバラ像はそこで動きを止めてしまった。未いまだ、その目を閉とざしたままで。

　それでも、時間差で何か起こりはしないかと、俺達は息を詰つめ、しばらくカピバラ像を見守ったが、やはりそれ以上動くことはなかった。

「……あたり棒が、違うのかな？」

「それなら、こっちも試してみますか？」

　首を傾かしげる尾田に、朝都はボディバッグからもう一本を取り出し、預けた。

　だがその鍵かぎは回すどころか、鍵穴に入れることも出来なかった。

「……カピバラ像の目が開かないから、だめってこと？」

「おそらくな。きっと、あと少しだけ、何かが足りないんだ」

　ちょうど、一回りに足りない、あと四十五度分の、何かが。

「……まだ、足りない」

　俺の言葉に朝都は再び手の中に戻って来たあたり棒に眼まな差ざしを注ぐと、そう声を落とした。

　でも、足りないのなら、探して、満たせばいい。俺達も、朝都も。

　その為の手がかりを探して、空を仰あおいだ俺の目に飛び込んで来たのは、ジェットコースターのレールだけだったが。

「もしかしたら、どこかで止まっているってこともあるな。探しに行ってみよう」

「……そうですね。行ってみましょう」

　俺がそう言うと、朝都はもう一度あたり棒を見て、頷いたのだった。







　進んだ道を戻る形になったが、ビッグワールドのほど近くで俺達はジェットコースターと邂かい逅こうすることが出来た。

　ただし相手はスピードを緩ゆるめることもなく、俺達の前を滑かつ走そうしていって。

　走り抜ぬけていくドラゴンの横顔を憎にくらしく見送る俺に、

「ここまで来たら、絶ぜつ叫きようマシーンであっても乗りたいよね」

　同じく後部を見つめながら呟いたのは尾田。その言葉に、朝都と鈴真も大きく頷いた。

　顔には疲ひ労ろうの色があるが、その目に諦あきらめは見えない。

「あと検討する余地があるのは、〝偉い大だいなる者〟だな」

　だから、俺はそう言った。ここに来る途中、ヒントの宝箱も探したが、新しい物を見つけることが出来なかった以上、手持ちの情報を洗い直すしかないのだと。

「ぼくもそう思います」

「でも……〝偉大なる者〟って、どういう感じ？」

　鈴真が抱いだいた疑問は当然で、何かを探すにしても簡単なイメージ位は全員で摑つかんでおく必要がある。

「……偉大なる者」

　言葉を声に出しながら、俺はまず自分の中のイメージを固めようとした。けれど。

　しゃりしゃりしゃりらん

　と、鈴すずにも似た控ひかえ目な金属音がして。

「妾わらわを求めるは、だれかのう？」

　次いで、響いたのはそれとは対照的な、一いつ瞬しゆんにして場を支配する、艶つややかな女の声。

　一ひと房ふさだけでも十分な輝かがやきを放つ銀糸の髪かみを、光を纏まとうが如ごとく微かに靡なびかせながら、突とつ如じよとして現れたかのうは、俺に視線を向けると、腰こしに片手を当てつつ、小さく首を傾げた。

　俺は、確実に次の言葉を悟さとっている、黄金きん色の双そう眸ぼうを自分のそれで捉とらえると、

「誰だれも求めてないから、何もせず帰れ」

　望み通りの答えをくれてやった。
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　今日に限っては、かのうが俺にちょっかいを出してくる理由は明白だったが、だからこそ逆にこっちは顔を合わせたくない。

　そして、これ以上相手をするつもりはない、との意思表示のつもりで目を逸そらす。

「……いや、確かに呼ばれたのう」

　しかし、かのうはそう言うと、俺から視線を外し、他へと向けた。

　当然その先は、本日二度目とはいえ空中から声だけが降ってくるという状じよう況きようを、どうにか把は握あくしたばかりの朝都と鈴真ではなく。

「あ……もしかして。その……〝偉大なる者〟はかのう様だとか？」

　この場でもう一人、かのうの声も姿も見える尾田は、一度は躊躇ためらったものの、結局、視線のプレッシャーに負けて、仕方なくそう言葉を続けたのだった。

「あり得ない」

「その通りだのう」

　次の瞬間、真逆のことを言いながら、俺とかのうの声は重なった。

　全力で否定すると同時に睨にらみつけた俺に対し、かのうは余よ裕ゆうありげに目を細めると、今度は朝都達へと視線を移す。

「のう、朝都、鈴真。そなた達にとって、妾は偉大な存在であろ？」

「ええと……かのう様は、どこにいるんだって？」

「え、見えないの？」

「……はい。ぼく達にはまだ声しか」

　声こそ優やさしいが、斜ななめ下に見下ろされているとも知らず、空中に視線を彷徨さまよわせる二人を見て、尾田はようやくそうと気付いた。

「……僕に見えるのは気まぐれの結果だよ」

　ほんの少し所在なげな顔をする二人に、尾田はそう言いながらかのうの居場所を指で示してやる。

　実体でないにもかかわらず、見える者には、うるさい程ほどの存在感が放たれているその中心ばしよを。

「して、答えは？」

「は、はい。それはもちろん偉大な方です」

「うん。夢はともかく、願いを叶かなえられるのは、やっぱりすごいことだって」

　和家の──ある意味純じゆん粋すい培ばい養ようの──子ども達を、そうやって味方に付けると、かのうは楽しげに微笑ほほえんでみせた。

　朝都と鈴真にではなく、俺達に対して、だが。

「子どもを味方に付けるなんて卑ひ怯きようだぞ」

「うん、ちょっとどうかと思う」

　その態度も癇かんに障さわって、俺達は文句を付けたが、かのうはどこ吹ふく風で、その微笑みが崩くずれることはない。

「和家の子どもにしては賢かしこいのう。〝願い〟と〝夢〟の見み極きわめはまだつかぬようだがのう」

　一方、その唇くちびるから紡つむがれる言葉には微び量りようの毒が織り込まれていた。

〝願い〟と〝夢〟、この二つの単語は二人の表情をにわかに曇くもらせたが、かのうが気にする様子は皆かい無むだ。

　だが、俺はかのうに嚙かみつく代わりに、持っている情報をすべてむしり取ってやるべく、口を開く。

「なら、お前はもちろん、ジェットコースターの乗り方を知っているんだよな？」

「はて？　妾は偉大なれど……じぇっとこーすたーなどというものには興味がない。故ゆえに知らぬのう」

「……あんなに自信ありげに出てきて、か？」

「信じらんない」

　俺達には、多分にいつも通りの答えだったが、瞬まばたきも忘れて呆ぼう然ぜんとしているところを見ると、朝都と鈴真は少なからずショックを受けているようだ。

「妾がきゅーとで偉大なのは事実だからのう」

　更さらに自信過か剰じような台詞せりふを口にするかのうに、尾田は疲つかれたようなため息を吐つく。このままでは、無む駄だに体力気力を奪うばわれるいつものパターンに陥おちいる。

「……もういいから、とっとと」

「ああ、そうであった」

　が、そこでかのうは、俺の言葉を遮さえぎると、唐とう突とつに着物の袷あわせの辺りを探さぐりはじめた。

　俺と尾田が何となく視線を外せば、朝都達には胡う乱ろんな表情を向けられたが、まあ、仕方ない。

「……多加良が己おのれを賢いと自負しているなら、これが何かわかるかの？」

　そうして、かのうが掌てのひらに載のせて見せたのは、中心に穴の空いた五百円玉大の金属で、外側に刻まれたギザギザを見れば、それが何かなど一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「遠とお眼鏡めがねにしては、遠くが見えぬしのう」

　だが、かのうは訝いぶかしげに呟つぶやきながら、その金属を片方の目に当てる。その動きに伴ともなって、手首の連環わはしゃらんと音を立てる。

　ひどく子どもじみた発想と仕し種ぐさに、俺は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られてしまって。

「いや、いやいやいや。それを望遠鏡に見立てるのはかなり苦しいですから！」

　果か敢かんにもツッコミを入れたのは尾田だった。

「ならば……眼鏡かのう？」

　しかし、かのうはまったく己のペースを崩さず、今度はもう片方の瞳ひとみに指で作った輪をあてがって見せる。

　一瞬、気が遠くなる俺だが、尾田に肩かたを叩たたかれ、後を託たくされれば、逃にげるわけにはいかない。

「……あの、もしかして、今、空中に浮うかんで見える、アレの話をしているんですか？」

　と、そこで朝都に問われ、俺は頷うなずいた。

「アレ、どこで拾ったのかな？」

　かのうの姿は相変わらず見えていないようだが、二人の指先は間ま違ちがいなく空中に浮かぶソレに向いていた。

　多分、こういうのは、かのうのさじ加減だ。どうせ見せるなら、とても願いなど叶えてくれそうにない、あの子どもじみた姿を見せればいいと思う。

「アレを眼鏡として使う国とか、あるのかな？」

　まあ、鈴真でさえ、ただ不可解、という表情を浮かべている時点で、ある程度の効果は出ている気がするが。

「レンズの無い眼鏡も望遠鏡も俺は認めない。だいたい、眼鏡にはレンズが二枚だろうが」

「おや、そうだったかのう？　時には片目で覗のぞく物もあると思うがのう……例えば、目が一つでも十分な者だとか、の？」

　そう説明してもなお、眼鏡路線に固こ執しつするかのうに俺は辟へき易えきとしたが、その問いを向けられた瞬間、何かが頭を掠かすめた。

「……それがレンズならな。けどそれは歯車だ」

「ほう。これは、歯車、というのかの」

　だが、俺はそれを捕つかまえ損そこね、ひとまずこれ以上の遣やり取りを避さけるべく、かのうに答えを告げた。

　それでようやくかのうは、目からその小さな歯車を離はなしたのだった。

「……して、どのように遊ぶのかのう？」

「おもちゃじゃないぞ。だいたい一つじゃあまり使わないし……」

　残念ながら質問は打ち止めとはいかず、無む邪じや気きを装よそおうかのうに、半ば惰だ性せいで俺は口を開き、

「んん？」

　またも頭の中を掠めた微かすかな閃ひらめきに、一人首を捻ひねる。

「そうだ……もし、もう一個歯車があったら、組み合わせて何か遊べるかも」

「それなら、ぼくがさっき拾った歯車ものが」

　一方、鈴真と朝都はかのうの思い込みに応こたえるべく、額を寄せて話し合う。

「……一つでだめなら、二つ、か」

「もしかして、ジェットコースターも信号ブレーキが一つじゃ止まらなくて」

「仕し掛かけを二つ動かす、のか？」

　そして、俺と尾田は一つの可能性に行き当たる。

　自動車にもブレーキは二種類あるのだから、安全面から考えてもあり得うる話だ。

　そうして、俺達が顔を見合わせたのと、ほぼ時を同じくして朝都達の方でも、何らかの答えが出たようだった。

　けれど、俺達がその中身を知ることは無かった。

「かのう様……あの、よかったらこの歯車を使って」

「いらぬよ」

　朝都達の好意を、かのうがたった一言で退けてしまったから。

　短いが明確な拒きよ絶ぜつに、朝都も鈴真も戸と惑まどいを露あらわにしたが、かのうは構わないどころか、自分の持っていた歯車までも俺に投げて寄よ越こす。

　急に、玩がん具ぐに飽あきた子どものように。

　そのくせ、紅あかい唇くちびるに浮かべるのは、俗ぞくっぽい微笑ほほえみで。

「妾わらわが求めるものは、かようなものではないからのう」

　意味ありげな眼まな差ざしと共に、投げられた台詞せりふに、俺の頭は一気に醒さめた。

　かのうは俺へのヒントとして〝歯車〟を持ってきた。でも、目的はヒントをもたらすこと自体には無く、その代だい償しようへの布石を打つため。

　どちらかと言えば婉えん曲きよくを好むかのうにしては珍めずらしい、露ろ骨こつとも言える意思表示に、俺は不快感より戸惑いを覚える。

　かのうにとって、この〝取引〟はどのくらい意味のあるものなのか、と。

　尋たずねたところで、はぐらかされることも直感的にわかったから、俺はその問いをひとまず胸の奥に沈しずめた。

　ただ、かのうの姿が見えない朝都は、その言葉も自分に向けられたと思ったらしく、弁解の言葉を口にする。

「……あの、歯車は別に贈おくり物ではありませんから」

「うん、そうなんだって。それより、かのう様の求めるものって……」

　鈴真もまた朝都に同意したが、なぜかその先は言葉にしなかった。

　見えずともかのうの気配に気き後おくれした、というのでも無いらしい。そのすっきりとした表情から察するに、本当にどうでもいいと判断したようだった。

「……贈り物。そういえばそういう話であったのう。ほほ、そなた達の贈り物、楽しみにしておるからの」

　かのうはかのうで言葉の半分も気持ちの入っていない反応を返したが、二人は黙だまって頷くだけだった。

「では……妾は先に〝儀ぎ式しきの間〟で待つことにしようかのう。謎なぞはもう謎でなくなったようだし、の？」

　どこか他人ひと事ごとのような──事実、そういう感覚なのだろう──台詞に、俺が小さく頷けば、かのうは満足げに目を細め、ふわり、と一段高いところへと舞まい上がる。

　そこで、風と戯たわむれるように、けれど木の枝は器用に避けてくるりと回ると、

「なれど、妾も乙女おとめゆえ……あまり待たせぬように、の？」

「……誰だれが、乙女だ？」

　思わず俺の口を突いて出た疑問は聞こえぬ振ふりで、かのうはそのまま姿を消す、と思われた。

　が、小鳥が餌えさをついばむような軽さで、もう一度俺の前に降り立った、かと思うと、

「ほんに賢かしこいのなら、多加良……わかるの？」

　小鳥の囀さえずりよりも小さな囁ささやきを俺の耳に落として。

　しゃららしゃらん

　その小さな残ざん響きようさえも消すように、連環を鳴らしながら、今度こそかのうは姿を消したのだった。

　紅い唇の残像と二重の意味を持った言葉の毒気に、軽い目め眩まいを覚えて、俺はそれをやり過ごすためにしばし目を閉じた。

　そうしながら、自分がやるべきことを胸の中で反はん芻すうする。

　いまも眠ねむり続けるあの女ひとの為ために、取引の材料を集めること。一つと言わず二つ。

　その為に前に進むこと。

「もうかのう様は、行っちゃったの？」

「あ、うん。いつも通りにね」

　二つを確かく認にんしたところで目を開け、気分が落ち着いていることを確かめて。

「かのう様はあまりぼく達に期待……興味がないのか。〝王様〟になれたとして、本当に願いを叶かなえてくれるの、か？」

　次に俺が目にしたのは、朝都が〝かのう様〟に疑いを抱いだいた瞬しゆん間かんだった。

　そんな疑問が生じる日が来るとは、思わなかったのだろう。ごく小さな声だったが、朝都は自分が思考を口に出したと気付くと、慌あわてて周囲を見回した。

　朝都はそれが誰にも届いていないと判断すると、ほっと息を吐ついて、そのまま平静を装よそおう。

　でも、その胸の綿毛は何か少し軽くなったように茎くきを伸のばして。

　俺は改めて、朝都の植物を、そして鈴真の植物を咲さかせて摘つむのは自分なのだと思った。

　そして、決める。まずは、二人の願いの植物を咲かせる、と。

「……もしも、今日願ねがいが叶うとしたら、それは一番の願いだけだ」

　そう胸に誓ちかいながら、俺は朝都と鈴真にそれだけは伝えておく。

　すると朝都は目を瞠みはり、問うような眼差しを向けてきたが、そ知らぬ顔で逆に見返してやれば、声で問うことはしてこなかった。

「一番の、願いって……」

　一方、鈴真は目を瞬しばたたかせながら、尋ねようとして、口を閉じた。

　それを問う相手は、自分自身だと気付いて。

　俺は頷うなずくと、ぱんっ、と一つ手を打って、

「さてと、じゃあ……ジェットコースターに乗るか」

　二人に誘さそい文句を向けたのだった。

「え、ええっ？　乗り方、わかったの？」

「ほっ、本当ですか？」

「ああ。珍しく、色々と落としていってくれたからな」

　身を乗り出して来た二人に頷きながら、俺はかのうが投げて寄よ越こした歯車を空中にかざしてみせた。

　役に立つのなら、それが毒でも薬でもすべて使ってやる覚かく悟ごを決めて。




　　　　８




「つまり、歯車は一つじゃ回らないってことだ」

　かのうから渡わたされた歯車を示しながら、俺はまず答えから告げた。

「では、二つあれば良いのですか？」

　が、単刀直入すぎた為か、朝都はそう言うと、取り出してあった歯車を俺の掌てのひらに載のせた。

「何も起こらないけど？」

「それは、あくまで考えるヒントだからな。でも、歯車っていうのは……こうやって回るもんだろ？」

　でも、せっかくなので、俺は手の上で二つの歯車が嚙かみ合うように動かした。

「あ……こういうの、時計の中で見たことあるって」

「確かに……一つじゃ回らない。一つじゃ意味がない、ですね」

「だから、カピバラ像だけが動いても、何も起こらなかったんだよ」

　尾田がまず一つ結論づければ、二人も頷いた。

「逆に、もう一つの〝歯車〟を動かせば、鍵かぎも回ってカピバラ像の目も開くとか？」

「それが、〝偉い大だいなる者〟ですか？」

「二人合わせて、正解だ」

　そして、辿たどり着いた正解に俺と尾田が拍はく手しゆを送ると、二人は照れくさそうに口くち許もとを緩ゆるめた。

「残る問題は……〝偉大なる者〟が何かだけど」

「ああ。でも、そっちもだいたいわかってる」

　言いながら、俺はかのうがやったように、歯車を目に当ててみせた。ただし、片目はしっかりと閉じてわかりやすくする。

「えーと、ウインクの練習？」

「ウインクなら出来る。そうじゃなくて、カピバラ像以外にも目を閉じてた奴やつがいただろ？」

　真しん剣けんな顔で冗じよう談だんを言う尾田に、実じつ践せんしてみせながら、俺はもう一つヒントを出した。

『……ビッグワールドの巨きよ人じん！』

　そうすれば、俺のウインクに一瞬息を詰つめた後──ああ、心臓に悪くてごめん──朝都と鈴真は、今度は見事なユニゾンで答えたのだった。







「言われてみればだけど、カピバラレッドって、随ずい所しよでヒントを出してたんだね」

「アイスのパッケージといい、どれもわかりにくかったけどな」

「でも、これで朝都のあたり棒かぎの出番だって」

　鈴真は声を弾はずませて笑え顔がおを向けたが、受け取る朝都の方は、あたり棒を握にぎり締しめながら、浮うかない表情だった。

「多分……このあたり棒は、キュクロプスのどこかに差し込むのだと思います。でも、あたりはもうこの一本しか……」

「ああ、そうだ。中に入るにはあたり棒を提示する必要がある。だからビッグワールドに入れるのは一人だ」

　言い淀よどむ朝都から言葉を引き取って続ければ、ようやく鈴真も顔色を変えた。

「それに、構造から考えて、ビッグワールドからはジェットコースターに乗れない。つまり……四人のうち一人は確実に乗れない」

「そんなの……どうすればいいんだって。オレは……乗らなきゃいけない、し」

「ぼくも乗らないわけにはいきません」

　断言する俺に、鈴真は掠かすれた声で、朝都は硬かたい声でその意志を明らかにする。

　多分、ここで手を挙げるべきは俺だ。

　通過儀ぎ礼れいに参加しているとはいえ、あくまで特別枠わくで、〝王様〟になる資格を持たない俺が。

　でも、二人の胸に願いの植物がある以上、ここで離はなれてしまうのは避さけたいし、このままにはしないとさっき誓ったばかりだ。

「……先に二人が乗って、後から俺が追うか？」

「それは無理だと思う」

　俺が唯ゆい一いつの打開策と思って口にしたのを、即そく否定したのは尾田だった。

「どうしてですか？」

「宝箱の中に、時刻表みたいなのが入ってたよね。多加良、その最終時刻、言ってみて」

「ああ……15時55分だろ」

　立体視は出来なかったが、読み上げてもらい頭の中に入れたそれを答えれば、残るチャンスは一度きりなのだと俺達も理解した。

　その事実に俺達が沈ちん黙もくする中、尾田はポケットから携けい帯たいを取り出すと、

「今は15時30分……急がないと。時計を合わせたら、ビッグワールドの方は僕が行くから」

　早口に、そう言ったのだった。

「なっ、尾田、ちょっと待て！」

「宝箱の中に時刻表が入ってたのは、二カ所で鍵を回すタイミングを合わせる為ためだったんだ」

「ああ、そうか……じゃなくて」

「だから、これがベストの人選でしょ？」

「そっ、れは……そうだ、けど」

「尾田さん、さっきすごく船ふな酔よいしてたじゃないですか！」

　あくまで冷静な物言いに、俺が言いくるめられそうになる中、大声でそう言ったのは朝都だった。

　自分が〝王様〟になる為なら、他人が多少の不都合を被こうむろうと仕方がない──そう割り切っていたはずの朝都の反応に俺も鈴真も目を瞠みはる。

「また……オレの知らない朝都だ」

　その小さな呟つぶやきは朝都の耳には届かなかったけれど、二人の綿毛は同じように揺ゆれていた。

「心配してくれてありがとう。でも、朝都くんと鈴真くんはジェットコースターに乗らないと先に進めない。そして、多加良には多加良にしか出来ないことがある。それなら僕は、自分がやるべきことをやる。だからその結果に……期待してよ」

　そして尾田は、驚おどろく代わりに穏おだやかに、朝都に、俺達に自分の意志を伝えた。

　真っ直すぐで、真しん摯しな眼まな差ざしと共に。

　故ゆえに、期待してくれ、と言われた方は黙だまって唇くちびるを嚙かみしめるしかなかった。

「でも……このあたりはぼくが出したのに」

「うん。けど、いまは僕が預かるよ」

「……代わりに渡わたせる物もありません。あるとしたらこの、よくわからない〝歯車〟くらいで」

　最後の抵てい抗こうとして、朝都は片手にあたり棒を握り締めながら、もう片方の手を開いて見せた。

「そうか、わからないんだ……じゃあ、僕はこれを朝都君がすごいことに使うと期待しつつ……預ける」

　尾田は微笑ほほえみながら、その歯車を握り締めると、すぐに離して再び朝都の掌てのひらに載のせた。

「……え？」

「でも、いざという時は〝期待〟よりも〝願い〟を選んでいいんだってことは、覚えておいて」

　尾田の言葉こえは、それがどんな経験から発せられたものかを知る俺の心にも静かに響ひびいて。

　託たくされた歯車とその言葉の意味を、懸けん命めいに理解しようとしている朝都の眼差しと綿毛を揺らして。そんな二人を見つめる鈴真の綿毛も小さく揺らした。

　そうして尾田が、緩ゆるんだその手からあたり棒を抜ぬき取った時、朝都は歯車を握り締め、小さく頷うなずいたのだった。

「……船酔い、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだな？」

「うん。ジェットコースターよりはボートの方がましだから」

　強がりなのは明らかだったが、尾田の覚かく悟ごごと俺はそれを受け止める。

「そうか。……キュクロプスの鍵かぎ穴あなは多分、カピバラ像と同じで臍へそにあるはずだ」

「わかった。カピバラ像より大きい分見つけやすいよね」

「ああ。じゃあ……15時55分にな」

「うん、15時55分に」

　尾田の携帯時計とけいと腕うで時計の時間を合わせると、次に二つを軽く打ち合わせ、俺は尾田に背を向けた。

「俺達は、こっちだ。急ぐぞ！」

　そして俺は、躊躇ためらう二人の背中を押すと同時に、その勢いで一歩を踏ふみ出した。







　尾田がキュクロプスのところに辿たどり着くまで、およそ二十分。

　その間に、俺達はカピバラ像のところまで戻もどり、且かつ、準備をしなければならない。

「停車位置がカピバラ像なのは、ビッグワールドとの関係でわかります。でも、準備とは？」

　その旨むねを伝えると、朝都は半分理解し、残り半分を問うてきた。

「……あ、止まっただけじゃ、乗れないかもしれない、から？」

　だが、俺が答えるよりも鈴真がそうと悟さとる方が早かった。

「その通り。ジェットコースターから親切に梯子はしごが降りてくるとは限らないからな」

「確かに、備えておくにこしたことはありません」

「でも、梯子なんてすぐに見つかるかな？」

「そう都合良く、転がってはいないでしょうね」

　走りながら鈴真が首を捻ひねると、朝都は今度は否定的な意見を口にする。

「そうだな。けど、ここは梯子に代わる物さえ調達できれば大丈夫だ」

「その代用品が見つからなかった場合は？」

「それは、探してみなくちゃわからない。でも……無くても見つける。尾田の為にも、な」

　先を読んで心配する気持ちもわからないでは無かったが、俺がそう言い切れば朝都は口を閉じ、代わりにスピードを上げたのだった。







　カピバラ像のところまでは順調に戻れたが、予想通り、梯子などは用意されていなかったし見つからなかった。レールに引っかけられそうなロープも然しかり。

　代わりに俺が見つけたのは、太い倒木まるただった。

　長さは申し分なく、足がかりになりそうなこぶや、枝の根元も残っていて、レールに立てかけてもある程度の安定感があった。

「……あと、三十秒」

　俺のカウントで、朝都はカピバラ像に既すでに差し込んであるあたり棒かぎに手を伸のばし、鈴真はレールの先に目を凝こらしながら、耳を澄すます。

「……来たよっ！」

　鈴真が叫さけんだところで、一いつ瞬しゆん時計から目線を上げれば、俺にもドラゴンの鼻先が見えた。

「ああ、見えた。あと十五秒」

「十秒……九、八」

「七、六、五、四」

『三、二、一……ゼロ！』

　そして、15時55分ジャスト。

　朝都は、バイクのスロットルのごとく、鍵かぎを回した。

　その瞬間。カピバラ像は例によって耳を動かしながら、つぶらな三対ついの目を大きく見開き──開かれた瞳ひとみには赤信号のように赤色の光が灯ともっていた。

「よし！　尾田、最高だ！」

　ここにはいない尾田に、俺は称しよう賛さんの声を送った。

「えっ、なんで？」

「ジェットコースターが止まっていません！」

　が、それに返ってきたのは慌あわてふためく二人の声だった。

　反射的に上を仰あおげば、確かにジェットコースターは俺達の上を通過しようとしていた。

　けれど、そのスピードはわずかながら落ちている。

「停車位置を読み間ま違ちがっただけだ。行くぞっ!!」

　俺は二人に端たん的てきに告げると、倒木を抱かかえ上げ、すぐにそれをレールに立てかけた。

「こんな荷物を抱えて走るよりは、レールの上を走って追う方が早い」

　俺の言葉に、朝都と鈴真は共に頭上を仰ぐと、表情を硬かたくした。

「……足あし下もとの不安定さを考えると、若じやつ干かん疑問ですが、わかりました」

「オレも、了りよう解かい」

　けれど、ごくりと喉のどを鳴らしながらも覚悟を決めると、二人とも大きく頷いた。

「最初は俺が木を支えるから、お前達は登れ」

　でも、その覚悟を褒ほめている時間はない。すぐに次の行動を促うながすと、二人は顔を見合わせ、

「じゃあ、ぼくから行きます」

　先に手を挙げたのは朝都だった。

「木登りする朝都なんて見たこと無いけど」

「……初めてですから。正確には木登りではありませんけれど」

　鈴真がそう呟つぶやくと、朝都はやや硬い声で返したが、一度木にかけた手を離はなすことはしない。

「じゃあ……成功するように、オレも支えてるよ」

　そんな朝都に鈴真は、笑え顔がおでそう言うと、言葉通り俺に手を重ねた。

　そして朝都は、笑顔こそ返さなかったが、鈴真の目を見て一つ頷うなずくと、木に置いた手に力を込こめたのだった。







　無事にレールに登った二人に上で木を支えて貰もらい、俺もレールに上がった時には、ブレーキ音も、走行時の振しん動どうも感じられなかった。

「停車してるぞ」

「ええ、これならきっと乗れます」

「うん。楽しみだ……あれ？」

「どうした？」

　それぞれ確信して喜んだのも束つかの間、鈴真が発した声に、俺はなぜか不安を覚える。

「あのさ、さっき……カピバラ像の目は赤信号になったのに、いまは黄色なんだって」

　案の定、悪い予感はよく当たる。鈴真が告げた、カピバラ像の異変を自分の目でも確かめれば、俺の脳のう裏りにはまずい予想しか浮うかばない。

「……急いで先へ進め」

　だが、口に出すと、それが現実になってしまう気がして、俺はとにかく二人を前に進ませた。

　二人も何か察した様子で、俺の言葉に素す直なおに従い、レールの上を動き出す。

「一度、走ってみたいと思ってたけど、けっこう怖こわいんだって」

「こんな経験は、一度で十分です」

　怖いと言いながらもわずかに口くち許もとが緩ゆるんでいる鈴真に対し、朝都の目許は微かすかに引きつっていた。けれど、立ち止まったら終わりと思っているのか、一歩踏ふみ出せばもう一歩と、朝都は確実に進み続けた。

「よし……後部座席が見えてきた」

　走る、というには少しスピードが足りなかったが、地上三メートルを出来る限りの早足で歩き、ジェットコースターの後部座席が見えれば、俺の嫌いやな予感は払ふつ拭しよく出来そうに思えた。

　ガタンッッガタタタッ

　その隙すきを狙ねらい澄ましたように、音と振動が足下から上ってきて。よろめいた二人の肩かたを、俺は咄とつ嗟さに引き寄せた。

「秋庭さんっ！」

「た、多加良君、なにっ？」

　まだ事態を飲み込めていない二人は、腕うでの中で軽くもがく。

「落ち着け。どうやら、停車時間にタイムリミットがあったらしい」

　二人を慌てさせないよう、極力静かに伝えると、二人はもがくのを止やめた。

　けれど、ジェットコースターが、ゆっくりとだが動き始めているのを認めると顔色を失う。

「タイムリミットって、そんな……」

「せっかく、せっかくここまで来たのに……」

　次いで発した声もまた、力を失ったように掠かすれたものだった。

「そうだ。せっかくここまで来たんだから、諦あきらめるなよ？」

　俺は、膝ひざからも力が抜ぬけかけた二人にそう言うと、摑つかんだ腕ごとしっかりと立たせた。

「けどっ、もう走り出しちゃってるんだよ？」

「まだ、トップスピードじゃない」

「だとしてもっ、間に合うかどうかわかりませんっ！」

　冷静に告げる俺に対し、声を荒あらげたのは朝都だった。

「だから、わからないから行くんだ！　わからないってことはまだ決まってないってことだ！　まだ可能性があるってことだ！」

　諦めかけている二人に俺も苛いら立だって、声こわ高だかに告げると同時に、俺は二人の腕を放した。

「それでも諦める方が楽だって言うなら、ここで座ってろ。わからない方に賭かけるなら、ついてこい」

　そして、すべてを言い終えない内に、駆かけ出す。

　ここで追ってこないなら、二人の植物は咲さかないだろう。

　でも、必ず追ってくると信じて、俺は前に踏み出した。尾田が二人を、俺を信じたように。

　金属製のレールは走ると靴くつ音おとが高く響ひびいた。

　初めは、レールを鳴らすのは俺の靴音だけだった。それでも俺は振ふり向かず、走り続けた。

　ゆっくりと、だが確実に加速しているジェットコースターの最後尾が再び見えた時、ようやく俺の耳は、自分の靴音に重なるそれを捉とらえて。

　肩かた越ごしに振り向けば、そこには顔を真っ赤にして走ってくる、朝都と鈴真が見えた。

　三人分の靴音をＢＧＭに、俺の足は自然と軽くなり、更さらに加速した結果、まず後部座席の背もたれを摑んだ。

　そのまま、半ば引き摺ずられるようにしながら、

「鈴真っ、来い！」

　まず鈴真へ、空いている手を差し伸のべた。

　鈴真は必死の形相で、俺の腕を摑む。俺も摑み返し、出来るだけ引き寄せてやればもう片方の手で、鈴真は背もたれを力いっぱい摑んだ。

　そこで鈴真は頷き、それを合図に俺は鈴真の手を放すと、既すでに伸ばされている朝都の腕を取って、すぐさま引き寄せた。

　その間にもジェットコースターはスピードを上げていて、腕に力を入れると足がもつれそうになる。

「くっ、う」

　そこを堪こらえて、俺は更に朝都を引っ張り──同時に、その勢いのまま突つき飛ばした。

「うわっ！」

　少々荒っぽかったが、狙い通り、その勢いで朝都は背もたれを摑むことに成功する。

　そして、俺が朝都を引き寄せている間に、後部座席に乗り込んだ鈴真が、朝都の手を摑んで引き上げ、二人は無事にジェットコースターに乗り込んだ。

　ただし、俺の方は朝都を突き飛ばした反動で大きくバランスを崩くずしていた。

　タイミング悪く、ジェットコースターは更にスピードを上げ、もはや触ふれているだけに等しかった俺の指先は、背もたれから離はなれてしまう──否いな、離れた、はずだった。

　指先が虚むなしく空を摑んだ、そう思った瞬しゆん間かん、手首に何かの力を感じた。

　でも、鈴真と朝都の手ではない。

　だが、疑問を抱いだく間も無く、もう片方の手も、誰だれかに引かれているように勝手に動いて。

　気付けば、俺の両手は背もたれの上にあった。

　不可解な状じよう況きようではあったが、俺は理解することよりも、行動する方を優先した。

　両手でしっかりと背もたれを摑むと、足に力を溜ためて、強くレールを蹴けり上げて。

　俺は、ジェットコースターの座席に無事、収まったのだった。
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　ジェットコースターには、地上から見えていた通り、先客はいなかった。

　でも、手首にはまだ誰かの手の感かん触しよくが残っている気がして、シートベルトを締しめながらもう一度、前方に目を凝こらしてみたが、やはり乗客は俺達以外にいない。

　どうも腑ふに落おちないが、とりあえずは目に見える状況ものを受け入れるしかない。

　誰かの感触を消すようにカピバラバンドをひと撫なでして、気持ちを切り替かえると同時に俺の耳に入ってきたのは、

「……本当に、間に合ったんだって」

「わからなかったのに……乗れたんだ」

　驚おどろきと感動がない交ぜになって、軽い放心状態の二人の声だった。

「俺の言った通り、やってみなきゃわからなかっただろ？」

　俺はそう問いかけつつ、ゆっくりと二人の気持ちを引き戻もどした。

　すると二人は、シートベルトや手すりの感触を確かめるのと一いつ緒しよに俺を見て、一つ頷うなずいた。

「うん。頑がん張ばってみて良かった。乗ってみたら、下で見てたよりスピードがゆっくりだってこともわかったし」

　そして鈴真はそう言うと、言葉と同じように素す直なおな笑え顔がおを見せた。

「乗ってみたら、って言うより、乗ったからスピードが落ちたって感じだけどな」

　どうせなら、乗りかけたところでスピードを落として欲しかったが。

　このスピードだと、ジェットコースターが定められたコースを辿たどって屋上に到とう着ちやくするにはあと五分程ほどかかるだろう。

　その間、振しん動どうさえ我が慢まんすれば、少し身体からだを休めることも出来る──そんなことを考えながら、木立の間を抜ぬけたところで、

「……尾田さんは、わかっていたのでしょうか？」

　真っ直すぐに前を見ながら、朝都は口を開いた。

「何を、だ？」

　少しだけ説明の足りない台詞せりふに、視線を向けながら問い返すと、朝都は俺の方を見て。

「ぼく達が、ちゃんとジェットコースターに乗れる、ということを、です」

　今度ははっきりと、そう言い直した。

　瞬間、俺は二度目のビッグワールドを制せい覇はした尾田の──満足そうだが、船ふな酔よいで若じやつ干かん青ざめた顔を想像して、笑いそうになる。でも、ぐっと堪えて、まずは朝都の問いに答える。

「……そうだな、わかってはいなかったと思う。自分がビッグワールドを攻こう略りやく出来るかどうかってことも含ふくめて、な」

「……では、やっぱり尾田さんは、勇気があるんですね」

　俺の答えに納なつ得とくして頷いた朝都の目には、羨せん望ぼうの光が宿っていたが、それは少しだけ違ちがう。

　確かに尾田は、責任をもって自分の仕事を果たした。

「尾田も、怖こわかったと思うぞ」

　でも、その事実も含めて、尾田のしたことを認めるべきだと俺は思う。

「それは……そうだと思います。でも、それでも尾田さんはビッグワールドに向かった。ぼくには……無理です」

　そうすれば、朝都は一瞬眼差しを揺ゆらしたが、続く言葉は自信なげなものだった。

「じゃあ、オレ達がジェットコースターに乗れたのも尾田君のおかげ？」

「それは、違うだろ。尾田は確かに頑張ってくれたけど、鈴真も朝都もさっき、間に合うかどうかわからなくても一いつ生しよう懸けん命めい走って、自分の力を出したから、いまこうして俺達はジェットコースターに乗ってるんだ」

「ぼくは、秋庭さんや、鈴真に引っ張られただけです」

「だとしても、いま、朝都がここにいる事実は変わらない。第一、尾田はお前が起こす行動に賭かけたんだ」

「どういう、ことですか？」

「尾田は、朝都の未来がわからないから、その行動が自分の想像を超こえる方に賭けたってことだ。だから、朝都がいまここにいるのは、尾田の想像の先にいるってことになる」

　鈴真越ごしに見つめてくる朝都に、俺は嚙かみ砕くだいて説明してやった。

　そうすれば、朝都は目の前で風船が割れたような顔で目を瞬しばたたかせて。

「それは、尾田君は、わからないから朝都を……オレ達を信じてくれたってこと？」

　でも、先に口を開いたのは鈴真だった。その目に朝都と同じ驚きの色と期待の光を宿らせて。

「ああ、そうだ。ちなみに、尾田が俺の参さん謀ぼうになるって言ってくれるのも、同じ理り屈くつだな」

　もっともこちらはほぼ確定事じ項こうの上、尾田は自分自身にも賭けていると思うが。

「さっきも言ってましたけど……その、夢みたいな野望はなし、尾田さんは、信じているのですか？」

「もちろんだ！」

　けれど、その問いかけに即そく答とうすれば、朝都と鈴真は、目を見開いて俺の顔を凝ぎよう視しする。

「じゃあ……野望ゆめは、誰だれかと一緒にみたり、信じたり出来るってこと？」

「だったら〝願い〟とは、自分だけのもの、ですか？」

　続けざまに問われて、俺は一瞬言葉に詰つまった。

　二人が〝夢〟と〝願い〟を理解するために、線引きを必要としているのはわかっていたから、一度は頷こうと思った。

「……それは人によると思うから、わからない。俺に言えるのは、どっちも人間のものってことだけだ」

　が、結局俺は頷かず、正直に自分の考えを伝えた。きっとそれが一番、二人の為ためになると信じて。

　二人の口からはまた、かのうの名が出るかもしれなかったが。

「そう、か。ならオレは、もう少し〝夢〟のことを考えてみたい、な」

「……鈴真には〝夢〟があるんですか？」

　でも、二人はその名を口にすることなく、鈴真の真しん摯しな言葉に、朝都は同じように真面目まじめな問いを向ける。

「それが、よくわからないから、考えてみたいんだって」

「鈴真は、わからないことが、怖くないんですか？」

「オレがいま怖いのは……わからないって言って、そこで止まっちゃうことだよ」

「そうですか。やっぱり、ぼくとは違うんですね」

　言いながら頷く朝都の声は、強い意志に満ちた鈴真の声とは違い、わずかに掠かすれていた。

　でもそれは、今までのように鈴真を拒こばむ台詞ではなかった。

　鈴真を認めた上でそう言った朝都の顔には、羨望の色があったから。

　そして俺はようやく気付く。

　鈴真がそうだったように、朝都もまた『わからない』という一言が言えずにいることに。

　ただ、その理由は鈴真とは異なるのだろう。

「なあ、朝都。わからないってことは確かに怖い。でも、人がわからないって言うのは、拒むためじゃなくて、その先に進むためにあるんだと思う。実際、朝都はいま、その中……いや、先にいるんだからな」

　朝都が怖おそれる理由はまだはっきりとは摑つかめなかったが、いま伝えられることは伝えておく。静かに、でもレールを走る音に負けないように。

「そうですね。確かにいまジェットコースターに乗っているのは尾田さんではなく、ぼくです」

　そうすれば、朝都はそれだけは認めたのだった。

　そのまま朝都はポケットの中に手を入れると、さっき尾田から預かった歯車を取り出し、じっと見つめる。

　朝都にとって未いまだ〝わからないもの〟であるそれが、その手の中にあるのは、俺に言われるまでもなく、朝都が〝わからない〟ことに立ち向かおうとしているからだろうと思った。

　そして、朝都のひたむきな眼まな差ざしに呼応するように、その胸で綿毛は丸みを増す。

「それが、朝都の大切な……宝物？」

「宝物？　ぼくはこれをかのう様に差し上げる気はありませんが」

　だから俺は、鈴真の問いかけに何の違い和わ感も感じなかったが、問われると同時に朝都は歯車を仕し舞まい、鈴真には訝いぶかしげな視線を向けた。

「そうじゃなくて……ええと」

　その仕し種ぐさがある意味、鈴真の質問を肯こう定ていしていたが、思うところが上手うまく伝わらなかった鈴真は、助けを求めるように俺に視線を寄越した。

「その歯車は、かのうにって用意しておいた物じゃないだろ。そこと切り離はなして、大切な物なのか、鈴真は聞いているんだ」

　仕方なく俺が説明役を買って出れば、鈴真はほっとした顔で頷うなずいて、再び朝都へと眼差しを据すえた。

「そういう意味でしたか」

「うん。それとさ、その歯車は、もともとオレ達の宝の地図には載のってない物だから、大切なのかなって、思ったんだ」

「ぼく達の、宝の地図？」

　しかし、鈴真がそう言うと、朝都の顔にはまたも、怪け訝げんな表情が浮うかぶ。

「あ、それは、オレ達が和家に生まれたのが、宝の地図を持ってるみたいだっていうことなんだって」

「……確かに、そうかもしれません。でも、和家の地図に載っていないなら、ぼくはこれが何かなんて……決められない」

　今度は鈴真自身が説明して、朝都はそれを理解したが、鈴真の言葉を肯定することはなかった。わからない、という一言を言うことも。

　でも、決められない、とも言った。

　ならば、まだ選ぶ意志はあるのだと、俺は思う。

　自ら決める権利が、朝都にも鈴真にもある。

「だったら考えろ。和家の地図に載っていない理由も含ふくめて。焦あせらなくても、俺は最後まで付き合ってやるから」

　真っ直すぐに視線を向けて、そう告げると、朝都はゆっくりと顔を上げ、

「オレもまだ自分の大切なものは、わからないよ。でも、知りたいから考える」

　続いて鈴真が語りかければ、眩まぶしいものでも見るように目を細めた。

　本当は、そんな風に鈴真を見つめる必要は無いというのに。

「じゃあ〝願い〟の方はどうするんです？」

　そして一呼吸おくと、今度は朝都が静かに鈴真に問いかけた。

「それも、考えるよ。でも和家の地図の中から探すのは、なんだか自分の願いじゃないような気がするんだって……あ」

　自分の気持ちを伝える言葉を探しながら、鈴真はドレッドヘアに指先を絡からませて、ふとその動きを止めた。

　かと思うと、目を瞬しばたたかせ、俺と朝都の顔を交こう互ごに見つめて。

「鈴真？」

「どうした？」

　朝都と俺が首を傾かしげれば、一度唇くちびるを結んだ後、鈴真はゆっくりと口を開いた。

「あのさ……もしかしたら、オレ達にとって〝願い〟は宝の地図と同じなのかな？」

　疑問の形を取っていたが、鈴真の声には確信の響ひびきがあった。

　確かに、誰だれかの筋書きに沿った宝の地図を、自分の物と思えないのなら、同じ筋書きの上にある〝願い〟もまたそうだろう。

「そうだな」

　短く肯定すれば、鈴真の目には何かを期待する色が浮かんだ。そんな鈴真の後頭部を見つめる朝都の双そう眸ぼうにも、微かすかにだが答えを望む光が見えて。

「じゃあ、〝夢〟は、どういうものなのかな？」

　今度の疑ぎ問もん符ふは本物だった。でも、眼差しと共に向けられた疑問に、俺は答えないでおく。

　これは鈴真が、そして朝都が考えるべきことだから。

「……自分で、考えるよ」

　そうして鈴真の顔を見つめれば、鈴真は数秒の沈ちん黙もくの後、正しく理解してくれた。

「それも、考え続ければわかると、思いますか？」

　次いで、口を開いたのは朝都だった。

　鈴真は最初、ただその声に反応して朝都の方へ視線を向けて、それからその問いかけの意味に気付き、軽く目を瞠みはった。

　その問いは朝都が、自分もまた〝願い〟と〝夢〟の違ちがいがわからないと、認めたに等しいと気付いて。

　俺もまた少し驚おどろいていた。朝都がそれを声にしたことに。

　でも、すぐに当然のことだと、思う。

　朝都も少しでも前に進もうと、懸けん命めいにあがいているのだから。

　でなければ、その胸に植物は無い。

　朝都の胸で揺ゆれる綿毛に一いち瞥べつをくれてから、俺は問いに答えるべく口を開こうとした。

　と、そこでふいに朝都は目を瞠り、かと思えば視線も横に流れて。

「あ……本館が見えてきたって」

　鈴真の声で、森を抜ぬけ、景色が開けたことに俺も気付いたが、見慣れているはずの本館にこうも目を奪うばわれるものかと、朝都の視線を追ってみる。

　すると、朝都が見ているのは本館というより、その下──中庭を含む和邸てい全体だとわかった。

　考えてみれば和邸をこんな風に上から見下ろす機会はあまりない。

　朝都が目を奪われるのも当然と納なつ得とくして、俺もしばし同じ景色を楽しむことにする。

　上から見る、手入れの行き届いた庭は、どこかモザイク画のようだった。

　庭師が定期的にハサミを入れているのはもちろんだが、その前段階で、建物とのバランスも考えた設計図が存在するのだろう。

　それが俯ふ瞰かん図だからなのだろうか、ふいに俺には和邸が小さな箱庭のように見えた。

　和邸の広大さは、ため息を吐つきたくなるものだというのに。

「……上から見たら、なんだか箱庭みたい、ですね」

　そして、朝都もまた、俺と同じ感想を抱いだいていた。

「もうすぐジェットコースターは屋上しゆうてんに着いて、そうしたらすぐに最後のアトラクションで、〝お茶会〟で、ぼく達は和家の仲間入りをして……この箱庭なかに入るんです」

　続いて朝都は、この後のことをあえて淡たん々たんと、確定事じ項こうのように言葉にしたけれど、その双眸は揺れていた。

　あれ程ほど声こわ高だかに謳うたっていた、大人になることを、迷っているように。

　その迷いを消そうと、朝都はこの後の予定を声に出したのだとそこで俺は気付く。

　俺は、心のどこかで、その気になれば〝お茶会〟の後でも、二人の願いの植物に手が届くと思っていた。

　けれど、違うのだ。

　今でさえ、和家に縛しばられている朝都と鈴真が、通過儀ぎ礼れいを終えて、その内側に──箱庭に入ってしまったら、もう外からの手は届かない。

　同時に、二人も〝願い〟に手が伸のばせなくなる。

　そう考えた瞬しゆん間かん、あの女ひとの姿が脳のう裏りをよぎって。

　更さらに、その姿が朝都と鈴真に重なり、俺は頭を振ふって、その映像を頭の中から消し、いま、目の前にいる二人を真っ直ぐに見つめた。

「まだ、時間はある」

　二度と後こう悔かいしない為ために、俺は二人に、そして自分に言い聞かせた。

「だから、諦あきらめるな。考え続けろ。〝夢〟のことを。そして、自分が何をしたいかを」

　あえて〝願い〟のことは口にしなかった。二人はまだ、それを自分のものだと思えない気がしたから。

　そうして、俺の言葉がちゃんと届いたか確かめる為に、二人の瞳ひとみの奥を交こう互ごに覗のぞき込んだ。

「……うん。まだ時間はあるよね。でもって、その間に何が起こるかは、わからないって」

　そうすれば、鈴真は不安の色を希望のそれで塗ぬり替かえて、ゆっくりと頷うなずき、例の石の入っているポケットに触ふれた。

「……ゴールは決まっています。でも、色々と考えることは無む駄だではない……かもしれません」

　朝都の方は、瞳に憂うれいを残しつつ、曖あい昧まいに語ご尾びを濁にごしたが、それでも俺の目を正面から受け止めて、その手から歯車を放すこともしなかった。

　胸では綿毛も揺れている。

　だから、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。同じ間違いを繰くり返すことはない。

「まあ、時間が足りない時には……奥の手もあるしな」

「？　奥の手とは？」

「奥の手って、どのくらいの深さの？」

　俺が一瞬の間に隠かくしたことを、二人は敏びん感かんに察知したが、少々物ぶつ騒そうな──〝お茶会〟をぶち壊こわすという──作戦をここで告げるわけにはいかない。

　よって俺は、悪人顔を最大限に利用するべく、片かた頰ほおで笑ってみせた。

「っな！」

「ジェジェ、ジェットコースターで血圧が上がったらまずいはずだって！」

　それは予想以上の効果を発揮して、二人は俺から思い切り顔を背そむけてくれた。

　自ら意図したこととはいえ、俺という人間はその内、劇薬扱あつかいされる日が来るかもしれない──そう思うとほんの少しだけ憂ゆう鬱うつになった。

　が、幸いにも落ち込んでいる暇ひまは与あたえられなかった。

　ガタンっ、と軽い振しん動どうを首から下に感じて我に返れば、ジェットコースターはスピードを一段落とすと同時に、レールの傾かたむきに車体を合わせたところだった。

　車体の傾きに伴ともない、俺達の顔には急に夕暮れが進行したように影かげが落ちた。

　でも、少し上を仰あおげば、それは屋上に設置された巨きよ大だいな船が落としたものだと知れる。

「……いよいよ、ですね」

「うん」

「どんな船か、楽しみだろ？」

　俺は、二人を励はげます代わりに、不敵に問いかけてやった。

　そうすれば、朝都と鈴真は、ぐっと口くち許もとに力を入れながら、そびえ立つ船を睨にらみつけて、大きく頷いたのだった。

　同時に、ジェットコースターは最後の傾けい斜しやを登り詰つめ──ついに停車したのだった。







　平へい衡こう、とは言い切れない、多少の傾きを維い持じしたまま、ジェットコースターは停止した。

　甲かん板ぱんに直接ではなく、約三メートル上空──船を跨またぐレール上に停止したジェットコースターの中で、俺達は少しの間、待ってみた。

　しかし、待っていても係員は現れないし、安全バーも上がらなかった。

「乗るのもセルフサービスなら、降りるのも同じ、ってことか？」

　皮肉めいた台詞せりふを呟つぶやきつつ、検討の結果、俺は行動に移ることにした。

　が、俺が安全バーを上げて、腰こしを浮うかした途と端たん、ゴトン、という音と共にわずかに車体が揺ゆれて。

「その梯子はしごを使って、降りてくるように」

　やや硬こう質しつだが、はっきりと女性とわかる声で指示が出された。

　声の主はメイドの誰だれかと思われるが、いつもと少々異なる口調に、俺達は顔を見合わせる。

「……降りられる時に降りておくか」

「そうですね。注意して行きましょう」

「うん、了りよう解かい。さっきまで、下は静かだったけど……やっぱり人がいるんだ」

　結局は、降りるという選せん択たくしかなく、二人は同時にシートベルトを外した。

　座席の関係で、二人の後、俺は最後に降りることになる。

　なので、自主的に忘れ物チェックを買って出る俺だ。本当に、こういうところが生徒会長向きだと思うのに、どうして俺はいまだ副会長なんだ？

「……ああ、あいつのせいだ」

　答えは考えるまでもなく、俺はその能天気な顔が脳のう裏りを掠かすめる前に、忘れ物チェックに意識を戻もどす。

　まあ、そもそも全員、忘れるほどの荷物は持っていないし、俺も鞄かばんは尾田に預けてしまって、荷物はポケットの中にある貴重品くらいだ。

「ん？」

　だが、予想は外れ、俺は忘れ物を発見したのだった。

　前の座席の下に、朝都の帽ぼう子しが落ちているのを。

　この帽子を被かぶることは、朝都にとって心の奥を隠すことと同義だったはずだ。

　でも、いつの間にか帽子はバッグの中に仕し舞まわれて、それが落ちても朝都は気付いていない。

「……悪いが、見なかったことにさせてもらう」

　だから、俺は腰をかがめると、拾い上げる代わりに、もう少し奥へと押しやろうとして。

　もう一つ、いや、二つ見つけてしまった。

　一つは、ビニール袋ぶくろの中に入った食べかけの三色パン。

　俺達が乗るまで、無人だったジェットコースターにそんなものがあることを訝いぶかしく思いはしたが、もう一つの物の前では些さ事じに過ぎなかった。

　もう一つのモノ──それは、座席の裏に貼はり付けられた、ビロードの小箱で。

　見た瞬しゆん間かん、俺はそれが、一日中ここにあった──一日中動き続けているものの中にあったのだと理解した。

　その意味を正しく理解した瞬間、俺の心臓は大きく一つ、脈を打って。

　そして、俺は一瞬の躊躇ためらいの後、その箱にゆっくりと手を伸のばした。




　　　　Ｏｆｆ　Ｒｅｃｏｒｄｓ




　もう、歩くのは止めよう。

　歩いても歩いても、彼女の求めるモノは見つからない。ならば歩き続ける意味はない。

　それにもう、答えは出ている──否いな、決まっている。

　進むべきではなく、戻るべきなのだと。

　なのに、自らの声を裏切り、進み続ける足を止めるために、彼はその乗り物に乗り込んだ。

　その振動に身を任せながら、かつて、なぜ人間は他人を、そして己おのれを裏切るような行動ことをするのかと考えた自分をふいに思い出した。

　その時の彼は、自分がそんな状じよう況きように陥おちいるなど、思いもしなかった。

　それは、己が人ではないとよくわかっていたから。

　まやかしのようにでも、自分が人間として生きる日が来るなど予想だにしなかったから。

　その時は答えが出せなかったけれど、いまの自分に関しては悪あがきだと思う。

　なすべきことを知りながら、決着の時を少しでも先延ばししたくて、同じところをぐるぐると回っているのだから。

　裏を返せば、いまの彼が彼女に出来る抵てい抗こうはそれ位ということだ。

　そう気付いた瞬間、彼の口くち許もとには自じ嘲ちようの笑えみが浮かんだ。

　この地の神を称しようする者の力を、多分に侮あなどっていた自分に気付いて。

　でなければ、あの日、そうと知りながら契約どくを飲み干すことは無かった。

　自分ならばいつでも解げ毒どくできると高をくくって、身動きも出来ぬほど搦からめ捕とられてしまうことは無かった。

「……ははっ」

　己の思い上がりに気付いて、彼は知らず乾かわいた笑いを零こぼす。

　けれど、一人きりの車内で、彼に目を向ける者などいない。

　そもそも、透明な存在にされた彼を、目に映すことの出来る者などいなかったが。

　その事実に、再び胸を締しめ付けられ、空を仰あおいだ彼は、更さらに気付く。

　人の中で暮らすこと──暮らし続けることを侮っていた自分に。

「……もとに、戻るだけだ」

　そうと気付いて、自らに聞かせる為ためだけに呟いた言葉は、少しも胸に染しみなかった。

　彼女の望むものを見つけようと、見つけまいと、正しい道はそれだと理性は告げているのに。

　涙なみだが一筋、彼の頰ほおを伝う。

　人と交われない孤こ独どくなど、今更だというのに。

　いま、そうなりつつあるように、存在なまえが薄うすれて、そうして人の記き憶おくから消えていくのが正しいとわかっているのに。

　人の温ぬくもりを知ってしまったが故ゆえに、彼の頰を、また一筋涙が伝う。

　人の温もりを知った後の方が、前よりもずっと寂さびしくなることを知らなかった自分を悔くやんでももう遅おそい。

　だから彼は、頰を濡ぬらす涙を腕うでで拭ぬぐって、さっき買った三色パンを慌あわてて一口齧かじり、こみ上げてくる想おもいごと飲み込んだ。

　そうすれば、口の中には彼の好きなイチゴジャムの味が広がって。

「……苦い」

　なのに、いまはそんな味にしか感じられなかった。

　三色パンの残り二色──クリームと餡あんの味を分け合う人がここにはいない、それだけで。

　でも、その苦さを彼はしっかりと嚙かみしめ、ジャムの部分をすべて食べ終えた時だった。

　一時停止したジェットコースターが再び動き出したかと思うと、聞き慣れた声が耳に飛び込んできた。

　振ふり向きたい衝しよう動どうを、どうせ姿は見えないのだという理り屈くつで一度は押さえ込んだが、また人の為に声を張り上げるのを聞いたら、もう抑おさえきれなかった。

　そして、振り向いたその時、『彼』はバランスを崩くずしかけていた。

　また、罰ばつを与あたえられるかもしれないという考えが一いつ瞬しゆん頭を掠かすめたが、体は勝手に動いて、『彼』の腕を摑つかんで。

　無事に『彼』が座席に乗り込んだ時、後こう悔かいは無かった。

「ぼくが見つけなきゃいけなかったのは……さよならの理由か」

　手の中に残った温もりに泣きそうになりながら、でも、その答えはごく自然に彼の口を突ついて出た。

　自分は、『彼』の手を取った。

　それは、『彼』を選んだということと同時に、さよならの理由になる。

　これ以上、人としての痛みを知りたくなければ、それが最善だと思う。

　完全に迷いが消えたとは言い切れないし、もし、いまここに彼女の求めるものがあったら、もっと迷ったかもしれない。

　だが幸いにもまだ、それは見つかっていない。

　だから、ジェットコースターが止まったら、この答えを彼女に伝えに行こう。

　そして、最後に彼らにお別れを言わせて貰もらおう。

　そう決めて、一つ息を吐はくと、彼は再びその揺ゆれに身を任せたのだった。
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昔、ぼくは王様だった

だれも知らない、名もない国の

朝にあっても夕方には消える国には

今日があっても明日はなかった

それでまったくかまわなかった

でもある日、ぼくは王国に鍵かぎをかけて

旅に出た　明日みらいを探すために

それからずっと歩いているけど

未来は蜃しん気き楼ろうのまま

ぼくは王国の鍵をなくしてしまった

けれど、もしも願ねがいが叶かなうなら

ぼくはもう一度、あの王国に行きたい

夢見るために




昔、オレは王様だった

だれも探せない、名もない国の

空にはいつも虹にじの橋が架かかっていて

どこまで行っても涯はてはなかった

それでまったくかまわなかった

でもある日、オレは王国に鍵をかけて

旅に出た　まだ見ぬ世界を探すために

それからずっと歩いているけど

まだ新世界への道は見えないまま

オレは王国の鍵をなくしてしまった

けれど、もしも願いが叶うなら

オレは新しい王国の扉とびらを開けたい

夢見るために






　　　　１




　甲板じめんに着地すると、タンっと小気味良い音と共に足裏には軽い震しん動どうが伝わってきた。それが全身に伝わるのに合わせ、軽く伸のびをしてから、

「んん？　誰だれもいないのか？」

　俺は、最後のアトラクションだというのに、やけに静かな周囲の状じよう況きように対する質問を二人に投げかけた。

「ざっと見回したところではそのようです」

　ボォーッボォーッ、ボォォォーッ

「梯子はしごを架けてくれた人も見当たらな……うっわっ！」

　腹の底に響ひびいてくる汽笛の音に、鈴真は慌あわてて周囲を見回したが、発生源を見つけることは出来なかった。

　なぜかと言えば、〝海かい賊ぞく船せん〟のイメージ通り、竜りゆう骨こつから甲かん板ぱんに至るまで黒を基調に仕上げられた船の中で唯ゆい一いつ白を有しているのは、三本のマストで風を受ける帆ほのみだからだ。つまり、

「鈴真、この船は帆はん船せんだ」

　実際に海に進水できるかどうかは不明だが、そういうことだ。

「あ……そうだったって」

　俺の言葉で我に返ると同時に、鈴真は恥はずかしそうに俯うつむいた。

「あんなに大きな音がすれば誰でも驚おどろきます」

　そんな鈴真に、朝都はフォローと思おぼしき言葉を送ったが、鈴真の視線が自分に向けられると、早々に目を逸そらし、俺に顔を向けてきた。

「汽笛はファイナルアトラクション開始の合図だと思うのですが」

「とすると、〝キャプテンＩ〟はどこだ？」

「っていうか、多加良君は、誰だと思う？　オレは人じゃなくてロボットとかでもいいけど」

「実在の人間だとも言い切れませんけど……イニシャルがＩなら、カピバラレッドの線は消していいはずです」

　精神衛生上、朝都はもう奴やつに遭そう遇ぐうしたくないらしい。もちろん俺も鈴真も同じ気持ちだ。

　が、ＫＷＬはそんなに甘くないということを、俺達はすぐに知ることとなる。

「とにかく、キャプテンＩでも誰でもいいから、人を探そう」

　ファイナルアトラクション開始を知らされても、その内容がわからなければ動き出せない。まずは情報を得るために、俺はそう提案したのだが、二人から声が返って来ることはなかった。

　訝いぶかしく思いながら顔を見れば、二人は心を抜ぬかれたように口を開けていた。

　その表情に不安を覚えた次の瞬しゆん間かん、大きな影かげが落ちてきて、反射的に振ふり向き──俺は、朝都達の表情の理由を理解した。

　振り向いたそこには、またもカピバラの着ぐるみがいた。

　ただし、巨きよ大だいな錨いかりの上に乗り、それがゴンドラであるがごとく悠ゆう然ぜんとしているそのカピバラの被ひ毛もうの色は赤ではなく、夕ゆう陽ひの色さえ飲み込む黒。

　体こそカピバラレッドより小さいが、夕陽を受けて立つ姿には妙みような迫はく力りよくがあった。

「ワーハハハハハ！　諸君、お初にお目にかかる！　オレサマは黒きウミヘビことキャプテンカピバラ！　この度たび、キャプテンＩの海賊船を乗っ取った、悪の海賊ダ！」

　しかし、ボイスチェンジャーを使っているようなひび割れた声で、唐とう突とつに始まった自己紹しよう介かいは、カピバラレッドレベルだった。

　その芝しば居いがかった台詞せりふに、俺達はカピバラレッドに対するように沈ちん黙もくで応じた。

　だが、キャプテンカピバラはその意味を見事に歪わい曲きよくして捉とらえてくれて。

「おやおやおや、お前達、偉い大だいなるオレサマを前に恐おそろしくて声も出ないのかナ？　情けない奴らダ」

「はははー、何を言ってるんですか？　ただ黒いカピバラの着ぐるみの何を怖こわがれと？　大体、海賊っていうのはそもそも犯罪者なんですから、悪って形容するのはおかしいですよー？」

　俺は即そつ行こうで誤解を解くと、その言い間ま違ちがいを指し摘てきしてやった。

　だが、カピバラレッドなら潔いさぎよく間違いを認める場面で、キャプテンカピバラは、鼻を鳴らしただけだった。

「オレサマにそんな態度を取っていいのかナァ？」

　そして、急に粘ねばりけを帯びた口調に、朝都と鈴真は小さく肩かたを震ふるわせたが、俺は臆おくすることなく、その顔を見返してやる。

　するとキャプテンカピバラはもう一度鼻を鳴らし、タトンっ、と錨から甲板へと降り立った。

　キャプテンカピバラは降り立つとすぐに、メインマストに軽くもたれ、指を鳴らした。より正確に言うならば、指を鳴らす仕し種ぐさをした。

「きゃーっ！」

　と、同時に船首の方から高い悲鳴が聞こえて、俺は咄とつ嗟さに顔を向けたが、キャプテンカピバラの体に阻はばまれ、その声の主の安否はおろか、顔の確かく認にんも出来ない。

「どけっ」

「はいはい」

　声を荒あらげる俺に対し、キャプテンカピバラは落ち着き払はらって、横へと移動した。

　すると、遠近法的に視界が開けて、俺達は声の主の姿を確認することが出来た。

　その距きよ離りおよそ七十メートル。

　ほぼ船首にある一段高い甲板の上、そこに設置された舵だ輪りんに、少女が縛しばり付けられていた。

　その姿が明らかになった瞬間、俺は出来ればそれが見間違いであって欲しいと思った。

「え、あそこにいるのって」

「彩波、ちゃん、です」

　けれど、鈴真と朝都の目も同じものを捉えた以上、見間違いとは考えられず、俺達は一いつ斉せいに駆かけだした。

「彩波！」

　確信をもってその名を呼べば、恐きよう怖ふからなのか目を閉じていた彩波は、電源が入ったように、明るい茶色の目をぱちりと開いて。

「あ、多加良ちゃん、朝都ちゃん、鈴真ちゃん！　彩波だよ。いささか苦しい彩波だよ」

　遠目にも笑え顔がおとわかる表情でいつもの口上を寄よ越こしたが、その声にいつもと同じ元気はなかった。

「それ以上はフライングだナ。止まるのダ！」

　だから、キャプテンカピバラの声を無視して、更さらに加速しようとした──次の瞬間、俺達の周囲でつむじ風が巻き起こり、俺達は足を止めざるを得なくなった。

　でも、それは自然の風ではなく、人の移動が引き起こしたもの。

「な、なぜ皆みなさんがそちら側に？」

「どうなってるのか……わからないんだって」

　その風を起こした者達と対たい峙じした朝都と鈴真は軽いパニックに陥おちいる。

　なぜならそこにいるのは、ボーダーのバンダナとＴシャツに、バミューダパンツという海かい賊ぞくの扮ふん装そうをしたメイド達──明らかに彩波側の人間だったからだ。

　けれどいま、彼女達は俺達の行く手を遮さえぎり、キャプテンカピバラを庇かばうように立っている。

「最初に言ったのダ。この船はオレサマが乗っ取った……船員込こみでナ」

　状じよう況きようが飲み込めず、呆ぼう然ぜんとする二人を小ばかにしたように繰くり返すと、キャプテンカピバラは再び斜しやに構えた。

「えっとね……最初は彩波の船だったんだけど、彩波がちょっと遊びに行ってる間に、みんな洗脳されて海賊になっちゃったんだよ」

　彩波は縛られて居い心地ごこちが悪そうにしながらも、前ぜん甲かん板ぱんから事情を語り、表情を曇くもらせた。

「……は？」

　その台詞を理解することを、脳が一いつ瞬しゆん拒きよ否ひしたため、俺は少々間ま抜ぬけな声を発してしまった。

「つまり、元々この船にいた人間は、みんなオレサマの言うことを聞くってことダ。例えば……右手を挙げるのダ！」

　キャプテンカピバラがそう言うと、海賊達は一斉に右手を挙げ、朝都と鈴真は目を瞠みはる。

　だが、俺の優ゆう秀しゆうな脳が拒こばんだのは、洗脳という設定の先にある可能性だ。

「というわけで、この船にいるのはお前達以外、オレサマの従順な下しも僕べというわけだ」

「でも……どうしてイロハは洗脳されてないの？」

「それは……たったいま攫さらってきたところだからダ！」

　鈴真の的確なツッコミに、キャプテンカピバラは一瞬言葉に詰つまったが、それなりに納なつ得とくできるよう取り繕つくろった。

「でも、みんなが助けに来てくれたから、もう大だい丈じよう夫ぶだよねっ！」

「ほほう、こいつらは彩波を救いに来たのか。……ってことは、オレサマの敵になるんだナ？」

「……なるほど。ファイナルアトラクションは、キャプテンカピバラの手から彩波を救えばいいんだな？」

　俺は彩波達の会話に、半ば確信して問うた。

「アトラクション？　そんなものは知らんのダ。お前達には存分にオレサマの船を楽しんで貰もらうことになるだろうがナ」

「……船を楽しむと言うことは」

「アトラクションを楽しむってことだと思うんだって」

　キャプテンカピバラは冷静に否定したが、朝都と鈴真がそう言い換かえれば、彩波はわずかに俯うつむいた。

　心配した時間は返して欲しい気もするが、ひとまず彩波の身の安全が保証されたことに俺は胸を撫なで下ろす。

「で、どうすれば彩波を助けることが出来るんだ？」

　そして、設定上、彩波が自ら逃にげ出せないと判断してそう尋たずねた。

　するとキャプテンカピバラは、大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめた後、もう一度指を鳴らす仕種をした。

　その、刹せつ那な。

　バリバリバリドドーンっ！

　雨雲一つない空に、大きな雷らい鳴めいが鳴り響ひびいた。

　朝都は、その大だい音おん声じように目を見開きながら顔を強こわばらせ、鈴真は耳を押さえながら首を竦め。

　俺は、全身を襲おそった音の波の出所を探して半ば無意識に上空を仰あおいで──そこに生まれた隙すきを、見事に衝つかれた。

　視界の端はしに今日だけで何度も目にしている赤い色を認めて、反応した時にはもう、俺はカピバラレッドの腕うでの中だった。

　羽は交がい締じめのままくるりと身体からだを反転させられたかと思うと、改めて両サイドから腕を固定されて、その状態で俺は一気に船せん尾び側──ミズンマストの後方まで運ばれた。

　朝都と鈴真もまた、俺と同じように二頭がかりで運ばれてきて、その場で改めて拘こう束そくされた。

　そのまま朝都は、状況を理解する為ためというより、冷静になる為に、この場にいるカピバラレッドの姿を順に目で追って、最後に手持ち無ぶ沙さ汰たの一頭を数え終えると、

「本当に……七人兄弟だったのですね」

　声だけは冷静に呟つぶやいたのだった。

「カピバラレッド！　お前達はＫＷＬの守護神じゃなかったのか!?」

　続いて俺も七頭──ああ、腹立たしいことに本当にカピバラレッドは七頭いたのだ──のカピバラレッドに呼びかけた。

「守護神とは誰だれのことだね？　我わが輩はいはアミーゴであるキャプテンカピバラの命に従う者だ」

　俺の右腕を拘束しているカピバラレッドが代表して口にした答えに、他のカピバラレッドも耳をピコピコさせながら大きく頷うなずく。

「フハハハハ。オレサマの洗脳は、正義の味方達にも有効ダ」

　自じ慢まんげにそう言うキャプテンカピバラの声は距きよ離りが離はなれても不思議とよく聞こえた。

「……洗脳、すごいって。いったい何人まで洗脳出来るんだろう？」

「鈴真、これは設定ですから」

　とにかく俺はカピバラレッドの拘束から逃のがれようと身を[image: ]よじった。が、二対一ではやはり分が悪い。

「キャプテンカピバラの命があるまでは、解放出来ないよ、セニョール」

「とっとと放すように言え！」

「そう言われて放すバカがいるかナ？　第一、彩波が拘束されているのに、お前達だけ自由でいいのかナ？」

「だったら、彩波も放せ」

「……彩波は、これからオレサマとお前達がするゲームの賞品であると同時に、お前達が途と中ちゆうでゲームを放ほうり出さないようにするための人ひと質じちダ。それがわかったなら、放してやるがナ？」

　これもアトラクションの一いつ環かんとひとまず割り切って頷くと、カピバラレッドは俺の拘束を解いた。

「……彩波ちゃんがあの状態であることにも意味があるのですか？」

　同じく解放された──ただ、カピバラレッドはまだ近くに控ひかえているが──朝都は質問を繰くり出す。

「もちろん。でもまずはゲームのルール説明からダ」

「その前に、何のゲームをするか、じゃないか？」

「ああそうだった。お前の迂う闊かつさが伝染したらしいナ」

「するか」

「ゲームの輪りん郭かくは〝ドロケイ〟ってやつダ」

「どうして〝ドロケイ〟なんですか？」

「〝ドロケイ〟とは泥どろ棒ぼうと刑けい事じを略したものダ。そしてここに追う者と追われる者がいるのダ。相応ふさわしいゲームだナ。今日のはさしずめ〝海かい賊ぞくと海軍〟ダ。うん、座ざ布ぶ団とん一枚！」

　キャプテンカピバラは、自分のネーミングに自分で満足して頷いた。

「……ドロケイは簡単に言えば、二チームに分かれてやる鬼おにごっこだろ？　刑事が……海軍が海賊を全員檻おりに入れれば海軍の勝ち。海賊がお前一人じゃすぐにゲーム終しゆう了りようになるぞ？」

　その頭に座布団をぶつけてやりたい衝しよう動どうをぐっと堪こらえて、俺は疑問をぶつけた。

「イヤイヤ。むしろ不利なのは海軍さんダ」

　キャプテンカピバラは俺の問いに、余よ裕ゆうを見せつけるように泰たい然ぜんと構え、大きく首を振ふった。

「あのさ、さっきイロハは……洗脳されたメイドさん達が海賊になったって言ったよね？」

　言いながら、鈴真は甲かん板ぱんに居並ぶ海賊衣い裳しようのメイド達を指さした。

「その通り。海軍は三人ダ。そして、ここが海賊船である以上、アウェイなのは海軍側……つまり、追うのは海賊、逃げるのは海軍ダ」

　理り屈くつは通っていると言えなくもないが、海賊の人数によっては、俺達にとってはかなり過か酷こくなゲームになるということを、俺も理解した。

「こっちがアウェイゲームってことか。なら、ハンデはつくんだろうな？」

「はてナ？　まあ海軍は海賊の背中を三回叩たたくことで捕つかまえることが出来るのダ。そして捕まえられた海賊は檻に入るのダ。だから、海賊の総数を減らすことは出来るナ」

　質問の答えとしては少々曖あい昧まいだったが、そう言うとキャプテンカピバラは──いつの間に設置したというのか──彩波の隣となりの檻を示した。

「そこは、ドロケイと同じってわけか」

「じゃあ、あの檻に海賊全員を入れたらゲーム終了ですか？」

「それは、ちょっと違ちがうナ。この海賊船のそこかしこに〝海賊旗〟が隠かくしてあるのダ。それを七つ集めて、オレサマを囲めたら、ゲーム終了ダ」

「つまり、それで、彩波は解放されるんだな？」

「その通りダ。ただし、勝者は最初に海賊旗を七つ集めた一人だけダ。たった一人だけが彩波を解放して、椅い子すに座らせることが出来るのダ」

　そして、キャプテンカピバラはやはり後方に用意された、金とビロードの玉座のようなその椅子を示した。

「……一人だけ」

　朝都はそれを見ると、キャプテンカピバラが強調した一言を繰り返し、鈴真へと視線を向けた。

　鈴真はその眼まな差ざしを受け取ると、軽く唇くちびるを嚙かむ。

　これが最後の通過儀ぎ礼れいであることを改めて実感した二人の表情はみるみる曇くもる。

「ゲームが始まる前から負けたような顔するな。どうせ最後なら、真面目まじめに楽しむ位の気持ちでいろ」

「……はい？」

「真面目に楽しむ？」

　二人はきょとんとした顔で俺を見上げると、揃そろって首を傾かしげた。

「そう、真面目に楽しむんだ」

　俺は二人の目を覗のぞき込むようにして、もう一度繰り返した。

「そんな矛む盾じゆんすること、出来ないと思います」

「……真面目に楽しむって、オレやったことあるかな？」

　すると今度は朝都は怒おこったような声を、鈴真は真しん剣けんな声を寄よ越こした。

「そう難しく考えるな。通過儀礼と彩波の救出には真面目に取り組む。でもその時々にドキドキする気持ちは楽しむ。何か選せん択たくに迷った時は自分がドキドキする方を選んでみるとか、な」

「多加良君の言いたいことはなんとなくわかった。出来るかどうかはやってみないと……わからないけど」

　一つ例を出してやれば、鈴真はそう言って、自分の鼓こ動どうを確かめるように胸に手を置いた。

　一方、朝都は、そんな鈴真をしばし見つめた後、

「……じゃあ、二人はそうしてください。ぼくは真面目にやります」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめながらそう言った。

「なら俺は、真面目に楽しんで、ゲームに勝ってやる」

「自信過か剰じようですね」

「まだ誰だれが勝つかわからないんだって。オレにも、朝都にも、勝てる可能性があるんだよ」

　朝都に皮肉めいた台詞せりふを言われるのは想定内だったが、そこに鈴真も続いて、俺は少しだけ驚おどろいた。

　でも、胸の綿毛に更さらに葉が増えたのを見れば、理解は出来る。

　鈴真は少しずつ、自分の願いに近付いているのだと。

「オレ達も負けないよ。ね、朝都」

　そして、俺に挑ちよう戦せん的な眼差しを向けてから、朝都に笑いかけて。

　その笑え顔がおに、朝都は一いつ瞬しゆん、気け圧おされたように息を吞のんだけれど、

「そうですね、負けません」

　鈴真の笑顔を受け止めると同時に、少し背せ伸のびをするようにして、しっかりと声を返した。

　張り合うようにも見えるその姿は子どもっぽい。でも、その姿に俺は好感を抱いだく。

「おーい、第一の敵はオレサマだってこと忘れてるのダ」

　いい加減、焦じれた声で呼ばれて、声のした方向へ向き直れば、キャプテンカピバラはいつの間にか、前甲板に立っていた。爪つま先さきで地面を叩きながら。

「……ああ、そうだった」

「ごめんなさい」

「すみません」

　完全に意識の外に置いていたことを二人が詫わびると、それ以上文句を言うことは無く、すぐに話の続きに入る。

「で、肝かん心じんのペナルティの話ダ」

「……ペナルティ？　ハンデじゃなくてか？」

「そう、ペナルティ。海かい賊ぞく風味を足すにはこれが一番ダ」

「……海賊風味なんて、求めていません」

「どんな場合にペナルティが科されるかというと、海賊に捕つかまった場合ダ。お前達は三人しかいないから檻おりに入れるわけにはいかないからナ。ただし、海賊側はお前達の背中を五回叩たたかなければ捕まえられないのダ。五回叩かれる前に逃にげられればその場合は見み逃のがしてやるのダ」

　朝都の控ひかえ目な抗こう議ぎはさっくり無視されたが、そこで初めてキャプテンカピバラはハンデらしきものをつけた。

「ペナルティは三種類ダ。まあ、詳くわしくはペナルティを科された時にまた説明するのダ」

　そこまで話し終えるとキャプテンカピバラは一度言葉を切って、理解度を確かめるように俺達の顔を見回した。その円つぶらな瞳ひとみでどこまでわかるものか、甚はなはだ疑問だと思っていると、

「さて、ではここから質問タイムとするのダ」

　案の定、俺達に自己申告を求めてきた。

「海賊に追いかけられながら、海賊旗を探して、時には捕まえることもしなきゃならない……どう考えても休きゆう憩けいが必要だと思うんだが？」

「うん、すごく疲つかれそうだって」

「ああ、そこは説明を忘れただけダ。甲かん板ぱんの上には〝島〟という休憩場所を用意してあるのダ」

「……島？　そんなもの見当たりませんが」

　キャプテンカピバラはさもそれが見えているかのような口調で言ったが、俺達には見えない。

「島と言ったが……置いてあるのは写真ダ。一枚の写真しまにつき一分間休憩できるのダ」

　それを聞いて朝都も鈴真も、ほっとした表情を浮うかべたが、甘い。真の交こう渉しようはこの先だ。

「まだ、俺達の方が分が悪い。……彩波が人ひと質じちなんだ。もっと公平にしてもらわないと、な？」

　俺は質問の代わりに更なるハンデを要求した。

　少々躊躇ためらいながら口にした、彩波の名前には効果があったようで、キャプテンカピバラは振ふり返ると、彩波の様子を確かめながら、考え込むように顎あごに手をやる。

　俺もまた目を凝こらして見れば、彩波は舵だ輪りんに縛しばり付けられたままだが、いまは海賊メイドに飲み物を飲ませて貰もらっている。とりあえず、解放以外の要求は通るようで、少し安心する。

「なら……オレサマは、どこにも逃げないのダ」

「それから？」

　間かん髪はつ容いれず、更に俺が求めると、さすがに鈴真は啞あ然ぜんとした様子で俺を見た。

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　朝都もまた小声で聞いてきたが、俺は軽く頷うなずくと、キャプテンカピバラに真っ直すぐ視線を向けた。

「……欲よく張ばりナ。しょうがない。最初は海賊は五人。百数えてから甲板に放つのダ」

　そのまま目を逸そらさなければ、キャプテンカピバラはもう一つハンデをつけたのだった。

「五人なら、なんとかなるかもしれないって」

　安あん堵どの表情を浮かべた鈴真を見て、俺は自分の交渉術がまだ錆さび付いていないことに満足した──が、安心するのはまだ早かった。

「そして、ゲームの制限時間は三十分。制限時間内にオレサマを収しゆう監かん出来なければ、彩波はオレサマの花嫁よめにするのダ。好みのショートカットになってもらってナ」

　キャプテンカピバラは彩波にも聞こえるよう声を張り上げて、最後にそう言い放った。

「ええっ！　聞いてないよ！　ショートカットはやだよう!!」

「きっと似合うから大だい丈じよう夫ぶなのダ」

「似合っても、彩波はツインテールがいいんだよっ！」

　彩波はそのツインテールを揺ゆらして、髪かみ型がたの変へん更こうを嫌いやがったが、問題はそう単純ではない。

「やっぱり、好きな髪型がいいよね」

「ぼくも髪を切るのには賛成出来ません……でも、それよりも問題は彩波ちゃんがキャプテンカピバラの花嫁にされる、ということです」

「つまり、制限時間に間に合わなければ〝王おう冠かん〟は貰えずに〝王様〟にもなれないってことか」

　特別参加の俺を除いた二人の〝王冠〟の数もポイントもいまは同じなのだからそうなる。

　そうと知った瞬しゆん間かん、鈴真は大きく目を瞠みはり、キャプテンカピバラに視線を向けたが、抗議の言葉がまとまらないのか、唇くちびるだけをわななかせて。

「大丈夫だよ！　朝都ちゃんも鈴真ちゃんも一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばれば!!」

　そんな鈴真に代わって、勇気づける台詞を発したのは彩波だった。

　自由を奪うばわれた状態の彩波に、屈くつ託たくない笑え顔がおで言われれば、朝都と鈴真もただ頷き返すことしか出来ない。

　でも、俺は気付いていた。彩波が俺の名を呼ばなかったことに。

　その意味をもう知っていたけれど、指し摘てきするのは止やめておいた。

　それを明かすことで、朝都と鈴真の肩かたには彩波の覚かく悟ごまで乗ってしまうから。いまはそれは、二人の願いの植物の妨さまたげになるから。

　ただ、俺も一つ頷いておいた。彩波がそれに気付いたかどうかはわからなかったけれど。

「さすが彩波ダ！　んじゃ、みんな納なつ得とくしたところで、カピバラレッド、カモン！」

『スィ、アミーゴ！』

　キャプテンカピバラが呼ぶと、今度は三頭のカピバラレッドが俺達の前に立った。

　そのもふっとした手にはそれぞれ、昔の海軍士官が被かぶっていたような、ナポレオンハットがあり、俺は嫌な予感を覚える。

　そして、予想通り、その帽ぼう子しは俺達の頭に載のせられた。

「うん、これでいいサ」

「……何がいいんだ？」

　俺の頭に帽子を載せたカピバラレッドは、満足げにそう言ったが、制服にそぐわないことこの上ない帽子を被った自分の姿を想像して、俺は低く問うた。

「えーと、よく似合ってるから？」

「じゃあないのダ。敵と味方の区別をつける為ため……の他ほかにも、もしかしたら、役に立つかもしれないから、ちゃんと被っているのダ」

「この帽子が、ファイナルアトラクションに必要なんですか？」

　その言葉に、少々邪じや魔まそうに帽子に触ふれていた手を下ろすと、朝都は尋たずねた。

「はてナ？」

　だが、キャプテンカピバラは、大して可愛かわいくも無いのに小首を傾かしげ明確な回答を避さけて。

「さあ、準備が整ったなら、ゲームを始めよう……ああ、嵐あらしにはくれぐれも気をつけてナ！」

　そして、キャプテンカピバラが腕を高く上げゲームの開始を告げると同時に、もう一度、汽笛が鳴り響ひびいたのだった。




　　　　２




「いーち、にーい、さーん」

「海かい賊ぞくが放たれる前に、まず海賊旗のあたりをつけるべきだな」

「旗印なら、上の方ですか」

「そうとも限らないと思うけど」

　百まで数えるキャプテンカピバラの声を背中に聞きながら、二分弱の時間を有効に使うべく、俺達は、まずは固まって周囲に視線を巡めぐらせた。

　俺も含ふくめて全ぜん滅めつというのが最悪のエンディングならば、多少の連れん携けいは必要だという主張に、朝都達から反対の声は上がらなかった。

「多分、旗っていう形には縛られない方がいいと思う」

「でも、海賊らしいモチーフは共通しているはずです」

「海賊らしいって……やっぱり髑どく髏ろとか？」

　言いながら、鈴真が示した方向に、俺と朝都は吸い寄せられるように目を向けた。

　と、そこにあったのはいわゆるビート板だった。けれど、その表面には明らかに相応ふさわしくない、髑髏マークと交差する半月刀が描えがかれていた。

「実に、海賊らしいです」

　朝都はそうと認めて一つ頷うなずくと、俺と鈴真に問うような眼まな差ざしを向けてきた。

　この一枚目を誰だれが取るのか──その視線の意味を正確に理解して、俺は提案する。

「ここは、じゃんけんが公平だと思うが？」

「オレはそれでいいよ」

「……ぼくは、じゃんけんはあまり好きじゃないんですが」

「どうしてだ？」

　鈴真がすぐに了りよう承しようしたのに対し、朝都が眉まゆを曇くもらせたのが気になって尋ねると、

「……だって、必勝法が無いじゃないですか」

　軽く唇を尖とがらせながらそう答えたのだった。

　それこそがじゃんけんの公平たるゆえんなのだが、子どもらしい拗すねた表情に免めんじて指摘しないでおいてやる。

「確かに、絶対に勝てる方法はわからないが、じゃんけんが一番簡単で、公平性が高いのは事実だ。自分の出したい手を出せば、後こう悔かいも少ないし、な」

「……出したい手、ですか。わかりました」

　重ねて公平性を持ち出せば、朝都はその両手を見つめてから頷いたのだった。

　そして、公平なじゃんけんの結果、勝ったのは鈴真だった。

「最初に見つけたの、オレだったしね？」

　半分嬉うれしそうに、半分申し訳なさそうに言う鈴真に無言で頷いて、俺と朝都はその背中を見送った。

「これで、旗の探し方はわかったな」

「ええ。以後、心配はいりません」

「五十八、五十九、ろっくじゅう！」

　海賊が放たれるまで、あと四十秒。その間に、一つは海賊旗を手に入れておきたい。

　同じような思考のもと、俺と朝都はそれぞれ別方向へ探たん索さくの目を向けた──その時だった。

「あれっ、何か書いてある」

　♪北に～真しん珠じゆがあると聞きゃ～（えっほっほ）　人魚を泣かせたって～（えっほっほ）

　♪半魚人をよろめかせたって～（えっほっほ）　それは～キャプテンカピバラのもの～

　ビート板型海賊旗を手にした鈴真の声に続いて、ものすごい脱だつ力りよく感に襲おそわれる歌詞とメロディーを聞き、俺は危あやうく膝ひざから崩くずれそうになった。

　なんとか踏ふみ止とどまれたのは、その謎なぞのＢＧＭに負けず、ビート板の裏に見つけた文面を読み上げる鈴真の声に意識を集中したからだ。

「ええと……海かい藻そうの真似まねをしながら一分間、息を止めなさい、って書いてあるんだけど！」

「……それは、そのまま受け取るべきなのか？」

「あ、ひとつ言い忘れてたのダ。海賊旗に書かれている課題を〝キャプテンカピバラの唄うた〟四番が終わるまでにクリア出来ないと、旗はゲット出来ないのダ。ついでにその場合もペナルティなのダ」

　と、そこで、少しの罪悪感もなく言って寄よ越こしたのはキャプテンカピバラ。

「……他人を洗脳している暇ひまがあったら、自分の記き憶おくをしっかり洗っておいてください」

　朝都の言う通りだと俺も思う。

「もう、言い忘れはないか？」

「はてナ？」

　だが、俺の問いかけに、またも小首を傾げるキャプテンカピバラに反省の色は無い。これは、油断しない方が良さそうだ。

「とにかくオレは海藻の真似して、息を止めてみるから！」

　鈴真は俺達にそれだけ言うと、両手を挙げて、息を止めると同時にゆらゆらと揺ゆれ始めた。思うに、鈴真なりの海藻の表現で。

「……他にどんな微び妙みような課題が入ってるんだ？」

「もう、自分のくじ運を祈いのるしかありません」

「はっちじゅう！　八十一、八十二」

　鈴真が課題を成し遂とげるのを見届けたかったが、俺達も海賊旗を得なければならない。

　俺はデッキブラシ等、清せい掃そう道具をまとめてある一画に目を付けると、賭かけてみることにした。

　一いつ拍ぱく遅おくれて朝都も船せん尾び側、けれど俺とは逆の方向へと駆かけ出すのが見えた。

　俺は残り十秒で清掃道具のところに辿たどり着くと、冒ぼう険けん者も真っ青のスピードで、バケツの内側に髑髏マークと砂時計を見つけた。砂時計は武器と並んで海賊旗に描かれる物と聞いたことがある。

「よしっ！」

　小さくガッツポーズを作ると、俺は問題の課題を探してバケツをひっくり返した。

『魔ま術じゆつ師し緊きん急きゆう手術中、と嚙かまずに五回言いなさい』

　つい先日まで生徒会長選挙の演説に備えて、滑かつ舌ぜつを良くする訓練を積んでいた俺には簡単な課題だ。

　どこからか流れ出した唄を殆ほとんど聞くことなく、俺は課題を一発でクリアした。

「九十九、百！　さあ、行くのダ！　オレサマの下僕達！」

　それと、時を同じくしてキャプテンカピバラのカウントも終わる。

　そして、約束通り、キャプテンカピバラの背後からは五人の海かい賊ぞくが現れた。

　最終的には俺達も船首に向かわなければならないが、いまはまだ船尾にいる俺達とは距きよ離りがあるとみて、ここは慌あわてないでおく。

　俺は、鈴真がビート板を、朝都がエプロンらしき物を手にしているのを見て、まずは全員が一つずつ〝海賊旗〟を確保したとみなした。

「おい、集めた海賊旗を一時的に保管できる場所は無いのか？」

「それもまた、〝島〟の上に置けばいいのダ」

　尋たずねれば、まだ一つ目と高をくくっているのだろう、鷹おう揚ような声が返って来た。

　まあ、そんな風に構えていられるのも今のうちだから、ここはあえて便乗させて貰もらう。

　朝都と鈴真も素直に甲かん板ぱんへと視線を落とした。

　ウォーミングアップのように手や首を回しながら、ゆっくりとこちらに向かっている海賊の位置を把は握あくしてから、俺もまた写真を探し始める。

　マストを中心にして、立体物を探していた時にはわからなかったが、視線を下に向けて平面で捉とらえれば、〝島〟は割と簡単に見つけることが出来た。

　これから海賊と共に甲板を走り回ることを考えると、船の中央よりも端はしにある〝島〟の方が安全そうだ。

　そう判断して、俺は暑中見み舞まいなんかで貰いそうな──けれど大きさは一メートル四方はある──いかにも南の島という写真を、海賊旗の保管場所に選んだ。

「あと、六つ」

　写真しまの上にバケツを置いて、俺は一人呟つぶやいた。このゲームの本来の意味も目的も忘れてはいないが、彩波救出に一歩近付いたことに、ほんの少し安あん堵どする。

　だが、それも束つかの間。背後に空気の揺れを感じて、咄とつ嗟さに俺は身を翻ひるがえした。

「……〝島〟の上にいる時は、襲おそわれないんじゃなかったか？」

「ええ、そうです。ですから、私は島に入っていません」

　軽く睨ねめつけながら俺が問えば、メイドから海賊になったイクエはしれっとそう答えて寄越した。

　その足は確かに写真には侵しん入にゆうしていないが、イクエのやっていることは待ち伏ぶせに等しい。

　次からは、それも考えて休憩場所しまを選ぼう──俺はイクエを責める代わりにそう胸に刻んだが、目下の問題は、ここをどう切り抜ぬけるかだ。

　多分、この場合、逃にげて背中を見せるよりイクエの捕ほ獲かくを試みる方が勝率は高い。

　そう判断すると、俺は体を低くして一時的にイクエの視界から消えた。さすがにきょろきょろと俺の姿を探すことは無いが、それでも一秒ほど時間は稼かせげた。

　その間に俺はイクエの脇わきをすり抜けて、背中に回り込み、まずは一回叩たたいた。

　当然、そこでイクエは反応し、体を捻ひねって逃げようとしたが、俺はそのままイクエの影かげのごとく同じように動き、もう二回、その背中を叩くことに成功した。

「あっさり捕つかまったな」

「……待ち伏せしたことによって、心に隙すきが生まれたようです」

　イクエはがっくりと肩かたを落とし、敗因を語ると、自ら檻おりへと向かったのだった。

「やっぱり、これは消しよう耗もう戦だな」

　その認にん識しきを新たにして、俺はため息を吐ついた。制限時間があっても長引けば不利なのは俺達だ。

　ならば、とにかく行動あるのみ。

　自らにそう言い聞かせると、俺は海賊の姿にも気を配りつつ、再び船上に目を走らせた。

　船尾側で海賊旗を七つ集めてしまうのも手だとは思うが、海賊が放たれたいま、船尾にいたままではすぐに追い詰つめられてしまう。

　よって、俺は少しずつでも船首に上がって行けるルートで海賊旗を探すことにした。

「旗を掲かかげるっていったら、マストの上だろうが……」

　朝都と同じ思考で、俺はミズンマストを見上げてみたが、実際の帆はん船せんよりは少ないとはいえ、張り巡めぐらされたロープと、それを使ってマストに上がる時間を考えて、マストに登るのは最終手段にしようと思う。

　代わりに俺は、ぐるぐると巻かれて小山のようになったロープが、いくつか固まっている一画に目を付けると、即そく駆かけ出した。

「わ、わわっ！」

　途と中ちゆう、鈴真が海賊と交戦中になっているのを見たが、ここはひとまず通り過ぎる。

　そうして、俺はロープの山へと辿たどり着いたのだが、ほぼ同着の者がいた。

　すわ、海賊かと思ったが、それは朝都だった。

「……今度は、早い者勝ち、ですから」

　目が合うなり朝都はそう言って寄よ越こして。

　息も整わない内の牽けん制せいに俺は内心苦く笑しようしたが、悪いこととは思わない。いま、朝都は自分の言葉を懸けん命めいに実行しようとしているのだから。

　俺は頷うなずくとまずは、両手でロープの山を崩くずしにかかった。

「危ないです！」

「ちまちまやってたら先を越されるだろ？」

　少々おおざっぱなやりかたに朝都は抗こう議ぎの声を上げたが、俺がそう言い返すと、唇くちびるを一文字に結んで押し黙だまる。

　そして、朝都はロープをたぐり寄せるのを止やめると、同じように山を崩し始めた。

　声には出さなかったが、効率的な方法と認めたのだろう。でも、いままでの朝都だったら選ばなかった気がする。

　いくら効率的でも、何がいきなり出てくるかわからないのだから。

　本人はそれに気付いていなさそうだが、俺はその変化を歓かん迎げいする。

　と同時に好敵手と認め、俺も海かい賊ぞく旗き探しを再開した。

　そうして、ロープの山を四つ崩したところでようやく、俺達は蛇へびのとぐろのようなロープの中心部、その下に野球のホームベースの形状をした海賊旗を発見したのだった。

　ただし、朝都が崩したロープの山の方に。

　先の牽制の言葉が無む駄だにならなかったと、朝都は頰ほおを緩ゆるめたが、目の前の海賊旗に集中するあまり、背後に近付いている足音に気付いていなかった。

　仕方なく、俺は朝都の目の前から攫さらうようにベースを摑つかむと、前方に思い切り投げた。

「なにをっ！」

「海賊だ！　ベースに向かって走れっ！」

　憤ふん慨がいする朝都に、叫さけぶように命じると、朝都は残り数歩に迫せまった海賊の姿にようやく気付いて駆け出した。

　囮おとり役になることも考えたが、転がるように走り出した朝都と海賊の間に割って入るのは逆に妨さまたげになると判断して、ベースの落下地点の傍そばに〝島〟を見つけ、そこで朝都を待ち受けることとした。

「朝都、こっちだ！」

　俺は〝島〟から朝都に呼びかけた。が、その声に方向転てん換かんしたことで、朝都はわずかに体勢を崩してしまった。

　そして、海賊はその隙を逃のがさず、残りの距きよ離りを一気に詰めようと加速し、俺は半ば強ごう引いんに朝都の腕うでを摑むと、〝島〟の上に引き込んだ。

　だが、このままではさっきの二の舞まいになる。

「朝都はここにいろ」

　耳みみ許もとに告げると、俺は打って出ることにした。

　俺達との衝しよう突とつを避さける為ために、海賊はちょうどスピードを緩めようとしているところだった。

　俺は、あえてその目前に躍おどり出る。

　そうすれば、海賊・アヤカは足で急ブレーキをかけ、仰のけ反るように停止したが、驚おどろきに目を見開いたまま、すぐには体勢を立て直せない。

　その隙すきを衝ついて、俺は素す早ばやく背後に回ると、アヤカの背中を支えつつ、一気に三回叩たたいてやった。

「……お礼を言う必要は無いみたいですね」

「……まあな」

　肩かた越ごしに恨うらめしそうに見つめられたが、ゲームのルールには抵てい触しよくしていないはずだ。

　故ゆえに、アヤカは抗議の言葉を口にすることなく、ただ、長く重いため息を怨うらみがましく吐はき出してから、檻おりへと向かったのだった。

「これで、海賊は残り三人だ」

　無事に海賊の襲しゆう撃げきを切り抜ぬけ、安あん堵どしているだろうと思いながら、俺は振ふり向いたのだが、

「……また、助けられました」

　朝都の声は沈しずんでいて、その反応ははかばかしくなかった。

「俺は俺のしたいようにしただけだ。だから、気にするな」

「……でも、ぼくの意見を聞かなかった」

「それは、悪かった」

「別に、謝って欲しい訳じゃありません」

「なら、これからは朝都がどうしたいかちゃんと聞く。ゲーム中は出来るだけ、だけどな」

　そう提案すると、朝都はようやく俺を見て頷いた。

「でもぼくは、借りを作る気はありません。先に到とう着ちやくした者があの〝海賊旗〟の所有者です」

　そして、朝都はそう言うと、先さき程ほど俺が放ほうり投げたホームベース形海賊旗を指さした。

「早い者勝ちってことだな」

　俺が頷けば、朝都も頷き返して。

「それでは、用意……スタート！」

　朝都の合図と共に俺は思い切り甲かん板ぱんを蹴けった。

　それは俺の本気の表れだったが、結果的に裏目に出た。勢いの余り足が滑すべってしまい、出で遅おくれた。

　転ぶことはなかったから、朝都は気付かずにスタートを切っていて、俺はその背中を慌あわてて追いかけた。

　コンパスの差ですぐに追いつけると思ったが、朝都のスタートダッシュは予想以上だった。

　それでも海賊旗の目前で横に並ぶことには成功したのだが、その時点では先にベースを踏ふむのは朝都だと判断して、俺は策を弄ろうすることにする。

　スピードを緩め、あえて朝都を先に行かせると、俺は三歩後ろに下がって。

　そして、朝都がベースを踏むべく最後の一歩を準備したまさにその瞬しゆん間かん、俺はスライディングで突っ込み、そのままベースを攫った。

「なっ！　卑ひ怯きようです！」

「それって、反則じゃないの？」

　当然、朝都は目を吊つり上げ、近くの〝島〟で偶ぐう然ぜん俺のスライディングを見ていた鈴真までも、眉まゆを寄せ首を傾かしげた。

「爪つま先さきで触さわったって、早い者勝ちは早い者勝ちだ。あらゆる手段を使う、これが俺の〝真面目まじめに楽しく〟だ」

　それに、ゲームは競う相手が少し憎にくらしい方がいい──一瞬、脳のう裏りに鈴木やかのうの姿を浮うかべ、俺はわざとそう嘯うそぶいてみせた。

　俺の言葉に、朝都は唇くちびるをわななかせたが、結局言葉を声にすることなく、背を向けて。

　そんな朝都はひとまず放ほうっておくことにして、俺は鈴真へと顔を向けた。

「そういえば、鈴真、さっきの海かい賊ぞくは無事に捕つかまえられたのか？」

「え、あ……うん」

「そうか、良くやったな。じゃあ、残りの海賊は二人か。でも、気をつけろよ？」

「……多加良君は、意地悪なのか優やさしいのかわからないんだって」

　そこで鈴真はドレッドヘアを弄もてあそびながら、心底不思議そうに呟つぶやいた。

「どっちだろうな？」

　ちょっと考えれば後者だとわかるはずだが、冗じよう談だんめかして俺は鈴真に、聞き返してみる。

『……多分、意地悪』

　束つかの間の沈ちん黙もくの後、返ってきた声は一つではなかった。

　本人達もぴったりと声が重なったことに驚いた様子で顔を見合わせたが、俺の方は二重に驚いていた。

　一つは朝都達と同じで、二人の以心伝心に。もう一つは、

「お前達、間ま違ちがってるぞ？」

　二人揃そろって前者を選んだことに他ほかならない。

　だが、朝都と鈴真は再び顔を見合わせても訂てい正せいの言葉を口にすることはなく、そのまま揃って脱だつ兎とのごとく駆かけ出したのだった。

　俺の心に、うっすらと微び妙みようなひっかき傷を残したまま。
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　二人は思春期故ゆえ、俺の優しさを認めるのが気き恥はずかしかった。

　そう結論付けることで、胸のもやもやを振り払はらい、俺はベース裏の課題に目を向けた。

　今度の課題は『指定の衣い裳しように三十秒で着き替がえなさい』というものだった。

「指定の衣裳？」

「ここに」

　疑問を口にするやいなや、耳みみ許もとで囁ささやかれ、俺は思わず仰け反る。

「……大だい丈じよう夫ぶです。私は捕ほ獲かく部隊ではありません」

　俺の驚おどろきは別のところにあったが、海賊・ミギワはそう解かい釈しやくすると、耳許で囁いたのと同じウィスパーボイスで言った。

　それで、現段階でミギワが無害なことはわかったが、頰ほおにかかる黒くろ髪かみが彼女に妙な迫はく力りよくを与あたえていることは事実で。

「だったら、正面から来てくれ」

「……すみません。人の目を見るのは苦手なもので。とにかく、こちらをお受け取り下さい」

　そう訴うつたえたものの、その説明に妙に納なつ得とくしてしまい、俺は差し出されるがまま、風ふ呂ろ敷しき包み──これもすごくミギワっぽいチョイスだ──を受け取った。

「では……生きていたらまたお会いしましょう」

　仕事を終えたミギワは、大おお袈げ裟さというより不ふ吉きつな辞去の言葉を口にしながら再び俺の背後に回り込んで。

「中身は服だよな？」

　少々不安になった俺が肩かた越ごしに振ふり向いた時にはもうその姿は無かった。

「……大丈夫。ミギワは実在の人間だ」

　声に出すことで、俺は気持ちを落ち着かせると、その風呂敷包みを開いた。

　喪も服ふくか白しろ装しよう束ぞくが現れても驚かないよう覚かく悟ごは決めていたのだが、中から出てきたのは、大航海時代の海軍士官を思わせる衣裳一式だった。

　襟えりの大きなジャケットは金のモールが梯子はしごのように連なっていて、着るには手間がかかりそうだ。ゲームに合わせると同時に、課題としての難易度もしっかりと考えたものらしい。

　だが、俺に対する課題としては、甘い。

　なぜなら、時間を有効に使う一いつ環かんとして、俺は五歳の頃ころから早はや着き替がえの訓練を積んでいる。いまや右手でズボンを穿はいていても、左手でシャツのボタンが留められる。

「じゃあ、始めるぞ」

　宣言すると同時に、また力の抜ぬける海賊ソングがかかったが、今度も四番まで聞くことはないだろう。

　俺はそう確信していたのだが、素す早ばやく上着を着替え終えたところで、文字通り事態が動いた。

　ズボンの方に取りかかろうと思った瞬しゆん間かん、突とつ如じよとして海賊船ふねは揺ゆれて。

　ガタンっと、船首側に小さく傾かたむいたかと思うと、今度はガタタッと倍の角度で船せん尾び側に傾く。

「鈴真、朝都！　近くにあるものに摑つかまっておけ！」

　俺は慌あわてて二人に向かって叫さけんだ。

　俺の声に二人は反応したものの、まだ立っていられる揺れに、すぐには動き出さない。

　けれど船は再び船首側に傾いて、さっきよりも大きな傾きに二人はふらつく。

「早くっ！」

　もう一度急せかせば、朝都は近くのロープに、鈴真は船の縁へりにつかまった。

　それを見届けて、俺も近くにあった係けい船せん柱ちゆう──本来、港にあるべきなのだが──に摑まる。

　直後、予想通り船は大きく傾き、甲かん板ぱんにあった軽い物はすべて船尾側へと流された。

　だが、それだけでは終わらなかった。

　頰に水すい滴てきを感じると同時に、それは風を伴ともなった暴風雨となって、目を開けていられなくなる。

「なっ、んなんだ、これはっ！」

「嵐あらしだゾ～、嵐が来たゾ～」

　口の中に水滴あめが入ることを厭いとわず叫べば、俺の耳にはどこか楽しげな声が届いて。

　雨に負けず目を開けて見れば、キャプテンカピバラと彩波のいる前甲板には雨が降っていない。道理で着ぐるみなのに余よ裕ゆうがあるはずだ。

「そっ、いえばっ……嵐に気をつけろって」

「気をつけようが、ありま、せん、けど」

　そこで鈴真はキャプテンカピバラの発言を思い出したが、帽ぼう子しも服もしとどに濡ぬれた今となっては、朝都の言う通りだった。

　嵐は結局、一分程度で収まり、海かい賊ぞく船せんも水平に戻もどったが、濡れた服や物、風で飛ばされた物は当然その範はん疇ちゆうから外れる。

　そして、俺に関しては時間も元に戻らなかった。

　♪南に～琥こ珀はくがあると聞きゃ～（えっほっほ）　河かつ童ぱが海に流されたって～（えっほっほ）

　♪山童やまわらしを～置き去りにしたって（えっほっほ）　それは～キャプテンカピバラのもの～

　嵐の間に、三十秒はとうに過ぎ、やり直そうにも唄うたは、四番の終わりを迎むかえていた。

　更さらには嵐のどさくさに紛まぎれて忍しのび寄っていた二人の海賊に、朝都と鈴真は捕つかまった。

「フハハハハ！　これがキャプテンカピバラの力ダ！」

「嵐の力、だろうが！　それに今のは不ふ可か抗こう力りよくだ！」

「不可抗力？　最初に嵐に気をつけるよう言った以上、不可では無いのダ」

「……確かに、言われました」

　俺は食い下がってみたが、朝都がそこを認めてしまえば、どうしようもない。

「さあ、お待ちかねのペナルティタイムダ！」

「……ペナルティって、どんなのかな？」

　遠目にもはしゃいで見えるキャプテンカピバラに対し、さすがに鈴真も不安げに眉まゆを寄せる中、俺達の前に現れたのは、またもミギワ。

　今度も腕うでには風呂敷包みを抱かかえていて、正面から現れても俺達と一いつ切さい目は合わさない。

　その登場に、朝都と鈴真が息を吞のむ中、ミギワはおもむろに包みを開いた。

「ええと、ボタンだよ？」

　目にした瞬間、鈴真が呟つぶやいた通り、風ふ呂ろ敷しきの中から現れたのは、銀色の四角い箱にはめ込まれた四つのボタンだった。

「そう、ボタン！　お前達にはこれからそのボタンを押して貰もらうのダ」

「早押しか？」

「違ちがうナ。これはペナルティを決めるボタン……つまり、選んだボタンによってペナルティが決まるノダ。ペナルティの種類は三つ」

「ボタンは四つあるけど？」

「それは、ランダムに、二つのボタンに同じペナルティが出るからダ。そして……一つ目のペナルティは海賊の増員。二つ目はラッキーでノーペナルティ。三つ目は、舵だ輪りんで回ってもらう……彩波に、ナ」

　もさもさとした指を一本ずつ立てながら、キャプテンカピバラは淡たん々たんと説明していったが、三本目に至った時、俺達は目を瞠みはる。

「なっ！　どうして彩波がそんな目に遭あわなきゃならない!!」

「人ひと質じちは紳しん士し的に扱あつかうものだって！」

「それが……彩波ちゃんが縛しばり付けられている意味だとでも？」

「その通り」

　抗こう議ぎの声にもキャプテンカピバラはどこ吹ふく風だったが、朝都の問いには大きく頷うなずいた。

「納なつ得とく出来ません」

「ペナルティなら俺達が自分で受ける」

「そうだよ！」

　当然、俺達は再び抗議の声を上げたが、キャプテンカピバラは聞く耳を持たない。

　こうなったら実力行使だと、俺が足に力を溜ためたその時。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　みんなが頑がん張ばってくれるんだから、彩波もちょっとは頑張るよ！」

　声を上げたのは彩波だった。

　目を凝こらして見たその笑え顔がおはやはりぎこちない。寝ね耳みみに水、ということはなさそうだが、気丈に顔を上げる姿は痛々しく映った。

　朝都と鈴真も彩波を見ると、苦い物を吞んだような表情を浮うかべる。

「彩波、無理はしなくていい」

　キャプテンカピバラよりは聞く耳を持っているはずだと思い、俺はそう言ったが、彩波は首を振ふって。

「多加良ちゃん、ありがとう。でもね、本当に大丈夫だよ。それに、一回だけノーペナルティにして貰う約束をしたんだよ。ね、キャプテンカピバラ？」

「ああ、そうダ。もちろんボタンは押して貰うけどナ、一度だけ帽子ナポレオンハツトと交こう換かんでノーペナルティ扱いにしてやるのダ。可愛かわいい未来の花はな嫁よめの頼たのみを聞いてナ」

　そして、彩波が微笑ほほえみかければ、耳をピコピコさせながらキャプテンカピバラは頷いたのだった。

　彩波がそこまで納得している以上、俺達がその提案を拒こばむことは出来ない。

「まだ、誰だれの花嫁とも決まってない」

　ただ、それだけはしっかりと言っておく。

　同じ台詞せりふに、朝都と鈴真は瞳ひとみを揺ゆらしたけれど、それはいまは見なかったことにして。

「……では、四択たくドン」

　そうして、俺達が納得したとみると、キャプテンカピバラは一言そう告げたのだった。







　じゃんけんで、鈴真、俺、朝都の順でボタンを選ぶことが決まると、鈴真は好きな色、という理由でオレンジ色のボタンを、俺は、直感で白のボタンを選んだ。

　最後の朝都は黒と空色で迷う素振りを見せたが、

「朝都は、空色の方が好きじゃなかった？」

「……いまは、違います」

　鈴真の問いに首を振ると、黒のボタンを選んだ。

　なんとなく、その理由はわかったが、何も言わないでおく。好きな方を選ばなかった時、何が起こるかを知るのもいいと思って。

「じゃあ、全員同時に押すぞ……せーのっ！」

　代わりに二人を促うながすと、それぞれ選んだボタンに指を置いて、かけ声と共に押したのだった。

　するとボタンは点灯し、中には数字が浮き上がる。

　鈴真と朝都の指の下には３が、俺の指の下には１が浮き上がっていた。

「秋庭様は１番……海かい賊ぞくの増員です」

「ここは、檻おりの中にいるのと同じ数……三人ダ！」

「海賊の方は振り出しか」

　となれば、問題は朝都達の方だが。

「……オレと朝都の３番は？」

　二重の意味で、おそるおそる鈴真が問いかける隣となりで、朝都もまた真しん剣けんにミギワを見上げれば、ミギワは一度目を閉じて。

「……残念ながら、３番は舵輪で回転、です」

　再び目を開けると、恨うらめしそうにそう告げたのだった。

　反射的に俺達が視線を向ければ、ミギワの声は届かずとも、彩波は悟さとったらしい。

「……二回転かぁ。あっ、でも彩波はジェットコースターに二回連続で乗ったことがあるからだいじょ……」

「……その後、ひどい乗り物酔よいになりました……ダ！」

　まるで塩を振られた青菜のようにツインテールを萎しおらせながらも、気丈に紡つむいだその言葉の続きをキャプテンカピバラは勝手に引き取ってそう言った。

「彩波ちゃんは、乗り物酔いすることもありましたよね」

「……うん。それに舵輪って、ルーレットみたいに回ると思うんだって」

「彩波、だい……」

　朝都と鈴真の会話に、俺の不安は募つのったが、彩波に問う言葉は途と中ちゆうで飲み込んだ。

　彩波の意志はさっきもう確かめたのだから。

　ただ、彩波を救う手だてがないわけではない。もちろん二人もわかっているはずだが、知らず俺は、頭の上の帽ぼう子しに手をやっていた。

　そうと気付いた途と端たん、朝都と目が合って、つられたように朝都も帽子に手を伸のばした。

「この帽子と交換で、一回だけノーペナルティになるんだよね？」

　が、先に声を発したのは、鈴真だった。

　似合いすぎてむしろ海賊風味を醸かもし出しているナポレオンハットを指さしながら問う鈴真に、キャプテンカピバラは頷うなずいた。

「さっき言ったばかりのことを忘れるオレサマではないのダ！　ただ、そのナイスな帽子は他ほかの場面で役立つかもしれないけどナ！」

　続いて口にした台詞は、二人を惑まどわすようなものだった。

　案の定、帽子の他の使い道を示された途端、その双そう眸ぼうは揺れた──ただし、一人だけ。

　もう一人は、頭の上の帽子を目で見上げただけで。

「じゃあ、これでノーペナルティに……」

「待って下さい！」

　何の躊躇ためらいもなく鈴真が帽子に伸ばした手を止めたのは朝都だった。

　そんな行動に出ておきながら、鈴真が少々呆あつ気けにとられていることに気付くと、朝都の方が驚おどろいた表情を見せる。

「ま、まだ、最初ですし、他の可能性もちゃんと考えた方がいいと、思います」

　その言葉は咄とつ嗟さに口を突ついて出たからこそ、朝都の迷いを真に映していた。

「いいんだって、朝都。これでノーペナルティになるんなら。まあ、ナポレオンがどうしてこんな形の帽子を被かぶろうと思ったのかは、まだわからないけど」

　鈴真は、朝都の目を見ながらそう言うと、腕うでを摑つかむ朝都の手を外し、代わりに笑え顔がおを向けた。

「彩波ちゃんのことは大切ですけれど……ぼくは、簡単に引き換かえにすべきではないと思います。やっぱり、鈴真はここまできても真面目まじめに通過儀ぎ礼れいに臨む気が……」

「オレはちゃんと真面目に楽しくやろうとしてるって。ちゃんと真面目に考えて、この後もゲームを楽しめる方法を選んだんだよ」

　憮ぶ然ぜんとした朝都に全てを言わせる前に、声を被せると、鈴真は真っ直すぐに朝都を見つめた。

　決然としたその口調に朝都は目を瞠みはり、それから拳こぶしを握にぎり締しめて。

「……真面目なら、いいです」

　そんな言葉とは裏腹に、鈴真から体ごと目を逸そらした。

「た、多加良君、オレ、間ま違ちがってた？」

　途端に、情けない声で助けを求めてくる鈴真に俺は首を振ふった。

「いや、正解だ。ただ、朝都がわかるまでにはもう少し時間がかかりそうだけど、な」

　それだけ言うと、俺はいま、朝都が何を選ぶのかを注視する。

「……では、鈴真様はナポレオンハットと引き換えに、ノーペナルティにするということで、よろしいですか？」

「あ、うん」

　そして、ミギワの最終確かく認にんに頷くと、鈴真は今度こそ帽子を脱ぬぎ、手て渡わたした。

「イロハ、これで一回転減ったよ」

「うん。ありがとう！」

「朝都は、どうする？」

　鈴真と彩波の屈くつ託たく無い遣やり取りに、少しだけ心を和なごませてから、俺は改めて朝都に尋たずねた。

「僕は……ペナルティを、受けます」

　そうすれば、朝都は申し訳なさそうな一いち瞥べつを彩波に向けた後、予想通りの選択ことばを口にした。

「うん。朝都ちゃんは大人の選択だね！」

　彩波は鈴真に向けたのと同じように、屈託の無い声と表情で頷いたが、『大人』の一言を聞いた瞬しゆん間かん、朝都の唇くちびるは苦しげに歪ゆがむ。

「いいんだな？」

「……はい」

　だが、再度の質問にも朝都は答えを変えず、俺まで苦々しい気分になった。でも、やはりその選択を止めないでおく。

　代わりに、彩波へ気き遣づかう視線を向ければ、逆に励はげますような笑顔を返された。

「じゃあ、時間もないことだし……回転ドン」

　そして、キャプテンカピバラはどこか事務的に告げると、間かん髪はつ容いれず、かつ手加減無しで、彩波ごと舵だ輪りんを回したのだった。

　回転の勢いで、たちまち、形としての彩波の姿は見えなくなって。

「きゃーきゃーきゃあぁぁぁ」

「ちょ、ちょっとこれ！」

「速すぎないかっ？」

　彩波の悲鳴に、鈴真と俺は思わず声を上げたが、キャプテンカピバラが回転を止めることはない。

　それまでの饒じよう舌ぜつさが噓うそのように舵輪と共に回る彩波を黙だまって見つめるだけで。

　そんなキャプテンカピバラと同じく、沈ちん黙もくしているのは朝都。

　ただし、顔色のわからないキャプテンカピバラと違い、こちらは呆ぼう然ぜんとして青ざめていた。

　でも、いくら後こう悔かいしてもこの回転を止めることは出来ないのだ。

　そうとわかっているからこそ、奥歯を嚙かみしめ、両手を握り締めるしかない。

　回転を止められないという点では、俺も同じだった。

　俺もまた朝都を、そして彩波を強く止めなかったことを今いま更さらながら悔くやんだが、いまはとにかく何事も無く、このペナルティが終わることを信じることしか出来ない。

「きゃあぁぁぁ……」

　そうして、彩波が姿かたちを取り戻もどすのと同時に、悲鳴も細くなって。その残ざん響きようも消えたところで、ようやく舵輪は回転を止めたのだった。

「大だい丈じよう夫ぶかっ？」

　駆かけ寄りたいところをぐっと堪こらえて、俺はその場で叫さけんだが、すぐに声は返ってこない。

「大丈夫じゃ、ないかもしれないって」

「彩波ちゃんっ！」

「だ、大丈夫、だよ。……乗り物酔よいのお薬飲んでおいて、良かった。けど、お水ちょうだい」

　たまらず朝都が一歩踏ふみ出したところで、それを押し留とどめるように、ようやく彩波は声を発したのだった。

　さすがに笑え顔がおは無かったが、顔色だけなら、朝都の方が余よ程ほど悪く、思ったよりダメージが無さそうなことに俺は心底ほっとした。

「……後悔の理由、わかってるか？」

　そして、その横顔に静かに問えば、朝都は弾はじかれたように俺を見上げて。

「後悔なんて……」

　一度はそう言いかけたが、俺が見つめるとごく小さく頷うなずいた。

　ほんのわずかだが潤うるんだその双そう眸ぼうを見れば、それ以上問いかける必要はなかった。

　そのまま俯うつむいてしまった朝都の後悔は、俺も半分背負うことにして。

「……今度は、オレ、朝都を止めるって」

　そこで呟つぶやいたのは、鈴真だった。その声は、朝都に届かない程小さかったけれど、確固たる決意に満ちていた。

「頼たのんだ」

　だから俺も、迷わずそう言った。

　そうして、キャプテンカピバラは彩波が水を飲み終えたのを確認すると、

「……ペナルティタイムは以上ダ。さあ、ゲーム再開ダ！」

　ゲーム再開を告げたのだった。




　　　　４




　彩波の様子が落ち着いたのを確認してから、俺達は今度は三方に分かれた。

　甲かん板ぱんは先程の嵐あらしのせいで、少々雑然としていたが、どういうトリックか、〝島〟の上の〝海かい賊ぞく旗き〟も無事だった。

　前甲板との距きよ離りもあまり変わっておらず、マストは三本あるというのに、俺の現在地は未いまだミズンマスト寄りだった。

　嵐はいつ来るかわからないが、だからといってずっと備えているわけにはいかない。

　考えた結果、俺はメインマストの近くに設置されたランプ──といっても大きさは街灯に近い──に向かうことにした。

　狙ねらいを定めると、動き出す前に海賊の位置を確かめる。新たに加わった三人は、いまのところ獲え物ものを選ぶように巡じゆん回かい中で、近付かなければ良さそうだ。

　最初から甲板にいる内の一人は新顔に合流しようとしていて、今現在、やはり注意レベルでいい。唯ゆい一いつの問題は、残り一人の姿が見えないことだ。

　というわけで、俺は見えない一人を警けい戒かいし、出来る限り身を隠かくしながらランプの元に辿たどり着いたのだった。

　火が灯ともっていないことを確認してから、俺はランプの中を覗のぞいた。

　そうすれば中には芯しんの代わりに、布の塊かたまり。ランプシェードを外して取り出したそれには、髑どく髏ろと共に林檎りんごの芯が描えがいてあった。

　新たな課題はと言えば、『救命ボートを〝キャプテンカピバラの唄うた〟が終わるまでに膨ふくらませなさい』というものだった。

　そして、もはや姿さえ現さず、足あし下もとにそっと置かれた風ふ呂ろ敷しき包みの大きさに、開いて見る前から俺の頰ほおはひきつったが、

「ふ、ふはは。俺の肺活量を嘗なめるなよ？」

　これも良い演説をするための訓練と受け止めて、俺は勢いよく風呂敷包みを開いたのだった。







　結論として、ビニール製の救命ボートを膨らませるのに、肺活量は必要なかった。

　だが、用意されたポンプ一つで二人乗りのボートを膨らませるのは楽な作業ではなく、なんとか唄が終わるまでに終えたものの、その時には肩かたで息をしていた。

「これは……島で休むべき、か」

　そう判断すると、俺は海賊旗をポケットに突つっ込み、近くに島を探した。

　その途と中ちゆう、朝都が海賊旗らしき麻あさ袋ぶくろを獲かく得とくしたのと、鈴真がやはり海賊旗らしきノートを獲得したのを目にする。

　これで、俺達三人はそれぞれ二つの海賊旗を得たことになる。

　と、俺はそこで不ふ審しんなビーチパラソルに気付いた。

　この海賊船には少々不似合いな、ピンクと黒のゴシック風のそれは、風も無いのに動いていた。

　カラカラと車輪のような回転は恐おそらく人力によるもの。ならば、その陰かげに隠れて移動しているのは、海賊にんげん。

　俺がそう答えを導き出した時には、ビーチパラソルは鈴真の背後、一メートルに迫せまっていた。

「鈴真、島へ！」

　俺の声に、鈴真は一いつ瞬しゆんこっちに気を取られたが、ビーチパラソルを指させば、気付いて素す早ばやく逃にげた。

　すると、海賊はビーチパラソルごと方向転てん換かんして、狙いを俺に変えて向かってきた。

　しかし、前方向に視界を確保していなかったらしく、海賊は俺の脇わきを通り過ぎて。

　がら空きの背中を三回叩たたいてやれば、結局最後まで顔を見せないまま、海賊は檻おりへ向かったのだった。まあ、その方がお互たがい幸せだということで。

「ありがとう。あ……そこにも島あるよ」

　鈴真は俺に礼を言うと、ほぼ隣となりの島を示した。

　多分、何か話したいことがあるのだろうと察して、俺は鈴真と〝島〟で休きゆう憩けいすることにした。

「……それ、〝海賊旗〟だよな？」

　俺は話のきっかけを作るつもりだったのだが、いきなり核かく心しんを衝ついてしまったらしく、手の中のノートを指さすと、鈴真の表情は曇くもった。

「うん。表紙には航海日誌、って書いてあるんだけど」

　言いながら鈴真は、髑髏の横顔とナイフが表紙に描かれた航海日誌を俺に差し出した。

　これで所有権が移るということも無さそうなので、俺は素直に受け取ると、そのまま日誌を開いてみた。だが、そこには三日どころか一日分の日誌も書かれていない。

「……白紙だな」

「うん……真っ白なんだ」

　俺の言葉に一つ頷うなずくと、鈴真は何かを悟さとったような表情で力なく笑ってみせた。

「キャプテンカピバラに占せん拠きよされているって言っても、この船は和家の海賊船なんだって。だから……きっとこの先も、海には出ないよ」

　そして鈴真は、真っ白な航海日誌から読み取ったことを教えてくれた。

　それで俺には、鈴真が自身をこの船に重ねたのだとわかった。

　決して、和家の外に出られない存在ものとして。

　寂さびしげにため息を吐つく鈴真を見て、俺はふと、鈴真にもその胸の綿毛が見えたらと思う。

　銀色の輝かがやきを帯びた綿毛を見れば、その目にも同じ輝きが戻もどる気がした。

　でも、それは叶かなわない。植物を咲さかせて摘つむことが、俺の仕事である以上。

「白紙で良かったじゃないか。鈴真がこの船を乗っ取った時には、自由に何でも書けるんだぞ？」

　だから、俺はまずそう言って、その目を見つめた。

　すると鈴真は目の前で風船が割れたように目を瞬しばたたかせて。

　俺から航海日誌を受け取ると、それを開いて、白紙のページにじっと目を凝こらした。

「……そっか。白紙なら、オレが書いてもいいんだ」

　そして、小さな呟つぶやきと共に顔を上げた時、その双そう眸ぼうには再び光が灯ともっていた。

　その目を、鈴真は殆ほとんど無意識に朝都へとスライドさせる。

　共に船に乗る仲間を求めるように。

　ティーセットの入ったバスケットを探たん索さく中の朝都が鈴真の眼まな差ざしに気付くことは無かったが、それでも鈴真の目から光は消えなかった。

　それを嬉うれしく思いながらも、ティーセットを見た条件反射で、桑田のお茶が飲みたくなる俺だ。多分、今日はもう無理だろうが、明後日あさつてには絶対美味うまいお茶を淹いれてもらおう。

「じゃあ、オレ、次の海かい賊ぞく旗きを探しに行くから！」

　と、束つかの間トリップしていた俺を弾はずんだ声で引き戻すと、同じく弾んだ足取りで鈴真は島を出て行った。

　その背中を見送って、俺も海賊旗探しを再開することにする。

　そこで目に入って来たのは、甲かん板ぱんである意味悪目立ちしている大たい砲ほう。砲身が海賊旗だった場合、運べそうに無いが、中に何か隠かくすことも出来そうだ。

　そう考えて、俺が島の外に足を踏ふみ出した途端、

「うわっ！」

「朝都っ！」

　二人の焦あせった声が耳に飛び込んできた。

　反射的に身を翻ひるがえして、俺は鈴真と朝都が二人の海賊に囲まれているのを確かく認にんした。

　でも俺は、二人の元へ向かうのは止やめた。一人ではなく、二人ならば何とか出来ると信じて。

　実際、海賊達の間に割って入った鈴真の意図を、朝都は正確に読み取って、その背中に回り込む。そうすることで、互いの背中を守るフォーメーションが完成する。

　それを見届けて、俺は改めて大砲へと足を向けた。

　ただし、今度は隠れずに、残り二人の海賊の目を引きつけるつもりで一気に駆かけ抜ぬけた。

　そうして、辿たどり着いた大砲だったが、三門とも砲身の外側に海賊旗らしき印は見当たらない。

「……となると、内側なか、か？」

　俺は一門目の筒つつの中を覗のぞき込んだが、火薬の匂においがしないどころか砲ほう弾だんも入っていない。

　ならばと次の大砲へ、と、顔を上げた瞬間、目があった──カピバラレッドと。

「なんで、お前がここにいる？」

「海賊だからだとも、セニョール多加良」

「さあ、十分経過ダ。海賊を更さらに五人追加したゾ」

　カピバラレッドの、実にシンプルな回答とほぼ同時にもたらされたキャプテンカピバラの通告で、俺は事情をしっかりと理解した。

「確かに、途と中ちゆうで更に追加しないとは言わなかったか」

「スィ！　だから我わが輩はいはここにいるのだ！」

　求めてもいないのに、カピバラレッドは無む駄だな美声で、再度主張する。俺の苛いら立だちを募つのらせるだけとも知らないで。唯ゆい一いつの救いは、さっきのような団体ではなく単体で現れたことだけだ。

「で、どういうつもりだ？」

「海賊のつもりだ！」

　俺はこの後の行動を尋たずねたのだが、その的外れな答えをわざわざ聞き直すことはしなかった。

　なぜなら、海賊のつもりということは、カピバラレッドの狙ねらいは俺の捕ほ獲かくに他ほかならず、そして、こいつが近くにいる限り俺は海賊旗探しに集中出来ない。

　ならば、今度こそ先手必勝。

「獣けものは檻おりの中だっ！」

「おおっと！　挨あい拶さつのタックルかい？」

　不意を衝いたつもりだったが、中身が違ちがうのか、俺が肩かたを当てても目の前のカピバラレッドはびくともしなかった。

「タックルなら、我輩も得意だ！」

　その上、言葉通りに仕し掛かけて来た。そのタックルをかわして、今度は腕うでを摑つかみカピバラレッド自身を軸じくに、後ろに回り込もうとした。

　しかし、俺が全体重をかけても、カピバラレッドの体はわずかに傾かたむいただけで、逆に俺が引っ張られる結果となる。

　と同時に、背中を叩たたくというより、強く一回押された。

　このまま五回やられたら、ペナルティだ──そう考えるより先に俺の身体は動いて。カピバラレッドの腕を放すと、そのまま前に転がった。

　すぐに立ち上がると、もう一度、正面からカピバラレッドと向き合った。

「……こんなことになるなら、カピバラの弱点、調べておくんだったな」

「ハハハ！　調べても無駄だよ！　我輩達は、普ふ通つうのカピバラのように雨を弱点とはしていない！　我々に克こく服ふくできないことといったら、鼻を触さわられること位なのだよ！」

「……へえ、そうなのか」

　思いがけず訪おとずれた勝機に、俺は小さく笑った。俺がミスを導いたというより、相手のオウンゴールだったが、せっかくの勝機を逃のがす手はない。

「い、いや、いまのはだな」

　自らの言葉に首を振ふりながらもカピバラレッドは動どう揺ようのため後あと退ずさり、大砲にぶつかった。

　その衝しよう撃げきで、中に入っていた砲弾が一つ転がり出ると、カピバラレッドはそれに気を取られ。

　俺はその一いつ瞬しゆんを逃さず跳ちよう躍やくすると、その勢いでカピバラレッドの鼻を思い切り叩いてやった。

「ああっ……ぬぅ……やら、れた」

　正直、半信半疑だったが、カピバラレッドは両手で鼻を押さえたまま天を仰あおぎ、その状態で膝ひざから崩くずれ落ち、甲板に沈しずんだのだった。

　かなり芝しば居いがかった動作ではあったが、倒たおれたカピバラレッドはそのまま起き上がらない。

「着ぐるみに急所があるとは驚おどろきだな」

　そして俺は、正直な感想と共に、慰なぐさめの気持ちなど一ひと欠片かけらもなく、その背中を三回叩いてやった。ファスナーを探さなかったのは、せめてもの慈じ悲ひだ。

　カピバラレッドはそれでもまだ動かなかったが、俺は構わず、奴やつが落とした砲弾のチェックに入った。

　拳こぶしより一回り大きな砲弾は、一見重そうだが、持ってみるとそうでもない。

　手の中で一回転させたところで、うっすらと溝みぞが刻まれているのを見つけ、俺は思いきって力を込こめてみた。

　そうすれば、砲弾は二つに割れたが、中から出てきた鎖くさりが、割れた砲弾を繫つないでいた。確か、鎖くさり弾だんとかいう相手の船のロープに絡からませるのが目的の砲弾だ。

　ただし、いま俺の手の中にあるそれは、内側に鋭するどい獣の牙きばを持った髑どく髏ろと鞭むちが描えがいてある海かい賊ぞく旗きだったが。

　そして、小さく折り畳たたまれた紙に書いてあった課題はといえば『齧げつ歯し類の急所を探しなさい』というもので。

　俺が既すでにそれをこなしたと認める代わりに、例の唄うたが響くことは無かった。

　俺はほっとひと息吐つくと、朝都と鈴真の姿を探した。

　二人はさっき見かけた場所から殆ほとんど動いていなかったが、二人の近くにはもう海賊の姿はない。どうやらうまく片付けたようだ。

　とはいえ、甲かん板ぱんにはいま六名の海賊がいるから油断してはいられない。

　一応、その辺りの忠告をしておこうと、俺は二人の元へ向かうことにした。







　二人で協力して海賊の襲しゆう撃げきを退け、さぞ得意げな顔をしていると思って近付いたのだが、傍そばで見た顔はどちらも浮うかないものだった。

「どっちかが、ペナルティか？」

　俺が尋ねれば、二人は揃そろって首を振ったが、やはり表情は晴れない。

「それ〝海賊旗〟だろ？」

「……うん。朝都が見つけたんだけど」

　朝都が左手に持っている軍手に視線を向けながら問う俺に答えたのは、鈴真だった。

　当の朝都は課題の書かれた紙に目を落としたまま、無言でいる。

　ということは、問題は課題にあるのだろうが、ここまでの課題を見る限り、精神的なプレッシャーは与あたえても、考え込む程ほど難しいものは出されないはずだ。

『あなたの夢を、大声で叫さけんでください』

　実際、脇わきから覗のぞき込んでみた課題は、シンプルそのものだった。

　でも、いまの朝都には、困難な課題のようだった。

　朝都には悪いが、俺はこの事実を嬉うれしく思った。

　それは、さっきジェットコースターで交かわした言葉通り、朝都がちゃんと自分の〝願いゆめ〟のことを考えて──考え続けているということだから。

　故ゆえに鈴真も、近くで見守っているのだろう。

「あ……三番だって」

　問題は、この課題にはタイムリミットがあることだ。

　加えていま、俺達を囲むように、海賊達が輪を作りつつあった。いまはまだ大きな輪だが、

「このまま全員囲まれるのが一番まずい……鈴真、お前は海賊旗を探しに行け」

　鈴真は咄とつ嗟さに首を振ろうとしたが、俺の目配せで海賊達の動きに気付くと渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「……全ぜん滅めつが、一番困るんだもんね」

　そう言って、朝都に一いち瞥べつをくれると、海賊達に見つからないよう、静かにその場を後にした。

「……秋庭さんは、やっぱり世界征せい服ふくと言いますか？」

　そして朝都は、ようやく顔を上げると、いままでになく真しん剣けんに尋たずねてきた。

「ああ。それが今の俺の願いゆめだ。でも……その紙には〝現在〟のとは書いてないだろ。だったら、子どもの頃ころの夢はどうだ？」

　逃にげ道としてではなく、それを思い出すことが朝都の今の〝願い〟に繫がると思い、俺はそう提案した。

　朝都にもその部分はちゃんと伝わって、一つ頷うなずくと自分の記憶こころを辿たどるように目を閉じた。

　今までの朝都なら、子どもの頃の──まあ、今も十分子どもだが──自分を振り返ることなどしなかったはずだ。

　その変化を俺が実感した次の瞬しゆん間かん、朝都は瞼まぶたと肩かたを震ふるわせて。その動きを見れば何かを思いだしたことは確かなのに、

「……子どもの頃のことなんて、思い出せません」

　そう言って、首を振ふったのだった。

　見開いたその目には驚おどろきと共に、何かを怖おそれる色が宿っていて、それが朝都に見つけ出した答えを言わせなかったのだとわかった。

　でも、だからこそ朝都は、その答えに向き合わなければならないと俺は思う。

　いまの自分を知るために。

　ひいては自分の願いを知るために。

　たとえ朝都が怯ひるんでも、俺はその言葉こえを引きだすと決める。

　何より、気付いてしまった真実に、朝都は目を背そむけていられる人間ではないと信じるから。

　♪山童やまわらしを～置き去りにしたって（えっほっほ）　それは～キャプテンカピバラのもの～

「……唄、終わったな」

「……そうですね」

　ただ、俺が朝都の口からそれを聞き出す前に唄は終わってしまい、その口から漏もれたのは重いため息だった。

「では、僭せん越えつながら……四択たくドン」

　直後、朝都のため息にギリギリ消されない声量で告げたのは、ミギワ。

　それと同時に、朝都の前にはさっきと同じボタンが差し出されていた。

　ボタンとミギワのセットに、先程の後こう悔かいが胸をよぎったか、朝都は一瞬目め許もとを歪ゆがめたが、軽く帽ぼう子しに触ふれると、

「今度は、後悔しません」

　きっぱりと宣言して、束つかの間の逡しゆん巡じゆんの後、空色のボタンを選んで押したのだった。

　結果、点灯した数字は１。

「海かい賊ぞく、一名増員です。これで七人……七人ミサキですか？」

　最後の謎なぞの台詞せりふと共に、ミギワがうっすらと笑みを浮かべた理由はわからなかったが、とにかく２番でないことに俺と朝都はほっと胸を撫なで下ろす。

　そして、俺は改めて先程の答えを朝都から聞き出すことにする。

「朝都、お前の子どもの頃の夢は……」

　が、そこまで口にしたところで、俺の頰ほおを雨あま粒つぶが叩たたいた。

　でも、朝都と共に見上げた空は、やはり澄すんだまま。

「上空は晴天……ということは」

「また〝嵐あらし〟ですか！」

「〝嵐〟ならまた揺ゆれる。その前に……」

　摑つかまる物を探せ──俺はそう言おうとして止やめた。雨風などものともせずに、包囲の輪を狭せばめてくる海賊達に気付いて。

　ここで一カ所に留とどまれば、確実に海賊に捕つかまる。もしかしたら、海賊達はいままでこの機会を狙ねらっていたのかもしれない。だが、みすみす捕まってやる気はない。

「朝都、あのボートのところまで走れ！」

　言いながら、俺は鈴真の姿も探したが、声の届くところには見当たらない。

　素直に駆かけ出しながら、朝都もその姿を探していたが、船が傾かたむき始めている以上、探しには行けない。その上、俺の頰を叩いた雨はもはや粒つぶでは数えられない程ほど勢いを増していた。

「多分、隠かくれてる」

　そう言えば、朝都は足を止めずに走り続け、俺達はすぐに救命ボートまで辿り着いた。

「それで、どうするんです？」

「これは救命ボートだ。乗れ」

「いまですか？　海でもないのに？」

「いいから！」

　問答の時間を惜おしんで、俺は強ごう引いんに朝都をボートに乗せた。

　すぐ近くに、海賊が二人迫せまっていた。その一方で、船は傾きを増している。

「行けるっ！」

　自分の声を合図に、俺は船の傾きに合わせて思い切りボートを押すと、すぐに自分も乗り込んだ。

「後ろっ！」

　朝都は慌あわてた様子で指さしたが、問題はない。

　なぜなら、海賊よりも俺達の乗ったボートが甲かん板ぱんを滑すべる方が速かった。よって、海賊は追いつけない。

「……乗り心地はイマイチだが、これでしばらくは安あん泰たいだ」

　もちろん障害物に注意を払はらう必要はあるが、朝都はほっとした様子で息を吐ついた。

「……これ、なんですか？」

　と、そこで俺達と共にボートに揺られている物に気付いて朝都は首を傾かしげた。

　ぱっと見それは、糸の代わりに結び目の付いたロープが巻かれた糸巻きに見えた。しかし、反対側に分度器のような物が付いているのを見ると断言は出来ない。恐おそらく、何かしらの観測器具だと思うのだが。

「触さわってみたらどうだ？」

　睫まつげに付いた水すい滴てきを振り払いながら、俺は朝都にそう水を向けてみた。

　雨が目に入ることも厭いとわず、朝都は正体不明のそれをじっと見つめていたから。

「……触ったところで、何かわかるとも限りません」

「わからないとも限らないだろ」

「でも……」

　俺は船が傾ききったところで、躊躇ためらう朝都の手を取ると、無理矢理その観測器具を摑ませた。

「なっ！」

「嫌いやなら放せばいい」

　俺はそう言ったが、一度摑んだそれを朝都が手放すことは無かった。

　そして、しばらく見つめた後、もう片方の手も添そえて、朝都は検分にかかった。

「どうだ？」

「……予想通りです。秋庭さんや鈴真だったら、わかったかもしれませんが」

　俺の問いに、暗にわからないと伝えてくる朝都の声には自じ嘲ちようの響ひびきがあった。

　でも、まだ手の中にはそれがあった。諦あきらめきれないというように。

「……いったい、どうしたら、秋庭さんのように動けるように、なりますか？」

　だからこそ、口を開けば飛び込んでくる雨も厭わず、朝都は俺に尋たずねて来たのだった。

　その表情は真しん剣けんである以上に切せつ羽ぱ詰つまったものだった。

　なぜなら、朝都が本当に知りたいのは、あるべき自分の姿で。それは、今の自分の在り方をもどかしく感じているからこそ湧わき上がる疑問。

　故ゆえにこの問いは、求める答えからしたら間ま違ちがっている。でも俺は、そうと承知の上で口を開く。

「いま、自分の手の中にあるものをどう使うか。そして、いまの自分をどう使うか、まずそれを考えることだ」

「いまの自分？　ぼくはさっき、大人のように振ふる舞まおうとして彩波ちゃんに苦しい思いをさせたんですよ？」

　当然、俺の答えに朝都は満足せず、傷口に塩を塗ぬるような台詞を自ら口にする。その手を見ることもせずに。

「だったら……昔の朝都ならどうするか、だ。〝願いゆめ〟を持っていた朝都ならどうする？」

　俺は、さっき聞き損そこねた答えを求め、形を変えて朝都に問いかけた。

「……どうして〝夢〟があったと、決めつけるんですか？　それに、わからないことなら昔の方がずっと多かった」

「でも、昔の朝都は、自分が何者か、いまのお前よりわかっていたんじゃないか？」

「ぼくは自分が何者かなんてちゃんと……」

　再び傾く船と共に、朝都は声を高くしたが、結局、最後の一言を口にすることは出来なかった。

　ただ、その一言を飲み込んだことで、朝都はいま、自分の手の中にある物のことを思い出す。

「……では、自分の手の中にある物がわからない物、だったら？」

　それは逃にげる為ための問いかもしれなかったが、いま、朝都が自分の手の中が空では無いと気付いたのなら十分だ。

　俺は朝都の鼻先に指を向けると、

「……さっきと同じだ。まずはどう使うか考える。それから、よく見る。色々な方向から、視点を変えて、な」

　言いながら、その胸の綿毛まで指先を移動させた。

　そうすれば、朝都は猫ねこのように指先の動きを追っていき、最後に自分の綿毛むねに行き着いた。

「……視点」

　朝都に見えたのはあくまでも自分の胸だが、そう呟つぶやくと胸の綿毛は呼応するように小さく揺ゆれて。

「あとは自分がそれをどうしたいか、考える」

　頰ほおを打つ雨が再び粒つぶになり、ゆっくりと船が水平に戻もどっていくのを感じながら、俺はそう言って、話を締しめ括くくったのだった。

　朝都は一いつ瞬しゆん、まだ何か訊ききたそうな素振りを見せたが、もう一度手の中の観測器具に目を落とすと、その口を閉じた。

　自分で答えを見つける為に。

　だから、俺はまず、朝都がそれをどう見て、どう使うかに──いま、ここにいる朝都に期待すると決めた。

「答え、期待してるぞ」

　最後に一言だけ告げて、俺は一足先にボートから降りた。

　朝都の〝願い〟をもう一度問うのは、それが叶かなう時だと信じて。







「風邪かぜ引いたら、治ち療りよう費出るんだろうな？」

　二回目の〝嵐あらし〟で更さらに濡ぬれそぼった上着──さっき途と中ちゆうまでこなした課題の服だ──を脱ぬぎながら俺は独りごちた。

　それでも、濡れたのが制服のシャツで無かったのは幸い、と思ったのも束つかの間。

　ロープとロープの間に、まさしく洗せん濯たく物ものとして掛かけられている自分のシャツを見つけて、俺は少しだけ泣きたくなった。

「……クリーニング代も、出るんだろうな？」

　低く呟きながら、結局濡れたシャツを取りに行き、羽織ったところで俺は、一いつ緒しよにぶら下げられていたてるてる坊ぼう主ずに気付いた。

　正直、まったく効力を発揮していないソレに、一瞬殺意に似た感情を抱いだいた俺だが、その後頭部に模様を発見すると同時にそれは消え失うせた。代わりに涌わき起こったのは同情心。

　大きく開いた口の中に髑どく髏ろが入った海かい賊ぞくマークに、暗あん喩ゆめいたものを感じて。

　そして、課題は『七カ国語でこんにちは、を言ってみなさい』というもので、

「ハロー、ボンジュール、ボンジョルノ、グーテンターク、クムスタポー、ブエノスディアス、フーイエミダッハ」

　英語で始め、オランダ語で締め括ると、俺は〝海賊旗〟をポケットの中に入れたのだった。

　と、そこで、俺は木箱から這はい出してくる鈴真の姿を捉とらえた。どうやら、鈴真はそこで嵐と海賊を凌しのいだらしい。

　更に、海賊旗も得られたようで、俺は胸をひとまず撫なで下ろす。

　これで、俺は海賊旗を四つ、鈴真は三つ集めたことになるが、朝都はまだ二つ。

　残された時間はおよそ半分。彩波の状じよう況きようを考えれば悠ゆう長ちようなことは言っていられないが、あまり差が開きすぎては、真面目まじめに楽しむのも難しくなる。

「……少し、海賊を減らしておくか」

　甲かん板ぱんに七人も海賊がいたら、やはり海賊旗探しに集中するのは難しい。

　そうと決めた途と端たん、俺は海賊達の視線を肌はだに感じた。どうやら、さっき俺に作戦の裏をかかれたことを恨うらみに思っている連中がいるようだ。

「そっちから来てくれるなら、願ったり叶ったりだ」

　言いながら、両りよう腕うでを広げて存在をアピールすれば、船上の空気はざわめいて。

　俺はその渦うずの中に身を投じたのだった。







　新たに四人の海賊を牢ろう獄ごく送りにしたところで、俺は一息吐つこうと〝島〟に上陸した。

　一気に戦力を減らしてやったから、これで残り三人は慎しん重ちようになってくれるはずだ。少なくとも、次に海賊が増員されるまでは。

　額の汗あせを拭ぬぐいながら、心なしか見通しの良くなった甲板を見回せば、俺の努力の甲か斐いあって、朝都はうきのような、ビーチボールのような物を手にしていた。

　課題もどうやら上手うまくいったらしく、保管場所を探すように朝都は周囲を見回して──途中で〝海賊旗〟を取り落とした。

　慌あわてて朝都が追いかければ、気付いた鈴真も走り出して。

　そして、ボールを捕つかまえようとした二人が、互たがいに気付かずぶつかりかける寸前で、

「……気をつけろ」

　何とか二人の間に入り、俺はそれぞれの体を押し留とどめることに成功した。

「す、すみません」

「ごめん……でも、多加良君、器用だって」

　慌てて謝る朝都とは対照的に、鈴真は不思議な冷静さをみせ、俺の足あし下もとに視線を落とした。

「まあな」

　確かに俺は二人を止める他ほかに、転がってきたボールも器用に足で止めていた。まあ、これ位、鈴木を止めることに比べたら朝飯前だ。

「……これのどこが〝海賊旗〟なんだ？」

　だが、そんな俺にも、拾い上げたボールのどこに髑髏が描かれているのかは、わからない。

「オレも……わかんないって」

　鈴真もまた、少々悔くやしそうに白旗を揚あげれば、朝都は小さく笑って。

「これは白地の中に黒を見ようとするんじゃなくて、黒地の中に白を見るんです」

　適当にかき混ぜた卵のような模様の見方を自じ慢まんげに教えてくれた。

　でも、決して嫌いやな言い方ではなく、俺と鈴真は、言われた通り視点を変えてみる。

　すると確かに白地の方が形をとって見えてきた。

「見えた……けど、落書きみたいじゃないか？」

「ええ。ぼくも最初はそう思いました。でも……子どもの絵だと思えば、十分髑髏マークです」

　朝都の言葉に、もう一度ボールを見てみれば、確かに拙つたなくも子どもが懸けん命めいに描いたように見えてくるから不思議だ。

「視点を変えたわけだ」

「はい」

　そう言えば、朝都は明るい表情で頷うなずいた。

「そうか、子どもの絵かぁ。いま、こんな風に描けっていわれても、描けないって。……あ、子どもっていえば、これ、朝都にあげる」

　鈴真は思い出したようにそう言うと、屈くつ託たくのない表情で、ポケットから取り出したそれを朝都の手に載せた。

　次の瞬しゆん間かん、朝都は大きく目を瞠みはる。

　ペットボトルのキャップほどの大きさで、薄うす橙だいだい色いろのそれは、曇くもりガラスのようにもタイルのようにも見えたが、何、とは断定出来ない物だった。確実なのは貴石の類たぐいで無いことだけ。

「……なんだ？」

「オレも知らないんだって。でも、ドラゴンジエツトコースターの顔見てたらなんか思い出したんだって。朝都、子どもの時こういうの持ってたよね？」

　拾ってきた本人もわからず、鈴真は二人分の問いを朝都に向けた。

「……龍りゆうの翼つばさの欠片かけら」

　朝都から返って来た答えは一言ひとつだった。

　最初の驚きよう愕がくは去っているようだが、指先でそれを撫でる横顔は懐なつかしそうで、その心はここではないどこかに行ったまま。

「そっか、龍の翼の欠片かぁ」

「えっ、あのっ、いまのは、違ちがいます。その……子どもの頃ころにそう呼んでいただけでっ。ぼくもこれが何なのかは……」

　繰くり返す鈴真の声で我に返ると、あたふたと言い訳をしたが、俺と鈴真の頭にもうそれは、龍の翼の欠片としてインプットされてしまったから手て遅おくれだ。

　何かわからないけれど綺き麗れいな物に、そんな名前を付けていた頃が、朝都にもあったのだ。

「で、オリジナルはいまどこに？」

「……あれは、捨てられてしまいました」

　興味の湧わくまま、尋たずねて返ってきた答えに、俺と鈴真は束つかの間、声を失った。

　問うまでもなく、捨てられた理由がわかったから。

「あれは、わからない物でしたから」

　けれど、朝都は自らその理由を語ると、強がるように笑え顔がおを浮うかべた。でも、その龍の鱗うろこを捨てられた時の朝都はきっと泣いたはずだから。

「……だったら、今度は納なつ得とくいくまで調べてみたらいい」

「オレもそう思う」

　俺と鈴真が続けてそう言えば、朝都は少し驚おどろいたように目を瞬しばたたかせて。

「……本当に、貰もらっていいんですか？」

　その問いに鈴真が頷くと、朝都もまた頷いたのだった。今度は自然な笑顔を浮かべて。

　そうして、朝都の一歩を喜ぶように、胸の綿毛は葉を増やしていた。

　が、次の瞬間、龍の翼の欠片は再び朝都の手から消えた。

「これ、なんスか？」

　状じよう況きようを理解する為ために必要な沈ちん黙もくは二秒で、理解すると同時に、俺は現れた海かい賊ぞくと対たい峙じした。

「……返せ」

「あ、ちわっス、皆みなさん」

　海賊に堕おちたとはいえ和家のメイドは礼れい儀ぎ正しい。

　ただ、そのベクトルが体育会系に傾かたむいているのが、いま、俺達の目の前にいるマツリだ。

　学生時代は野球部に所属していたそうで、その名残なごりがまだ言こと葉ば遣づかいと、ベリーショートの髪かみ型がたにみえる。

「あのっ、返してください！」

「何かわからないけど、キレイっスね！　あー、返したいのは山々なんスけど、今日の自分は海賊なんで……返して欲しかったら力ずくで頼たのむッス」

　朝都の声も無視するかと思ったが、マツリは、ふいに朝都に目線を合わせると、勝手な理論を披ひ露ろうしたのだった。

「勝手に盗とっておいて、何言ってんだ？」

　思わず絶句する朝都に代わって、俺はほんの少し高いところにあるマツリの顔を睨にらみつけた。

「それが海賊っス」

「オレは、マツリさんにあげた覚えはないんだけど」

「そうっスね。貰った覚え無いッス」

「……わかりました。実力行使、ですね」

　天てん真しん爛らん漫まんを通り越こして傍ぼう若じやく無ぶ人じんな返答に、真っ先に堪こらえきれなくなったのは、朝都だった。

　朝都は背せ伸のびをすると、マツリの手から無理矢理、龍の翼の欠片を奪うばい返そうとした。

　でも、百八十センチ近いマツリは、腕うでを左右に振ふるだけで朝都の手をかわしてしまう。

　背伸びをしても届かないと知って、朝都は今度はジャンプしながらぶつかるように奪だつ還かんを試みたが、それもあっさりかわされる。

「オレも手伝うっ！」

　そこで鈴真も加わったが、二対一になっても身長とリーチの長さに物を言わせ、マツリは余よ裕ゆうで二人の攻こう撃げきをかわし続ける。

　俺は頭脳を高速回転させ、〝海賊〟には〝海軍〟として相対するという作戦こたえを導き出した。

　つまり、捕つかまえてしまえば、略りやく奪だつした物も返さざるを得ない、ということだ。

　俺は、二人がマツリの視線を引きつけている間に、さっさと背後に回り込むことにした。

「あっ！」

「いま、二回っスよ」

　だが、背中を狙ねらっているのは俺だけでは無かった。もちろんマツリが叩たたいたのは自分のではなく、鈴真の背中だったが。

「鈴真！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。まだ二回だから」

「はい、三回っス！　自分、サードやってたんで、肩かた柔やわらかいのが自じ慢まんなんスよ」

　鈴真はすぐに体を捻ひねったが、マツリは言葉通りその柔じゆう軟なん性を活いかし、簡単にもう一度その背中を叩いてくれて。

　それを見た瞬しゆん間かん、朝都は顔色を変えた。

「鈴真、もういいですから！」

「はい、朝都様も二回っス」

　朝都は半ばぶつかるように鈴真をどかそうとして、今度は自分が背中を叩かれてしまう。

「二人とも、一度離はなれろ！」

　見かねて叫さけべば、二人はすぐに後退したが、俺の方はマツリに見つかってしまう。

「秋庭様、盗とう塁るいっスか？」

「なんでも野球に例えるのは止やめろ」

「だめっスか？　ちなみに、秋庭様、坊ぼう主ずにする気は無いっスか？」

「なんで……だっ！」

　他愛たわいもない会話をしながら、マツリとの間合いを測っていた俺は、そこで目線が頭部に向いたと見て仕し掛かけた──が、直前で横に逃にげられる。

「いや……今度、野球チーム作って、いまメンバー募ぼ集しゆう中ちゆうなんス」

「悪いが忙いそがしい」

「そっスかぁ」

　狙いを龍りゆうの翼つばさの欠片かけらと見せかけつつ、俺は何度もその脇わきを抜ぬこうとしたが、マツリは動体視力も良いのか、簡単には抜かせてくれない。

「……けど、鈴真は坊主にしたこともあるっていうから、誘さそえば入ってくれるかもな」

　簡単にひっかかるとは思わなかったが、一瞬でも注意が逸それればと、言ってみた俺は、マツリの野球好きを甘く見ていたらしい。

「マジッスか！　鈴真様、ちょっとキャッチボールするっスよ！」

　マツリは俺の言葉を素す直なおに信じると、そのまま体ごと視線を鈴真に向けて。

　脇どころか背中までがら空きの状じよう況きように、さては罠わなかと思うが、それはその時と、俺はこのチャンスに賭かけた。

　一気に距きよ離りを詰つめると、身を反される前に素早くその背中を三回叩き、その感覚にマツリは即そく座ざに後あと退ずさったがもう遅おそい。

「……マツリ、捕ほ獲かくだ」

「あちゃー……やっちまったっス」

　俺がそう告げれば、マツリはホームランを打たれたエースのごとく天を仰あおいだのだった。

「えっと、捕獲ってことは……そっか、これで龍の翼の欠片、返して貰もらえるよね？」

「早く返してください！」

　そうと気付いた朝都はマツリを急せかす。

「あー、はい。じゃあキャッチするっスよー」

「おい、横着するな！」

　左足を軸じくにピッチングフォームを作るマツリを見て、俺は慌あわてて制止をかけたが、結果的にそれは間に合わなかった。

　ただでさえ小さな龍の翼の欠片に対し、マツリの投球は速すぎて、

「なっ、どこっ、に？」

　両手をただ挙げただけの朝都がキャッチ出来るはずがない。

　朝都の頭上を抜けた龍の鱗うろこは、更さらに鈴真の頰ほおを掠かすめ──船外へと落ちていった。

「す、すすすみませんッス」

　あまりのことに呆ぼう然ぜんとする朝都に、マツリは青ざめて頭を下げたが、その声も朝都には届いていない。

「朝都、大丈夫だって、オレが探しに行ってくる！」

「鈴真、待てっ！　危ない！」

「……あの、あたしが言うのもなんなんスけど、いま船から降りたら、失格っス」

　その言葉に、船の縁へりに手を掛かけたまま鈴真は動きを止めたが、今までにない険しさでマツリを睨にらんだ。

「あれは、朝都の大切なものなんだっ！」

　その嚙かみつくような剣けん幕まくにマツリは首を竦すくめ、俺もほんの少し気け圧おされた。

　朝都はその声に我に返ると、次は足を縁にかけようとしている鈴真の腕うでを慌てて引く。

「鈴真、もういいですから！」

「良くないよっ！」

「いいんだ！　あれは昔失くしたものだからっ！　いま大切な物なら持ってるからっ！」

　鈴真は聞き入れず、その腕を振ふり払はらおうとしたが、朝都が声を張り上げて、更に強く鈴真の腕を摑つかめば、その動きを止めて。

「……でも」

「一つあれば十分だから」

　諦あきらめきれない様子の鈴真に、今度は静かに語りかけた。

　そうしながら、朝都が手をポケットに入れてみせれば、ようやく鈴真は船の縁から離れたのだった。

「……ありがとう」

　そして、その一言を朝都が口にした瞬しゆん間かん、二人の胸の綿毛は揃そろって輝かがやきを増して。

　二人の距離がまた少し縮まったことを俺は知った。

「いやー、これでめでたしめでたしっス」

「……ゲーム終しゆう了りよう後ご、龍の翼の欠片はお前が責任持って探せよ」

　だからといって、俺がマツリの所行を不問にすることはなかったが。




　　　　５




　マツリを檻おりに送った後、俺達はそれぞれ一つずつ海かい賊ぞく旗きを増やした。

「残り十分ダ！　どどんと海賊、五人追加ダ！」

　よって、制限時間十分前にも、キャプテンカピバラは攻こう撃げきを緩ゆるめることなく、更に追撃を解き放ったのだった。

　恐おそらく、今度は様子見の時間を取らず、海賊達は動いてくるだろう。

　海賊に警けい戒かいしながらも、俺は新たな〝海賊旗〟を求めて、周囲を見回した。

　予定通り、俺はフォアマスト近くまで移動していたが、ここから前ぜん甲かん板ぱんの様子はよく見えない。

　だが、見えるところにもめぼしい物は見当たらず、

「……これは、最後の手、か？」

　いよいよその時が来たかと、俺はマストを見上げた。

　海賊船である以上、マストの先せん端たんに旗印があると思うのだが、足場が邪じや魔ましていて下からはよく見えない。

　結局登ってみるしかないという結論に至って、俺は念のため、命いのち綱づなを探した。

「よろしければ、どうぞ」

「ああ、ありが……」

　あまりに自然に差し出されたロープを思わず手にとってしまってから、俺は隣となりに梅香が立っていることに気付いた。

　直前まで足音はおろか、気配も感じさせなかったところは、さすが梅隊隊長と言う他ほかないが、いまここにその姿がある理由が俺にはわからない。

「梅香の仕事はラウンドゾーンじゃなかったのか？　なぜここに？」

　さっきと同じ、メイド服姿の梅香を上から下まで眺ながめて、結局、本人に理由を尋たずねた。

「あら、秋庭様は賢かしこいという噂うわさですのに、予定は未定、という言葉をご存知ありませんの？」

「もちろん知っている」

「でしたら……もうわかりますでしょう？」

　口調は丁てい寧ねいだが、時折チクチクと棘とげを混ぜながら梅香は、状じよう況きようの理解を求めてくる。

　首を傾かしげる仕し種ぐさは楚そ々そとして、醸かもす雰ふん囲い気きも極きわめて優やさしげであるのに、その瞬間、俺の背筋を走ったのは悪お寒かんだった。

「まさか、梅香もいま、海賊なのか？」

「はい。洗脳されてしまいましたの。私、可愛かわいい物に目がありませんので」

　その可愛いはキャプテンカピバラにかかるのだろうか？　時々、女子の可愛いは意味不明だ。

　けれど、これから梅香と戦せん闘とうもどきを行わなければならないことだけはわかったから、俺の頰ほおは強こわばる。

　どんなに優しく、たおやかに見えても、隊長という折り紙付きの、梅香の実力は疑いようがないのだから。

「では、よろしくお願いいたします」

　あくまで上品に梅香が腰こしを折ると、三つ編みの先端は甲板につきそうになる。

　その先端を見つめながら、俺はいまここで逃にげるべきか、はたまた進むべきか迷う。

「くっ！」

　が、答えを出す前に、俺の腕は梅香に摑まれていた。

　勢いも、動きに伴ともなう風すら感じさせずに伸のばされた手を避よけることは出来なかった。

「……カピバラバンドに用か？」

　自分自身を落ち着かせる為ために、軽口を叩たたきながら、俺は左手をひらめかせてみせた。

「そのバンドにはあまり。でも、用があると言うならば、秋庭様の全身すべてにありますの」

　返ってきたのは意味深な台詞せりふだったが、梅香の口くち許もとに浮うかんでいるのは清らかな笑えみ。

　ただし、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに宿るのは伶れい俐りな光。俺は本能的に摑つかまれたままの腕うでを抜ぬこうとしたが──抜けない。

　ならばと、押してみたが、それでも俺が梅香から解放されることはなかった。

「……なんで、抜けない！」

「不思議ですわね、人体というものは」

「そうか……なら、ちょっと踊おどってもらおうか」

　余よ裕ゆうなどなかったが、そう嘯うそぶくと俺は、摑まれた腕はそのままに梅香共々、くるりと一回転した。

　もちろん、一度で梅香の腕から逃のがれられはしない。ワルツのようにくるくると何度も回り、やがて遠心力でわずかにその手が緩んだ、一瞬の隙すきを衝ついて、俺はようやく梅香から逃れた。

「……あらあら、ダンスはあまりお上手じゃないようですの。壁かべの花がいいところですの」

　梅香は軽く責めるような台詞を寄よ越こしたが、無視して俺はとにかく間合いを取る。

　深呼吸を一つしたところで視線を送れば、梅香はにっこりと微笑ほほえみ返してきた。

　でもそれは、決して見逃してやろうとか優しい気持ちからではなく。

「ダンスよりも、まずはお話をしません？　場所を変えて」

　眼鏡の奥でその瞳が再び鋭するどい光を帯びた瞬しゆん間かんには、俺の体はもう強い力に引っ張られていた。

　力の方向は右でも左でも下でもなく、上。

「うわっ」

　唐とう突とつに訪おとずれた無重力状態に、俺は思わず声を上げてしまう。

　そして、ついさっき手て渡わたされたロープがいつの間にか本当に命綱となり、リールの力で吊つり上げられたことに、俺は戦闘鐘楼トツプボード──という名のマスト上の足場──に引き上げられてようやく気付いたのだった。

「くそっ、いつの間にっ？」

「ダンスの間にですの」

　口を突いて出た疑問に、涼すずしい声で答えを寄越したのはやはり梅香。

　咄とつ嗟さに俺は間合いを取ろうとしたが、狭せまい戦闘鐘楼では、数歩分しか確保出来なかった。ちなみに地上までの距きよ離りはおよそ五メートル。落ちたら軽傷では済まないだろう。

　どう考えても分の悪い状況で、改めて梅香と対たい峙じした俺のこめかみを汗あせが一筋伝った。

「まあ、そんなに緊きん張ちようなさらないでください。可愛いお顔が台無しですの」

「そう思うなら、いますぐ解放してくれないか？」

「それはいつでも……と言いたいところですが」

　俺の要求を柔やわらかな笑顔で受け止めると、梅香はそこで思わせぶりに言葉を切って。

「訊ききたいことがありますの」

　覚えのあるフレーズに、眼鏡のフレームに触ふれる仕種まで添そえて、梅香は問うてきた。

　だから俺は、今日俺が、同じ問いを発した者達の抗こう議ぎを梅香が代表して持ってきたのだと思った。それなら覚かく悟ごは出来ている。

「お探しの物は見つかりましたの？」

　けれど、次いで向けられたのは思いもよらない問いと、スゥッと刃はのように鋭い双眸ひとみだった。

「……さあな」

　首に刃物を当てられたように、背筋に冷たい汗を滲にじませながら、それでも俺は曖あい昧まいな答えでかわすことを試みた。

「そうですの……と言いたいところですが、私も雇やとわれの身ですの。手ぶらで帰ってお給料を頂くわけにもいきませんの」

　予想通り、梅香は納なつ得とくせず、表情だけは困ったように首を傾かしげてみせる。そんなもので俺の同情が引けるはずがないと承知の上で。

　結局のところ、梅香の目的は、理事長の存在かげを匂におわせて、俺に取引を促うながすことだろう。

「もう一度、お尋たずねしますの。お探しの物は、二つとも見つかりました？」

　そして、梅香は俺の目を真っ直すぐに見つめてきて──俺はゆっくりと一度瞬まばたきをした後、正面からその視線を受け止めた。

「さあ……どうだったかな？」

　答えない、という選せん択たくをして。

　どちらの取引に応じるか、それは自分で決める。その為にはいま、自分の手の内をさらすことは出来ない。

「……では、どちらか一方は見つかりましたの？」

　いい加減、俺が答えないとわかったろうに、なおも問いかけてくる梅香に俺はもう一度同じ答えを返すべく口を開く──否いな、開こうとした。

　けれど、瞬きの間に一気に距離を詰つめられて、本物と錯さつ覚かくしそうに冷たい手刀を喉のどに当てられ、俺は声を飲み込むしかなかった。

　そのまま、瞳の奥を覗のぞき込まれれば、昏くらい瞳に飲まれそうになる。

「……秋庭様にとってはただの取引かもしれませんが、私達……いえ、和家にとってはなかなか重要なことですの。秋庭様が何を手に入れて、どちらを選ぶかということは」

　瞳の冷たさはそのまま、声だけは柔らかく、梅香は語りかけてくる。暗に和家を選べと。

　だが、梅香はわかっていない。

　俺は拳こぶしを握にぎり締しめると、その手で梅香の手刀を払はらいのけた。

　そして、告げる。

「俺は、自分のことは自分で決める」

　俺にとってもこれは決して、〝ただの取引〟ではないのだと言う代わりに。

　ただ真っ直ぐに、射抜くように梅香の目を見て。

「……誰だれかに決めて貰もらった方が楽だとはお思いになりませんの？」

「思わない。そんなところで、一瞬楽をして何になる？」

「少なくとも、責任は負わなくても良いのではありませんこと？」

「はっ、責任か。でも、責任を引き受けてくれるその親切な誰かは〝後こう悔かい〟まで引き受けちゃくれないんだろ？　誰が決めても自分が決めても、結局すべてが自分の肩かたに乗っかってくるなら俺は……最初から全部自分で引き受ける！」

　梅香にそう宣言した時、胸の奥に風が吹ふいた気がした。

「……ああ、そうか」

　その風を吹かせてくれたのは、あの女ひとのような気がして、そんな状じよう況きようではないというのに、俺は思わず口くち許もとに笑えみを浮うかべていた。

「……あら、可愛かわいらしいこと」

「……は？」

「いえ、何でもありませんわ」

　明らかに人をおちょくった台詞せりふに睨にらみつければ、梅香はゆっくりと首を振ふって誤ご魔ま化かした。

　それでほんの少し、張りつめた空気が緩ゆるんだ気がしたのだが。

「質問に答える気がないことはわかりましたの。では、本格的に実力行使に参りますの」

　こちらの隙すきを誘さそうための緩かん和わだと気付いた時には、梅香はもう両りよう腕うでを高く上げ、攻こう撃げきに至るモーションを半分以上終えていた。

　俺もすぐ、頭部に振り下ろされるだろう打撃を防ぐ動作に移ったが、間に合う可能性はかなり低いとみて、その衝しよう撃げきを覚悟して目を閉じておく。

　が、予想していた衝撃が訪おとずれることは無かった。

「秋庭さんっ！」

「多加良君っ！」

「多加良ちゃんっ!!」

　代わりに俺の身体を貫つらぬいたのは、悲鳴のような三人の声だった。

　咄とつ嗟さに目を開けて見れば、彩波の姿は確かく認にんできなかったが、マスト下の甲かん板ぱんには鈴真が、そして、すぐ足あし下もとにはロープを頼たよりにマストを登っている朝都の姿。

「なっ、朝都!?」

「まぁ、こんなところまでいらっしゃるとは……愛されていますの。ここで秋庭様に危害を加えようものなら、わたし、お三方に嫌きらわれてしまいますの。秋庭様の為ために可愛らしい方達に嫌われるのは……遠えん慮りよいたしますの」

　とうに拳は背中に隠かくしていたが、朝都と俺の顔を見比べながらそう言うと、梅香は肩を竦すくめて、一歩後ろへ下がった。それと同時に身にまとっていた鋭するどい空気も消し去って。

「皆みな様さま、ご心配なく。もう話し合いは終わりましたわ」

　一いつ瞬しゆんにして柔やわらかな空気を身にまとった強つわ者ものは、笑顔で下に手を振る。

「本当に？」

「秋庭さん、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ああ、大丈夫だ」

　ひとまず危機的状況は乗り切ったはずだ。

「朝都、一人で登ってこられるか？」

「ここまで来たんです。もう少し、待っていて下さい」

　そうなると今度は朝都が気になって声をかけたが、自力で登ると言われれば、手を伸のばすことはしなかった。

「……一日で随ずい分ぶん懐なつかれましたのね」

「そう見えるなら、俺の人徳だな」

　本当の軽口を叩たたく余よ裕ゆうも生まれて、気持ち胸を張ると、梅香は無言で笑顔を浮かべて見せた。なぜかその笑顔にやんわりと否定された気分になる。

「でも、朝都様と鈴真様にまで秋庭様のように自己決定を求めるのは正直どうかと思いますの」

　と、そこで梅香は一段声を落とした。朝都に聞かせるつもりはない、というように。

「どうしてだ？」

「これまで与あたえられる物をただ享きよう受じゆし、自ら選ぶのではなく、選ばれてきた方達ですもの」

　したり顔でそう言う梅香の言葉に、朝の段階なら俺も頷うなずいてしまったかもしれない。

　でもこれまで、そして今も奮ふん闘とうしている二人を見て来た俺は、そうは思わない。

　ゴールに何があるかわからなくても、懸けん命めいに前に進もうとしているのだから。

「そんなことは無いから、心配するな」

「そうですの。まあわたしは、お二人が選ぼうと選ばれようと、彩波様の幸せに繫つながるのであれば、どちらでも良いと思いますの」

　俺の太たい鼓こ判ばんに梅香はそれ以上問いを向けることはせず、結局は彩波が最優先だと宣言をして、再びにっこりと笑って。

「ただ……メイドとしてのおつかいが不調に終わったわけですから、せめて海かい賊ぞくとしての仕事はちゃんと果たしませんと」

　海賊とは無む縁えんの聖母のごとき笑顔と、台詞のギャップに俺は吹き替かえ間ま違ちがいの映画を見ているような気分に陥おちいった。

　その隙に、梅香は俺の背後に回り、とととととん、と背中を五回叩いてくれたのだった。

「ああっ、くそっ！」

「お気の毒ですが、ペナルティですの……でも、ここにはボタンがありませんので、そのよくお似合いのお帽ぼう子しを頂いておく、ということでキャプテンカピバラとは話を付けますわ」

「……信用していいんだろうな？」

「もちろんですの」

　もはやその笑顔が信用できないのだが、ここでごねても無む駄だと判断し、結局俺は帽子を脱ぬいで梅香に差し出した。

「それでは秋庭様、私はここでお暇いとましますの」

　満足げな顔で帽子を受け取ると、梅香は綺き麗れいに腰こしを折り、見本のような優ゆう雅がな礼を見せた。

　そうして、体を起こすと同時に、梅香は背中から倒たおれるように宙に身を躍おどらせた。

「っっ！」

　叫さけぶことも出来ず、全身から一気に血の気が引く。

　が、よく考えれば、和家のメイド隊長ともあろう者が何の用意もなくそんなことをするはずがなかった。

　ただのメイド服と思っていたそれは、空中でスカート部分がパラシュートのように大きく膨ふくらみ、それで落下のスピードは緩かん和わされる。

　それでも殺しきれない着地の衝しよう撃げきは、ネット状に編まれたロープで和やわらげ、梅香は体操選手もかくや、という姿勢で甲板に降り立ったのだった。

　そのまま梅香は俺から没ぼつ収しゆうした帽子をひらひらと振ふってみせたが、その姿に俺は軽い目め眩まいを覚えただけだった。

「……いまの、降り方に、何の意味が？」

　背後からの声に振り返ると、そこには朝都が立っていた。自力でマストを登ってきた為、息は上がっていたが、梅香のパフォーマンスを目にしたせいか顔色はむしろ青い。

「半分は、俺……達の帰路を断たつためじゃないか？」

　言いながら、俺はベルトに残されたフックをみせた。つまり、またもしてやられ、降りる為のロープはもう無いということだ。

「まあ、地道に降りる手はあるけどな」

　正直、この方法には重大な問題があるのだが、いまは朝都には言わないでおく。

「では、残り半分は？」

「……やってみたかっただけじゃないか？」

　梅香の趣しゆ味みとも思ったが、それ程ほど梅香のことを知っているわけではないから、曖あい昧まいに返せば、朝都はため息を吐ついて、理解することを諦あきらめた。

「で、朝都はこれからどうするつもりだ？」

　俺を助ける為ためにわざわざ手を赤くして登ってきたはずはない。

「えっと、そ……れは」

　が、思いがけずそこで朝都は言葉に詰つまり、目を泳がせた。

「し、視点です！　視点を変えるために」

「……そうか。視点を変えるためなら確かに絶好の場所だな。問題はここからどこを見るかだけど、な」

「どこを見るか？　ここから見える景色はもうさっきまでと違って……見えます」

　俺の言葉に朝都は訝いぶかしげな表情を浮うかべると、ナポレオンハットを後ろにずらし、遠くを見晴るかそうとするように目を細めた。

　次いで口くち許もとには小さな笑えみが浮かび、朝都はただ単にもっと高いところから景色を見てみたかったのだと知れた。

　ここから見えるのは箱庭の一いち隅ぐうで、世界ではないと気付いて、その笑みはすぐに消えてしまったけれど。

「……俺は、あのいかにもな旗を狙ねらおうと思う」

　そこで俺は、頭上を指さしながら、自分の狙いを教えてやった。

　そうすれば、朝都はゆっくりと俺の指先を辿たどっていって、マストの天てつ辺ぺんではためく、ペナントのようなチープな旗に行き着いた。

「本気ですか？」

「ああ。ここまで来て、あれを狙わない手はないだろう？」

　朝都は正気を疑うように目許を歪ゆがめたが、俺の気持ちは揺ゆらがない。

　残された時間は少ないが、海賊旗はあと二つ必要なのだ。だったら、とにかくいま目の前にある海賊旗を手に入れて、他ほかの諸もろ々もろは後で考えた方がいい。

「……ぼくは、止めておきます」

　でも、朝都の判断もここにおいては賢けん明めいだ。命いのち綱づなでもあれば別だが、何しろ落ちたら軽い怪け我がでは済まない。

　と、そこでふいにある道具もののことが俺の脳のう裏りをよぎり、次の瞬しゆん間かんには尋たずねていた。

「朝都、さっきの観測器具らしきものはどうした？」

「あれは、登るのには邪じや魔まだと思って〝島〟に置いてきましたけど……何か問題が？」

「いや、問題はない。ただ、ここで使う手もあったと思ってな」

「……あ」

　俺の言葉で朝都もその使い道に思い至ったのだろう。甲かん板ぱんへ視線を落とすと悔しげに唇くちびるを嚙かんだ。

　俺は俺で、余計なことを言ったと気付いたが、口から出た言葉はもう取り戻もどせない。

「じゃあ……他の海かい賊ぞく旗きを探しつつ、降りる方法を考えておいてくれ」

「……見つけたら、先に降ります」

「ああ、それでもいいぞ」

　朝都の拗すねたような台詞せりふは当然と受け止めて、裸足はだしになると俺はマストに手をかけた。

　上空には雨が降らなかったようで、どうやら水で滑すべる心配はない。

　俺は両手両足でしっかりとマストを捉とらえ、高さに臆おくさず、けれど慎しん重ちように登っていった。

　とにかく天辺に辿たどり着き、ペナントを獲とることだけを考えて、最後は全身を使い、俺はマストを登り詰めたのだった。

　チープ感はいなめなかったが、黄色地のペナントには確かに熊くま──もしかするとカピバラかもしれない──と向き合う骸がい骨こつの全身像が劇画調で描えがかれていた。

　俺はすぐさまそれを取ろうとして、そこで気付いた。

　この海賊旗を手にした時点で、課題の制限時間が刻まれ始めることに。

「朝都、下へは降りられそうか？」

　我ながら迂う闊かつだったが、反省は後回しにして、今度は本気でその術すべを尋ねる。

「いつだって下へは降りられます。登ってきたんですから。でも問題は、どう降りるかじゃなく……どうすれば早く降りられるかですね？」

　少々眦まなじりをきつくした朝都から返って来たのは、答えではなく、俺がとうに気付いていた問題点だった。

「……ああ、その通りだ」

　朝都が気付いた以上、俺は誤魔化さなかった。そう、朝都が登って来たように、普ふ通つうに一歩ずつ降りていたら、恐おそらくゲームのタイムリミットの方が先に訪れる。

「はは、こんなとこまで登って……とんだ無む駄だ足あしを踏ふんでしまいました」

　そして、朝都は乾かわいた笑い声を立てると、自じ嘲ちようの言葉を口にした。でも、俺はそう思わない。

「けど、朝都が登りたくて登ったんだ」

「……そう、ですよ。もっと高いところに行ったら、どんな風に景色が見えるだろうかなんて、子どもっぽい考えで！」

「それの何が悪い？　いまの自分が出来ることっていうのは、まず自分がしたいことだろ。それに子どもの方が素す直なおに従えるなら、それでいいじゃないか！」

「……だけどっ、いまは子どもじゃ何も出来ないっ！」

　俺の言葉に、明るい色の瞳ひとみは一瞬揺ゆらいだが、やはり肯こう定ていの台詞は出てこなかった。

「さあぁぁー、残り五分ダ！　海賊は……どどんと十人追加！」

　その上、残り時間を告げるキャプテンカピバラの声が響ひびき渡わたれば、朝都は諦めるように目を閉じた。

「……もう、鈴真に賭かけるしかありません。あの人数相手に逃にげ切れるとも思えませんが」

　あえて淡たん々たんと言葉を紡つむぐ朝都を見て、俺は決めた。

　その手始めとしてペナントをもぎ取ると、そのまま戦闘鐘楼トツプボードまで滑り降りて。

「だったら、子どもの考えで、降りてみせてやる」

　着地と同時に、真っ直すぐに朝都の視線を捉えて、俺は宣言した。

「何を言って……そんなこと出来るわけ」

「出来るか出来ないかじゃない。俺がやるって決めたんだ。それに、勝負は最後までわからない」

「……どうして、そんなに諦あきらめが悪いんですか？」

　挑いどむような眼まな差ざしと共に朝都は問いかけてきた。

「俺がまだ、子どもだからじゃないか？　それと、俺は自分の可能性を全部、ちゃんと使いたいと思っているんだ」

　その眼差しをしっかり受け止めて、静かに声を返せば、朝都は眉まゆを寄せ、泣きそうな顔になった。

　でも、実際に涙なみだをこぼすことはなく、堪こらえるように唇を嚙んで。

「……それと、わからないから、でしょう？　でもぼくは自分の可能性なんて……」

　最後の大切な一言を、朝都はまたも飲み込んでしまったけれど。

　それでも、俯うつむくのではなく顔を上げた朝都を見て、きっとその言葉を聞ける時が来ると信じて。

「朝都、自分がいまどうしたいか考えることだ……それがきっと可能性に繫つながる」

　俺が告げた言葉に、朝都は本当に小さくだが、頷うなずいたのだった。







　そして、再び唄うたが始まった。

〝海賊旗ペナント〟の課題は後回しにすると決め、まずは降りる手段を見つけようと、俺はもう一度周囲を見回した。

　と、そこで一枚だけ畳たたまれたままの帆ほがあることに気付いた。

　気付いてもう一度、フォアマスト全体を見下ろしてみたが、上中下で三枚、後方の二本のマストと同じように帆は張られている。

「これは……予備の帆か？」

　帆ほ桁げたの長さから、畳まれている帆は一枚でも三枚分の活かつ躍やくが出来る大きさだと俺はみた。

　でも、声にした途と端たん、何か違ちがう気がした。いま必要なのは予備の帆ではなく降りる術を見つけることなのに、その何かが棘とげのようにひっかかって。

「……帆を滑り台のように使って下に降りるなんて……無理、ですね」

「それだ！」

　直後、その棘は抜ぬけた。朝都の言葉によって。

　まさか俺が賛同するとは思わなかったのだろう。朝都は啞あ然ぜんとした様子で、俺の顔をじっと見つめ返した。

「この帆を広げて、滑すべり降りれば、下まであっという間だ！」

「……って、帆を滑り台にするなんて、無理だし危険です！　絵本じゃないんですよ！」

　構わず俺が言葉を続けると、朝都はそこで我に返り、大きく首を振ふりながら、改めて自らの発想を否定した。でも、それは逆効果だ。

「絵本みたい、大いに結構！」

「なっ……んで」

　言い返そうとして、朝都も気付いたらしい。その発想の子どもらしさに。

「一か八か、やってみるしかないなら、楽しそうな方がいいに決まってる」

　自分自身に戸と惑まどっている様子の朝都に、そう言うと、俺はまず索具ロープに手を掛かけた。

　帆を開くには全部で四カ所に結んである紐ひもを解ほどかなければならない。それを解くには、アスレチックのように渡されたロープのみを頼たよりに移動していくしかなさそうだ。

　まずは右側の二本の紐から──そう決めると俺は両手両足で索具をしっかり摑つかんで、すぐに移動を開始した。

　蟹かにのような横移動だから、途と中ちゆうまで朝都の不安げな顔が視界に入っていたが、すぐにそれも見えなくなり、俺は移動に集中した。

　そうすれば、予想よりも早く右みぎ端はしの紐まで行き着くことが出来た。

　固く結ばれた紐を片手で解くのは、少々骨が折れたが、なんとか解いて。

「よしっ！」

　その勢いで、俺は来た道を戻もどりつつ、二つ目の紐も解いた。

　すると、三分の一程ほど帆が広がり、風を受けたことによって、マスト全体が少々揺ゆれた。

「うわっ！」

　と同時に、思いがけず近くから声がして、慌あわててそっちに目を向ければ、そこには俺と同じように索具を移動中の朝都の姿があった。

「……朝都」

　思わずその名を呼べば、索具を摑む手に更さらに力を込こめながら朝都はゆっくりと俺を見た。

「……まだ、秋庭さんが彩波ちゃんを助けると決まったわけじゃ、ありませんから。だったらぼくもやれるだけのことは、やります」

　そう宣言する朝都の目の奥には強い光があって。その果か敢かんな挑ちよう戦せんを止めることなど誰だれにも出来はしない。

「気をつけろよ」

　だから俺は、それだけ告げると、もう一つの紐へと再び移動を開始したのだった。







　そうして、俺と朝都はほぼ同時に帆を留める紐を解き、帆を張ることに成功した。

　帆布は、甲かん板ぱんまでは少し足りないものの、俺の期待を上回る大きさだった。

「あっ、あの真ん中のは！」

「ああ、海かい賊ぞく旗きだ」

　更に、白い帆の中央には、まるでパッチワークのように小さな海賊旗がはためいていた。

　朝都は、まったく期待していなかった海賊旗に早速手を伸のばそうとしたが、帆桁から届く距きよ離りではないと悟さとって、少しバツが悪そうに、手をロープへと戻す。

　そう、まずはどう滑り降りるかを考えなくてはならない。もちろん、いずれ海賊旗も手に入れるつもりだが。

　帆はいま、風を受けてわずかに張っているが、そのまま滑り台の要領でいける程ではない。

　前後左右を見回して、何か使える物は無いかと探したが、手が届く範はん囲いにあるのは、やはりロープだけだった。

「それで……具体的にはどう、滑り降りるんですか？」

　朝都にも問われたが、すぐには答えを返せず、何気なくネクタイに触ふれた、その時。

　ギギギシィッ、と。この期ごに及およんで船は揺れ、傾かたむき始めた。

「くそっ、この時間の無い時にっ！」

「〝嵐あらし〟なんてっ！」

　俺が叫さけべば、朝都もまた苛いら立だった声を発したが、それもすぐに風に流されてしまう。

　雨あま粒つぶが落ち始めるのも時間の問題で、俺は視界が悪くなる前に色々確かく認にんしておこうとして──気付いた。

　嵐のおかげで、さっきよりも帆ほが風を孕はらみ大きく膨ふくらんでいることに。

　そんな帆に沿うように、ピンと張りつめる数本のロープがあることに。

「……いける」

　言葉が勝手に口を突ついて出た時にはもう、頭の中でイメージが出来上がっていた。

「こんな、嵐の中でっ？」

　必死に帆ほ桁げたにしがみつく朝都に一つ頷うなずくと、そのイメージを実行すべく、俺はネクタイを解き、その片側をロープに結んだ。

　ネクタイの生き地じが程よくロープを滑ることを確かめて、俺は帆桁の上に慎しん重ちように腰こしを下ろす。

　なんとか腰を下ろしたところで、風は更に強まり、船もまた傾きを増した。

「さぁさぁ、あと二分ダ！」

「秋庭さんっ！」

　キャプテンカピバラの声がそう告げれば、朝都は悲鳴のように俺の名前を呼んだ。

「……まだだ」

　でも俺は、帆に視線を注いだまま顔を上げなかった。

　帆が一番大きく膨らむ、その時を待って。

「これから帆とロープを使って下まで降りる。でも、滑り始めたら、下を見る余よ裕ゆうは無いかもしれない。だから、ネクタイから手を放すタイミングは、朝都に任せる」

「そんなっ！　無理ですっ！」

「無理じゃない」

　計画を説明すれば、案の定朝都は拒こばんだが、俺は聞き入れなかった。

　そして、再び船が前方へと傾き始めた時、

「ちょっ、多加良くん！　何やってっ!?」

　下から声を投げて寄よ越こしたのは鈴真だった。

「み、道だってそんなところにないよっ！」

　自らも必死に係船柱にしがみついているところだというのに、俺を見上げて、懸けん命めいに声を張り上げて。

「わかってる！　でも、俺が通ったところに道は出来る！」

　鈴真と自分を鼓こ舞ぶする言葉を俺は返し──そして、その時は来た。

　後方からこれまでになく強い風を受けた帆は、大きく膨らんで。

　唄うたの三番の終わりを聞きながら、大きく息を吸い込み。

　四番の始まりと共に息を吐はき出すと、俺は帆桁から帆へと身体を滑すべらせた。

「きゃあっ！」

　まさにその瞬しゆん間かんを目もく撃げきしたらしい海賊の悲鳴が聞こえたが、膨らんだ帆が程よく身体をくるんでくれる上、ロープとネクタイの摩ま擦さつによってスピードも多少緩ゆるんでいたから、俺は平気だった。

　それに、そもそもこれは落下ではなく、降下作戦なのだから。

　そして、俺のロープの選せん択たくは間ま違ちがっていなかった。上からはわずかにずれて見えたが、滑り降りてみると、それは海賊旗の数センチ上にしっかりと重なっていて。

　俺は滑かつ降こうしながら、むしり取るようにそれを手に入れた。

　そこで一瞬身体がぐらついたが、なんとかバランスをとり、俺は足あし下もとを見た。けれど、膨らんだ帆の陰かげになって、着地すべき甲板じめんは見えない。

　その間にも滑降のスピードは増し、ネクタイが焦こげるような匂においが鼻についた瞬間。

「秋庭さんっ、いまですっ！」

　朝都の声に、俺は迷わずネクタイから手を放した。

　直後、俺の足先は甲板の硬かたさを捉とらえ、俺は咄とつ嗟さに体を丸め、転がるように着地したのだった。

「多加良君っ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「秋庭さんっ！」

「……心配ない」

　多少痛む場所はあったが、どこも挫くじいていない。俺はゆっくりと立ち上がると、心配する二人にそう声を返した。

「……フハハ、ここまで辿たどり着くとはなかなかやるな、褒ほめてやろう」

　すると今度はキャプテンカピバラの声が聞こえて、顔を上げれば、すぐ近くにその姿を認めることが出来た。どうやら、俺は一足飛びに前ぜん甲かん板ぱんに着地したらしい。

「……お前に褒められても、な」

「フム、嬉うれしくないらしいナ」

「彩波は……嬉しいよ」

　俺の答えにキャプテンカピバラはわざとらしく肩かたを竦すくめたが、彩波はいつもより控ひかえ目に喜びを伝えてくれた。

「待ってろ、いま助け……」

　その笑顔につられて俺は一歩前へ踏ふみ出す。

「……また、お前らか」

　だが、その途と端たん、俺の前には赤い壁かべ──カピバラレッド達が立ちはだかる。

「スィ！　キャプテンカピバラを守るは我らが務め！」

「というか、忘れないで欲しい。キャプテンカピバラに挑いどむには七つの海かい賊ぞく旗きが必要だ」

「現在セニョール多加良は七つ持っているが、二つの課題をこなしていない」

「故ゆえにここを通る資格はないのだよ」

「どうしても通るというなら、我々も黙だまって見ているわけにはいかない」

「まぁ、もう間に合わないかもしれないけどサ」

　一人欠けても兄弟仲には影えい響きようないらしく、カピバラレッド達は全員で俺に説明してくれた。

　そして、最後の一頭が言葉を終えると全員でピコピコと耳を動かした。いままさに終わろうとしている唄の四番に耳を傾かたむけるように。

　だが、カピバラレッドの言葉にも、唄の終わりにも俺は慌あわてなかった。

　ゆっくりと息を吐き出し、もう一度大きく息を吸い込むと、

「ああーっ！　あんなところにピンチのアミーゴがっ！」

　叫さけびながら、カピバラレッド達から見て左を指さした。

『なにいっ！』

　洗脳されていても、ＫＷＬの守護神は、条件反射で俺が示した方へ首を巡めぐらせた。

　予想通り、見事に同じ方向を向いたその鼻を、俺はピアノの鍵けん盤ばんをなぞるように右から左へと、一気にひと撫なでしてやった。

「なっ、なな」

「は、はは、鼻を撫でられた」

　カピバラレッド達は慌てて各おの々おのの鼻を押さえたが、もう遅おそい。

『……やら、れた』

　五秒とたたず、カピバラレッド達は、その場に重なるように倒たおれ伏ふしたのだった。

　それと同時に、唄も終わりを迎むかえる。

「課題……『カピバラレッドブラザーズ次男にお仕置きをしなさい』課題……『カピバラレッドブラザーズ七男を沈ちん黙もくさせなさい』これで、クリアだろ？」

　そして、最後の二つの海賊旗をひらめかせながら俺が自信を持って尋たずねれば、キャプテンカピバラは彩波に一いち瞥べつをくれた後、大きくゆっくりと頷うなずいたのだった。
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　一見そうとは思えない代しろ物ものも含ふくめ、俺がその周囲を〝海賊旗〟で囲む間、キャプテンカピバラはまるで別人（別動物？）になったように沈黙し、抵てい抗こうすることもなかった。

　そんな姿に、俺が少々拍ひよう子し抜ぬけする中、キャプテンカピバラは海賊旗の更さらに外側を囲むように現れた檻おりの中へ収しゆう監かんされたのだった。

　一方、洗脳を解かれたメイド達によって彩波は解放され、朝都もまたマストから降ろされた。

　俺はすぐさま彩波の元へ駆かけ寄ろうとしたのだが、メイド達が彩波を囲む方が早く、そうこうしている間に朝都と鈴真が前甲板に到とう着ちやくした。

「そうだ、さっきは助かった。ありがとう、朝都」

「秋庭さんがしたことに比べたら、それ程ほどのことはしていません」

　俺が礼を言うと、朝都は首を振ふり、唇くちびるを嚙かんだ。

　そんな朝都の様子を見て、同じく当事者の鈴真も理由は察したはずだったが、

「あー……あれっ、朝都、ナポレオンハットは？」

　まだ交こう換かんしていないはずの帽ぼう子しがそこに無いと気付くと、あえて軽い口調で問いかけた。

「ちょっと……邪じや魔まだったので脱ぬぎました」

　その問いに、朝都は一いつ瞬しゆん目を泳がせた後、そう答えた。

　でも、曖あい昧まいに誤魔化した部分を俺と鈴真はすぐに理解する。

　俺の着地のタイミングをしっかり見み極きわめる為ために脱いだのだと。

「やっぱり、朝都のおかげだ。ありがとう」

　もう一度繰くり返せば、朝都は今度は困ったように目め許もとを歪ゆがめたが、俺の感謝の気持ちは正しく伝わったはずだ。

　そして俺は、再度彩波の姿を探したのだが、やはりメイド達に阻はばまれて確かく認にんできない。

「通ります」

　と、そこでやや硬こう質しつなアルトが響ひびき、船上のざわめきは水を打ったように鎮しずまる。

　その声に応こたえる形で割れた人波の中央に現れたのはワカナだった。そのままワカナは人波の間を通り抜ぬけ、下の甲板に降りていった。

「ワカナさんも海賊だったんだ」

　メイド達と同じ──いや、肩に金モールの付いたジャケットを着ている分、少々豪ごう華かかもしれない──海賊ワカナを目にして鈴真はそう言ったが、俺はなぜかひっかかりを覚えた。

「……彩波が攫さらわれて、ワカナが海賊？」

「そういえば、さっきまでワカナさん、見かけませんでしたね。どこにいたのでしょう？」

「ワカナさんって、確かイロハの専属だよね」

　鈴真の言う通り、ワカナは和邸てい内における彩波の世話と護衛を主たる仕事としている、いわば彩波専属メイドだ。故に、彩波が学校に行っている時を除いて、ワカナが傍そばを離はなれることは殆ほとんど無い。

　そこまで考えて、俺は違い和わ感の正体に気付く。

　彩波がキャプテンカピバラに攫われ、囚とらわれの身という設定があったとしても、なぜ、ワカナの姿が彩波の傍に無かったのか、という。或あるいは、ずっと傍にいたのかもしれない、という推測と共に。

「……どっちにしろ、本人達に聞くしかないか」

　だが、ひとまずそう結論を出し、三度彩波の姿を探そうとした時だった。

　ボォーッ、ボォーッ、ボォーッ

　と、本日三度目となる汽笛の音が、夕焼けに染まりつつある船上に響き渡わたった。

「次は何色のカピバラかな？」

「縁えん起ぎでもないことを言わないでください」

　鈴真は、音の発生源を探す代わりに妙みような好こう奇き心しんに目を輝かがやかせ、朝都にたしなめられる。

「……金色ってことは、ないよな？」

「秋庭さんまで何を……」

　次いで、俺も似た台詞せりふを口にすれば、朝都は呆あきれたような口調で言いかけ──途と中ちゆうで俺の視線に気付き、口を噤つぐんだ。

　正確には俺の視線の先、船の舳へ先さきの辺りから朝日のような金色の光が下から上へ、柱のように伸のびているのを見て。

　しかもそれは段々と光量を増して、放射状に広がりつつある。

「二人ともどうし……」

　俺達の異変に気付いた鈴真もまた朝都と同じ道を辿たどる。

　そして俺達が揃そろって息を吞のんだ次の瞬間。

　♪北に～真しん珠じゆがあれば～（えっほっほ）人魚を泣かせ～たって～（えっほっほ）

　また、あの唄うたが流れ出して。

　それでも光柱から目を逸そらさなければ、やがてその中に人ひと影かげが見えてくる。

　俺達が被かぶらされたのと同じような帽子から、両側に長い房ふさのようなものが伸びているシルエットを見た時、俺は少し嫌いやな予感を覚えた。

　♪半魚人をよろめかせたって～（えっほっほ）　それはキャプテンＩのもの～

　続く歌詞が一部異なることに気付き、その予感は加速する。

「……もしかして」

「そうなのかな？」

　朝都と鈴真も同じ推測こたえに至ったようで、なんとも複雑な表情を浮うかべている。

　だが、そんな俺達の気持ちに構うことなく、人影は光柱の中を更にせり上がり、舳先の高さに達したところで、ついにその全身を現したのだった。

「みんなお待たせっ！　彩波だよ！　イルカに乗ったイロハだよっ!!」

「……ああ、確かにイルカに乗ってるな」

　彩波のテンションの高さはいつも通りだったが、その登場方法と乗り物──木馬をイルカに変えたような、しかも、物もの凄すごくファンタジックにデフォルメされている──を前に俺は事実を声にすることしか出来なかった。

「ええと……どうしてイルカなの？」

「海から登場したからだよっ！　……もしかして、パラシュートの方が良かった？　それともヘリ？」

　鈴真の問いには明るく答えたものの、他ほかに二つの選せん択たく肢しがあったことを示し唆さすると、彩波は表情を曇くもらせた。

「いやっ、イルカで良かった。多分、一番安上がりだ」

「なにより安全ですし！」

「それなら良かったよっ！」

「あー、それでその格好はどうしたんだ？　パーティー用のドレスには見えないが？」

　俺と朝都が全力で肯こう定ていすれば、すぐにその表情は晴れ、そのまま俺は話題を変えた。

　実際、先さき程ほどまでのワンピースと明らかに違ちがう仕し度たくが気になっていたのだ。

「オレも、気になってたんだって」

「えへへっ！　これ、かっこいいでしょ？　似合ってるかな？」

　俺達の興味が自分の衣い裳しように向けられていると知った彩波は、得意げに両手を広げてみせた。

　そうすると、襟えりの大きな黒の上着に施ほどこされた金糸の刺し繡しゆうがよく見えた。刺繡だけでなく、肩かたのフリンジにも腰こしのベルトにも金糸が使われている贅ぜい沢たくな衣裳であることもよくわかった。

　それが下品にならないのは、細身の黒いパンツとブーツとの組み合わせの良さだろう。

「ええ、とっても似合っています」

「ああ、似合ってる……けど、それはナポレオンなのか？」

　よって俺も朝都の評価に同意した上で尋たずねたのだが、途と端たん、彩波は頰ほおを膨ふくらませ、思い切り首を振ふった。

「違います」

　そして、冷たい声で、しかも軽く睨にらみながら否定の言葉を寄よ越こしたのはワカナだった。

　俺達は気付かなかったが、彩波がイルカから落ちることの無いようずっと下に控ひかえていたと思われる。

　やはり、ワカナは彩波と一心同体だ──俺はその認にん識しきを深めた。

「では……鼓こ笛てき隊たいですか？」

　今度は朝都がそう尋ねたが、これにも彩波は首を振る。

「じゃあ……海かい賊ぞく？」

「そうだよっ！　鈴真ちゃん大正解!!」

　そうして、おそるおそる鈴真が出した答えに、ようやく彩波は首を振るのを止やめたのだった。

「それじゃあ、キャプテンＩってだーれだ？」

　次いで、もはやわかりきった事実を無む邪じや気きに問われ、俺達三人は思わず顔を見合わせた。

「……どうやら、わからないようですね。では、彩波様、どうぞ」

　ワカナは俺達の沈ちん黙もくを勝手に解かい釈しやくすると、ごく自然に彩波に答えを促うながして。

　彩波は一つ頷うなずくと、片足をイルカの背びれに乗せ、バランスが取れたところで、右手を件くだんの帽ぼう子しに添そえてポーズを決めた。

　彩波はそのままゆっくりと一度目を閉じてから──ぱちりと開く。

「ある時は、ちょっぴりイタズラな魔ま女じよっ子。そしてまたある時はふかまど」

「深しん窓そうです」

「し、深窓の令れい嬢じよう。しかしその正体はキャプテンＩこと……心に七つの海を持つ女海賊！　キャプテンイロハ、只ただ今いま参上!!」

　そう名乗ると彩波は両りよう腕うでを翼つばさのように広げ、と同時に背後から盛せい大だいな水しぶきが上がった。

　でも完かん璧ぺきな演出設計故ゆえ、その水しぶきが彩波を濡ぬらすことはない。

　一方で、俺達はその演出に戸と惑まどうあまり、声すら発することが出来ずにいた。

　しかし、彩波はその反応をポジティブに解釈してくれる。

「みんな驚おどろいたみたいだねっ！　でも、正体を知ったからにはただじゃ帰さないよっ！」

　そう言ったかと思うと、彩波はイルカの上に足を揃えて乗り、思い切りジャンプした。

「ちょっと待て！」

　いつものように受け止める準備をしていなかったことと、いつもより高い位置からのジャンプに焦あせりながら俺は駆かけ寄ったが、結果的にその必要は無かった。

　落下地点でその身体からだを抱だき留めたのは、ワカナだったから。

　胸を撫なで下ろす場面だというのに、ワカナの腕の中を選んだ彩波を見て、なぜか俺の胸はざわついて。

　行き場をなくした手を俺は心臓に押し当てた。でもそれでざわめきが収まることはなく。

　彩波はワカナの腕から、甲かん板ぱんへと降り立つと、俺達に正面から対たい峙じして、

「じゃあ、始めようか。最後の通過儀礼ゲームを」

　そう告げたのだった。

　俺も、朝都も、鈴真も、その言葉の意味をすぐには理解出来なかった。理解したくなかったのかもしれない。

　けれど、彩波は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす俺達の顔を見回すと一つ頷いて。

「通過儀礼だけだったら、いまのアトラクションで終わりにしても良かったけど、多加良ちゃんが勝っちゃったからね。このままじゃ、〝お茶会〟の〝王様〟の席に座る人がいないから」

　悪びれることなく、彩波はまず〝お茶会〟に俺の席は無いことを伝えてきた。

「……確かに今回の〝お茶会〟は〝王様〟がいなければ意味がありません」

「それは、そうだけど」

　彩波の言葉を朝都は認めたが、鈴真は声に微かすかな不満を滲にじませた。

　だが、彩波は気に留めず、目配せでワカナに説明を託たくす。

「本来は、先さき程ほどのアトラクションの勝者とクイーンが……」

「クイーン兼けんキャプテンだよ」

「……である彩波様が対戦するはずだったゲームを、これから三人で競っていただくこととします。これに伴ともない〝海賊と海軍〟における勝利は無効となります」

「なんだと？」

　とにかく現状を理解しようと黙だまっていた俺だったが、さすがにその通告を聞き流すことは出来なかった。

「多加良ちゃん、頑がん張ばってたのに、ごめんね」

　彩波は、申し訳なさそうな顔で謝ったが、ワカナの言葉を訂てい正せいすることはなかった。

「……でも、今いま更さらそんなのって、多加良君を参加させた意味が、わかんなくなるんだって」

「それはぼくも思います。こうなる可能性を考えなかったわけではありませんよね？」

　すると鈴真と朝都が口を開いた。抗こう議ぎと言うには控え目だったが、立場上それが二人の精せい一いつ杯ぱいだとわかったから、俺はその気持ちが嬉うれしかった。

「それは……」

　二人の問いに答えるべく、彩波は口を開こうとしたが、そっとその手に触ふれることで、ワカナは制した。

「まず、今度のゲームが本当に最後であるとお約束します。その上で、これまで通り、秋庭様にも参加していただきます。そして……この勝負の結果がどのようなものになろうと、受け入れる覚かく悟ごはしております」

　代わってワカナが口に出した言葉は、二人の質問の答えになっているとは言えなかった。

　しかし、最後のゲームにするという誓ちかいと、覚悟という一言の前に、俺達は口を噤つぐむ。

　もっとも、この通過儀礼に参加した取引わけを二人に話せないという点では、俺も彩波達と同じだった。いくら途と中ちゆうから願いの植物はなが絡からんできたといっても。

「つまり、俺はこの乗りかかった……いや、乗ってる船から降りなくてもいいってことだな？」

　故に、いま、もっとも重要な部分をそこと判断して、俺はしっかりと約束を取り付けることにした。

「うん！　多加良ちゃんも最後まで参加してください！」

　俺の問いに、彩波はツインテールを揺ゆらしながら大きく頷き、俺が最後の最後でゲームから外される可能性は消えた。

　つまり、植物はなを咲さかせる前に朝都と鈴真から離はなされることは少なくとも無くなった。

「そういうことなら、俺はいい」

「……秋庭さん」

「ほんとに、いいの？」

　だから俺は、迷わず二人に頷いてみせた。

「……で、本当に最後の通過儀礼っていうのは、いったいどういうものだ？」

「あのね、〝目指せマイホーム！　しりとり長者フューチャリングキャプテンＩ〟だよ！」

　誰だれが考えたのか、やたら長いゲーム名を嚙かまずに言えたことは称しよう賛さんに値あたいする。

「目指せマイホーム？」

「しりとり長者？」

「フューチャリングキャプテンＩ？」

　が、残念ながら、そのネーミングからゲームの内容を描えがけた者はいない。

「楽しそうでしょ？」

　俺達の語ご尾びの疑ぎ問もん符ふに気付かず、彩波は首を傾かしげて賛同を求めてきたが、当然誰も頷うなずけない。

「あれ？　楽しそうじゃ、ない？」

「いや、そうじゃなくて、名前だけじゃどんなゲームかわからなくて、な？」

「なんだ、そうだったんだ！　それなら良かったよ」

「……なんか、忙いそがしいんだって」

　誤解が解けると彩波はほっとした表情を浮うかべたが、鈴真の言う通り、こっちはそのめまぐるしい変化に置いていかれそうになる。もちろん、本当に置いていかれるつもりはないが。

「ええと、多加良ちゃんがわからないってことは、朝都ちゃんと鈴真ちゃんもわからないんだよね？」

「……うん」

「ええ、まあ、少しだけ」

　彩波は屈くつ託たく無く問いかけたが、年とし頃ごろの少年達の答えが歯切れ悪くなったのはまあ、仕方ない。

「まず〝目指せマイホーム〟っていうのはね」

「彩波様、そこは省いても大だい丈じよう夫ぶです」

「そっか、わかったよ！　じゃあ〝しりとり長者〟のところから始めるね。それでは、後ろを見てください！」

　ワカナの助言を素す直なおに聞き入れると、彩波はおもむろに俺達の背後を指さした。

「後ろ？　何かまだあった……」

　訝いぶかしみつつ、彩波の言葉に従い振ふり返った俺達が目にしたのは、ウイスキーなんかが醸じよう造ぞうされているような感じの木き樽だるだった。

　木樽の本物を見ることは少ないが、それが一個や二個ならば俺達も声をなくす程は驚おどろかなかっただろう。

　だが、甲かん板ぱんを半分埋うめ尽つくし、すぐには数え切れない程の数となれば話は別で。

「…………いつの間に」

　やや掠かすれた朝都の言葉は、俺達全員の心の声だった。

「皆みな様さまが、キャプテンイロハに夢中になっておいでの間に」

「作戦通りだね！　みんなどうもありがとう」

　彩波は木樽を黙もく々もくと並べたメイド達にきちんと礼を言い──俺達はもう、これは和家のすご技わざなのだと納なつ得とくするしかなくなる。

　軽く頭を振って、気を取り直すと、俺は再び口を開いた。

「……この木樽の中の飲み物でも当てるのか？」

　いわゆる大航海時代、長い航海の間に腐くさってしまう水の代わりに木樽に詰つめられたのはラム酒やビールだった──という知識を引っ張り出して俺は尋たずねた。

「ううん、違ちがうよ。でも近いかな。さすが多加良ちゃん！」

　彩波は俺の推測を否定したものの、そう称たたえてくれた。

「近いって、どれくらい？」

「うーん、はとこくらい？」

　だが、鈴真が向けた問いに対する答えを聞いて、逆にわからなくなる。

　しりとり、と付くからには多少はその要素が入ると思うのだが、俺が言ったような中身を当てるゲームならば関係無いように思う。

「しりとり長者、ではないんですか？」

「しりとり長者だよ」

　同じ風に考えたのだろう、朝都が確かめるように問えば、やはり彩波はそう返して。

「あのね、樽の中には色々な物を入れてあるんだよ。それでね、みんなには今から順番にコレって思った樽を開けてもらうんだよ。それでもって、樽の中に入っていたものを、自分の持ち物としりとりで繫つなげられたら、樽の中の物を自分の物に出来ちゃうんだよ！」

　困こん惑わくを深めつつあった俺達に、彩波は一息でゲームの概がい要ようを説明してくれたのだった。

　その結果、頰ほおを上気させ、肩かたで息をすることになった彩波に代わって、再びワカナが説明を引き受けることとなったが。

「つまり、ハガキ[image: ]キャプテンカピバラ……とこのような形で物ぶつ々ぶつ交こう換かんしていただくのです」

　言いながらワカナはポケットからハガキを取り出すと、数歩歩いて、それをキャプテンカピバラの檻おりに投とう函かんした。

　すると、なぜか現れた時と同じようにたちまち檻は取り払はらわれ、ワカナはキャプテンカピバラを手に取った。

　瞬しゆん間かん、俺は目を瞠みはり、朝都と鈴真は息を吞のんだ。

　なぜなら、さっきまで確かに誰だれかが入っていた着ぐるみはいま、魂が抜けた状態になっていたからだった。

　だが、それをワカナに指し摘てきする者はいない。

　もしもそれを問えば、一瞬にして斬きられそうな物ぶつ騒そうな眼まな差ざしを、俺達はワカナに向けられていたから。

　俺達三人は互たがいに目配せをして、この件については沈ちん黙もくすることをワカナへと伝えた。

　そうすれば、ワカナはその双そう眸ぼうから刃は物ものの輝かがやきを綺き麗れいに消し去ってくれた。

　と同時に、朝都と鈴真は、心底ほっとした様子で大きく息を吐はいた。

　まるで心臓を握にぎられていたかのように青ざめた二人の横顔を見て、キャプテンカピバラの抜ぬけ殻がらから俺が悟さとった事実を伝えるのは止やめておく。

　キャプテンカピバラが彩波の傍そばにいる時、ワカナの姿は見えなかった。

　でも、ワカナが彩波の傍にいる現在、キャプテンカピバラは抜け殻になっている。

　そこから導き出せる答えは一つだが、それを明らかにした後、何が起こるか俺にもまったく読めない。故ゆえに、この件についても俺は固く口を閉とざすことにしたのだった。

　そして俺はキャプテンカピバラの檻があった場所に、何も残っていないことに気付いた。

「……物々交換で、樽の中に入れた物はどうなる？」

　答えは半分予測出来たが、正確なそれが知りたくて、俺は彩波に問いかけた。

　瞬間、彩波は答えを躊躇ためらうように目を泳がせて。

「彩波ちゃん？」

「……もしかして」

　朝都と鈴真は、逆にその仕し種ぐさで答えを予感して、表情を曇くもらせた。

「みんな、わらしべ長者のお話は知ってるよね。一度交換した物は、手て許もとに戻もどらないんだよ」

「……つまり、皆様が樽の中に入れた物は、その瞬間から和家の所有物ものになります。返へん却きやくには応じられませんので、ご了りよう承しようください」

「それが、とっても大切なものでも、だよ」

　ワカナは淡たん々たんとそのルールを説明してくれたが、言い足した彩波の方はほんの少し苦しそうに見えた。

「……それは、ハイリスクローリターンじゃないか？」

　そんな彩波の様子は気になったのだが、俺はワカナに問うことを優先した。

　それは、場合によっては、朝都と鈴真、二人の大切なものを取られかねないからだ。

　実際、鈴真は動どう揺ようして、それが入っているポケットに手を入れている。

　一方朝都は、内心を押し隠かくすように両手を背中に回してゆっくりと組み替かえていた。

「そんなことないよ」

　俺の問いに真っ直すぐな瞳ひとみで答えを返したのは彩波だった。

　そして彩波はワカナの方へ体を向けると、軽く膝ひざを曲げ、頭を前へ出した。

　ワカナは彩波の突とつ然ぜんの行動にも、少しも驚おどろく素そ振ぶりを見せず、当然のように彩波の頭からパイレーツハットを取り去って。

　そこに現れたのは、

『……王おう冠かん』

　朝都と鈴真の言った通りの代物だった。

　彩波の頭より一回り小さなそれは上品な金色の土台に、華か美びになり過ぎない程度の彫ちよう刻こくと宝石に彩いろどられた逸いつ品ぴんだった。

　それは、息をするのも忘れるくらい美しく、これを見た後では、ピンバッヂの王冠はがらくたに等しく思えてしまう。

　本物の王冠を前に、俺はただ驚くばかりだったが、やはりこの王冠を見たことがあるのか、二人の驚きはさほど大きくなかった。

　二人の表情の大半を占しめていたのはむしろ王冠への──それを冠することへの畏い怖ふ、だった。

　でも、しっかりと開かれた目のどこを探しても、王冠を求める色を見つけることは出来なかった。

　そう気付いた途と端たん、俺の目にも王冠は色いろ褪あせて見えて。

「これと同じ王冠が入った樽たるがあの中に一つだけあるんだよ。それを見つけて、上手にしりとり出来た人が、〝王様〟になれるの。だから……ローリターンじゃないよ」

　故に、彩波が更さらに説明を続けても俺は頷うなずけず、朝都と鈴真もまた、わずかに目を見開いただけだった。

　それは王冠が畏怖の対象であっても、二人が求める物では無いということで、このゲームの終わりに、二人の求める〝願いゆめ〟は無いということだ。

　二人がまだ、それに気付いていないだけで。

「ね、朝都ちゃん、鈴真ちゃん。王様になれるなら、他ほかの物……大切な物と交換したって、いいよね？」

　だから、ある意味覚かく悟ごを問うように、同意を求められても、二人はすぐには答えられない。

「……王様に王冠が必要なのは、わかっています」

「でも……大切なものと交換って」

　せめて声を返そうとしても、それは小さくなってしまう。

「お二人共、もう大人になられるのですから、はっきりとお話し下さい」

「……はい」

　自分自身の常じよう套とう句くでたしなめられると、朝都は目を伏ふせた。

「……オレは、わからないよ」

　そして、頷く代わりに鈴真が発した小さな自問こえが俺以外に届くことはなかった。

　ここまで来ても、和家のしがらみが、じれったい程ほどに二人の足を竦すくませていた。

　でも、このまま留とどまっていても、その不安は消えないし、植物も咲さかない。

　ここまで来たら、もう前に進んで、そこで見み極きわめるしかないのだ。

　自分の本当の願いを。

　ただし、二人のゴールに王冠は必要ない。

　通過儀ぎ礼れいのゴールに用意された王冠はいうなれば、和家のしがらみの象しよう徴ちよう。

　だから、二人が被かぶるはずの王冠を俺が手に入れてしまえば、ゴールには和家のしがらみも、何も無くなる。

　そうなった時、見つけた自分の願いに、二人はきっと手を伸のばす。

「……ハイリスクハイリターンか。なら、王冠は俺のものになったも同然だな。何しろ、大好物だ」

　そう信じて宣言すると、二人はゆっくりと俺を振り仰あおいで。

「……多加良君、本気……なんだ。でもオレはまだ、自分がどうしたいのか、わかりそうで、わからないんだって」

　鈴真は俺の本気を確信すると、口くち惜おしそうに唇くちびるを嚙かんだ。

　いつでも鈴真は自分でわからないことが一番口惜しいのだから。けれど、その思いを正直に口に出来たなら、あと少しだ。

「けど、あの樽を開けてみたいだろ？」

「……うん。だから、やるよ」

　その目に好こう奇き心しんの光を認めて、唆そそのかすように問えば、鈴真は口くち許もとを緩ゆるめ、頷いた。

「……ぼくだって、それは」

　けれど、朝都の口からはその一言がまだ出てこない。鈴真に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けながら、またも肝かん心じんの言葉を飲み込んで。

「……ハイリスクハイリターン、望むところです。ぼくは彩波ちゃんの期待に応こたえてみせます」

　ほんの少し、肩かたに乗った期待が重いばかりに、朝都はそう言った。

　口角をめいっぱい持ち上げているというのに、その顔は少しも笑え顔がおに見えなかった。

　それを目にした鈴真は、朝都の内面を映したように苦く悶もんの表情を浮うかべ、二人の胸の綿毛も同じように、苦しげに喘あえいで。

「じゃあ……最後のゲーム、始めてもいいね」

　なのに、そこに響ひびいた彩波の声はひどく静かだった。

　真しん摯しな光だけをその目に宿した彩波がどんな結末を望んでいるのか、俺にはわからなかった。

　望まない結末を、俺はもたらすのかもしれない。

　でも、俺のやることは変わらない。

「彩波、最後に一つ質問だ。フューチャリングっていうのは？」

　だから俺は、彩波の目を自分に向けると、あえて軽く問いかけた。

「付けてみただけだよ！」

　そうすれば、いつもの笑顔が返ってきたが、その答えに少しだけ目め眩まいを覚えた俺だった。




　　　　７




　公正なじゃんけんの結果、樽を開けるのは鈴真、朝都、俺の順番と決まった。

「多加良君が本当にくじ運の類たぐいがないんだって……オレ、これから信じるよ」

　なぜか感かん嘆たん調で鈴真に言われても、反論は出来なかった。だが、その口調のおかげで俺の肩からは程よく力が抜ぬけた。

　そんな俺達の間に朝都はいなかったけれど。

　一人で集中しているというよりは、俺達の声を聞かないようにしている、という感じで、見えない膜まくを張っているような状態に、綿毛も息苦しそうに見えた。

「……朝都はまた、一人で頑がん張ばるつもりなんだって」

　そう言いながら、鈴真は悲しげな視線を向けたが、朝都に声をかけることはしない。

　きっとまだ、その時ではないとわかっているから。

「では、鈴真様、お好きな樽たるを選んでください」

「嫌きらいな樽じゃ、ダメなのかな？」

「彩波は、嫌いよりも好きな方が好きだよ」

「ああ、うん、オレも」

　一度は選せん択たく方法に疑問を持ったものの、結局鈴真は、彩波の意見を取り入れ頷うなずいた。

　そして鈴真は前ぜん甲かん板ぱんから下に降りていくと、前から五列目、左から二番目の樽を選んだ。

「じゃあ……開けるよ」

　単純に考えるとトップバッターが一番王おう冠かんを引き当てる可能性が高い。

　その為ため、鈴真の顔には好奇心よりも緊きん張ちようの方が浮かんでいて、朝都も鈴真が樽の蓋ふたに手を掛かけるとわずかに身を乗り出した。

　そうして、蓋を開けると鈴真はすぐに樽の中を覗のぞき込んだ。

　樽の高さは鈴真の胸のあたりまであったが、中は上げ底になっているのか、鈴真は上半身を入れるだけで苦労せず中身に触ふれられた。

「えーと、これは、京都で売ってるやつ？」

　言いながら、鈴真が取り出したのは、確かに京都名物の三角形の菓か子しだった。外箱がないので商品名には確信がもてなかったが。

「そうだね。京都のだよ」

　観客席というより主しゆ賓ひん席から彩波は応えたが、やはり商品名は明かさない。口に出すとそれが、解答しりとりになってしまうからだろう。

「じゃあ……迷めい彩さいが、街中では無む駄だだってわかったことだし……八つ橋[image: ]シャツで」

　でも、どうやら鈴真は俺ほど複雑に考えなかったらしい。

　腰こしに巻いていた迷彩シャツを解ほどくと、それを八つ橋と交こう換かんに樽の中に投げ入れた。

「鈴真様、しりとり成立です」

　ワカナが認にん定ていすると、そこで鈴真の緊張はひとまず解けて、定められた待機線へ向かう足取りも少しだけ軽くなっていた。

「交換したものは、ひとまずこちらへお入れ下さい」

　と、そこでワカナが示したのは、いわゆる金庫だった。大きさは五十センチ四方といったところだが、頑がん丈じようなのは間ま違ちがいない。

「……金庫に八つ橋？」

「八つ橋はゲームが終わったら食べられるからね！」

　そのシュールな画えに、俺は軽い頭痛を覚えたが、鈴真は何の疑問も抱いだいてない様子で彩波の言葉に頷いたのだった。

「次は、ぼくですね」

　そして、そちらへはもはや目もくれず、鈴真以上に緊張した面おも持もちで、朝都は前へ出た。

　さっき、マストに登ってきた時に上気していたのが噓うそのように、その頰ほおは白い。

　落ち着け、と言ってやりたい衝しよう動どうに駆かられたが、そうすると逆に張りつめた糸を切ってしまいそうで、俺はぐっと堪こらえた。

「……では、お先に」

　形だけの言葉を口にして、朝都は下へと降りていったが、その背中はどうも頼たよりない。

　でも、いまこの場にいるのは、朝都の選択だから、いくらそう見えても、俺は引き止めることはしなかった。

　甲板に降りると朝都は、鈴真が選んだ樽を一いち瞥べつして、そこから一番遠いところにある樽を選んだ。

「……これは、リンスですね」

「海は髪かみが傷いたむんだよねぇ」

「彩波様を傷つけるものは私が許しません」

　彩波の暢のん気きな声に朝都の緊張が和やわらげばいいと思ったが、続くワカナが真しん剣けんすぎて、俺の望みは叶かなわなかった。

「リンスなら……確か今朝の飲み物にストローが。これで、どうですか？」

「リンス[image: ]ストロー。朝都様、しりとり成立です」

　ワカナが認定すると、朝都はボディバッグから取り出したストローを樽の中にそっと落とし、そこでようやく少し頰を緩ゆるめ、鈴真の待つ待機線へ向かった。

「俺がシャンプーを引き当てたら、後でやろうか？」

「ぼくが欲しいのは王冠だけです」

　途と中ちゆう、一声かけてみたが、朝都は俺の方をちらりとも見ずに、自分自身に言い聞かせるような声だけを返した。

「それは知らなかったな」

　俺はひとまずそう言うに留とどめ、朝都がその噓を真実と思い込んでしまう前に、甲板へ降りることにした。

「秋庭様、お待ち下さい」

「なんだ？」

　と、一歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、呼び止められて振ふり向けば、そこには見慣れた通学鞄かばんがあった。

　尾田に預けたはずのそれが、ここにある驚おどろきに俺は目を瞠みはったが、差し出したワカナは涼すずしい顔のままで。

「お荷物、お渡わたししておきます」

　手持ちの札が多ければ、しりとりは優位に運ぶということを誰だれよりも承知しているはずのワカナの意図が、俺には読めない。

「……塩を送るつもりか？」

　けれど、差し出された物を拒こばむことは出来ず、鞄を受け取りながら俺は尋たずねた。

「いいえ。公平にというのが彩波様の望みなら、私はそれを叶えて差し上げるだけです」

　返ってきたのは、いつも通りの、でもここにおいては予想外の答えだった。

「……彩波？」

「ワカナちゃんの言ったことが、全部だよ」

　反射的に俺は彩波を見たが、彩波は小さく微笑ほほえむだけで、それ以上何も言わなかった。

　だから、俺はそれ以上問うことも、ワカナの言葉の裏を探さぐることもしないでおく。

　ただ、渡されたものを、めいっぱい使うことを決めて、俺は改めて一歩を踏み出した。







　樽たるの列の中に入ると、元は本当に酒類が入っていたらしく、微かすかにアルコールの匂においが鼻び腔こうに届いた。

　まあ、匂いだけで酔ようことはないし、法律的にも問題ないので、俺は一気に突つき進むと、ちょうど中央に位置する樽を開けることにした。

「……銃じゆう、か」

「もちろん、法律に触ふれない種類の物です」

　俺が引き当てた物の安全性を、ワカナは即そく保証してくれたが、銀色の銃身に、丁てい寧ねいな細工で模様が施ほどこされたそれの美術的価値は教えてくれない。

　正直、交換したところで持てあましそうだと思ったが、いまはこれで〝しりとり〟を成立させることに集中する。

　拳けん銃じゆう、ピストル、或あるいはレプリカ。

　物は一つでも呼び名は幾いくつもあり、それを一通り頭の中で並べてみたところで、それこそがこのゲームのポイントであることに俺は気付いた。

　つまり、自分の中の語ご彙いとイマジネーションをフルに使っていけばいいということに。

「……だとすると、朝都には厳しいか？」

「秋庭様、しりとりの方、お急ぎ下さい」

　急せかされて、俺はひとまずその懸け念ねんを頭の隅すみに追いやっておく。

「これは〝銃のレプリカ〟だ。だから〝カード〟と交こう換かんする」

　それから俺は、まったくポイントを溜ためていないポイントカードと、この豪ごう勢せいな銃を本当に交換していいのだろうかという迷いを抱いだきつつも、財布の中からそれを取り出した。

「レプリカ[image: ]カード。秋庭様、しりとり成立です」

　ワカナは一瞥しただけで、何の躊躇ためらいもなく認めてくれたが、逆に俺はもやもやしてしまう。

「……高価たかいからって、大切なものじゃないってことだって」

　そんな俺の心のもやを払はらってくれたのは鈴真だった。

　その理論の明解さに反して、ドレッドヘアを弄もてあそぶ横顔は浮うかないものだったが。

「なら、この樽の中に鈴真の大切なものと交換できる物はありそうにないな」

「それは……これから確かめてくるって」

　けれど、鈴真は俺の推測には首を振り、自分の答えを見つける為ために、再び一歩を踏み出していったのだった。







　二周目はレンガ[image: ]ガム、馬のぬいぐるみ[image: ]水という交換が成立した。

　そして俺が引き当てたのはトイレットペーパー。繫つなげるのが「ぱ」なのか「あ」なのか悩なやんでいたところで、

「逆に自分の持ち物から樽の中の物へと繫げても、交換しりとりは成立します」

　というルールが伝えられ、俺はベルト[image: ]トイレットペーパー、で二周目をクリアした。

　続く三周目もしりとりによる物々交換は成功したが、王おう冠かんは出なかった。

「なかなか、出ないね」

「もしかして、皆みな様さまに、秋庭様のくじ運の悪さが移ったのでは？」

「……人を病原体みたいに言うな」

「そうだよワカナちゃん！　本当のことでも言っちゃいけない時があるんだよ？」

　王冠が出ない理由を、俺に転てん嫁かしようとしたワカナを、彩波はそう言ってたしなめたが、むしろその台詞せりふをそのまま彩波に返してやりたくなった。

「申し訳ありません。少し……樽の数が多すぎました」

　だが、それでワカナは自分の非を認め、樽の数は三分の二に減らされたのだった。

「次は必ず、王冠を引き当てます」

　数を減らされ、並べ直された樽を見ながら、朝都は彩波に聞こえるようにそう言った。

　鈴真はそんな朝都にもの言いたげな視線を向けたが、朝都はあえてそれに気付かない振ふりをする。

　鈴真の方も、見つめてはみたものの、かける言葉がまだ見つからないらしく、結局声をかけることはしなかった。

「では、鈴真様、どうぞ」

「これは……地図？」

　ワカナに促うながされ、再び選定した樽の中から取り出したそれを、そのまま頭上に掲かかげて鈴真は呟つぶやいた。

「そんな感じだな」

　一応、先入観を持たせない形で相づちを打てば、彩波達からクレームが入ることはなかった。

　そして鈴真は、しばらく矯ためつ眇すがめつその地図を眺ながめ続けた。

　まるでそこに、自分の足あし跡あとを探すように。

「……これは、〝誰だれかの地図〟だって」

　当然ながら、見つけることは出来ず、やがて鈴真は小さく肩かたを落とし、断定した。

「まあ、大たい抵ていの地図は、誰かの地図だな」

「……うん。でもさっき、多加良君は、帆ほの上に自分の道を作るって言って、その通り作った。それって……地図を作ることみたいだって、オレは思ったんだって」

　そう言うと、鈴真は口くち許もとに笑えみを浮かべて俺を見た。

　でも、その目はもどかしさに揺ゆれていた。

　何気なく口にした言葉だったが、それで鈴真には自分の求めるものの輪りん郭かくが、おぼろげにも見えてきたようだった。

　だが、それを得る方法がわからず、いま、無意識に俺の中に答えを見み出いだそうとしていた。

　どんなに目を凝こらしても、俺の中に鈴真の答えがあるはずがないというのに。

「鈴真、探す場所を間ま違ちがえるな」

　俺は、鈴真にそれだけ伝えた。

　なぜなら、〝わからないもの〟に出会った時どうすればいいのか、鈴真はちゃんと知っているのだから。

　いままでと同じように、すればいい。

　そんな想おもいを込こめて見つめ返せば、鈴真ははっと目を見開いた。

　それから、少しバツが悪そうに目を伏ふせると、色々誤ご魔ま化かす為にかポケットを探さぐり始めて。

「あ、バッヂならあるんだけど……」

　本人もその存在を忘れていたと思おぼしき、小さな缶かんバッヂを取り出した。

「えーと、てんてん……濁だく点てんを取って〝チ〟でしりとりしてもいいよ！」

「じゃあ、バッチ[image: ]地図で」

　彩波から許可が出ると同時に、鈴真はそう申しん請せいした。

「鈴真様、しりとり成立です」

　彩波が認めている以上、ワカナが不可とするわけもなく、物ぶつ々ぶつ交こう換かんは成立する。

　そうして、バッヂを樽たるの中に入れる為に、鈴真は俺に背を向けたのだった。







　しかし、四周目も王冠が現れることはなく、

「……どうして、出ないんですか」

　掠かすれた声で呟いた朝都の横顔には、焦あせりの色が濃こくなっていた。

　でも、ここに来て俺は、鈴真の顔にも焦りの色を見て取っていた。その理由もわからないではない。

　遊園地で通過儀礼アトラクシヨンを行うという前提でいた鈴真と朝都は元々軽装だった。

　鈴真に至ってはバッグも持っていないから、交換できる物の数は始めから少なく、ゲームが進めば戦いが厳しくなることは最初から予想されていた。

　もっとも、焦り以上に、鈴真の表情を占しめているのは憂うれいの色だ。

　それはきっともう、わかったからだろう。

　ここに並んだ樽を幾いくつ開けても、自分の望む物が中から現れることはないと。

　そんなゲームを楽しめる程ほど、鈴真は器用じゃない。

　けれど、誰かが王冠を出さない限り、ゲームを止やめることは出来ないから、足音さえ重くても鈴真は前へ進んでいく。

　その時が、来るまではと。

「時計、だ」

　だが、今度も現れたのは王冠では無く、鈴真は樽の中を覗のぞいたままそう言って寄よ越こした。

　朝都は表面上はほっと息を吐つき、彩波は残念そうに肩を落とした。

「俺のせいじゃないぞ。な、鈴真」

　再びワカナの責める視線を感じて、俺は鈴真に同意を求めたが、声は返って来なかった。

　そこで改めて目を向け、ちょうど顔を上げた鈴真のその表情に、俺は眉まゆを顰ひそめた。

　さっきまでと違い、いま鈴真の顔に広がっているのは動どう揺ようだったから。

「鈴真？」

「……樽の中は、時計なのでしょう？」

　朝都の問いかけに、鈴真はようやく視線だけをこちらに寄越した。

　そうして、朝都が無意識に手をポケットに入れたのを認めた瞬しゆん間かん、鈴真の表情はまたも変化した。

　さっきよりも劇的に。

　でも、その表情は、嵐あらしの後の海のような凪なぎ。

　何が起こったのか理解する為ために、頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで鈴真を眺めて、その左手がポケットの中に入っているのを見て、俺は悟さとった。

　そして、手をポケットの中に入れたまま、鈴真はゆっくりと彩波を見上げた。

「……彩波。ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いい？」

「鈴真、ゲームのルール以外のことなら後に」

「いいよ。タイムも取れるけど、どうする？」

　朝都は何か直感したのか、割って入ろうとしたが、彩波は朝都にすべてを言わせなかった。

　殆ほとんど制止された形となって朝都が口を閉じると、彩波は鈴真の話を聞くために姿勢を正した。

「ありがとう。でも、タイムはいいよ」

　鈴真はわざわざ休止の時間を取る必要は無いと言うと、背筋を伸のばしてから再び口を開いた。

「あのさ、この海かい賊ぞく船せんはどうやって屋上ここに来て、どうやって……戻もどっていくの？」

　その脈みやく絡らくのない問いに、何を言うのかと、息を詰つめて鈴真を見ていた朝都は拍ひよう子し抜ぬけしたような表情を浮うかべた。

「部品パーツで運ばれてきて組み立てられて、また部品でどこかの工場に戻るんだよ」

「やっぱり、海には出ないんだ」

「うん。この船は海には出ないよ」

　一方彩波は、真しん剣けんな鈴真にあくまで真しん摯しに向き合い答えを返す。

　鈴真は、きっぱりとした答えに少し悲しげな顔をして、再び口を開く。

「じゃあ、もしここでオレが樽の中に大切なものを入れたら……彩波はそれを、オレと同じように大切にしてくれる？」

「同じようには、出来ないよ」

　これにも彩波は正直に答えた。幼い容姿に似合わぬ、潔いさぎよいとも言える姿に、俺は知らず尊敬の眼まな差ざしを向けていた。

　朝都はそんな彩波を知らない人間を見るように不安げに見つめていたけれど。

　鈴真はその答えを静かに受け止めて、一つ頷うなずいた。

「鈴真様、制限時間は設けてありませんが、お急ぎ下さい」

　と、そこでワカナが声を滑すべり込ませたが、鈴真が慌あわてることは無かった。

「大だい丈じよう夫ぶ、これで最後だから。彩波、わらしべ長者の話って、最初に持ってた藁わらはどうなるんだっけ？」

　恐おそらく、答えを知っているのだろう。問いかける鈴真の声には確信の響ひびきがあった。

「……最初の藁は、人にあげたらもう、戻ってこないんだよ。他ほかの物を手に入れるけど、最初の藁はなくしちゃうんだよ」

　彩波もその響きを感じ取ったはずだが、逡しゆん巡じゆんの後、答えを口にした。

　静かな問いに、静かな答えが返されて。

　束つかの間、場は静せい寂じやくに支配された。

　その静寂を破ったのは、ぱたん……というごく小さな音だった。

　でも、その小さな音に、朝都は誰だれよりも大きく目を瞠みはって。

　裏を返せば、朝都以外は皆みんな、鈴真の行動を予測していた。

「鈴真っ！　どうしてっ!!」

「オレの持ち物で、時計と交換しりとりできるのは、この石だけなんだって」

　朝都は声を荒あらげたが、鈴真は静かに声を返しながら、ポケットからその石を取り出してみせた。

　半分に割れたそれは、カジノゾーンで鈴真が手に入れたものだった。

「ならっ、それを樽たるの中に入れれば良いじゃないですか！」

「それは無理なんだって。これがオレの大切なもの、だから」

「そんな……石が？」

　侮ぶ辱じよくとも取れる言葉だったが、目め許もとを歪ゆがめ、心底不可解だという朝都の表情に、鈴真は怒おこらなかった。

　ただ、その目に強い光を宿して朝都を見つめ、それに気け圧おされたように朝都は口を噤つぐんだ。

「……多加良君も、これが〝ただの石〟だと思う？」

　そして鈴真は、掌てのひらに載のせたそれを、今度は俺に見せて問う。

　鈴真の目を見つめ返して俺は、瞳ひとみの奥に、まだ少しだけ不安が揺ゆらめいているのを見つけた。

　きっと、最後の一押しが欲しいのだろう。彩波にその決心を伝える前に。

　だから俺は、望み通り首を振ふって。

「正直、俺にはただの割れた石にしか見えない。でも、鈴真が違ちがうと言うなら、違う。それが一いつ生しよう懸けん命めい考えて出した答えなら、俺はその石がダイヤモンドだって言われても信じてやる」

　真っ直すぐにその双そう眸ぼうを捉とらえて、宣言してやれば、鈴真はきゅっと唇くちびるを嚙かみしめた後、大きく頷いた。

「だけど……オレはまだ〝夢〟ってどういうものなのか、わからないし、夢に向かって進めって言われても、どっちに行けばいいかわからないよ？　それでも多加良君はオレのこと、信じてくれる？」

　けれど、鈴真は重ねて問うて来た。

　踏ふみ切り線の前で、足踏みする気持ちはわかった。その一歩は、鈴真にとってはまったく知らない世界に踏み出すようなものだから。

「なあ、鈴真。夢って言うのは方位磁石に似てるかもしれない。針は目的地の方を示しているんだけど、辿たどり着いた場所に何があるかわからないところが、な」

「……目的地にあるのが、夢じゃないの？」

「そうだな、夢はある。でも、方位磁石っていうのは目的地に着いてもその先を示し続けているだろ？　辿り着いたと思ったら、また先を示してみせる。多分、そういうのが夢じゃないかと、俺は思う」

「……それって、世界の涯はてを探すみたいなんだって」

　そうと気付いた瞬しゆん間かん、鈴真の双眸に強い光が瞬いたのを俺は見た。

「オレは、子どもの頃ころからずっと世界の涯てを探したかった。だから、もし、それがオレの夢なら、探したい。だけど……ＧＰＳの付いてるオレにそれが、出来る、かな？」

　瞳の中に挑いどむような、強い光を点てん滅めつさせながら、なおも問いかけてくる鈴真に、内心苦く笑しようしながらも、俺はまた口を開く。

「出来上がった……和家の地図の上で探すなら、ＧＰＳはお前を見つける。だけど、鈴真。お前はこれから自分の地図を……どこにもない地図を作るんだろう？」

　俺にしては珍めずらしく、芝しば居いがかった調子で逆に問い返し、首を傾かしげてみせ──次の瞬間、俺は眩まぶしさに目を細めた。

　鈴真の胸の綿毛の輝かがやきに。

　そして、決意を固めた鈴真の双眸の輝きに。

「オレは、オレの地図が作れるかな？　いつか世界の涯てに行けるかな？」

「歩く道を決めるのも、歩いていくのも自分だ。迷ったり、わからなくなって当たり前だ。だって、初めて歩く道なんだからな。でも……いま、ここでその地図に一歩を刻むなら、俺が保証してやる。必ず出来るって信じてやる」

　そんな光を宿しながら、図ずう々ずうしくも尋たずねてくる鈴真に、俺は特別サービスで答えてやった。

　その胸で弾はじけんばかりに膨ふくらんでいる綿毛の為ために。

　そうすれば、鈴真はくしゃりと笑って。

「うん。オレ…………よくわかった」

　初めてそう言うと、鈴真はそのまま真っ直ぐに彩波を見上げた。

「イロハ。オレは、このゲームをここでリタイアします」

　どこか誇ほこらしげな鈴真の宣言を、彩波は落ち着いて受け止めた。

　同じくそれを聞いた朝都は、大きく肩かたを震ふるわせて、声を失ったけれど。

「リタイアするってことは、〝王様〟にはなれないってことだよ？」

　次いで彩波は、どこか諭さとすように鈴真に語りかけた。

「うん。オレは和家の〝王様〟にはならない」

「〝王様〟にならないなら、鈴真ちゃんはどうするの？」

「……オレは、〝王様〟になるよ」

「なっ！」

　王様にはならないと言った舌の根も乾かわかぬ内に鈴真がそう言うのを聞いて、朝都は弾かれたように顔を上げた。

「……最後まで、聞いてやれ」

　俺が軽く制すれば、喰くってかかるようなことは止やめたが、その面おもてから険しさが消えることは無かった。

「どういうことかな？」

　そんな朝都に一いち瞥べつをくれた後、彩波は改めて鈴真に続きを促うながした。

「……オレは、自分の夢を探したいんだ。でも、和家の大人に……〝王様〟になったらそれは出来ないと思う。だからオレは、自分自身の〝王様〟になりたいんだ」

　一つ頷うなずくと、言葉を選ぶような間をおきながら、鈴真はいまの自分の気持ちを隠かくさずに、彩波に伝えた。

「その夢が、見つかるかわからなくても？」

「うん。それでもオレは自分で探して……わからないことは全部、自分で識しりたい。誰だれかに用意された宝の地図は……いらないんだ」

「鈴真ちゃん」

　既すでに遠くを見晴るかしているような鈴真の双そう眸ぼうを、一声で自分の方へ向けさせると、彩波はその顔を覗のぞき込んで。

「それが、鈴真ちゃんの選んだ答えなんだね？　〝王様〟になるよりも大切なことなんだね？」

　鈴真の決意を確かめるように、それでいて最後の逃にげ道を塞ふさぐように、彩波は問いかけた。

「うん。それがオレの〝願いゆめ〟だって、わかったんだ」

　それでも、鈴真の決意は少しも揺ゆらがなかった。

　きっぱりと宣言すると、もう一度真っ直すぐに彩波を見つめた。

　彩波はその眼まな差ざしを受け止めると、一度目を閉じて。

「では……リタイアを認めます」

　開くと同時に、鈴真の決断を正式に受け入れたのだった。
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　彩波がリタイアを認めた瞬間にでも、鈴真の胸の植物は開花すると俺は思っていた。

　でも、結果的にその読みは外れた。

　銀色に光り輝き、今にも弾けそうな丸みを帯びているにもかかわらず、綿毛はその先へ成長すすむことはなかった。

　綿毛という形状の植物の開花には、何かもう一つ必要なのかと一いつ瞬しゆん思ったが、その考えはすぐに頭の中から消えた。

　自分の願いを口にして、安あん堵どの息を吐ついたのも束つかの間、未いまだ一歩を踏ふみ出せない朝都に、痛いような眼差しを向ける鈴真を見て。

　鈴真も、その胸の植物も、待っているのだと気付いた。

　朝都のことをわかりたいと言ったその言葉に噓うそは無いと言うように、朝都が願いを口にする時を信じて待っているのだということに。

「……なら、あまり待たせるのも悪いな」

　小さく呟つぶやきながら一歩近付けば、朝都は鈴真が蓋ふたを閉じた樽たるへ、その眼差しを向けていた。

　本来、鈴真に向けるべき双眸に、怒いかりと怖おそれがないまぜになった、複雑な色を浮うかべて。

　朝都が何を怖おそれているかはわかる気がしたが、何に怒おこっているのかを確かめたくて、俺はもう一歩、朝都に近付いてみる。

　すると朝都は、ゆっくりと俺の方を向いて、

「……世界の涯はてに行くなんて、出来るわけないと思います」

　自ら口を開いた。ただし、やはり、鈴真に向けるべき言葉を。

「出来る出来ないじゃないんだ。鈴真は、自分がしたいことをするって決めただけだ」

　だが、いまは鈴真の出番ではないと踏んで、俺は代わりに答えた。

「だとしても、今いま更さらあんな石の為にリタイアなんて、ずるいと思います。……結局、鈴真もぼくとわかりあう気がなかったんだ」

　朝都は鈴真を非難する言葉を更に重ね、最後に小さな声でそう言ったのだった。

　それでようやく、俺は朝都の怒りの理由を悟さとった。

　朝都は鈴真がゲームのリタイアと同時に、約束を違たがえたと思い、拗すねていたのだと。

「それを決めるのは、まだ早いんじゃないか？」

　むしろ、鈴真は朝都のことを識る為ためにも、ゲームを降りたのだが、あえて俺は誤解を解かず、結論を朝都に委ゆだねた。

　俺の問いに朝都はわずかに眼差しを揺らしたが、怒りで頑かたくなになった朝都は拗ねた子どものように首を振ふるばかりで。

　俺は心の中でため息を吐いた。どうやら朝都はもう忘れているらしい。

　怒るのは自分のことを知って欲しいから、裏を返せば相手のことを知りたいからだということを。

　そして置いて行かれて拗ねているのは、自分も共に連れて行って欲しかったからだ。

　朝都の中にも同じ迷いがあったから。

　だけど、たとえ鈴真がその手を引いたとしても、朝都の迷いは消えない。

　自分の願いは自分で見つけるしかないのだから。

「……鈴真が羨うらやましいなら、朝都もリタイアしたらどうだ？」

「羨ましくなんてないし、リタイアもしません！」

　そこで、あえて挑ちよう発はつ的な言葉を向ければ、朝都は声を張り上げ、沸ふつ騰とうした怒りを向けてきた。

「そうか、なら、勝負は続行でいいんだな？」

「望むところです！」

　その勢いのまま、朝都は勢い込んで声を返してきて、俺はごく小さく笑った。

　これだけの声を出す元気があるのなら、きっと、しぼんでしまった綿毛も大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そしてきっと朝都は自分の願いを見つけるだろう。

　俺の口の端はしに昇のぼった笑えみに、朝都は虚きよを衝つかれたようだったが、これで少し冷静さを取り戻もどしてくれれば、俺の悪人顔も報むくわれる。

「二人とも、元気いっぱいだね！」

　彩波の声は絶ぜつ妙みようのタイミングで甲かん板ぱんに響ひびいた。

「意思確かく認にんも出来ました。では、すみやかにゲームを再開してください」

　続くワカナの事務的な物言いは少々癇かんに障さわったが、それはここから先の力に変えることにして、俺は木樽の方へ身体を向けた。

「次はぼくの番ですよ？」

「そんなことはわかってる。どうぞ、お先に」

　さっきよりも頭は冷えているようだが、無む駄だに突つっかかってくる朝都を軽くいなし、俺は道を譲ゆずった。

　そうすれば、朝都は眦まなじりをきつくして、靴くつ音おとも高く歩き出す。

「朝都ちゃんにも、ああいうところがあるんだねぇ」

　肩かたをいからせ、内心の憤ふん懣まんを隠かくさない後ろ姿に、そんな感想を漏もらしたのは彩波だった。

　その声は優やさしく、いつもより少し大人びた表情に、彩波はどんな想おもいでこのゲームに立ち会っているのだろうかと、ふと考えた。

　それを本人に問う気にはなれなかったけれど。

「鋼はがね[image: ]ネクタイ、でいいですか？」

「はい。朝都様、しりとり成立です」

　俺達が見守る中、ゲームは進み、またも王おう冠かんを引き当てられなかった朝都は、行きが噓のような重い足取りで戻ってくる。

「次は、どこを攻せめるかな」

　俺はあえてその顔を見ず、待機線に朝都が戻ってくるまでのわずかな時間を利用して、文字通り当たりを付けようと呟いた。

　朝都をゲームに引き戻すまではいいとしても、王冠を取られては本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　と、そこで俺は服の袖そでを引かれた。

「多加良君、これ、返しておくって。オレにはもう贈おくり物は必要ないから」

　俺が視線を向けると同時に、鈴真は俺の手にそれを握にぎらせて。

「そうか」

　広げた手の中に方位磁石を見つけて、俺は一つ頷うなずいた。

「……多加良君、王冠、絶対に取ってね」

「……なんで、秋庭さんを応おう援えんするんですか？」

　その声は朝都にも届いてしまい、朝都はきつい眼まな差ざしを鈴真に向けた。

　でも、そんな瞳ひとみを向けられても鈴真は怯ひるまない。

「その方が、朝都のことがわかる気がするからだって」

　まだ、気持ちが上手うまくまとまらないのだろう、その答えは少し曖あい昧まいだった。

「何をいまさら……ぼくは、わかって欲しいなんて思っていません！」

　故に、うまく伝わらず、怒いかりに更に油を注いでしまった結果、朝都は鈴真に背を向けた。

「伝えるのって……難しいんだって」

「でも、難しいから、考えるんだろ？」

　ため息を吐つく鈴真の肩を一つ叩たたいて勇気づけると、俺は自分の仕事を遂すい行こうすべく難敵を見み据すえた。

　樽たるの並べ方に法則性でもあれば良かったが、数を減らしても並べ替かえても構わない以上、それはありそうにない。

　となると、やはり勘かんに頼たよるしかなさそうだが、運に任せるよりはいいはずだと自分に言い聞かせて、俺は朝都と入れ替わりに樽の列に入った。

　途と端たん、またアルコールの匂においが鼻につく。どうやら一種類ではないらしく、今度はどこか甘さを含ふくんだ匂いがした。

　鼻を摘つまむ程ほどの匂いでは無いが、かぎ続けていると息苦しくなって、俺の足は気付けば匂いの薄うすい方へと向かい、結果、俺は端はしの列の樽を選んだ。

　そして、勢いよく蓋ふたを開けた。

　が、中に入っていたのは和邸てい本館──の模型だった。

　某ぼう金のエンゼルを求めて得られない人の気持ちが今日ほど身近に感じられたことはない。

「本当に、入ってるんだろうな？」

　思わず樽の中に声を落としたが、当然ながら響いたのは自分の声だけで、答えが返ってくることはない。となれば、いま、求められるのは早くこのしりとりを成立させることだけだ。
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「秋庭様、しりとり成立です」

　素す早ばやくクリアして、早さつ速そく鉛筆を樽の中に入れようとしたところで、俺は今いま更さらながら、この樽からアルコールの匂いがしないことに気付いた。

　中から取り出した模型にも鼻を近付けてみたが、やはりアルコール類の匂いは少しもしない。

　道理でアルコールの匂いが薄かったはずだと納なつ得とくしつつも、ある意味例外的な樽が置かれている理由がなんとなく気になって、

「……他ほかにも同じような樽、あった、か？」

　俺は自分の記き憶おくと嗅きゆう覚かくをすり合わせながら、待機線へ戻ったのだった。

　戻ったところで、待っていたのは仏ぶつ頂ちよう面づらの朝都だったが。

　吹ふき始めた夕風がその頰ほおを撫なでて、少しは緩ゆるめてくれないものかと思ったが、風は朝都の髪かみをささやかに揺ゆらすだけだった。

　そして、朝都はその風に逆らうように、再び樽の列へと向かう。

「……あ、ここまでお酒の匂いがしてきたよぅ」

「では、マスクをご用意しますか？」

「ううん、それはいらないよ」

　一方、風が運んできた微かすかなアルコール臭しゆうに困ったような声を上げたのは彩波だった。

　振ふり仰あおいで見れば、眉まゆを寄せて、セロリを前にした時と同じ表情をしていた。

「そういえば……洋酒のサバケーキランを食べた時もそんな顔してたよな。子どもはまだ酒がだめか」

「むぅ。確かに苦手だけど、大人だってお酒がだめな人はいるもん」

「うん。オレの父さんもお酒はコップ一いつ杯ぱいくらいしか飲めないって。確か登とう生い様も……」

「皆みな様さま、朝都様が蓋を開けます」

　と、彩波の援えん護ごをする形で鈴真が話を続けようとしたところで、ふいにワカナが割って入った。

　何となく、鈴真の話を慌あわてて遮さえぎったような印象を受けて、俺はひとり首を傾かしげる。

　ワカナのポーカーフェイスに、動どう揺ようの影かげを見て取ることは出来なかったが、俺はこの違い和わ感を覚えておくことにした。

　それから朝都へ視線を向ければ、その手にはハート形のマグネットが載のっていた。

　掌てのひらにマグネットを載せたまま、朝都は微び動どうだにしない。

　呆ぼう然ぜんと、それを見つめる朝都を見て、不安げに首を傾げる鈴真に、

「……歯車なら、マグネットと交こう換かんできる」

　俺は小さく告げた。

　反射的に鈴真は大きく首を振る。

「だめだよ！　だってあれはっ……朝都のっ」

「ああ、大切なもの、だ。本人はまだ認めてないけどな」

　鈴真の言う通り、あれは交換していいものではない。絶対に。

　それで得る物などあるはずもない。

　仮に物を手に入れても、失う想いこころの代わりになるはずがない。

　わかりきったことだが、万が一に備えて俺はいつでも動けるよう準備をしておく。

　鈴真も身を乗り出し、俺達が息を詰つめて見守る中、朝都はポケットから歯車を取り出した。

「……止めなきゃ」

「まだだ……もう少し待て」

　眉を険しくして、その場で足あし踏ぶみを始めた鈴真を宥なだめて、俺は朝都を見つめ続ける。

　朝都が歯車の価値をわかっていないはずはない。だから俺は朝都が自ら思いとどまってくれる方に賭かけたかった。

　朝都は取り出した歯車をぎゅっと掌に握にぎり込む。その手を緩めなければ大だい丈じよう夫ぶだ。

　けれど、朝都は再びその手を開いて、俺は逆に拳こぶしを握り込んだ。

「……いまから別の樽たるを選び直すことは、出来ませんか？」

　そして、俺が一歩を踏ふみ出そうとしたまさにその時、朝都は躊躇ためらいがちにではあるが、そう問いを発したのだった。

　俺と鈴真はその言葉を歓かん迎げいして、視線をかわしたが、

「それは出来ないよ」

　彩波がそれを許すことはなかった。

　朝都にしてみれば藁わらにもすがるような問いだったが、しゃんと背筋を伸のばし、真っ直すぐな眼まな差ざしで告げた彩波が、このルールを覆くつがえすつもりのないことは誰だれの目にも明らかだった。

「そう……ですか。選ばれる為ためには、不確かなものは捨てなければ、ならないのですね」

　彩波の意志の前に、朝都は目を伏ふせながら、右手にマグネットを左手に歯車を載せた。

　そうして、自らが天てん秤びんであるかのように、左右の手を交こう互ごに上下させて。

　そんなことをしてみるまでもなく、朝都にとって重いのは自分で手に入れた歯車の方と決まっているのに。

　なのに、数秒後、朝都が握り締しめたのはマグネットの方だった。

　途と端たん、胸の綿毛は銀色の輝かがやきを失うと共に、葉も萎しおれて。

「朝都、本当にそれでいいのか？　間ま違ちがっていないか？」

「……間違って、いません」

　俺がじれったい気持ちで投げかけた問いに、朝都は更さらにじりじりするような答えを返した。

　右手に拳を作ったまま。

　でも、良いとは言わなかった。右手と同じ──否いな、それ以上の強さで左手を握り締めながら。

「じゃあ、どっちが朝都の大切なものだ？」

　俺はもう一度尋たずねた。真っ直ぐに、朝都だけを見つめて。

　朝都もまた俺を見つめ返し、一度は視線を受け止めたが、すぐにそれを逸そらして。

　右手を、上げた。

「違うっ!!」

　刹せつ那な、叫さけんだのは、鈴真だった。

「朝都、それは違うって！」

　次いで、半ば睨にらむように朝都を見み据すえると、もう一度、強く否定した。

　その否定の言葉に、朝都の双そう眸ぼうは大きく揺れる。けれど、同じように鈴真をにらみ返すと、

「違わないっ!!」

　やはり同じ強さで言い返す。どこか、意地を張るように。

「……自分は、勝手にリタイアして……〝夢〟がわかったみたいな顔をして……そしたら、後は、ぼくが期待に応こたえるしかないじゃないか！」

　そして、吐と露ろされた朝都の言葉に、鈴真は本当に胸を衝つかれたようにそこを押さえた。

　きっとそれは、鈴真だからこそ共感できる痛みで。

　だから、ここから先が本当の俺の出番だ。

「じゃあ、その期待とやらに応える為に、お前はそのちっぽけなマグネットを選ぶっていうのか？」

「ちっぽけ？　このマグネットを選べばゲームは終わらない。そして、王おう冠かんを手にして選ばれれば、どれだけのものが手に入ると思うんです？　どれだけの願いが叶かなうと思うんです？　ちっぽけなのは、この歯車の方だ」

　朝都は目め許もとを歪ゆがめながら、理り屈くつを並べて応戦した。でも、それは俺の求める答えではない。

「選ばれることなんて、俺は聞いていない。俺は、朝都がいま、どっちを選ぶのかを訊きいているんだ。お前に必要なのはどっちなのか訊いているんだ！」

　朝都が、いままですべての選せん択たくを他人に委ゆだねてきたとは思わない。さっきも最後にはちゃんと〝真面目まじめに楽しい〟方を選んでいたと俺は思う。

　だからこそ、いまだけは、朝都が選ばなければならない。

〝宝の地図みんなの願い〟か〝歯車自分の夢〟かを。

　和家の人間にとって、選ぶことより選ばれることが大切ならば尚なお更さら。

　それは同時に、朝都の胸の植物の未来を決めることだから。

「朝都」

　その名前を呼んで、俺は眼差しをしっかりと捉とらえた。今度は逃にげることは許さない。

「……和家の人間は、いまぼくの手の中にあるものには、なんの興味も抱いだきません。ぼくの持っている〝宝の地図〟にしか興味がありません」

　朝都が吐はき出したのは諦てい観かんの台詞せりふだった。

　でも、朝都の目はいま、しっかりと俺を見ていた。

「なのに……ぼく自身が選ぶ答えの方が大切だとしたら……だったらぼくは、何のために和家に生まれたっていうんですかっ？」

　朝都の問いは俺からみれば回り道だ。俺は、いまここにいる朝都にしか興味がないのだから。

　けれど、いままで近道を全力で走ってきた朝都だから、俺はその回り道にも付き合ってやる。

「それは、わからない。でも、選ばれるためじゃない。選ぶためにお前は生まれてきたんだ」

　それは、どんな人間にも言えることだったけれど、朝都はそれを泣きそうな顔で聞いた。

「……でも、ぼくは鈴真とは違う。選ぶなんて、出来ないっ！　〝夢〟だってきっと、見つからない！」

　なのに、朝都は涙なみだをこぼす代わりに、再び左手を開いていく。

「朝都っ!!　お前にはっ……」

「秋庭様っ、朝都様の妨ぼう害がいをすれば、失格です」

　駆かけ出そうとした俺を、体を張って押し留とどめたのはワカナだった。

　でも、声は違う。

　朝都の胸に、願いの植物があると伝えようとした瞬しゆん間かん、俺の喉のどを塞ふさいだのは不可視の何か。

「なら、オレが行く！」

　一瞬、恐きよう慌こうに陥おちいった俺だったが、鈴真が脇わきをすり抜ぬけていったところで我に返る。

　そこでもう一度願いの植物のことを伝えようとしたが、やはり声は言葉の形を成さなかった。

　理由がわからないまま、俺は鈴真が間に合うと信じて朝都と、その胸で今にも枯かれそうな綿毛に眼まな差ざしを注ぐことしか出来なかった。

「……そうか。朝都ちゃんの胸には、あるんだね」

「……え？」

　故に、いつの間にか甲かん板ぱんに降りてきていた彩波にそう言われても、すぐには何のことかわからなかった。

「ほら、ギリギリセーフだよ」

　でも、先さき程ほどのパニックの影えい響きようもあって、彩波の言葉を追つい及きゆうするよりも、俺はその指の動きを追いかけてしまった。

　そうすれば、ギリギリの言葉通り、朝都の掌てのひらが下を向く寸前で、鈴真が押し留めたのが見えた。

「朝都ちゃん。彩波はね、自分で選んで大切な願いものを捨てたよ。でも、朝都ちゃんはまだ間に合うんだよ」

　そして彩波は、何が起こったか、まだ理解できていない様子の朝都にそう語りかけた。

　決して、大きな声ではなく、声質が変わったということもない。

　なのに、彩波の声は、俺の心の深いところまで響ひびいた。

　それはきっと、彩波がその選択を後こう悔かいしていないからで。

「……なら、どうしてぼくは、捨ててはいけないんですか？」

　もうわかっているはずなのに、朝都は掠かすれた声で彩波に問いかけた。でも、彩波はもう答えなかった。

「……朝都がこれから選ぶからだ」

「なに、を？」

「この左手の中の……わからない歯車ものを」

　断言する俺の言葉を受けて、朝都の手を上にかざしたのは、鈴真。

　その表情は確信に満ちていて、手を摑つかまれたままの朝都は、鈴真の強い眼差しに思わず一歩、後あと退ずさる。

「……どうして、鈴真に、秋庭さんに、そんなことがわかるんですかっ？」

　けれど、その矜きよう持じが朝都を踏ふみ止とどまらせ、声を上げさせた。

「それは、朝都がこの歯車と同じ存在ものだからだ」

　朝都の怒ど声せいを、いっそ気持ちいいと思いながら、俺はあえて曖あい昧まいに伝えた。

　案の定、朝都は不ふ愉ゆ快かいそうな顔で首を傾かしげたが、俺は鈴真の目を見て、続きを預けた。

「その歯車のことを、朝都がまだ、わからないからだよ」

「そんなことは……」

　朝都はすぐさま否定の言葉を口にしようとしたが、途と中ちゆうで唇くちびるをわななかせ、結局それを声にすることは出来なかった。

　ただ、朝都の胸の綿毛は、鈴真の胸の綿毛の光を受けて、微かすかに輝かがやき始める。

「いま、朝都はオレのことを怖こわいって目で、わからないって目で見てる。でもオレはそれでもいいんだ。今までと違ちがう目で朝都に見られたって……多分オレも、これからそんな風に朝都のことを見るから」

　そこまで言ったところで、鈴真は一度言葉を切り、朝都の手を解放した。

「……だって、一生かかっても朝都のことを全部、よくなんてわからないから。でも、わからないからこそ、朝都がどうして笑ったのか、怒おこったのか、喜んだのか、どうしたいのか、ずっとずっとわかりたいって思うよ。大切なものもきっと……同じだって」

　鈴真はまるでダムが放水するように、朝都に語りかけた。ずっとずっと、考え続けてきた思いを、答えをようやく伝えた。

　伝えられた方は、やはり溢あふれた水を浴びたような表情で、呆ぼう然ぜんとその顔を見返していた。

　そして、不可視の水を得た胸の綿毛は、更さらに銀色の輝きを増そうとしていた。

「……そんなこと、言われたって、ぼくは、鈴真じゃないんだ」

　でも、感情がまだ植物の成長に追いつけず、朝都は鈴真の気持ちを上手うまく受け入れられない。

「だから、だろう？　朝都が鈴真と同じになる必要なんてない。だから、朝都がどうしたいかが大切になる。俺は、それを知りたいと思う」

　その揺ゆれる眼差しを再び捉とらえて、俺は落ち着かせるように、静かに語りかけた。

「……ぼくは、王おう冠かんを」

　けれど、再びそんなことを言い出す朝都を見て、俺は作戦を変えることにする。というか、もう回り道に付き合うのも限界だった。

「違うっ！　いま、何をしたい？　どうなりたいっ？」

　俺の大声にビクリと震ふるえた朝都の肩かたを、同じように肩を揺らしながらも鈴真が支えた。

　それを見て、俺は心おきなくエンジンを全開にすることにする。

「……言え、ません」

「言えない？　どうして？　その口は飾かざり物か？」

　半ば睨にらむようにして、俺は鋭するどい声を朝都に向けた。そうすれば、朝都は怯ひるむかと思ったが、肩を支える鈴真の手に力を得て、尚なおも口を開く。

「そうじゃなくて!!　それを言ったらみんなの期待がっ！　かのう様だって……」

「ははっ、とんだ言い訳だな。言いたいことを言わないで、それを他人のせいにしてっ。それでいいと思ってんのかっ？」

　決死の思いで口にしたその名前ごと、俺は笑い飛ばしてやった。

「それは……」

「いいわけないだろっ!!　自分を裏切るんだからっ!!　一番裏切っちゃいけない人間をっ!!」

　まくしたてる俺の声に、朝都は耳を塞ふさいでもよかった。

　鈴真の手を、今度こそ振ふりほどいて、逃にげても良かった。

　でも、朝都は全身を震わせながら、それでも逃げなかった

　その手の中に、大切な物が、その胸の中に〝願い〟があるから。

　そして、俺の前にいる以上、その願いを聞くのは、かのうじゃない。

「……だけど、だけどぼくがそれを言うのは、わがままだっ！」

「わがまま、大いに結構。幸いにも俺もお前もまだ子どもだ。その特権を使える内にちゃんと使え！　わからないならわからないって言っていいんだ！　怒れ、泣け、そんでもって笑、えっ!!　げほっ」

　一気に捲まくし立てた結果、最後にむせたが、もう朝都から反論の声は返ってこなかった。

　それは、諦あきらめたからではなく、もう朝都が逃げないと決めたから。

　その証しよう拠こに、朝都の目には既すでに涙なみだが盛り上がっていた。

「大人は、泣かないんです」

　言いながら、朝都は自らの頰ほおを伝う涙を拭ぬぐおうとしなかった。

「大人は、怒らないんです」

「うん。でも、そしたら、笑った顔がわからなくなるって」

「……なら、ぼくは、笑うために子どもになるしか、ないじゃないか」

「子どもになればいいじゃないか」

　顔を歪ゆがめてそう吐はき出した朝都に、俺はもう一度、そう繰くり返した。

　そうすれば、朝都は俺の目を見て、頷うなずこうとした。

　けれど、出来なかった。

　まだ、ほんの少しだけ、重い右手きたいに気付いて。

　俺は、それを錯さつ覚かくだと言う代わりに、ポケットの中から急いでソレを取り出すと、投げた。

「朝都、受け取れっ！」

「なっ！」

　図はからずも、朝都はソレを左手で受け止めて。

「……何のつもりですか？」

　歯車ごと摑つかんだソレを見ると、首を傾かしげた。

「そんなに期待が欲しいならくれてやろうと思ってな」

「は？　この方位磁石が秋庭さんの期待？　……ぼくの〝夢〟に針を向けろと言うことですか？」

「いいや。その方位磁石はりをどこに向けようと、お前の自由だ」

　この期待をどう受け止めるかは朝都の自由だと暗に告げて、

「ただし、俺がそれを渡わたしたのは、いまここにいる朝都に……十四歳の朝都にだ」

　俺はそう続けた。いま、ここにいる朝都だけを俺は見ているのだと。

　だから、その重さを決めるのも、十四歳の朝都でいいのだと。

「いま、ここにいる……ぼく」

　そうすれば、朝都は掠かすれた声で呟つぶやきながら、丸い目をして手の中の二つをじっと見つめて、ゆっくりともう一度握にぎり締しめた。

「……ぼくの大切なものは、この、歯車です。何に使えるかわからないから、どうしても渡したくない。ぼくにいまわかるのは……それだけだ。〝願い〟も〝夢〟も、わからない」

　そうして、長い長い、近道のふりをした回り道を歩き終えて、ようやく朝都はその言葉を口に出した。

　わからない自分を認めて、ようやくいま、スタート地点に立った。

「だから、いいんじゃないか。わからないなら、これから何にだってなれる、どんな夢を見るかも自分で決められる」

「……そうか。だからぼくを……歯車と同じだって」

　さっきの言葉の意味に気付いた朝都はそう言うと、再び左手を開いた。

　方位磁石をポケットに入れてから、広げた朝都の掌てのひらには、きつく握り締めていたせいで歯車の形の跡あとがついていて、まるで二つそれを持っているようになっていた。

　一つでは回れない歯車が、今なら回れそうだった。

「……なんか、花みたいだって」

　鈴真にはそう見えたらしく、その呟きを聞いた瞬しゆん間かん、俺は朝都と鈴真の綿毛に目を向けた。

　銀色に光り輝かがやく球体は、真っ直すぐに空に伸のびて、風が吹ふくのをいまかいまかと待っている。

「花、ですか……ぼくにはまだ、何も見えてきません。もしかしたらこの歯車のことも、〝夢〟もずっとわからないままかもしれません」

　でも、鈴真の一言に、また朝都の弱気の虫が動いたらしい。

「だったら、手始めに子どもの頃ころの〝願いゆめ〟を思い出してみたらどうだ？　これから、子どもに戻もどるんだろう？」

　仕方がないから、俺は朝都にも特別サービスで一言くれてやる。

　そうすれば、朝都は弾はじかれたように俺を見て、何度も瞬まばたきを繰り返した。

　いままでの曇くもりを落とすように。

「オレも、それ、知りたいって」

「……それは、まず彩波ちゃんに伝えます」

　朝都は澄すんだ瞳ひとみでそう言うと、一度肩の力を抜ぬいて、ゆっくりと彩波の方へ体の向きを変えた。

「彩波ちゃん」

「はい、朝都ちゃん、どうぞ」

　間かん髪はつ容いれず返った声に、俺は苦く笑しようしそうになったが、ひたむきな二人の表情を見て堪こらえた。

「ぼくは、大人になったらわからないことは無くなると思っていました。でも、実際はそうじゃなかった。わからないからって放ほうっておいたことは、今もわからないままで……でも、大人になるってそういうことかと思っていました。だけど……彩波ちゃんは、まだ間に合うと言いました」

「うん」

「ぼくは、いまの自分の〝願いゆめ〟はまだわかりません。でも、わからないからこのままなくしたくありません。可能性がある限り。そして、いままでの分までわからない物に触ふれたい。だから……もう少し、子どもでいたい」

　彩波にその〝願いゆめ〟を告げると、朝都はマグネットを樽たるの中に落として。

　コトンッ、という乾かわいた音ごと蓋ふたをした。

「それが、朝都ちゃんの答えなら、王様にも、彩波の婚こん約やく者しやにもなれないってことだね？」

「はい。子どもは結婚出来ませんから」

　瞳に静かな光をたたえたまま、確かめるように彩波に問われても、朝都の答えは変わらなかった。

「……でも、ぼくは子どもの頃、〝王様〟になりたかったんです。世界の王様に。だからいつか、たくさんのことがわかったら、世界の王様になりたいと思います！」

　そして、いたずらな光を瞳に浮うかべると、俺達に一いち瞥べつをくれて、弾はずむ声でそう宣言したのだった。

「え、ええっ！　朝都も〝王様〟っ？」

「……あははっ！　凄すごいねっ！　多加良ちゃんみたいだねっ！」

　朝都の決意に鈴真が目を白黒させる中、彩波は弾はじけるような笑い声と共に、満面に笑えみを浮うかべて。

「なら、競争だ。たくさん〝願いゆめ〟を見つけろよ？　夢見る者こそ世界の王だ！」

　俺は腰こしに手をあて、仁に王おう立だちになると、そう言ってライバルの登場を歓かん迎げいした。

「負けません！」

「お、オレだって！」

　朝都が張り合うように胸を張れば、鈴真も同じように胸を反らし、二人が並び立った瞬間。

　夜空を駆かける流星のような光が瞼まぶたの裏で瞬またたいた。

　かと思うと、まるで両眼が心臓になって、それを何かに貫つらぬかれるような痛みが、その瞬きと同じ瞬間ときだけ走り抜け、俺は束つかの間目を閉じた。

　その痛みの消失と共に目を開けた俺が見たのは、夕空に舞まう綿毛だった。

　無数の綿毛は自ら銀色に光りながら、或あるいは、夕ゆう陽ひの色を映しながらふわふわと粉雪のように俺の視界を、瞬く間に埋うめ尽つくして。




　美しかった。




「……秋庭さん？」

「多加良君？」

「多加良ちゃん？」

　綿毛の乱らん舞ぶに目も心も奪うばわれていた俺を呼よび戻したのは、和家の子ども達の声だった。

　三対ついの瞳には不思議そうな色が宿っていて、それを見て俺はようやく、この綿毛を見ているのが自分だけだと気付く。

　この美しい光景を、いま、自分しか見ていないことが、ふいにとても寂さびしく思えた。

　でも、その感傷を振ふり払はらって、俺は朝都と鈴真の胸へと目を向けた。

　予想通り、そこにはもう綿毛はおろか、葉の痕こん跡せきさえ残っておらず、この場合、植物を摘つんだ事になるのか？　というか、この綿毛が他の人間に飛んでいくようなことは────

「無いのか」

　俺の疑問は、杞き憂ゆうにすらならず解決した。

　雪を思わせる無数の綿毛は、やはり雪が融とけるように空中に消えてしまった。殆ほとんどすべて。

　残ったのは小さな小さな、たった二つの綿毛たねだけ。

　ひらりくるり　くるりひらり　ひらひらひゅるり

　ゆっくりと頼たよりなく旋せん回かいしながら、けれど過あやまたず、二つの綿毛はそれぞれが降りるべき場所を目指し、舞い降おりていく。

　一つは、朝都の胸へ。

　一つは、鈴真の胸へ。

　そして、二つの綿毛が二人の胸へと吸い込まれ、俺の目にも見えなくなった、途と端たん。

　今度は、朝陽が昇のぼる、その瞬しゆん間かんのような光が瞼の裏で弾けて。

　またも両眼が心臓になったような、刹せつ那なの衝しよう撃げきと痛みの後、俺が見たのはまるで早送りのような光景。

　小さな芽から双ふた葉ばへ、双葉から若葉へ、葉を繁しげらせ茎くきを伸のばし、蕾つぼみを付け──急成長していく植物だった。

　文字通り、瞬まばたきの間に成長した植物は、そのまま止まることなく蕾を綻ほころばせ。




　一つはクレマチスのような花を。

　一つはアデニウムのような花を。




　咲さかせた。




　光に透すける花びらは、どちらも純白で、雪のような、或いは二人のこの先の未来のような花だった。

　そうして、見る間に二つの植物は、競い合うように透き通り、結けつ晶しよう化していって。

　次は陽の光を受けて七色の煌きらめきを放つ。

　願わくは、二人の未来も七色に輝かがやかんことを。

　心の中で呟つぶやきながら、俺は二人の植物に手を伸ばしかけて、止やめた。

　甲かん板ぱんに並べられた樽の中から未いまだ、本命が出ていないことを思い出して。

「……最後の仕上げがまだだったな」

　そう呟くと、俺は彩波の方へ身体からだごと顔を向けた。

　と同時にワカナに棘とげのある視線を向けられる。

　ワカナは最後のゲームを台無しにした犯人を俺だと思っているのだろう。

　俺はまだこのゲームを終わらせたつもりはないというのに。

「彩波、俺はまだこのゲーム、失格になってないよな？」

「えっ？　ええと、うん、そうだね。まだ勝ってもいないけど」

　さすがの彩波も俺の問いに面めん食くらった表情を見せたが、でも、そうと認めてくれた。

「だったら……この次のターンで俺が王おう冠かんを引き当てて、しりとりが出来たらこのゲームは俺の勝ち……俺が〝王様〟ってことでどうだ？」

　俺はシンプルかつ控ひかえ目に要求したつもりだったが、そう言った瞬間、珍めずらしく彩波は眉まゆを曇くもらせた。

「この状じよう況きようで何をおっしゃっているんですか？」

　その表情を見て、ワカナは更さらに目許をきつくして、朝都と鈴真さえも怪け訝げんそうに俺を見た。

　けれど、ワカナは珍しく彩波の表情を読み間ま違ちがえたらしい。

「……でも、〝王様〟になっても多加良ちゃんは〝お茶会〟に参加できないよ？」

　彩波は俺の申し出を却きやつ下かするのではなく、受ける前提で真しん剣けんに検討してくれていたのだ。

　彩波の懸け念ねんはもっともであると同時に、俺としても重要な点だった。

「そう、そこだ。〝王様〟がいないのにお茶会を開くのか？　〝王様〟っていったら主しゆ賓ひんだろ？」

「……確かに、なんか変だけど」

「でも、だからといって〝お茶会〟を開かないというのも、どうなんでしょう？」

　俺の真意に気付かない二人は、顔を見合わせつつどこか他人ひと事ごとのように言葉を交かわす。

「何を、提案なさるつもりですか？」

「……多加良ちゃんは、どうしたいの？」

　俺を牽けん制せいするワカナをちらっと見やってから、彩波は頰ほおに手を添そえ、小さく首を傾かしげた。

　屈くつ託たくのない表情からは、俺の考えを読んでいるか否いなかを窺うかがうことは出来ない。

　ならば、まずは言ってみるだけだ。

「俺が〝王様〟になった場合は〝お茶会〟を一年延期にすべきだと思う」

　しっかりと理解してもらう為ために、俺は一言一言はっきりと告げた。

　次の瞬間、朝都と鈴真は驚おどろきに目を見開き、ワカナは理解を拒こばむように唇くちびるを結び、場には沈ちん黙もくが落ちた。

　では彩波はと言えば、やはり最初は朝都達と同じ驚きよう愕がくを目に浮うかべたが、驚きが去ると、今度は頰に両手を当てて、考え込む素振りを見せて。

「……そうだね。彩波もそれがいいと思うよ」

　微笑ほほえみと共に、俺の意見に賛同を示してくれたのだった。

「イロハ」

「彩波ちゃん」

　その裁定に、鈴真と朝都は静かに頭を下げた。二人も理解したのだ。

〝お茶会〟が延期になれば、正式に〝和家の大人〟として迎むかえられるまで、一年の猶ゆう予よが与あたえられる。

　そこから先は二人次し第だいだが、一年あれば、出来ることはたくさんあるだろう。

「〝王様〟の望みなら、誰だれも責められないしな」

　二人も何とか体面が保てるだろうと、暗に告げれば彩波は小さく頷うなずいた。

「でも、彩波様は、登生様に叱しかられます」

　が、ワカナの言葉は盲もう点てんだった。いつも優やさしい理事長ちちおやが、彩波むすめを叱る光景など想像できなかったから。

「……叱られるのか？」

　しかし、不安げなワカナと朝都達の顔を見れば、俺も心配になる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　お父様にはこの間、チャンネル権を譲ゆずった貸しがあるんだもん！」

「……そうか、なら、彩波を信じる」

　和家全体のこととチャンネル権を同じ天てん秤びんに載のせて話が成立するのか、という疑問が一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎったものの、その笑え顔がおに噓うそは無いと思ったから、俺は彩波を信じることにした。

　ワカナの小さなため息は、聞こえなかったふりをして。

「……秋庭さんこそ、大丈夫ですか？」

「くじ運は、無いんだよね？」

　彩波の問題が解決したとみると、二人は今度は俺に気き遣づかう声を向けてきた。

「くじ運は、ちょっと足りないかもしれないが……それを補ってあまりある頭脳と力が俺にはある」

　だが、自信をもってそう言ってやれば、これまで俺の活かつ躍やくを見てきた二人は、

『うん。そうでした』

　声を揃そろえ、大きく頷いたのだった。

　その声に押されるように、俺は再び樽たるの列へと身体を向けた。

「じゃあ、始めようか」

「……これで王冠を引き当てられなければ、失格です」

「もちろん、当てる」

　わざわざ念を押してくるワカナに、俺は迷わずそう返した。

　単なる虚きよ勢せいではなく、これまでのゲームと、それに基づいた推理的根こん拠きよに則って。

「じゃあ、多加良ちゃん……行ってらっしゃい」

　そして、彩波からスタートの号令がかかると同時に、俺は鼻から息をすべて吐はき出した後、まずは一番近くの樽に鼻を近付け、鼻の奥まで匂においを吸い込んだ。

「これは、ウイスキーだな」

　そう断定すると、俺はすぐに隣となりの樽へと移った。

　背中に、訝いぶかしげな視線を感じても構わずに、俺は樽の匂いを嗅かいでいく。

　なぜなら、俺は王冠に辿たどり着くヒントは樽の香かおりにこそあると推理していたからだ。

　ただし、探すべきは特定の酒の匂いのする樽ではなく、アルコールの匂いのしない樽。

　彩波がアルコールに弱いという事実から、俺は〝和家〟の宝ならそれは、アルコールの匂いのしない樽に入っているのではないか、と推理した。

　実際、匂いのしない樽を開けたことも大きかったが、さっき、ワカナが和家の人間はアルコールに弱いという事実を隠かくそうとしたことも推理を助けた。

　そうして、和家とアルコールの関係を考えていけば、やはりアルコールの匂いのする樽に宝物を入れるとは思えなかった。

「もしかしたら、彩波が王おう冠かんを隠したかもしれないしな」

　独りごちながら、俺は地道に樽の匂いを確かく認にんしていった。

　時折新しん鮮せんな空気を補給しながら、最終的に俺が見つけた無む臭しゆうの樽は、二つだった。

「……二択たくか」

　複数存在することは予想していたものの、偶ぐう然ぜんにも隣となり合った二つの樽を前にすれば、悩なやまざるを得ない。

　二つの樽は、見た目に差さ違いが無い上、匂いで判別出来ないことはもうわかっている。

「秋庭さん、頑がん張ばってください！」

「くじ運って、頑張ってどうにかなるのか、オレわからないけど、応おう援えんしていいのかな？」

「……わからなくてもここは、応援です」

「いや、お前達が俺のくじ運をまったく信じていないことはよーくわかった」

　朝都と鈴真の声せい援えんに俺は励はげまされるどころか脱だつ力りよく感に襲おそわれた。

　だが、おかげで知らず肩かたに入っていた力が抜ぬけて、俺は本当に小さなソレに気付く。

「……彩波、このゲームはわらしべ長者から発想したんだよな？」

「うん、そうだよ！　藁わらが最後にはお家うちになるってすごいよね！」

　推理の根拠とするにはそれはあまりに細く弱い気もしたが、彩波から答えを得ることで、俺は少しだけソレを補強する。

「この樽を開ける」

　そして、覚かく悟ごを決めると、俺から見て左側の方を開けることを宣言した。

　誰からも声は返ってこなかったが、俺が蓋ふたに手をかけた瞬間、息を吞のむ気配は伝わってきた。

　俺自身も息を詰つめながらゆっくりと蓋を開け、それから樽の中へ目を凝こらす。

　樽の中にまず見えたのは、深しん紅くだった。それはビロードのクッションの色で。

　その上に、さっき彩波の頭上で見た物より一回り大きな王冠が、載っていた。

「……やった」

　一度目の声は、渇かわいた喉のどに絡からんでしまい、自分にしか聞こえなかった。

「やったぞ！　王冠だ！」

　もう一度、繰くり返したそれにも他ほかの声は返ってこなかったが、俺は構わず、樽の中へ身を乗り出した。

　そうすれば、クッションの下に敷しかれた藁が見えて、これが樽の隙すき間まからほんの少し外にのぞいていたのだと、改めて理解した。

　わらしべ長者に最初の藁は戻もどってこないが、しりとり長者では違ちがうらしい。

　彩波らしい優やさしさに、小さく笑いながら、俺は王冠を両手に持った。

「王冠だ」

　そのまま頭上に掲かかげて、振ふり向けば、朝都と鈴真と目が合って。

「多加良君、やった！　やったね!!」

「おめでとうございます!!」

　俺は、ようやく大きな笑え顔がおと拍はく手しゆで祝福されたのだった。

「まだ、しりとりが成立していません」

　あくまで冷静なワカナの指し摘てきに、二人は拍手を止めたが、その面おもてに不安が浮うかぶ事はない。

　ここまで来て、俺がやり遂とげないはずがないと、信じている二人の期待に応こたえるべく、俺は鞄かばんの中からおもむろに辞書を取り出した。

「……イタリア語辞典？」

　彩波は表紙の文字を読み取ると、不思議そうに首を傾かしげた。

　だが、何も不思議に思うことは無い。

「彩波、イタリア語で辞書をなんて言うか知ってるか？」

「ううん、知らないよ」

「ｄｉｚｉデイツツｏｎａイオナｒｉｏーリオって言うんだ」

　俺は彩波にそう教えてやると、視線をワカナへとスライドさせた。

「お、で終わりますね」

「うん、ちゃんとそう聞こえたって」

　俺に加勢するように、朝都と鈴真にも視線を向けられれば、ワカナは一いつ瞬しゆんだけ煩わずらわしそうに眉まゆを顰ひそめてから、

「ｄｉｚｉデイツツｏｎａイオナｒｉｏーリオ[image: ]王冠……秋庭様、しりとり成立です」

　正しくジャッジを降くだしたのだった。

『やった!!』

「わらしべ長者、優勝は多加良ちゃん!!　おめでとう!!」

　その場で飛び上がって喜ぶ朝都達に加わってジャンプしながら、いつもの笑顔で喜んでくれている彩波を見て、俺はほっと胸を撫なで下ろした。

　足早に戻ってその輪に加わると、俺は一度彩波に王冠を預けて、朝都と鈴真と向き合った。

「これで、俺が〝王様〟だ」

　言いながら、透とう明めいに結晶化して、輝かがやく二本の花を、一度に折りとって。

　俺は、煌きらめく結けつ晶しようを風に返したのだった。




　　　　９




「……彩波と初葉いちはは、考えることが少し似ているみたいだな」

「え？」

　一応、儀ぎ式しきの形だけは整える、ということで、王おう冠かんを頭に載のせて貰もらう為ために跪ひざまずきながら、俺が言うと、彩波は少しだけ驚おどろいた顔をして俺を見た。

「いつもは似てないって言われるんだけど……どこが？」

「最後のゲーム、匂いをヒントにしたとことか、な」

　不思議そうに尋たずねてくる彩波にそう答えれば、彩波は束つかの間空中に視線を彷徨さまよわせた後、頷うなずいた。

「そうかぁ。嬉うれしいな！」

　初葉が自分に抱いだいている複雑な感情に、おそらく気付いているのだろうが、そう言う彩波は本当に嬉しそうだった。

「でもって、そのヒントに気付いた俺と彩波も似てるかもな？」

　もっと笑顔が引き出せるかと、俺は続けてそう言ってみたのだが、次の瞬間、彩波が見せたのはなぜか泣きそうな表情だった。

「な、彩波、どうした？」

　俺は慌あわてて立ち上がろうとしたのだが、彩波は俯うつむいたまま俺の肩かたを両手で押さえ、それを許してくれなかった。

「も、もう、多加良ちゃん、いきなり笑うからびっくりしたよ！　……でも、多加良ちゃんと似てるなんて、すごく嬉しいな！」

　ああ、そうか。何かの加減で俺の悪人顔が彩波には笑顔に見えてしまったのか。それは悪いことをした。

　彩波の口からそう理由が語られて、ほっとしたが、彩波はそのまま俺の頭に王冠を載せると、顔を見せないまま、くるりと鈴真達の方を向いてしまった。

「さあ、これで通過儀礼はお終しまいだよっ！　彩波はちょっとお父様とお話ししなきゃいけないから、これで失礼するねっ！」

「私も、これにて失礼します」

「あとは……カピバラバンド、忘れずに外して貰ってね！　じゃあみんな、またね！」

　そして、殆ほとんどまくしたてるように別れの挨あい拶さつを終えると、呆あつ気けにとられる朝都と鈴真もそのままに、ワカナと連れ立って小走りに駆かけ出して。

「彩波！」

　いま、どんな顔をしているのかがどうしても気になって、俺はもう一度その名を呼んだ。

「多加良ちゃん、またね！」

　そうすれば、彩波は肩かた越ごしに振り向いてくれた。

　その顔にはいつもの無む邪じや気きな笑顔があって、

「ああ、またな！」

　俺は安あん堵どと共に、大きく手を振り返したのだった。

　そして、彩波とワカナがゴンドラ風錨いかりで下に降りていくのを見届けてから、俺は朝都達に向き直った。

「これで、カピバラバンドを外して貰ったら、お別れだな」

　しんみりしたのは苦手だから、俺はあえて明るい声を出した。

「そうですね。でも、またお会いしましょう」

「うん。絶対また会いたいって」

　そうと察して、朝都も鈴真も少なくとも顔には笑え顔がおを浮うかべてくれる。

「あ、でも、お別れの前に一つ、話しておきたいことがあるんだった」

「うん？」

　言われて、俺が鈴真の話に耳を傾かたむけようとしたその時だった。

『アミーゴ達、お疲つかれ様っ！　ここまでよく頑がん張ばった！　我々、感動だ！』

　暑苦しいまでの美声の合唱が響ひびき渡わたり、殆ど確信に近い嫌いやな予感と共に、俺達は振ふり返った。

　予想通り、そこには赤い七兄弟が並んで立っていて、俺達はため息の合唱を返した。

「……さっき、全員倒たおされたんじゃないんですか？」

「うむ！　アミーゴ多加良の友情パンチで目が醒さめた！」

「で、復活なの？」

「その通り!!」

　もはや相手をする気も起こらない俺に代わって二人が尋ねてくれたおかげで、この頭痛のする状じよう況きようは理解出来た。

　だが、アトラクションはもう終わっている。ならばカピバラレッドブラザースの残る仕事は、一つしか考えられない。

「ようやく、カピバラバンドを外しにきたか」

『その通り！』

　俺の言葉に、カピバラレッド達は一いつ斉せいに頷き、それを受けて俺は左手を差し出した。

　カピバラレッドもまた素す直なおに俺の手を取ると、カピバラバンドを外してくれた。

　が、バンドは外れたというのに、カピバラレッドは摑つかんだ俺の手を離はなさない。それどころか、もう一頭のカピバラレッドに右手を摑まれる。

「な、なんなんですか？」

「どういうつもりだ？」

「出口に案内するつもりだ！」

　カピバラレッドは極きわめて快活にそう言ったが、両りよう腕うでをしっかりと摑まれた状態で、その言葉を鵜う吞のみにすることなど出来ない。

「だったら、自分で、歩くっ！」

「遠えん慮りよせず、我々に任せてくれたまえ」

　俺はカピバラレッドの手を振りほどこうとしたが、もう一頭カピバラレッドが加われば、それはもう無理だった。やはり、こいつらは集団にすると危険だ。

「さっきの話なんだけどっ」

　同じように強ごう引いんに引き摺ずられながらも、声を上げた鈴真の方へ、俺はなんとか首を巡めぐらせた。

「あのね。オレ、前にイロハに訊きいたことがあるんだ。イロハは誰だれが一番好きなの？　って」

「え、本当ですか？」

「それで、彩波の答えは？」

　その鈴真らしからぬ話に、朝都は驚おどろきの声を上げたが、俺は構わず先を促うながした。

「イロハは、みんな大好きだって、答えたよ」

「みんな、ですか」

「オレは、好きってまだよくわからないけど……みんな好きっていうのは、大好きとは違ちがうんじゃないかって思ったんだって」

「確かに、大好きというのは、一人に向けるべき、だな」

　俺がそう言うと、朝都は大きく、鈴真も小さくだが頷うなずいた。

「だったら、今回の結果は彩波にとっても良かったんだな」

「うん。きっとそうだって」

「……そうですね。ぼく達も彩波ちゃんのことは好きですけど、大好きとは少し違……っ！」

　鈴真に続いて、朝都も俺の言葉を肯こう定ていしてくれたが、最後まで聞くことは出来なかった。

　カピバラレッドに更さらに強く腕を引かれると同時にもう一頭が背中に回り、朝都の姿はそこで見えなくなってしまって。

「さーあ、一名様、出口にご案内！」

「なっ、これ……がっ？」

　そして、驚きに満ちたその声が、俺の聞いた朝都の最後の言葉こえだった。

「……どんな出口？」

　恐きよう怖ふに頰ほおを引きつらせつつも、鈴真はその双そう眸ぼうを微かすかに輝かがやかせる。

「お待たせ、アミーゴ鈴真！　またいつか、ＫＷＬで会おう！」

　図はからずも、鈴真の好こう奇き心しんはすぐに満たされることとなった。

「なになに……うわっ、すごい！」

　朝都と同様に、前後をカピバラレッドに挟はさまれ、その姿と出口は俺の死角に入ってしまう。

「なあっ、いつか彩波にも本当に大好きな相手が出来るといいなっ！」

「えっ、それ本気で言って……」

　俺の呼びかけに答える鈴真の声もまた途と切ぎれて、ついに甲かん板ぱんの上にはまともな人間は俺だけになった。

「いったい、どんな出口なんだ？」

「こんな出口だ！」

　もふもふとした手が示した出口に、俺は既き視し感を覚えた。

　実際、それは今朝、くぐった門に似ていた。

　ただし、一つ目の門の先はトンネル状になっていて、なぜか船内へと繫つながっている。

「……本当に、出口か？」

「はっはっはっ、アミーゴの言うことは信じるものだ」

「だから、お前とアミーゴになった覚えは一度も……ないっ！」

　否定の言葉と共に、俺は今日一日の恨うらみをぶつけるべく拳こぶしを繰くり出した。

「おおっと、せっかちだなぁ。いま、門を開けるよ！」

　が、今度はあっさりとかわされてしまう。

　間かん髪はつ容いれず俺はもう一いち撃げきを繰り出そうとしたが、もう一頭のカピバラレッドに止められてしまって。

　抵てい抗こうしようとした俺を、そのカピバラレッドはさして力も込こめず自分の元へ引き寄せると、耳みみ許もとで囁ささやいた。

「取引の準備が出来たら、登と月げつ坂ざかに来いってサ」

　その声はいままでのバリトンの美声ではなく、けれどアルトでもテノールでもない──灰色。

　そして、そのカピバラレッドは、俺を残る一頭に押しつけると、くるりと身を翻ひるがえし、見えなくなって。

「では、アミーゴ多加良。今日のところはお別れだが、家に帰るまでがＫＷＬだ。気をつけて！」

『アデュー！』

　そうして、呆ぼう然ぜんとしている中、俺はカピバラレッドの合唱と共に、思い切り背中を押され、暗い口こう腔こうを見せる門の中へと飲み込まれた。
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　中庭からの夕ゆう陽ひが、飴あめ色いろの廊ろう下かを琥こ珀はく色いろに染め変える頃ころ。

　その回廊をいく二つの影かげがあった。

　伸のびる影は、一つは女性にしては長く、もう一つは頭三つ分は短い。

　けれど、先を行くのは小こ柄がらな影の少女の方で、長身の影はそのわずか後ろを、もう一つの影のように寄り添そい付いていく。

　少女は、足音がするのが不思議に思える程ほど、軽かろやかに歩を進めていた。

　一方、女性の方はどこか思い詰つめたような表情を、その細い面おもてに浮うかべていた。

　やがて、意を決したように大きく息を吸うと、彼女は吐はき出す息で問いかけた。

「……本当に、よろしかったのですか？」

「うん？　なにが？」

「通過儀ぎ礼れいの結果はともかく、お茶会の延期を承しよう諾だくされたこと、お叱しかりを受けるのではありませんか？」

　心の底から自分を気き遣づかう声に、少女は足を止めると同時に、ゆっくりと振ふり向いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そして、微笑ほほえみと共に、やはり同じ台詞せりふを繰り返かえした。

「ですが……」

「もう、ワカナちゃんってば心配性なんだから」

　それでも納なつ得とくしない女性の唇くちびるを、少女は背せ伸のびをして指先で塞ふさいだ。

「あのね、朝都ちゃんと鈴真ちゃんの願いは叶かなって、願いの植物はなは開花しちゃったんだよ。だったら、願いの原石たねを取り除く〝お茶会ぎしき〟は意味がないよね？　だから、延期にしたって問題ないんだよ」

　それから少女は、女性も知る事実を改めて聞かせると、安心させるように可愛かわいらしく首を傾かしげてみせたのだった。

「……はい、わかりました」

「わかればよろしい」

　言葉よりも、むしろその様子に負けて、女性が頷うなずくと、少女は大おお仰ぎような口調でおどけてみせた。

　その甲か斐いあって、彼女の口許に笑えみが浮かぶと、少女は満足げに頷き、再び軽やかに歩き出す。

「……今回は結局、婚こん約やく者しやは決まりませんでしたね。私としては少々嬉うれしくもあるのですが。彩波様は、本当はどなたがよろしかったのですか？」

　後に続きながら、小さなその背中に、今度は彼女も軽い調子で問いかけた。

　けれど、次の瞬しゆん間かん、少女の小さな肩かたが震ふるえて、彼女は自分がほんの少し質問の文言を間ま違ちがえたことに気付いたが、もう遅おそい。

　可能な限り真しん摯しであろうと努めている少女は、問いに答えるべく口を開く。

「……彩波は、自分で一番の願いを捨てることを選んだんだよ。そして、和家で生きることにしたんだよ。だから、大好きな二人のどっちでも良かったんだよ。……でも、やっぱり……多加良ちゃんに似てるって言われたのは嬉しかったな」

　少女はその表情を見せぬまま語り終えると、あとは黙だまって歩を進めた。

　彼女もまた、黙ってその小さな背中の後ろを歩き続けた。

　やがて、廊下の突つき当たり、何もない壁かべの前で少女は立ち止まり、あらかじめ決められている法則に沿って、その壁を数回叩たたいた。

　そうすれば、壁だったはずの場所には大きな扉とびらが現れて、深呼吸を一つすると少女はその扉を開けた。

　その先に広がるのは、大きな虚うろのような闇やみ。

「ワカナちゃん、行くよ」

「はい」

　闇の中に少女が一歩を踏ふみ出せば、彼女もまた後へと続いた。

　少女が光の中にあろうと、闇の中にあろうとどこまでも寄り添い続ける──その誓ちかいを胸に秘ひめて。
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　長い長いトンネルを抜ぬけると、そこはフードゾーンだった。

　トンネルの中で俺はいくつもの門を通り抜けたが、その数もどういうルートを通ったかも定かではない。頭上の王おう冠かんもいつの間にか無くなっていた。

　そしていま、周囲を見回しても、朝都と鈴真の姿は見当たらず、おそらく別の出口に出されたのだろうと推測した。

　と、そこで、三半規管の丈夫な俺も、さすがに目め眩まいを覚え、近くのベンチに腰こしを下ろして、その目眩をやり過ごすことにした。

「秋庭くん？」

「秋庭さん？」

　そうして、大分目眩が収まったところで呼びかけられ、顔を上げれば、見慣れた二人の顔があった。

　ただ、顔は桑田と羽黒のそれで間違いなかったのだが、その頭上には見慣れない黒くろ猫ねこ耳みみのカチューシャが載のっていた。

　羽黒の方は、さっきも付けていたが、桑田には付いていなかったはずだ。

　そう思いながら視線を下げれば、着ている物も朝とは違う、シャツワンピースのユニフォームで。

「ああ、桑田もアルバイトに加わったんだな」

　俺が理解すると同時に、桑田は俺の視線に気付いて慌あわててカチューシャを外した。

「……もう、黒猫ワッフルは完売して、アルバイトも終わりだから」

「似合ってたのに」

　更さらに言い訳めいたことを口にする桑田に俺は正直な感想を伝えた。

　けれど、そう言っても桑田がカチューシャを再装着することは無かった。

　一見いつも通りのポーカーフェイスだったが、目め許もとが赤いところを見ると、それなりに我が慢まんしていたのだろう。そうと察して、俺は羽黒の方へ顔を向けた。

「羽黒、いま何時だ？」

「え、あ、ええと……もうすぐ五時です」

　羽黒はすぐに教えてくれたが、腕うで時計から目を上げると、なぜか俺と桑田を交こう互ごに見て。

「あ、あの、ここにいらっしゃるということは、もうご用事は終わったんですよね？」

「ああ。ここでの用事はな」

「そうですか！　あの、では、この乗り物券を使ってもらえませんか？　その、わたしはまだ後片付けがあるので」

「まだ働くのか。バイト料、弾はずんでもらえよ？」
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「あ、はい！　それは店長も約束してくれて……そうじゃなくて！　わたしはこの券の話をしているんです！」

　一いつ緒しよに脱だつ線せんしかけた羽黒だったが、珍めずらしく自ら話を戻もどすと、強い口調で語りかけてくる。

「ああ、悪い。そうか、まだ乗れる時間か」

「……ゴーカートとか楽しいらしいわ」

「ええっ、ゴースト？　どこですかっ？」

　と、そこで羽黒は思いがけぬ混乱に陥おちいった。次いで臨戦モードに入った羽黒は普ふ段だんが噓うそのように素す早ばやく、お札ふだを取り出し胸の前に構える。

　そんな羽黒をどうやって宥なだめるべきか、俺と桑田は顔を見合わせたが、すぐには答えが出てこなくて。

「いや、いやいやいや。ゴーカートとゴーストって、確かに似てるけど、ゴーストには乗れませんから！」

　そこに響ひびき渡わたったのは快かい刀とう乱らん麻まがごときツッコミ。

「はわっはわわ！　つい聞きき間ま違ちがえました！　すみませんっ！」

　その声に羽黒は一いつ瞬しゆん表情を凍こおらせた後、見る間に赤くなっていったけれど、俺と桑田は尾田の登場にほっと胸を撫なで下ろす。

　そう、羽黒のツッコミ役は、やはり尾田が一番だ。

「大だい丈じよう夫ぶだから、花か南なんちゃん。お札は仕し舞まって」

　そして、ふるふると首を振ふる動きに合わせて三つ編みだけでなく、今日は猫耳も揺ゆらす羽黒を落ち着かせるのは桑田の仕事だ。

　いつもの面子メンツが集まったのを見て、俺はようやく心からの安あん堵どを得たのだった。

「……はぁ、すみません。お騒さわがせしました」

　羽黒もまた、みんなが集まったことで気持ちが鎮しずまったようだった。

「ああっ、乗り物券がっ！」

　が、握にぎり締しめていたチケットがしわくちゃになっていることに気付くと、羽黒は眉まゆを八の字にして泣きそうな顔になる。

「大丈夫よ、花南ちゃん。破けていなければ使えるし」

「うん、その位なら問題ないよ」

「本当ですか？」

「ああ、本当だ。俺はこれから行かなきゃならないところがあるから、使えないけどな」

『……え？』

　特におかしなことを言ったつもりは無いのだが、次の瞬間、三対ついの目に見つめられて、俺は少しだけ困こん惑わくしながら、逆に三人を見つめ返した。

「……そう、なの」

　すると桑田は、軽く目を伏ふせながら頷うなずいてくれたのだが、

「多加良、それは、今日じゃなきゃだめなの？」

　尾田は念を押すような問いを向けてきた。

「ああ、急ぐんだ。まぁ、もうこんな時間だからわかってると思うが、今日は生徒会の仕事は中止だ」

「……わかった」

　時間がないことを伝えれば、尾田がそれ以上問いを向けてくることは無かった。なぜか羽黒はため息を吐つき、恨うらめしそうに俺を見上げたけれど。

　またさっきのお札を出されても困るので、さりげなく俺は羽黒から目を逸そらした。

「あー、じゃあ、俺は行くから。で、尾田、預けておいた人形、返して貰もらえるか？」

「……ああ。ちょっと、待って」

　俺が求めると尾田は、持っていたバッグから預けた時そのままの人形を渡してくれた。

「ありがとう。あと、ジェットコースターの件も本当にありがとう」

　そして、一言礼を伝えれば、尾田ははにかむように、けれど嬉うれしそうに笑ったのだった。

「……何ですか、その人形？」

　だが、俺の手に戻ってきた人形を見ると、羽黒はわずかに眉を寄せた。少なくとも見た目に変わったところは無いはずだが、霊れい感かんのある羽黒は何かしら感じ取ったのかもしれない。

　でも、ここまできて、みんなを巻き込むことは避さけたい。俺は急いで人形を鞄かばんの中に仕舞い込むと、この場を去るべく立ち上がった。

「じゃあ、みんな、ゴーカート楽しんでくれ。じゃあ、また学校で！」

「ええ、また学校で」

「はい、また学校で」

「またね」

　と、そこでふと奴やつのことが頭をよぎって。

「ああ、それと、もし鈴木を見かけたら、明日こそ学校に来いって言っておいてくれ！」

　そう伝言を頼たのむと、今度こそ駆かけ出したのだった。

『……鈴木？』

　残された三人が、その名に困惑の表情を浮うかべ、顔を見合わせたとは知らずに。







　登と月げつ坂──和家から歩いて二十分程ほどのところにその坂はある。

　舗ほ装そうはされているが、道みち幅はばは狭せまく、車通りはおろか周辺には民家も見あたらない。

　それもそのはずで、急な坂道の先には、雑木林という名の行き止まりしかないのだ。

　でも、坂を登り切ると、その名の由来通り、空にある月が近くなったような気がした。

　中秋の頃ころには、ここで観月の宴うたげを開く人々もいると聞く。

　もっとも、暮れ始めの空に見えるのは、まだ薄うすく白い月で、少々見み応ごたえに欠けていた。

　けれど、俺は月見に来たのではない。

「……普通、待ち合わせ場所を坂って言われたら、上だよな？」

　だが、登りきったところに、待ち合わせ相手の姿は無く、俺は一人呟つぶやいた。と、そこに。

　しゃりしゃりしゃるりん

　小さな鈴すずを振るような、金属がさやかに重なる音が響ひびいて。

　音のした方へ、視線を向ければ、林の入口に一人の女が佇たたずんでいた。

　ふわりと空中に浮かぶ女は、空に浮かぶ月よりも白い面おもてをゆっくりと俺の方へ巡めぐらせると、

「ふぅ、待ちくたびれたのう。乙女おとめを待たせるとはどういう了りよう見けんかのう？」

　わざとらしく頰ほお杖づえをつきながら、思い切り自分を棚たなに上げた台詞せりふを放ってくれた。

「……乙女なんてどこにいるんだ？」

　よってこちらも皮肉で応おう酬しゆうしたが、女──かのうは躊躇ためらうことなく自らを示してみせる。

　百年以上生きている乙女がどこにいるのか、という台詞が喉のどまで出かかったが、そうすると俺が認めるまでこの話題が続きそうな気がして、俺はそれをため息に変えた。

　するとかのうは少々つまらなそうな顔をして肩かたを竦すくめた。

「まぁ、多加良を待つ時間は長さを感じないがのう」

　だが、すぐにまた艶えん冶やな眼まな差ざしとともに、まるで睦むつ言ごとのような台詞を投げて寄よ越こした。

　そのふざけた態度に俺が顔色を変えることはなかったが。

「〝取引〟の為ための待ち合わせだと思って来たんだが？」

　その黄金色の瞳ひとみに冷ややかに問えば、かのうは紅こう唇しんを笑えみの形へ変えた。

　そして、すべてを見み透すかしているような双そう眸ぼうで俺を見つめると、黙だまって両手を差し出した。

　着物の袖そでから伸のばされた手指は細く、何を与あたえてもこの手には余るような気がする。

　俺は束つかの間、その手をじっと見つめてから、顔を上げると、

「なんだ、この手は？」

　あえてそう問いかけた。もちろん、かのうの手を気き遣づかったのではなく、〝取引〟を優位に進めるために。

「はて、妾わらわの望みの品……手に入れたのであろう？」

　かのうは小さく首を傾かしげるだけで、何の動どう揺ようも見せなかった。

　俺がそれ──和登生に近い物を手に入れたという確信が、かのうにはあるのだろう。

「……手に入れた」

　俺もその点は素す直なおに認めた。ここに俺がいることが、証明しているのだから、そこを誤ご魔ま化かしても意味はない。

　そうすれば、かのうは何も言わずに更さらに笑みを深め、ほんの少しだけ手を更に前に出した。

　そんなかのうに次に言うべき言葉はわかっている。それを躊躇うのは、俺の都合にすぎない。

　こんな裏うら技わざのような方法ではなく、全部、自分の力でやり遂とげたかった、という。

　でも、一刻も早くあの女ひとを目覚めさせる為に、かのうの〝取引〟に応じるべきだと俺は判断した。

　少なくとも、自分の足で橋を渡わたって行けるから。

　迷いを捨てるように、俺は頭を振ふると、唇くちびるを湿しめらせて。

「まず、橋を架かけてくれ。それを渡りきったら、望みの物は渡す」

　その目を真っ直すぐに見て、俺が要求を伝えた瞬しゆん間かん──かのうの面から、笑みが消えた。

　代わりに浮かんだのは、考え込むような、わずかに憂うれいを含ふくんだ表情。

「……橋を架けたところでは、だめかのう？」

「だめだ」

　言いながら、かのうは同情を誘さそうように小さく首を傾げたが、そんなものにはほだされない。

　俺の優ゆう秀しゆうな頭脳は常に様々なことを学習している。その学習の成果が、この条件なのだから、譲ゆずるわけにはいかないのだ。

　するとかのうは拗すねたように背を向けたが、それでも俺が応じなければ、小さくため息を吐ついて。

「仕方ないのう。此こ度たびは多加良のわがままを聞いてやるかのう」

　着物の裾すそを揺ゆらしながら振り向くと、そんな言葉と共に、ようやく一つ頷うなずいたのだった。

　と同時に、かのうはひらり、と、更に上へ舞まい上がり、そこで両りよう腕うでを広げると、くるりくるりと回り始めた。

　けっして早すぎず、かといって遅おそすぎず、ただ回っているだけだというのに。

　連環わの鳴る音に合わせて、舞い踊おどっているように見えた。

　その動きを追うようになびく銀糸の髪かみは、やがて月光のように見えてきて。

　知らず、見入っていた。

「……さあ、多加良。疾とく見よ」

　そう声をかけられるまで、俺はかのうの動きが止まっていたことに気付かなかった。

　気付いて、示された方へと顔を向ければ、そこに橋はあった。

　それは日本庭園に相応ふさわしいような和風の、飾かざりものめいた橋だった。

　けれど、その橋は行き止まりのはずの雑木林を緩ゆるやかな弧こを描えがきつつ貫つらぬいて、確かにその先へ──隣となり町まちへと伸びている。

　ともすれば緑の濃こさに埋うもれそうに深い紅くれないの橋を、俺はしばし呆ぼう然ぜんと見つめた。

　叶野市限定という制約があるとはいえ、かのうがその中で振るえる、強大な力を久々に見せつけられた気がした。

　無から有を生み出す、それだけのことをしたにもかかわらず、かのうは息一つ乱さず、疲つかれた素振りも見せず、俺の眼差しに気付くと悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんで。

「さあ、渡るがよい」

　俺を押し出すように、自分は後方へと身を引く。

「……橋を渡り終えたら、投げる」

　そして俺は、一言言い置いて、最初の一歩を踏ふみ出した。

　不可視の力で架けられた橋は、けれどしっかりと俺の足を受け止めた。

　一歩一歩、深しん紅くの橋を踏みしめていく。

　あの女の目覚めに続く道だと思いながら。

　なのに、一歩一歩、夕ゆう闇やみが深くなるように足は重くなっていった。

　俺はこの橋を渡って、目的を果たして、また戻もどってくる。

　戻ってくれば、またかのうとのゲームは続く。

　でも、きっと何かが変わるだろう。

　俺が渡るこの橋をかのうが渡ることは無いのだから。

　自らの力で架けたこの橋を、叶野市から──和家から出られないかのうは、渡れない。

　そうと知っていたはずなのに、その考えが胸をよぎった瞬間、初めて事実を突つきつけられたように俺は足を止めていた。

　刹せつ那な。風が強く吹ふいて、雑木林を大きく揺らした。

「そういえば……綿毛の乱らん舞ぶ、美しかったのう」

　大きな葉は擦ずれの音に、半ばかき消されそうになりながら、その声は俺の耳に届いた。

　あの光景を見たのは俺だけでは無かったのかと、反射的に振り向いて──俺は、見てしまった。

　寂さびしげなかのうの顔を。

　強い風の中に立つ、細く小さく、誰だれかが支えなければ、今にも飛ばされてしまいそうなその姿を見た瞬間。

　何の音も聞こえなくなった。

　時間が止まって、世界に二人だけ取り残されてしまったように。

　自分の髪が頰ほおを叩たたかなければ、俺はずっとそうしていたかもしれなかった。

　けれど、俺は我に返ると慌あわてて顔を前に戻し、たったいま見たものを振ふり払はらおうとした。

　だが、まるで置いてけぼりにされた子どものような表情を、その残像を瞼まぶたの裏から消すことは出来なかった。

　胸の奥、一番深いところに小さな棘とげが刺ささってしまったように。

　でも、振り向いても、もう一度その表情を見ることは叶かなわないだろう。

　いつか見た、かのうの躰からだのように。

　振り向いても、いつもの何か企たくらんでいるような笑えみで、何事もなかったようにされるのだ。

　そうとわかっているから、

「いま必要なのは振り向かない覚かく悟ごだ」

　俺は自分にそう言い聞かせたというのに。

　振り向いていた。

　斜ななめの風の中、真っ直ぐにかのうを見つめた。

　そうすれば、やはりかのうはいつも通りの微笑みを浮うかべながら、真っ直ぐに俺を見返して。

　斜めの風の中、俺達の眼まな差ざしは真っ直ぐにぶつかった。

　斜めの風の中で見る、その黄金色の双そう眸ぼうを俺は、綺き麗れいだと思った。

　なのに、その瞳ひとみを見ていると泣きたいような気分になって。

　そして俺はもう、振り向かない覚悟を固めた。

　渡わたらないと決めた、橋の方を。

「……止やめた」

「止めた？　なにを？　もしや……橋を渡るのをかの？　途と中ちゆうで落ちるような仕し掛かけはしていないがのう……まぁ、噓うそつきが渡れば落ちるかもしれぬが、の」

　俺の言葉を、かのうは初め、冗じよう談だんとして受け取ろうとした。

「橋を渡るのも、〝取引〟も止めにする」

「……ならば、登生の〝取引〟に応じるのかのう？」

　だが、俺が本当に橋を引き返してくるのを見れば、冗談では無いと悟さとって、今度は内側を探さぐるような、視線を向けてくる。

　わずかに剣けん吞のんさを孕はらんだその眼差しを正面から受け止めて、俺は首を振った。

「どちらの〝取引〟にも応じない。俺はやっぱり自分の力でお前とのゲームに勝って、そしてあの女を目覚めさせてみせる」

　それが、最後の最後に出した、俺の答えだった。

　そして、それを口にした瞬しゆん間かん、足だけでなく、全身が軽くなった気がした。

　いつか、この日のことを話す日が来た時、俺の決断をあの女は責めるかもしれない。

　でも、この身体からだの軽さが、少なくとも今の俺の答えが間ま違ちがっていないことを証明しているのだから、もう仕方がない。

　そうして、俺は橋を戻りきると、再びかのうと対たい峙じした。
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「……さて、どうしたものかのう？　多加良は妾わらわを手ぶらで帰すつもりなのかのう？」

　俺を迎むかえたかのうは、そう言うと、唇くちびるを笑みの形にしたが、俺の決断に不満があるだろうことは問うまでもなかった。

「いいや、手ぶらで帰すつもりは無い」

　そう言うと、珍めずらしくかのうは驚おどろいたような表情を浮かべたが、俺は構わず鞄かばんを開けた。

　その間に、かのうの顔は興味深げなそれへと変じて、再び掌てのひらを上に、両手を差し出した。

「……これが、かのうに近い物、だろ？　これがお前の手て許もとにあれば、理事長のものになることは絶対に無い。これで、どうだ？」

　さっき垣かい間ま見みた表情は、本当に夢だったのではないかと思いたくなる図ずう々ずうしさに、内心ため息を吐つきながら、俺は銀ぎん髪ぱつ金きん瞳とうの人形をかのうの手の上に載のせたのだった。

　やはり特別な人形なのか、それはかのうの手をすり抜ぬけることなく、留とどまって。

　かのうは俺の顔と人形を交こう互ごに、じっくりと見比べた後、目許を和やわらげ、ほ、と小さな息を吐いた。

　それはため息のようにも、安あん堵どの吐と息いきのようにも聞こえた。

「……仕方ないのう。此こ度たびはこれで良しとしてやるかのう。……その代わり」

　そして、かのうは一つ頷うなずいたものの、そこでもったいつけるように言葉を切った。

　なんだかんだで今日一日人を振り回しておいて、まだ何か要求を突きつけるつもりかと、俺は牽けん制せい代わりに、軽く睨ねめつけた。

「……妾と多加良のげーむはまだまだ続くからの？」

　けれど、続く言葉は予想を裏切るもので、子どもみたいなその笑みに、俺は一瞬声を失って。

「……望むところだ！」

　一いつ拍ぱく置いて、その勝負を受けて立ったのだった。

　かのうと俺のゲームの、本当の始まりは今日なのかもしれないと思いながら、俺は群ぐん青じように染まった空を見上げた。

「……さて、では日も暮れたことだし、そろそろ暇いとましようかのう」

「ああ、俺もいい加減疲つかれた」

　俺がそう言うと、宣言通りにかのうは再び空へと舞まい上がり、今度は小さく腕うでを広げた。

　今日の別れを悟って、俺は慌てて一言だけ呼びかけた。

「綺麗だったな」

「……妾かの？」

「綿毛だっ！」

　例によってふざけた答えを寄よ越こし、俺が地面を踏ふみならしたところで、

「ほほ、冗談だのう。ああ、美しかったのう……妾と多加良しか見ることはなかったがのう」

　かのうは改めてそう言うと、柔やわらかく微笑ほほえんで、その笑顔のまま人形を胸に押し抱いだき。

　しゃりんしゃるろん

　白金に輝かがやく連環の鈴すずのような響ひびきだけを残し、中空に姿を消したのだった。

　かのうが消えたその空を、そのまましばらく見つめ続けていると、ふいに星が瞬またたいて。

　空に一つだけのその星を見ながら、俺の脳のう裏りにはなぜかまた、寂さびしげなかのうの顔がよぎり──胸の一番奥がまた、ツキンと痛んだ。

　その痛みの理由はわからない。なのに、この日のことを、俺はこの先何度も思い出すような気がした。

　多分、この胸の痛みの理由がわかるまで。

　でも今は、やはり胸の奥に痛みを沈しずめて。

「帰るか」

　一言呟つぶやくと、俺は坂を下りるべく踵きびすを返したのだった。
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　誰だれもいなくなった船の上を、夕暮れの匂においを孕んだ風が吹ふき抜けていく。

　マストの上に腰こしを下ろし、風が頰ほおを撫なでるのを感じながら、彼は見慣れた街並みを眺ながめていた。

　昔は、こんな風に街を眺めるのは苦手だった。楽しみを見み出いだせず、胸が苦しくなってすぐに目を逸そらしていた。

　けれど、いまはいくら見ても見み飽あきない。

　ずっと見ていたい。でも、ここを去ると決めた以上、そういうわけにはいかない。

　そもそも波立つ心を静めるために、景色を眺め始めたというのに、本ほん末まつ転てん倒とうになりかけて、彼は苦く笑しようすると同時に、ひらり、と空中に身を躍おどらせ──数メートル下の甲板へ、音もなく着地したのだった。

　もっとも、透とう明めい人間状態の彼のウルトラＣに拍はく手しゆは起こらない──そのはずだった。

　ぱちぱちぱち。

　だから、最初、そのささやかな拍手が自分に向けられたものだとは考えなかった。

「お見事サ。さすが神様」

　だが、明確に名詞じぶんを呼ぶ声に、神は──或あるいは鈴木朔は慌あわてて声のした方へ視線を向けた。

　そこにいたのは、今日、何度も見かけたＫＷＬのマスコットキャラクター。

　でも、そうと認にん識しき出来たのは一いつ瞬しゆんで。

　彼の方へと、一歩踏み出した瞬間、カピバラレッドはその姿を変えた。

　赤い毛皮は、灰色の髪かみに。ずんぐりとした体は、細く極きわめて中性的な肢体ラインに。

　着ぐるみを脱ぬぎ捨てたわけではなく、ただ自ら望む姿へと変化した存在は、

「それともまだ、生徒会長の鈴木朔くんサ？」

　中性的な声で問うと、首を傾かしげた。その動きに合わせて、頰のラインに沿って切り揃そろえられた髪が揺ゆれる。

　その中性的はいいろの声と髪を見れば、誰か、などと問う必要は無かった。

　故ゆえに、彼が知りたいのは彼女──ひとまずそうしておく──が、なぜいまここにいるのか、という一事だった。

「あれ？　久々すぎて、もしかして誰かわからないサ？」

　が、彼の眼まな差ざしの意味を、彼女はそう取り違ちがえると、頰の辺りを搔かいて。

　ばさり

　やはり灰色の翼つばさを広げ、一度だけ羽ばたいてみせたのだった。

　緩ゆるい笑えみといい、どこか真しん剣けん味みに欠ける態度といい、記き憶おくにある姿となんら変わっておらず、故にその役割も変わっていないと彼は判断する。

「……灰色天使、なぜここに君が？　君が来るようなことは何も起こっていないが？」

「ん？　ああ、なんだ、警けい戒かいしてたのサ。あー、忘れられてなくて良かったサ。何しろキララやマイカと違ってこっちの仕事は少ないからサ」

　牽制の台詞せりふに返ってきたのも、緊きん張ちよう感に欠けた言葉こえで、警戒していた自分がばからしく思えたが、それでも完全に警戒を解くことは出来なかった。

　すべては、彼女が灰色天使であるが故に。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。こっちも殆ほとんど視察という名のバカンスだからサ」

「視察？」

「だからぁ、あくまで名目上サ」

　彼がわずかに目め許もとを険しくすれば、灰色天使は宥なだめるように両手を上下させる。

　けれど、その言葉を鵜う吞のみには出来ない。

　灰色天使にはさっき、彼女がこの叶野市まちを訪おとずれる理由は無いと言ってみたが、彼がここにいること、それは十分に理由となる。

　なぜなら、灰色天使とは神様族かみが大きな決断を下すとき、現れる存在だから。

「……ぼくは、もう決めた」

「へぇ。でも、本当に今回は様子見だからサ。お花の御お姫ひめ様さまにもちゃんと許可とってあるしサ」

　半分かまをかけるつもりで告げてみたが、灰色天使はあくまで同じ内容を繰くり返す。

　ただ、お花の御姫様──すなわちかのう様のことを口にする時だけ、楽しげに目を細めて。

　何か密約があるのかもしれないが、その表情から中身まで推測することは到とう底てい出来ない。かのう様自体は、灰色天使の仕事の範はん疇ちゆうから外れていると思うのだが。

「……ぼくの友達に危害を加えるつもりなら、容よう赦しやはしないが？」

「ふぅん、友達サ。でも、いまやみんな神様の名前なんて忘れてしまったのにサ」

　万が一を考こう慮りよして、努めて冷たく告げたが、その言葉に凍こおりついたのは、彼の方だった。

「そんなことはわかっているっ！」

　突つきつけられた現実に、彼は思わず声を荒あらげた。

「まぁ、落ち着くサ。あるべき場所に帰るって決めた以上はサ」

　そんな彼を見ても、灰色天使は慌てず騒さわがず、ただ彼を試ためすような台詞を紡つむぐ。

「……ああ、そうだ。ぼくは、あるべき場所に帰るだけだ」

　その言葉に仮かり初そめの身体からだの芯しんから冷やされて、改めて彼は自らの決断を声にした。

　だが、その表情は苦く渋じゆうに満みちていて、ひどく人間らしい顔に、灰色天使は小さくため息を吐ついた。

「……神様。あなたは今まで、扉とびらが現れても閉とざして来たサ。でも、あの日、あなたはようやく扉を開けた……ほんの隙すき間まだったけどサ。だから、今ならまだ、閉めることも、更さらに大きく開くことも出来るのサ」

　そして、灰色天使は、まだ決断はなされていないのだと告げた。

　さっきまでとは異なる、真しん摯しな声と眼差しを向けられて、再び彼の心は揺れた。

　でも、その揺れる思いを無理矢理封ふうじ込めて、たとえ忘れられてしまっても、この街で出会った彼らの為ために、最良の選せん択たくをすると決めて。

「ぼくは扉を……」

　言葉を紡ごうとした、その時だった。

　声が、聞こえた。

　彼を呼ぶ声が。もう誰だれも覚えていない筈はずの名前で。

「……ああ、まだ一人だけ忘れていなかったのサ」

　淡たん々たんと告げる灰色天使の言葉に、その声が自分の幻げん聴ちようでは無いのだと悟さとって、彼はまず口許を押さえた。

　でもすぐにそれでは足りなくなって、両手で顔を覆おおう。

　懸けん命めいに嗚お咽えつと涙なみだを堪こらえ、自分に見せまいとする神の姿に、灰色天使は初めて困ったように目許を歪ゆがめた。

「人は寂さびしい生きものサ。そして寂しさは人を愚おろかにする。寂しさが人に罪を犯おかさせる。なら……寂しいあなたは、いま、どうするのサ？」

　ひどく優やさしい声で、残ざん酷こくなまでの真理を説といて、灰色天使は最後にそう問うた。

「……ぼくは、寂しさから開けた扉を、今度は寂しさから……閉ざせない。愚かな道だとしても、ぼくは進まずにいられない」

　彼は嗚咽を殺しながら、掠かすれる声で、答えた──もはや、自分を偽いつわることが出来ずに。

　その答えに、何の感情も見せず、灰色天使は一つ頷うなずくと、

「……わかったサ。じゃあこれは、神様、あなたにあげるサ」

　そう言いながら、ビロードの小さな箱を空中から取り出してみせた。

　まるで手品のようだったが、灰色天使に種は無い。

　だから、指の隙間からその箱を覗のぞき見た彼の頭に浮うかんだのは、中身に対する疑問だけ。

「多加良っちったら、こんな良い物を、ここん家のポストに入れちゃうんだもんサ」

　灰色天使がどこか呆あきれたように言うのを聞けば、もはや問う必要は無かった。

　この箱の中身こそが、かのう様の求めていたものなのだと悟って、彼は顔を覆っていた手を外すと、小さな箱をじっと見つめた。

　けれど、すぐに手を伸のばすことはしなかった──否いな、最後の葛かつ藤とう故ゆえに出来なかった。

「……受け取るかどうか、ゆっくり考えるといいサ。その間、自分は煙草たばこを一本吸わせて貰もらうからサ」

　そうと見て取ると灰色天使はそう言って、いつの間にか指に挟はさんでいた煙草に火を点つける。




　そうして、灰色天使が煙草を一本吸い終えるまでの間、彼は黙だまってその箱を見つめ続けて。

　灰色天使がその吸い殻がらを消失けし、二本目の煙草に火を点ける前に、彼はそのビロードの箱に手を伸ばしたのだった。

　小さな箱を宝物のように押し抱いだきながら、無言でその顔を見れば、灰色天使は満足げに微笑ほほえんで──ふいに、灰色天使の背後の闇やみが濃こくなったような気がした。

　やはり、灰色天使は自分の決断を見届けに来たのかと思ったが、

「だから、仕事じゃないのサ」

　彼の機先を制して、灰色天使は改めて否定した。ならば、もうその言葉を信用するしかないと決めて。

「……わかった」

「ほら、早くお花の御姫様のところに行くといいのサ。自分も……帰るからサ」

　彼が短く告げれば、灰色天使は緩ゆるく笑いながら彼を促うながし、自らも一歩を踏ふみ出した。

　と、同時に再び姿を変える。

　今度は灰色の髪かみが黒になり、中性的な体が女性的な丸みを帯びただけだったが、翼つばさを仕し舞まい終えたその姿を見て、彼は目を瞠みはった。

「彼女は君、だったのか」

「まあ、そういうことサ」

　だが、悪戯いたずらっぽく笑われれば、それ以上言えることはない。相まみえるのも今日までだ。

「……もう叶野市で会うことはないだろう。じゃあ、またいつか」

「うん、またいつか」

　そして、笑え顔がおもなく短く別れを告げると、彼は跳ちよう躍やくと共に、空中に姿を消したのだった。

　かのう様の元へ向かうために。

「……そう遠くない日に」

　だから、その呟つぶやきが彼の耳に届くことはなかった。

　群ぐん青じよう色に染まった空を見上げると、灰色天使は二本目の煙草に火を点けた。

　神が何を運んでいくのか確かめる──目的を果たした後の一服は殊こと更さら味わい深いのか、煙けむりを吸い込みながら灰色天使は目を細める。

「……いまはまだ、みんな遊んでいるといいサ。すべての準備が整うまではサ」

　吐き出す煙と共に、誰も聞いていないと承知の上で独りごちて。

「それまでは、あたしもバカンスといくサ」

　なぜなら、神から人間に戻もどった彼は、いま見た自分の姿を忘れてしまうのだから。

　そうして、灰色天使は煙草を燻くゆらせ、やがて煙は、その全身を包み込んで。

　灰色の煙の中に、灰色天使はその身を融とかし、姿を消したのだった。

　制服なつふくのスカートの裾すそをひらりと揺ゆらしながら。







　そして、漆しつ黒こくの闇の中、彼は女と対たい峙じする。

　胸に一つの決意を秘ひめて。

　人の命は短いから、別れの日は必ず来る。

　それが今日でも、明日でも、彼にとっては大差ないのに。

『彼』が呼ぶから、また呼んでくれたから。

　人間の世界へ戻りたいと彼は思った。

　人間の世界へ戻る方を、選んでしまった。

「あなた様の罪は贖あがなわれました」

　彼が差し出した小箱を受け取ると、女は艶あでやかな笑みでそう言ったけれど。

　その瞬しゆん間かんに、彼は新たな過あやまちを重ねたのだ。

　いつか『彼』を苦しめるかもしれない、愚かな選せん択たくという過ちを。

　それでも、この過ちの上に、日々を重ねていくと決めたから。

　ゆっくりと視線を上げて、女の金色の双そう眸ぼうを捉とらえると、

「……これで、ぼくがもう『彼』と友達になることはありません」

　彼はその決意を伝えたのだった。

　突とつ然ぜんの言葉に、女はわずかに柳りゆう眉びを顰ひそめたが、追つい及きゆうの言葉を向けてくることはなかった。

「……それが、あなた様が選んだ代だい償しようならば、妾わらわは別に構いませぬ。そして、この先も妾の邪じや魔まをなさらぬ限りは、あなたは人で在ることが出来ますから、の」

　代わりに、そう釘くぎを刺さしながら、いかにも優やさしげに微笑んで。

　もはや、女に対たい抗こうする術すべを持たぬ彼は、黙って頷うなずくほかなく。

　そうして、その瞬間、再び契けい約やくは成されたのだった。




　　　　＊＊＊




　多少の不安はあったが、和家の郵便受けならばセキュリティ上の問題は無いと判断し、ビロードの小箱を落とし入れて、

「……これで、在るべきところに戻るだろ」

　独りごちると、俺は疲つかれた身体を、今度こそ帰路へ向けた。

　和邸ていは閑かん静せいな住宅街──まあ、その殆ほとんどを和邸が占しめているわけだが──にある為ため、俺はまず大通りへと進路を取った。

　もはや急ぐ必要もないので、ゆったりとした歩ほ幅はばで歩いていた俺の目に、困った様子の初老の夫ふう婦ふが入ってきたのは偶ぐう然ぜんだった。

　が、そこで婦人の方と目が合えば、紳しん士したるもの放ほうっておくことは出来ない。

「……あの、何かお困りですか？」

「え……あ、あら？」

「君、もしかして生徒会副会長の、秋庭君かい？」

　声をかけるなり、そう言い当てられて、俺は少々面めん食くらったものの正直に頷いた。

　そう、大変不本意だが、俺は副会長なのだ。

「ええと、どうして俺を？」

「ああ、はじめまして。鈴木です」

「いつも息子むすこがお世話になっております」

　次いで俺が首を傾かしげると、二人は名乗ってくれたのだが、よくある名字故ゆえ、すぐには件くだんの息子の顔が浮うかばない。

　だが、俺がお世話しているとなると、一人しか考えられず、

「鈴木……生徒会長の？　ご両親？」

　半信半疑ながら問えば、二人は大きく頷いたのだった。

　その答えに、俺は一瞬パニックになりかけたが、すぐに本当の両親ではないという事実を思い出した。

　叶野市で人間として暮らすにあたり、鈴木は仮かり初そめの家族と起居を共にしているのだ。

　かのうの力による暗示とはいえ、仲良く暮らしている様子は鈴木の言葉の端はし々ばしから俺も承知している。

　そんな人達がこの時間に不安そうな顔をしているとなれば、理由は限られる。

「ええと、もしかして、鈴木をお探しですか？」

「ええ。何も言わずに朝出て行ったきり、まだ帰ってこないの」

　予想通りの答えに、あいつは学校でも家でも同じようなことをしているのかと、俺は呆あきれた。

「今日はどこまで冒ぼう険けんに行ったんだろうなぁ？」

　けれど、まるで小学生の子どもを心配するような父親の口くち振ぶりに、俺は少々興味を引かれて、

「鈴木は……家ではどんな風ですか？」

　思わず、尋たずねていた。

　すると、二人は顔を見合わせて、微笑ほほえみを交かわすとどちらともなく語り始める。

「毎日、色々なことをしてくれるわねぇ」

「あー、例えばあれだ。仕事から帰ってきて、家にパンダがいた時はもう驚おどろいたね」

「ええ、ええ。あの着ぐるみねぇ。和さんからお借りしたって話だったけど、もう本物みたいだったわ」

「食べていたのは笹ささかまぼこだったけどなぁ」

「夏には蟬せみを捕とってきたわね。きっと今年もたくさん捕つかまえてくるわねぇ」

「はっ！　今度は家で放さないよう、きつく言っておかないとな！」

「そうねっ！　最後の一いつ匹ぴきを追い出すまで三時間もかかって、みんなへとへとだったものね！」

　二人が語る鈴木は、神の偽いつわりの姿で、優しい思い出も半分は偽りだというのに、俺はそこに本物よりも輝かがやく幸福を見た。

「……じゃあ、鈴木がいないと、随ずい分ぶん静かなんでしょうね」

　放っておけば、いくらでも鈴木の話をし続けているだろう二人の間に、俺はそっと割って入った。

「ええ、そうなの。静かすぎてなんだか心配になってしまって。居たら居たで、ずっと笑いっぱなしで疲れてしまうんだけれど」

「親ばかだけどなぁ。こうして探しに出たってわけだ」

　すると、さっきまで笑っていた二人の顔には憂うれいが刻まれて。

「きっと、もうすぐ帰ってきますよ。俺も帰りに見かけたら声をかけておきますから」

　少しでも不安を取り除いてあげたくて、俺はそう言った。

「ああ、ありがとう。よろしく頼たのむよ」

「ありがとうね。あの子の言う通り、素す敵てきな副会長さんだわ」

　そして、丁てい寧ねいに頭を下げる二人に、同じように礼を返し、俺はその場を後にしたのだった。







　そうして、さっきよりも歩調を緩ゆるめて、時折路地裏に目を向けながら、俺は再び歩き始めたのだが、鈴木の姿を見つけることは出来なかった。

　そうやって探していると、俺もしばらくその顔を見ていないという事実に思い至り、少しだけ胸の辺りがじりじりとしてきて。

「おーい、鈴木。神様鈴木。鈴木朔」

　立ち止まり、俺はその名を声に出して呼んでみた。

　けれど、応こたえる声はなく、軽く肩かたを竦すくめると、再び歩を進めた。

　そのまま数歩歩いたところで、俺は再び歩みを止めることになる。

　進行方向の四つ角に、行きには見なかった、地蔵像を見つけて。

「……あんなところに、地蔵があったか？」

　普ふ通つう石像は、もっと周りに馴な染じむものだが、どうもその地蔵像は景色から浮いていて──俺は近付いてみることにした。

　近くで見ると、それは石で出来ているのではなく。

「ダンボー……るっ！」

　ガサガタガサっ

　俺が顔を近付け、そうと確かめた瞬しゆん間かん、その地蔵は動き出して、俺は身体からだを仰のけ反ぞらせた。

　次いで、飛び退のくと、もぞもぞと動く地蔵に、いつ襲おそいかかられてもいいように俺は身構えた。

「ふぅー、もう雨は上がったかな？」

　けれど、次の瞬間、地蔵像から発せられたのは聞き覚えのある、物もの凄すごく能天気な声で。

　ダンボール製のそれを脱ぬごうとしている様子を、俺は思わず見守ってしまい。

「おおー、雨上がりの良い夜空だね、多加良っち!!」

「いつ、雨が降った？」

　地蔵着ぐるみを脱いだ奴やつ──鈴木が、あまりに意味不明の事を言うのに、反射的に突つっ込んでしまった。

「え？　降らなかった？　あれー？　ぼく、どのぐらい雨宿りしてたんだろう？」

　俺の突っ込みに、なおも鈴木は首を傾かしげ続け、浦うら島しま太た郎ろうのようなその発言に、俺は頭痛を覚える。

「知るか。それより、お前、しばらく学校にも来ないで何をしてた？」

「息してた！」

　その人をおちょくったような答えに、俺は早々に追つい及きゆうを放ほう棄きすることにした。

「……ああ、そうかそうか。で、その息の根を今すぐ俺に止めて欲しいと？」

「や、やだなー、多加良っち。冗じよう談だんだって。久々に会ったんだから笑ってよ！」

「ははは。これでいいか？　さあ、質問に答える気があるなら、これがラストチャンスだ」

　俺が本気で迫せまれば、鈴木は頰ほおをひきつらせながら、素直に頷うなずいた。

「わかった、答えるよ！　あのね、ぼくは全国秘密基地行あん脚ぎやの旅に出てたんだって。秘密基地だから、誰だれにも秘密にして行ったんだけど」

「……秘密基地行脚、だと？」

「そう！　凄すごく楽しかったよ！」

　繰くり返し尋たずねれば、鈴木は満面の笑えみと共にそう言ったが、俺はやはりこいつには真面目まじめに答える気がないと判断する。

「鈴木、覚かく悟ごはいいか？」

　そして、寛かん容ような俺は拳こぶしを固めつつ、最後にそう問うてやる。

「覚悟は良くないよ！　もう！　どうして多加良っちはぼくのこと信じてくれないわけ？」

　すると今度は鈴木も気分を害したように頰を膨ふくらませ、反論してきたが、

「自分の言動を振ふり返ってみたらどうだ？」

　俺が更さらにそう切り返せば、黙だまり込む。

　俺から生徒会長の座を奪うばっておきながら、その仕事から逃にげ回っている自分を思い返せば、反論などできるはずがなかった。

　ただ俺は、目の前の存在が普通の神経の持ち主ではないということを、うっかり忘れていた。

「うん、どの行事も最高だった！」

　思い切り胸を張り、そうのたまう鈴木を見た瞬間、

「あははー、スズキサン。生徒会長の仕事はイベントプランナーとは違ちがうんですよー。っていうか、お前は立ち上げるだけで、あとは全部俺達に丸投げじゃないか！」

　俺の我が慢まんは限界へと達し、最後の一言と共に俺は拳を繰り出した。

「おおっと、危ない！　もー、ぼくは多加良っちと拳でわかり合う気はないんだって！」

「奇き遇ぐうだな、俺もそんな気は無い」

「へぇ、そうなんだ。ってことはぼく達は友達になれないね！」

「そういうことだな」

　ひらりひらりと、猿さるのように拳をかわす鈴木に苛いら立だちながら、売り言葉を俺が肯こう定ていした途と端たん。

　にわかに鈴木の動きが鈍にぶり、俺は勢いのついた拳をその頰に当てそうになる。

　何とか寸前で止められたが、いつも明るいその目が、昏くらく沈しずんだように見えて。

「……鈴木？」

　俺は気勢を削そがれて、その顔を覗のぞき込んだ。

「じゃあ、ぼくはずっと生徒会長で、多加良っちはずっと副会長だ！」

　直後、鈴木は人差し指を俺の額に押し当てながら、そう宣言してくれて。

「……はい？」

「だから、多加良っちはずっと副会長ね！」

　聞き間違いでないと承知しながらも、首を傾げる俺に、鈴木は確信犯的に繰り返し、押し当てたままの指先で小突いてくれた。

　ああ、やっぱりさっき、一発当てときゃ良かった。

「つまり、俺が生徒会長になるには、お前が邪じや魔まってことだ。よし、今度こそ覚悟は良いな？」

　拳を握にぎり直しながら、低く問いかければ、鈴木は気け圧おされたように目を逸そらし、ついでにひくひくと鼻を動かして。

「ん？　鼻？」

「はっ、お母さんのカレーの匂においがするっ！　急いで帰らなきゃ！　じゃあ、副会長、またね」

　まさかのタイミングで超ちよう嗅きゆう覚かくを発揮した鈴木は、くるりと身を翻ひるがえすと同時に、勢いよく駆かけ出した。

　たとえお母さんのカレーが待っているとしても、俺がその逃とう亡ぼうを許すはずがない。

「待ちやがれっ！　今日という今日は許さないからなっ！」

　そして俺もまた、強く地面を蹴けり、月明かりに照らされる道を猛もう然ぜんと走り出したのだった。
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　和邸ていの奥深く、通常は人の立ち入らぬ一室。

　年に一度、〝お茶会〟の日だけ開かれるその部屋は、今日がその日だというのに暗く、静まり返っていた。

　十人は入るが十五人入れば少々息苦しい、和邸の中では小さな空間だが、暗くら闇やみの中に目を凝こらせば男が一人見えた。

　黄昏たそがれを過ぎ、既すでに世界は夜へ向かっているというのに、〝お茶会〟のテーブルに着いているのはいまだ、己おのれのみという状況で、男は苛立たしげに指先でテーブルを叩たたいていた。

　この事実が意味することを、男は概おおむね正しく理解している。

　今年の〝お茶会〟は中止になったのだと。

　部下メイドからも、彩波むすめからもそうなるに至った事情の説明は受けているし、それを許したのも男自身なのだから。

　彩波も言う通り、原石が取れないのであれば、〝お茶会〟という名の、その儀ぎ式しきを行う意味は無いし、娘むすめの婚こん約やく者しや決定についても彼自身は時期尚しよう早そうと思わぬでもなかった。

　そもそも〝お茶会〟が中止となる事の発ほつ端たんを作ったのは己だという自覚もあった。

〝お茶会〟は中止になったが、一族の親しん睦ぼくを深める食事会は行われているのだから、問題はない。

　問題なのは、通過儀礼と並行して行われていた〝取引〟の方だった。

　百パーセントの自信は無かったが、その他の策を弄ろうすることで、七十パーセントは自分の方に流れを引き寄せることが出来ると思っていた。

　最悪、彼──秋庭多加良がかのう様の〝取引〟に応じたとしても、自分自身が賭かけた品は取り戻もどせると思っていた。

　だが、多加良は両方の〝取引の品〟を手に入れながら、どちらの〝取引〟にも応じないという決断を降した。

　先日、理事長室で会った時はかなり揺ゆれている様子であったというのに。

　まず、それが予想外の展開だった。

　そして多加良は、和邸の郵便受けに、男の〝取引の品〟を返したのだと言う。

　だが、それはいま、男の手て許もとにない。

　つまりは、多加良以外の手でかのう様の許へ運ばれた、ということだろう。

　それが、男の苛立ちの原因だった。

　よって彼は、客人達のもてなしもそこそこに、一人部屋に籠こもっているのだ。

　月の光さえ煩わずらわしいいまは、光の射さし込まぬこの部屋が、男にとって最適の一室だった。

　苛いら立だちを鎮しずめる為ために、男は椅い子すに背中を預けると、深く息をした。

　そうすれば、一息毎ごとに、ほんの少しずつだが苛立ちは鎮まっていき、冷静に物事を考えることが出来るようになる。

　取引の品──あの指輪は男の結婚指輪にして、かのう様の封ふう印いんを補う役割を担になっていた。

　むしろ封印の方がメインで、一ひと揃そろいで箱の中にあったそれは、結婚指輪としての意味はもう殆ほとんどない。

　その事実に、男の口許には珍めずらしく自じ嘲ちようの笑えみが浮うかんだ。

　それでももう心は波立つことなく、男はゆっくりと目を開けた。

　既に暗闇に慣れた男の目はそこで、昼間と同様、テーブルの上の造花を捉とらえた。

「……青い薔薇ばら、か」

　そう呟つぶやくと同時に、男の明るい色の瞳ひとみにギラギラとした、底光りする輝かがやきが宿り。

　その唇くちびるには、今度は本物の笑みが浮かぶ。

　この世に必要ないものを作り出す程ほど、人間は貪どん欲よくだ。

　けれど、和家の人間は更さらに貪欲だ。

　多くの願いを叶かなえて貰もらう代だい償しように、願いの原石を差し出し──一番の願いが叶えられないからこそ多くを求める。

「我々は……私はあなたを逃にがすつもりはありません」

　そして、男はいまここにいない存在へと宣戦布告の言葉を紡つむぎ、胸に刻む。

　胸の奥に隠かくした願いと共に。

　そうして、一つ、失ったのなら、それを補うものを十見つければ良いだけだという答えに辿たどり着いた男は、静かに椅子を立った。

　早さつ速そくそれを実行に移すために。

「……私はいつか、一番の願いとて、叶えていただきますよ？」

　最後に、和家でもっとも貪欲な男は、誰だれもいない虚こ空くうへそう言葉を投げ放ち、部屋を後にしたのだった。
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　黒い絵の具を何度塗ぬり重ねても作り出せぬ、漆しつ黒こくの闇やみ。

　ともすれば、世界の始まりさえも飲み込んでしまいそうな漆黒の世界で、けれどけっして飲み込まれることなく、その女は一人佇たたずんでいた。

　女の手にはビロードの小箱と銀ぎん髪ぱつ金きん瞳とうの人形がそれぞれ載のせられていて、女はふと思いついた風に、天てん秤びんのごとくその身を揺らした。

　一見、二つの重さは等しいように見えたが、次の瞬しゆん間かんには、女の身体からだは人形の乗った右手の方へと傾かたむいていた。

　次いで女は人形と小箱を入れ替かえたが、それでも結果は変わらない。

　女は何度か同じことを繰くり返し、満足したのか──或あるいは飽あきたのか──ふいに動きを止めると人形を己おのれの懐ふところに、小箱を虚空へと投げ捨てた。

　そのまま小箱の行方ゆくえには目もくれず、今度は着物の袂たもとから、二粒つぶの綺石かくを取り出した。

「まさか、和家の者の綺石を手に入れる日が来るとはのう……」

　いつもならば、存分に眺ながめるところだが、今日はそれを持てあますように掌てのひらでコロコロと転がして。

　やがて、小さくため息を吐つくと、

「かように小さくとも、綺石は綺石、か」

　割り切るように呟き、胸の袷あわせから取り出した蒔まき絵えの小箱に、月長石のような二粒を仕し舞まい入れたのだった。

　そうして、小箱を仕舞うと、再び銀髪金瞳の人形を取り出し、

「そなた……無事に戻もどれてよかったのう」

　幼子がするように女は人形に語りかけた。

　大人の女が人形を抱だく姿は普ふ通つうならば少々不自然だが、己によく似たそれを抱きしめる姿はそんな感情を抱いだかせなかった。

　常にない、無む邪じや気きな表情を女が浮かべていたからかもしれない。

　そして、無邪気に人形を抱きしめたまま、女の眼まな差ざしはふいに遠くへと向けられて。

「はやく……よびたい、の」

　小さく、小さく、女は声を落とした。

　もしもそれを、大きな声にしても、この虚空に女を咎とがめる者などいないというのに。

　そう、咎める者はいない。いまはまだ。

　それ故ゆえに、いまはまだ、呼べないのだ、その名前ひとを。

「……。」

　故に、女はけして音にはせず、唇くちびるだけでその名を紡いだ。

　いまは女しか知らぬその名は、闇に消えることなく、女の胸に刻まれる。

　胸の奥に隠した願いと共に。

　女はその場所をそっと押さえると、ごく小さく──けれど、ひどく寂さびしく笑った。

　その笑顔を受け止めたのは、胸に抱いた人形で、ふと、女の脳のう裏りにはそれを寄よ越こした多加良の姿がよぎった。

「……多加良は橋を渡わたるかと思ったがのう」

　今日もまた、ほぼ女の企たくらみ通りに事は運んだが、多加良のその決断だけは予想外であった。

「妾わらわの表情かお、見られてしまったかのう？　だとすれば……多加良は優やさしいのう」

　女はまた人形に語りかけ、首を傾かしげた。自分と同じで、昔とは姿いろを変えてしまったそれへ。

　女の真の目的も知らず、優しさ故に橋を渡れなかった多加良の姿を思い出して、女は口の端はしで微笑ほほえんだ。

「なれど多加良は……あの人ではないから、の」

　そして、女は再び遠い目をして呟つぶやくと、もう一度、さっきと同じようにその名を紡ごうとして──やめた。

　代わりに、紅あかい唇にいつもの笑みを刻んで。

「……疾とく願え。この世のものはすべからく。疾く疾く願え。さすれば叶かなえてやらぬこともない。そして……妾の願いを疾く叶えておくれ」

　謳うたうように声を紡つむぎながら、人形と共に女はくるりひらりと、円を描えがくように舞まい踊おどり。

　やがて、その姿を漆黒に飲み込まれるのではなく、融とけ込ませたのだった。
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第８回角川学園小説大賞〈奨励賞〉受賞。６月26日打ち上げ。長野県を探査中。小惑星探査機はやぶさは、幾多の困難を乗り越え、イトカワから微粒子を持ち帰りました。私も新たにイオンエンジンを搭載して、皆さんに物語という名のカプセルをお届けします！







　あとがき







　皆みなさん、こんにちは＆ご無ぶ沙さ汰たしております。宮﨑柊羽です。

　……と、まるで手紙のような書き出しですが、『神様ゲーム』長編第８巻、本当にお待たせしました。第７巻のあとがきで『あまりお待たせしない』とか言ったにもかかわらず、大変お待たせして申し訳ありません。えー、この間に、８００グラムだった猫ねこが、６・７キロに成長しました（ええ、私生活での変化はこの位です）。

　なんだか、いくら謝あやまっても足りない気がするので、今回のあとがきはついでに既き刊かんのミステイクを訂てい正せいすることにします。




　まず、『神様とゲーム──ユメデハレタラ──』で鈴木君の陸おかスキーに多加良達は突つっ込こんでいましたが、「ノルディックウォーキング」という、板こそ装着しないもののスティックを手に持って行うウォーキング法があるそうです。これが健康に良いそうです（かかりつけの内科の先生がおっしゃってました）。びっくりです。知らなくてすみませんでした。

　次に、第７巻で、笹世が「グリーンカード」というのを出しました。これはサッカーのイエローカード等と同列のものなのですが、正確には「フェアプレー」に出されるもののようです。てっきりファインプレーも含ふくまれるかと思っていました。勉強不足ですみませんでした。でも「頑がん張ばった」時に出されることもあるらしいので……大目にみてくださると嬉うれしいです。

　そして最後に『神様ゲーム』の根幹にかかわる大問題です。あのですね、「鈴木」さんという名みよう字じ、第１巻で「日本で一番多い名字」としましたが、どうやら現在は、日本で二位、らしいです。現在の一位は「佐藤」さんだそうです。いつの間にか順位が入いれ替かわっていたようです。すみません。でも、いまさら『佐藤朔』君には出来ません。『神様佐藤』……だ、だめです。別人（神）です！

　だ、だけど、鈴木姓せいは一説には、祭礼の時に祀まつられる稲いな穂ほに由来する神官の名字と言われています。また、平安時代には朝ちよう廷ていで修しゆ験げん道どうが信しん仰こうされていて、この修験道を伝える山やま伏ぶし達は「鈴木」を名乗っていたそうです。そして、和歌山県海南市にある藤ふじ白しろ神社神かん主ぬしが鈴木姓だったそうです。（以上、森岡浩著『よくわかる長野県の名字』しなのき書房発行、を参照しました）。

　つまり、神様に関係のある名字だったわけです！　結果オーライというか、天てん啓けい、ですか？

　ということで、これからも鈴木君でよろしくお願いします。

　ふぅ、とりあえず、気になっていた三件について訂正＆謝罪出来ました。

　えーと、あとは７巻で振ふったプロローグと対になるエピローグのサブタイトルについて言っておかないとですね。７巻が「ヒトニカクシテ（人に隠して）／カミニカクシテ（神に隠かくして）」だったのに対し、８巻は「ヒトハカクシテ（人は隠して・人は斯かくして）／カミハカクシテ（神は隠して・神は斯くして）」というダブルミーニングになっています。それがどうした？　と言われればそれまでなのですが、個人的にはいい感じだと思っています（笑）。




　ということで、これより謝辞です。

　スニーカー文庫編集部の方々をはじめ、たくさんの人に支えていただき、ようやく第８巻を発刊することが出来ました。ありがとうございました。

　七草さん、引き続きイラストを担当してくださりありがとうございました。

　また、著者略歴にも書きましたが「小惑わく星せい探査機はやぶさ」の帰き還かんとエピソードには本当に励はげまされました。テレビ報道の他ほかにＪＡＸＡモバイルを見たりして、一人で泣いたりしてました。イトカワのサンプルが持ち帰れて本当に良かった！　ありがとう！（最近は「あかつき君」と「イカロス君」を応おう援えんしています。特にイカロス君のツイッター、楽しいです！）

　そして、何より、いま、この本を手にとってくださっている皆さんに深く感謝いたします。本当にありがとうございます。お待たせした時間を返すことは出来ませんが、もし、かつて一いつ緒しよに『神様ゲーム』を読んだお友達がいて、その方と最近連れん絡らくをとっていなかったりしたら、「８巻出たよ！　読んだ？」みたいな形で、再会のきっかけになればと、思います。

　それでは、今回のあとがきはこのへんで。

　また近いうちにお会いしましょう!!
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